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まえが き 

ねん  がつ  わ せ だ だいがく  そうりつし やお おくま しげのぶこう  とう じはくし やく  とうざい ぶんめい 

1907 年 4 月、 早稲 田 大学の 創立者 大隈重 信 侯 （当時 伯爵） は 「東西 文明 
の 調和」 と 題す る 講演を 行ない、 世界の 文明は 西 アジアに 発し、 西と 東に 
分かれて 発達す る 過-で 非常に 違った ものに なって いった。 しかし、 東方 
へ 渡って いった 文明は、 アジアの はずれに ある 日本で 堰 止められて 止ま っ 
た。 他方、 西方へ 餐っ ていった 文明 も、 アメ リカを S て 日本へ 渡り、 ここ 
において 「すべての 文明は 世界を 一周して、 日本に 於て 初めて 接触した の 

と 

である」 —— このように 説いて おられる。 

この 論調7 には、 老侯得 i の 大風呂敷が あらわれて いるが、 国の 独立を 保 
ちながら 幕末 以来 熱心に 西洋の 文明を 学び 吸 収 して、 西洋 諸国に 負けな 
いり っぱな 国に なろうと した 明治の 政治家の 自負を そこに 読みと る ことが 
で 令る 0 

それ以来 80 年 近' い 年月が 過ぎ去った。 大隈老 侯の 理想と された 東西 文 
m の 調和が 日本に おいて 実現した かどう かと いえば、 簡単に 肯定 も 否-も 
できない 状 況 にある。 両者が 「調7 和」 している のではなくて、 「辞 列」 し 
ている にすぎないよう にも 思われる し、 東の 文明に くらべ、 西の 文-が 勝 
ちす ぎている ように も 思えて ならない。 しかし、 国の 独立を 保ちながら 西 
洋 文明を 吸 収 する という 点では、 日本は もっと も 成果を あげた 国 = の ひと 
つと いえる だろう。 

そういう 意味で、 日本の 現 状は 西洋文明 を 生んだ 国々 の 人に と って も、 
東洋 文明を 保ち 続けた 国々 の 人に とって も 興味 ある こと に違いない。 最近、 
欧米諸国から も アジア 諸国から も 研究者 や 留学生が 多く 日本を 訪れる よ 
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ゆうべん  ものがた 

うに なった ことが、 そのこと を 雄弁に 物語って いる。 そして、 それだけに- 
東西 文明の 調和と いう こ とを 建 学の _ 神の 一つと したわが 早稲 田; 学の 責 
務は 重い といわなければ な ら ない。 

現 居 早稲 田 大学に ほ 600 人に 近乂 、外国人 留学‘ が 学んで いる。 その 数 
は、 日本の 大学の 中で もっとも 多い 部類に 属する し、 私立大学の 中では:^ 
¥ である。 今後と も、 早稲 田 大学と しては 留学生 受け入れの ための 条件 
を 整備し、 留学生 諸君が 留学 目的を 十分 達成で きる よ うに 配慮す ると 共 
に、 晏け 入れ も 少しずつ 拡大して いきたいと 考えて いる。 

留っ 学 g 堯け 入れの 条 件の 一つ として、 日本を よりよ く 知って 頂く ため 
の授 業 科目 の 設置が ある。 早稲 田 大学では、 1985 年度 以降、 义 部分の 学部 
に、 それぞれの 学問 分野に 関する 「日本 入門 講座」 を 設置す る ことと なっ 
た。 そして、 そこで 用いる 教材の 一環と して 集した のが、 この 「日本 
入門 —— 日本と アジア」 である 0 

この 本は、 文字 どおり 日本を 理解して 頂ぐ ための 入門 書であって、 日本 
の 事情を 完全に 説明し 晨 くして はいない。 また、 文章 "の 表現に も、 留学 


生 諸君に とって わかりにく い 部分が あるよう に 思われる。 これらに ついて 
は、 読者で ぁる 留 学笙 諸君の i； 見や 希望を 聞きながら、 順次 I 加、 修正、 し 

てい くこと と したい 0 

奏 わり に のぞみ、 忙しい 時間を さいて この 本の 執筆の ために# 尽力く だ 
さった 先生方に 対し、 心から 感謝の 気持ちを 捧げる とともに、 この 本が 留 


がくせい しよくん  り かい  たしよう  やくだ  ねが 

学生 諸君の 日本 理解に 多少な りと も 役立つ こと を 願う も ので ある。 


1986 年 2 月 16 日 


わせ だ だいがく そうちよう 

早稲 田 大学 総長 


にし  はら 

西 原 


はる 

春 
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はし 力  <  さ 

日本の 社会は 大変には げしく 遂花 してき ま した。 とく にこの 百 数1 
の fe きは、 ひと しく 世界の 国々 が 注 目す ると ころと いえましょう。 Wm 
が 主に 農業を 中心と していた 国から、 工業を 中心とする 国に、 そ して 琴 

にち  けいざい  ちゆう しん  くに  か 

日では サー ビス 経済を 中 心と する 国に 変わりつつ あ ります。 それと とも 
に、 人々 の 生活水準 も 意識 も 大分 変わって まいりました。 日本は この 1 甚 
紀の 間に、 近代化を 進め、 そのな かで 経済の しぐ み、 社士の 構造 もは げし 
く 変わって きたので す 0 

しかし この 近代化の 歩みには、 西欧の 国々 とは 少し ばかり 違った 点が 

へんか  せいおう  なが  ねんげつ 

られ ます。 それは このような 変化が、 西欧の ように 長い 年月を かけて、 ゆ 
っ くり と 浸— してきた というので はなく、 短い 歴史的 逢 過 時 の うちに 麓 
開され てきた という ことです。 ですから 日本は、 ; 変に 進んだ 工業、 生産 
技術、 科学に よって 特徴 づ けられる 側面と、 日本を とりま く 風土 や 歴史の 
生み だ した 何千 年 かの 伝統 や 文化を 备づ よく 保ちつ づけて いる 齒 分と が 共 
存 する という、 見方に よ っ ては 不 均-な 外見を 呈 している といえ ましょう。 

変化のは げしい 国、 他 固有の 伝統と 文化に よ りかかった 謹、 二! kti 反 
する この 二 面が 共存す る 姿は、 近代化が 徐 々に 進 d した 西欧諸国 には、— 
めずらしく 映る のです が、 近代化に 向けて 足早に 進んで いこうと している 

はつ てん とじよう こく  ひと  ちか 

発展途上国 にと っ ては、 一つの 近し い モデル かも しれません。 

翻って 日本の 長い 歴史を 眺める と、 日本は〆 案文 化を 広く と り いれ、 ぁ 薪 
しい 伝来 文化 環境に うま く 適応し、 または 会容 させながら、 独自の 友 化を 
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つく りあげて きました。 日本の おかれて いる 地理 的 条件、 歴史的 事情 か 
ら、 日本 民族は 同一の 言語を 話し、 似た ような 風俗 •習慣で 育ち、 备 紀 
にも わた って 国民的 一体感を 共有 して 今日に 至っ たのです。 

こう した 特異な 歴史 経過を、 短い 期間で 近代化に 向けて 転換して いくの 
には、 新しい 歴史的 経験が 必要で あり、 また それに 触発され て 自らを 適合 
させる ことが、 日本 近代化の 要件で も あった のです。 

近代に おける 歴史的 転換期の 最初の 試練は、 萌 、治 初期に おける 顏 国と fe 
業'7 革命です。 それに よって 日本は、 長い 自己 維持 的な 封建^ ij 度から 脱け 
だして、 多面的な 近代化を 実施し ました。 その 威二の 機‘ は、 第二次 
大戦 後に 訪れ ま した。 それを 契機に 日本は、 民主主義と 平和主義を 基調" と 
した 大が かりな 制度 的 変革を 行ない、 高速度の 経済成長に 向けて 国民的： i 
識を 傾注し、 そ して 飛躍的 発展を とげる こと になり ま した。 いずれも. それ 
らは 日本に とっ て 未曾有の 歴史的 転換期で あ っ たといえ ましょう。 

そこで この 総論の 部分は、 これらの 歴史的 転換期を 軸に、 日本の 姿を、 
おかれて いる 地理 的 • 風土 的 •文化的 条件、 近 # 化の 歩み、 産業 や 経済 
の 発展、 そして 政治®] 度 や、 変化す る 社会の 現状な どを ごく 大ざっぱに 描 
き だし、 総論に つづく 各 章7 の 詳—な 解説への 緒に なれば と 纏めた もので 
す。. 

第 1 節 日 本の 地理 

—— 国土の 自然 的 特徴 —— 

(1) 位置と 面積 

日本の 国土は ューラ シア 大陸の 東の 縁に 位置し、 i 海道、 本州、 四国、 
九 州の 四つの 島と、 その他の〆 さ な 数 冬く の 島々 から 成り たって います。 
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この 日本 韩 S は、 から s® にかけ てきぎ1 W に 蓮な り、 議± の Hm 續はぉ 
よそ 37 万 8,00 Q 平方 キロ  メート ルで、 北の 端から 南の 端までの 長さ は 約 
3,00 0 キロ  メート ルに も 及び、 東経 122 度から 154 度、 北緯 20 度から 46 
度の 位置に おさまって います （図 1 参照 )〇 

(2)  山地 

日本列島の 国土の 4 分の 3 は 山地で、 その ほとんどが 火山活動 によ って 
できた も のです。 山 脈 や 山地は 起伏が 大きく 备 化に 富んで いるた め、 二‘ 
に 景観の 美 しい 国の 一つと な っ ています。 これに 文 | し 年 野 部分は 国土の お 
よそ 4 分の 1 を 占める だけで、 農 用地に 至っては 総 面積の 15 パーセント、 
宅地が 3 パーセント、 工業用 地は ほんの 0.4 バー セントに すぎません。 

(3)  河川 

日本の 河川は 国土の 中 央を 走る 山脈を 境 i こ、 ¥ 平洋 側に 注ぐ ものと、 日 
本 海 側に 注ぐ ものと に 大別され、 二般 に 長 ざが 短く 流れが 急で、 河川の 流 
域 面積は、 比較的小 さいと いう 特徴を もって おり、 また 季-の 変化の li 
響を 晏け やすく、 雨の 多い 季節には よ く 水害に 見舞われる ことがあり ます。 

(4)  海岸 

日本列島を 形づくる 海岸線は、 地形が 複雑で 変化に 富み、 太平洋 侧 では 
南から 北に 暖かい 日本海流 （黒潮） が、 北から 南へは ¥ たい 千島 海流 （親 
潮） が 流れ、 また 日本海には 日本海流の 支流で ある 対 馬 海流と 冷たい リマ 
ン 海流3 が 流れて います。 これらの 海流が 日本 歹  1 島の 近海で ぶつかり あっ 
て 潮 目 を 形づくり、 そこは ブランク ト ンが 豊富な ためによ い 漁場と なって 
います （図 2 参照)。 

(5)  気候 

日本の 気候は 国土が 南北に 細長く、 それに アジア 大陸の 季節風 域に & 置 
している ため、 地域差が 大きい ばかりでなく、 季節的に も 変化が いちじる 
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図 3 


人口密度 


〇 


しく、 春夏秋冬の 四季が はっき りして います。 北海道の 冬の 月 平均 気温が 
0 度を 示す のに 対して、 南西 諸島 や 小 笠 原 方面では、 15 度 以上の 亜熱帯 性 
気候と なって います。 

日本 歹 f 島は、 一般に 冬には シ ベリ ア 気団の 影響. をう けて、 日本海 側では 
雪が 多く、 ¥ 年洋 側では 乾燥した 晴れの日が つづき、 夏には 小 笠 原 気団の 
影 響で 側では 蒸し暑い 日 がつ づき、 それに 対 して 日本海 側では 晴れ 
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の 日が つづぐ という ぐあいです。 春は 天気の 変化が はげしい が、 美しい 花 
と 若葉の 季 1 であり、 秋は 比較的 好天に 恵まれ、 季節の 終わりには 色鮮や 
かな 紅葉が 山野に 訪れます 0 
(6) 人口 

日本の 総 人 y は、 1983 年 現 € で 1 億 1,948 万人を 数え、 世界で 七番 めに 
人^ I の 多い 国と なって います。 国土 面積との 対比で 見る と、 1 平方 キロ メ 
— ト ル 当たり 321 人と 人 日 密度は 高く、 その 人 占 分布 も 表日本の 海岸 沿い 
の ¥ 野 部に 大き く 偏って います （図 3 参照)。 日本人 口の 70 パーセント も 
の 人たち が、 本州の 南 関東から 北 九州 (こ 住んで いるの が 現状です。 日 
本の 首都で ある 東京には 800 万人 （23 区） が 住み、 世界 六番 めの 大 都?^ と 
なっ ています 0 
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,  -  ■  ■  _  .  ■  ■  .  '  ■ 

日本の E± の M ち备 の篆 二は、 m を1^ 芯と した な モンスー ン晶 
風土が、 自然の 恵みで ある 豊かな 水を 供 給し、 水田 耕作を 可能に した 点で 
す。 水田を 中心とした 農耕 生:^ は、 やがて 自然と 調和し、 人々 の 間に 和合 
を：^ 事に する 親邊な 共同社会を つく りあげ、 他方 共 伺の 神を 祭る 同族 意 
識の もと で 生-する 日 本文 化が 形づ くられ ま した。 

稲作には、 それに 必要な 灌槪 設備から 田植 、収穫、 脱穀な どに 至る 共同 
作業が 必要で あり、 そのため 家族を 単位と して 横に 結合す る 村落 共同 生 
活が 営まれ、 人々 の 協力、 団結 や 調和の 精神が 尊重され ました 0 これら 
の 仲間意識は、 今日で も 企業 や 団体な どの 集 団的 行動 様式に 受けつ がれて 
います 〇  ■ 

高温 多湿な 風土 条件から、 服装の 面では 植 _ 繊 布地の 利用、 住 居の 
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耑 では よ り も H の しのぎよ ざを1^ 芯と する に、 日本の# し 4 くが 
i られ、 建物 (4 の 仕切りは 取り外し のきく 障子 や ふすまを 使用し、 家族‘ 
活 における 個室は 重視され ませんで した。 そのために 日本 社会では ブライ 
バシー や i 我が 発 -M しなかった といわれます。 ただ 最近では、 服装、 住居 
の 構造、 その他の 面で も 欧風 化が 進んで います。 

逢：^ の 特徴は、 照 葉 樹林を 中心とする 森林が 多く、 それが 森林 的 思考 
を 生んだ ことです。 西洋の 考え方は、 物事を A か B かと 相対的に、 ある 
いは 単純 明快に 割 り 切って 考え る 傾向が あるのに 対 して、 森林 的 世界で 
は、 A でも B でもな く、’ ま た それは A で も B. でも あると いう 相 待 的な 考' 
え 方を する 傾向が あ ります。 

森林の な かでは 水 や 食 物が あり、 A か B かとい う 二者択一の 選択が 必 

よう  かんきよう  い  ひとびと 

要では ない という こ とです。 つまり、 このよ う: な 環境の なかで 生き る 人々 
は、 自然を 対 5 的に 考える ことなく、 - 然と 融和し、 自然に 従って 生きる 
という 考え方を とり、 それが 日本人の 衣食 住5 の 生活に も 現れて いる とい 
うこと です。 西洋の 理知的、 合理的な 基き 方に 対して、 自然を 見習い、 自 
然を 取り だして 生活を 楽しむ 風は、 この 森林 的 思考からで ている といえ ま 
しょう。 

第三の 特徴は、 四季の 备イ^ が はっきり して おり、 それが 自然を 見る 日本 
人の 繊細な 感覚を 育て あげた ことです。 他面、 夏には 台風 や 干 ばつが 多く、 
冬には 時と して 大雪に 見舞われ、 さ ら には 地震な どの 不規則な 自然 •風土 
の: ^ 響 因子が 加わって、 日本人の € 活、 文イ しこ、 情感 的で あると 同時に、 
現-的に 対応す る という 特性を 生んで いると いえましょう。 

ところで 紀元前 3—2 世紀 ごろの 弥生 時 W に、 中国 南部から 朝鮮を 経て 
稲作が 伝えられ、 農耕 社 善が でき、 5 世紀の 終わり ごろから 6 世紀に 入る 
と、 大陸 文化;^ 盛んに 流入し、, 漢字 や!^ 救5 も 日本に 伝わって まいり まし 
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た。 以後、 日本列島への 異文化は、 幕末 以降 決定的 影響を 与える 西欧 文化 
が 流 入す るまでは、 日本に 比較的 近接した 西の 中国、 朝鮮、 南の 沖縄を 
通じて 流入して くる ことになります。 

日本 列 鳥の 北の方は 冬期が 長く、 雪の 多い 亜 寒地 帯で あり、 ひ 黃 しの 另は关 
平# に 面して いるた め、 異文化 との 接触が 西と 南を 通じて ff なわれ たの 
は、 地理 的 • 風土 的条 件から して 当然の こ とだった とい えましょう。 

こうして 日本は 中国、 朝鮮、 東南アジア などの 社 g とかな り 似した! 
を 共有す る ことにな り ます 0 日本人は 体質 的に モンゴル 人種の 系綠に 3( 
り、 日本語は アルタイ 語に 属する といわれ、 水田 農業、 美食 住な どの 基 g 
様式、 漢字、 仏教 文化な どに 共 M 点を いくつ も あげる ことができます。 

他方、 日本は 四面を 海に 囲まれて いると ころから、 日本に 伝わって きた 
外国の 文化は、 日本の 伝統 文化に 接触す る や、 しだいに 吸収 変容され て 
日本 文化 そのものに 包み こまれて いったの です。 また このよ うな 地理 的 
条 件から、 日本は 多面的に 外来 文 4 をと り いれる どい う 歴史 知 経験が 1 
富な ために、 明治 以降、 欧米 文化に 接触しても、 それに W する 反発 や g 抗 
が 比較的小 さく、 これが 日本の 近代化の エネルギーと なって、 西欧 花が 急 
速に 行なわれる 挺に なっ たと 考え られ るので す。 

第 3 節 日本 近代化の 歩み 


1 • 近代化に 至る まで 

みんぞく 

日本 民族と よ ばれる も のがい つで き あが っ たかは、 まだ はっきり してい 
ません。 ともあれ 数千 年 つづいた と 見られる 土器、 石器を の 用具と し 
た 縄文時代の 後に、 農耕に たよる 弥生 式 時代が 訪れます。 


き げんぜん 


せいき 


や よいし きぶん か 


の •ち 


せいき 


紀元前 3—2 世紀 ごろから ひろまった この 弥生 式 文化の 後、 4 世紀には 
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大和 朝廷の 支配ず る 国家が 成立し、 5 世紀の 終わり ごろから 6 世紀に 入る 
と 大陸 文化が 流入し、 k 字 や 仏教が 日本に 伝わって きます。 

7 世紀 半ばに は 皇室 を 中心とする 支配 階 級の 結集と、 逢 令说 度に よる 
国家 体制の 強化が はかられました。 

しかし 律令制 度の 基礎を な している 土地 制度は しだいに k、 化し、 8 世紀 
末には 班田 収7 授 制' が 崩れて 荘® が 発達して きま した。 10# 紀に 入る と武 
土が 台頭し、 貴族 出 身の 羊 点 や1  源氏が それら 武士を 統率して、 源平 争乱の 
後に、 勝った 源氏が 鎌 倉に 幕府を 開義 します （1192 年)。 こうして 12 世紀 
末には、 武士 階層が 支配す る 封建制度が しかれ、 武士 支配の 封建 制は 19  if 
紀ま で 約 700 年 つづく こと になります。 

16 世紀 後半には 織 田 信 長が 全国“ 覇を なしとげ、 17  ¥ 紀 （1603 年） には 
徳川家 康が 幕府を 江戸に 開設し、 ぬ 後江 戸 幕府 統治の 下で、 ほぼ 2 世紀 半 
あま りの 泰平の 時代が つづき ま した。 幕府は キリス ト教の 禁止を 機会に、 
1633 年と 1639 年に 鎖国を 実施し、 外国との 接触を 遮断、 ここに 外国との 
交流は 原則的に 途絶す る ことになる のです。 

この頃の 主な 産 業は 農 業だっ たのです が、 他方 資本 制 的 生産 関 遠の 萌 
芽 も 見られ、 工業 や 商 業が 発展して きました。 産業 経済の 急速な 発展 
によって、 封建 貢租の i に 成 りた っ ていた 封建 経済は しだいに 崩れて いき、 
幕藩体制の 备 革が 求められ るよう になり ま した。 

1853 年には ア メリ カ 合衆国の 使節 ペリ ーが浦 賀に来 逢して から、 日本 
は 世界の 大きな 歴史の 為に 巻き こまれて いき、 酗 内では 反 幕 勢力の 前に、 
徳川 幕府は 滅亡し、 明治維新 へと 時代は 変わ っ ていきます。 

2  . 明治維新から 第二次世界大戦まで 

明治維新 政府の:^ り 組んだ 最初の 課題は、 国内を 統一し、 中 央 集権に 
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よる 近代国家の 基礎を 固める ことでした 0 1869 年には 版籍 奉還、 1871 年 
に は 廃藩置県が 実;^ され、 中央 集 権 体制が 確 5 す る ことになります。 

版籍 奉還に よっ て 主 農工 商の 身分 制度 や、 武士の 封禄 制度は 撒-され、 
1872 年には 学ばが しかれ ま した。 1873 年には 地租 改正を 行なって 成 政の 
基礎を 確立し、 いよいよ 近代 _ 家に 向かって の 準備が 整 "っ たのです。 

たほう  せいふ  おうべい  せんしんし よこく  きかいせ いさん ほうほう  どうに ゆう  でんしん  てつどう 

- 他方、 政府は 欧米の 先進 諸国から 機械 生産 方法を 導入し、 電信、 鉄道、 
土木、 造船、 製鉄な どの 官営 事業を 興し、 近代 産業の 育 i に 努め ま した。 
1871 年には 新 貨幣 条例を 制-し、 貨幣制度を 整え、 1872 年には 各地に 国 

りつ ぎんこう  せつりつ うなが 

立 銀行の 設立を 促しました。 

g 府はエ 業 ばかり でな く 農業 •牧畜 業の 赛展 や、 ま た 加工 南門と して 
紡績 所な どを 設 5 し、 各種の 産業の 振興に-めました。 1882 年には 日本 
銀行が 創設され、 全国的に. 貨幣 希 i 度を 統 二し: ft 幣 価値は 安 這し ました。 

日清戦争 （1894— 95 年） 後、 日本は 清国からの 賠償金を もとに、 1897 年 
に 金本位制を 確立し、 円の 価 fit が 国際通貨と して 安定した ため、 海外 貿易 
も 発展し ま した。 1897 年には 官営 八幡 製鉄所が 設 S され、 他方 政府の 官営 
事業は 民間に 払い下げられ、 それと ともに それらは 資本家 的 経営に 移行し、 
重工業の 基礎が できあがります 0 

さらに 日露戦争 （1904— 05 年） を 契機と して、 日本の 資本主義 経 清に 
は、 重工業 部門を 中心とする 発展が めざましく なり ま した。 鉄鋼業では、 
1901 年に 八幡 邊 i 所が 操 業を はじめ、 他方 民間の 鋼 業 や 造船、 工作 機 
械 工業が 台頭し ま した。 水力に よる 発電 事業の 発達 も 工業の 発展を 促し 
ま した 0 

軽工業 部門では、 ァ メリ カ 向けの 生 &、 朝鮮、 中国 市場 向けの 綿糸、 綿 

おりもの  ゆし ゆつ  ぞうか  めんおりもの  せい しぎよう  きぎよう  がつ ベい  だいき ぼせい 

織物の 輸出が 増加し、 綿織物、 製糸業では、 企業の 合併に よって 大規模 生 
産が すすんで いきました。 
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鉄鋼業が 発展す るに つれて、 輸出の 構成 も、 しだいに 工業製品の 比重 
を 高めました が、 その 两容は 繊維 製品を 中心とする 軽工業 部門が 大部分 
でした。 

日本の 資本主義は、 まず 織-などを 中心とする 軽工業 部門から はじま 
り、 長いで 製鉄業が、 そして 日露戦争 後には 造船、 金属、 機械工業 などが 
発展した のです が、 それらの 産業5 は、 1887 年 前後から 1907 年 前後までの 
期間に、 大き く 飛躍した ので、 この 期間に 日本の 産業革命 1 が 進行した とい 
えましょう。 この間、 S 井、 三菱、 住友な どの 巨  <  資本は 財 fi を 形成し、 
金融、 貿易、 運輸、 鉱山業に、 その 活動 範 を 広げて いきました。 

明治の 末 ごろから 日本 経済は、 慢 4 的 不況に 落ち込んで いました が、 _ 
一次 世界 大 It は、 日本に とって 不況 脱出7 の 転機と なりました。 大戦に よ 
って ョーロッパ 列強が、 アジア 市場から 後癍 したため、 歹 "3 強国に 戎わっ 
て 日本の 商品が 進出し、 また $ 戦国への 輸出が 増加して、 工業 生産 や貿 
易が 飛躍的に _ 展 しま した。 他方、 世界的な 船舶 不足の ため、 日本の 造 
船 -m 運 業 も 好 況に 湧いた も ので した。 

このような 好景気を 反“ して、 重 化学工業の 投資が 盛んと なり、 工業 

せいさんだか  のうぎ ようせいさん だか  のうぎ ようこく  いちやく こうぎよ うこく  せいちよう 

生産高 も 農業 生産高を こえて、 日本は 農業国から 一躍 工業国に 成長し 
ま した 0 

第一次世界大戦に よってうる おった 日本の 経済は、 やがて 大戦 後、 ョー 
ロ ッパ 諸国が:^ 戦の 荒“ から 立ち直る につれ て、 貿易収支は 減 化し、 輸入 
超過に 転落し ました。 そこへ 1920 年 3 月 °、 株式相場の 暴落を きっかけに. 
企業の 操業短縮 や 倒産が あいつぎ、 戦後 恐慌が 襲って まいります。 加え 
て 1923年9月1日 には、 関 東大 震 皮が 突発し、 東京 •横 浜の 首都圏に 未 
曽 i •の大 打撃を 与え、 経済 • 社会の 不安が 増大し ました 〇そ して 1927 年 3 
月には、 預金の 取り# け 騒ぎが おこり、 中 小 銀行の 休 業 や 倒産が 続出 
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し、 金融恐慌 へと 発展して いったの です。 

そこで 政府は、 モラ トリ アムを 命じて 破綻を 切りぬ け ま したが、 経済— 
の 不況は 省 易には 回復し ませんで した。 1920 年代の 不況が つづく なかで、 

じゆうか がくこう ぎよう ちゆう しん  ざいばつ  しはいり よく  つよ  みつい  みつびし  すみとも  やすだ 

重 化学工業を 中心に、 財閥は 支配力を 強め、 三 井、 三菱、 住友、 安田な 
どの 財閥に よ る 支配 網は、 この 時点で ほぼ 固ま っ たといえ ましょう 0 
日本は 大戦 後、 金 輸出7 を 禁止し、 戦後の 恐慌 対策には 救済 融資で 対応し 
たため、 不況 にもかかわらず、 経済は イ ンフ レ 傾向に ありま した。 そこで 
は、 1930 年に デフ レ 政策 を t り、 物 & の 引き下げと 産 業の 合理化を 進 
め、 輸出を 伸ばす ことを ねらって 金 輸出の 解禁を 実施し ました 0 ところが 
この 直前の 1929 年 10 月に、 ア メリ カに 端を 発した 不況が、 世界 恐慌に 
発展し、 その 反動で 日本の 輸出は k 減、 ‘ 価は 下落、 他方では 日本の 金歸 
禁 によって、 安い 外国 商品の 輸入が 増えました。 不況と 輸入品 増の 波を 
かぶった 弱 小 企業は、 操業短縮 や 倒産に 追い こまれ、 賃金の 钥り 下げ、 
労働の 強化、 失業の 増加と、 経済 • 社 ^ の 混乱が 長期 花し ました。 

この 経済 •社会の 不安に、 ファシズムの 台 rf、 世界 情 _ の 悪化が 加わ 
り、 日本は やがて 第二次世界大戦 へと 泥沼を 歩む こ とに なり ます。 

3  . 戦後 体制 

1945 年 8 月 15 日、 悲惨な 太平洋 戦# が 終わり、 日本は 連合国 軍の 占 令 i 
下に おかれ、 ポツダム 宣言の 条項を 実施す る ことが 要-され ま した。 連合 
& 軍の 最 司令官は ア メリ カの マッ カーサ _ 元自 iii で、 占 領5 の li 質的 主体 者 
はアメ リカ 軍でした。 占領 政策は 連合国 総 司令 ^  (GHQ) が、 日本 
に 指令 や 勧告を 発して _ 施 させる 間接 統治 方式に よって 実行され ました。 
占領 政策の 究極 的な 目的は、 日本が 再び 世 g の 脅威と ならない ように、 
非 軍事 化と 民主化を 進める ことに ありま した。 
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(1)  民主化 政策の 開始 

戦争 終結と と もに] i 府は ポツダム 宣言に も とづいて、 次々 と 非 軍事 化 
と 主 化に とりかかり. ました 0 まず 軍の 解体、 戦犯 容疑者の— 捕を 行ない、 
1945 年 10 月には 治安-持 法 を 廃止し、 政治犯が 釈 放されます。 また 
GHQ の 5 大 改革の 指令を う けて、 12 月 ° には 婦人の 参政権を 認めた%? しい 

せんきよ ほう  せいてい  どうげつ  ろうどう しや  けんり  ほしよう  ろうどうくみあいほう  せいてい 

選挙法が 制定され、 同月、 労働者の 権利を 保障す る 労働組合法が 制定され 
て 労働者の 団結権 や 争議権が 認められ ま した。 宗教の 面では 神道が g 条 
から 分離され、 他方 翌年の 1 月 〖 こは 軍国主義 指導者の 公職 i 放が 開始 さ 
れ てい ます。 

(2)  財閥 解体と 農地改革 

占領軍は 政治の 民主化と k 行して、 経ゼの 民主 花に と りか かりま した。 
GHQ は 日本 経ポを 支配して きた 財閥が、 軍国主義の 潜連藝 力と75 考え、 ま 
た 戦前の 寄生 地主が 多く の 小作人を 隸属花 させ、 民主主義の 発達を 妨げた 
大きな 温床と みなし、 それらの 解‘ と 改革を 指令し ました。 

まず 1945 年 11 月から d 异、 三菱、 住友、 安田の 4 大 財閥 本社を はじめ 
と する 持 株 会社 •準 持 会社の‘ 計 83 社が 解“ の 指定を うけます。 財閥の 
解体 後、 1947 年 4 i に、 将 _ 日本の 企業が 独占的 結合を 行なう ことのない 
よう 独占禁止法が、 また 12 月には 個㈤ 企業の 過度の 経済力の 集 中を 排除 
する ために、 過度 経済力 集 中 排除 法が 制-ざれました。 

さらに 1945 年 12 月に、 GHQ は 農地改革の 指令を 発し、 1946 年から 49 
年に かけて 2 次に わたる 農 4 裟 革が 荇 なわれ、 不 ¥4 主は 所 着す る 農地の 
すべて、 在 村 地主は 所有 小作 地 1 町歩、 自 小作は 合 113 町歩 总〆 の 農地を、 
小作人に 安い 価格で 蘇 放す る こ とに なり ま した。 おかげで 自作 地は 全 地 
の 90 パー セン ト に-する よう になり、 農村の 生活 水 準は 向上し、 封建的 
土地 制度は“ it されて 民主化が 実現し ま した。 
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(3)  日本国憲法の 制定 

いじよう みん し ゆて きしよ かいかく  ほうこう  めいじ じ だい  せいてい  けんぽう  かいせい ，ひつぜん 

以上の 民主的 諸 改革 の 方向は、 明治時代に 制定され た 憲法の 改正を 必然 
的な ものと しま した。 憲法 改 S の 最終 草案は、 1946 年 10 月に 若干の 字 
句修7 正を 加えて、 ボ国 議会で 可決され、 11 賀 3 日に 公布、 明ぐ る 1947 年 
5 月 3 日に 施行され ています。 

しんけんぼう  し ゆけん ざい みん  へいわ し ゆぎ  き ほんてき じんけん. そんちよう  きちよう .  てんのう 

新 憲法は 主権在民と 平和主義 および 基本的人権の 尊重を 基調と し、 天皇 
は 日 本国 民の 統合の 象 徴と され、 ま た 全国民を 代表す る 議員の _ 答は 謹 
権の 最高 機関 となり、 衆議院と 参議院の 両 院 によって 構 i される ことにな 
り ま した。 国民の 基本的人権は、 永久 不可侵の 権利と して 保障され、 確立 
される ことにな り ま した。 さらに 憲法は、 その 第 9 条で 戦争 放棄を 定め、 
平和主義の 原則を 宣言して います。 

(4)  諸 制度の 改革 

日本国憲法の 制定に つづいて 諸 制度の 改革が 行なわれ、 新しい 法律が 带 i 
- されて います。 1947 年に 地方自治-が 公布され て、 地方 公共 団‘の 首 
長の 直接選挙が 実施 ざれる よ うにな り、 地方自治が 強化され ました。 他方 
同年に 制定され た 労働 基準 法に よって、 8 時間 労働が しかれ、 労働 条 件の 
最低 基準な どが 定められて います。 新 民法では 家、 戸主 制度 や 家督相続 制 
度が 廃止され、 個人の 人格を 尊 童5 する 新しい 条族 制度が 定められ ま した。 

教育制度に ついても、 1947 年 3 月に、 教育基本法、 学校教育法が 制* 
され、 個人の 尊厳 や 豊かな 人間 教育が 志向され ま した。 また、 六 •三 •三 
-の新 学 希 lj によって 義務 教 W は、 中学 S3 年までの 9 年間に 延長され て 
います。 焱 いで 1948 年には 教育 委 k 会 法が 公布され、 教育 行 ft の K 主 
化、 地方分権 化が 進められました。 

(5)  戦後の 政治 制度 

民主政治の 根本 精神は、 国民主権を 実現す る ことにあります が、 このた 
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てまえ だ けでは 人権の 保障を 確保す る ことは でき ま せん 0 そこで 日 本 国憲 
溪は 権力 分立の 原則に 立って、 国の 権力を 立法、 行政、 司法に 3 分し ま 
した。 そして それぞれの 機能を i 会、 内閣、 裁判所に 担当 させ、 それによ 
って 権力の 濫用を 防ぎ、 チェック • アンド •バラ ンスを 保つ よ うに させ ま 
した 0 

まず 謹 会は _ 権の 最高 機関であって、 国の 唯一の 立法機関です。 国会は 
法律を ii 定 する 立法権の ほか、 予算 審議 権と 国政 調査 権を 行使して、 国民 
の 信託に こたえる 責任を 担っ てい ます。 国会は 構成の 上で 衆議院 ど 参議院 
の 両院から 成り たって おり、 両院の 議決が 一致 しない ばあいには、 法律案 
の議 €、 予算の 議 €、 条約の 承認、 内閣総理大臣の 南 名な どに ついては、 
衆議院の 議決が 優先す る ことに 定められ ています 0 

行 政権は 内閣 に 属し、 内閣は 総理大臣 とそ の 他の 国務大臣で 構 i さ れて 
います 。日本の 内閣は 国会を 背景に して 成立し、 その 存立は 国会、 とくに 
衆議院の 信任を 必要と する 議院内閣制を 採用して います。 内閣は 一般 行 
政 事務の ほかに、 法律の 執行、 外交 関 _ の 処理、 条約の締結、 予算の 作成 
などの 重要な 事務を 行ない、 天皇の 国事 行為に 対する 助言と 承認な どの 
権限を 有して います。 

司法権は 裁判 に 属し、 裁判所には 最高裁判所と 下級 裁判所が ありま 

かき ゆうさい ばんしよ  こうとう さいばん しよ  ち ほう さいばん しよ  か ていさい ばんしよ  かんい さいばん しよ 

す。 下級裁判所には、 高等裁判所、 地方裁判所、 家庭裁判所、 簡易裁判所 
などが 置かれて います。 公正な 裁判を 行なうた めに、 裁判所は 他の 国家 機 
関から 独立し、 ま た 法 _、 規則な どが 憲法に 適合して いるか どう かが 審査 
できる、 違憲 3? 法 審査 権を もっています。 

第 4 節 戦後 日本の 経済 
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第 4 節 戦後 日本の 経済 


1 . 戦後 経済の 歩み 

(1) 敗戦から 復興へ 

第二次世界大戦 によって 日本は 大きな 国民 資産を 失い ま した。 まず 戦争 
を 通して 253 万人に 及ぶ 人的 被-を 受け、 領土 面積は 65 パー セント に 縮 
小し、 国富の 4 分の 1 が 減少し ました。 他方 工業 生産 施設の ほとんどが 
焼失し、 鉱 工業 i 産は 戦前 （1934 — 36 年） 水準の 34.  9 パーセントに 低 
下し、 農業 生産は 60 パー セントに しかす ぎませんでした 0 また 1947 年 
における 輸出 量は!^ 水準の 僅. かに 7 パー セント、 輸入 量は 14 パー セン 
卜 という ありさまで した。 

このよ うな 廃墟 同然の 国土に、 復員 其と 遠 外からの 引き揚げ者が かわり、 
供給 力 や 生産が 大幅に 落ち 4 んだ ところへ、 物資の 需要、 貨喊の 供給 
が 増えた ために、 日本 経済は はげしい イ ンフ レに 見舞われ ま した。 

この 経済的 混乱を 鎮める ためには、 まず 絶対的な 線 不足を、 生産力の S 
復 によって 解消させる ことが 必要でした。 そこで 政府は、 石炭、 鉄鋼、 肥 

りよう  さんぎよう  き そ  げんざい りよう しゆうち ゆうて き  ぞうさん  せんけつ かんが  ふつこう きん 

料な ど、 産業の 基礎と なる 原材料の 集 中 的な 増産が 先決と 考え、 復興 金 

ゆうきん こ  せつりつ  さんぎよう せつき よくて き  しきんき ようき ゆう おこ  じゆうよう さんぎよう 

融 金庫を 設立し、 これら 産業に 積極的な 資金 供 給を 行ない、 重要産業 
の復 減を 促す ことに 备めま した 。こう した 傾斜生産 方式に よ っ て、 鉱： f 
業 生産は 上 昇した のです が、 いぜんとして 日本銀行 券の 増発、 ぼ 府の財 
政 赤字は 続行し、 イン フ レは 1 向に 鎮ま る 様子を 見せませんでした 0 
そこで 1949 年の 春に、 GHQ の 要請に もとづき、 イン フ レ 抑制の ための 
政策が 実施され ます。 この インフレ 抑制 策は、 アメリカの ドッジ 特使の 名 
に 因んで ドッジ •ラインと よ ばれ、 その内 ぜは 政府の 財政 支出の 抑制'、 予 
算の 均衡、 復金 融資の 打ち切り などから なる 通貨の 縮 小 政策でした。 今 
度は インフレは 急速に 収まった のです が、 M 貨縮 小の ために 景気は 後退 
し、 不況に 見舞われ、 企業 倒産 や ¥ 業が 増加し ま した。 
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その 頃、 1950 年 夏に 朝鮮半島で 戦争が b 発し、 日本 経済は 緊急 特需に 
よって 不況を 脱して、 特需 ブームに 湧き ま した。 しかし 朝鮮戦争が 秦 わる 
と、 そ の 反動で 景気は 後退 しました。 他:^、 特需で 弾み をつ けた 日本 

けいざい  こくみんそうせいさん  こうぎよう すいじ ゆん  ひとり _ あ  しよう ひ  しよ とくすい じ ゆん  かく しひよう 

経済は、 国民総生産、 工業 水準、 一人当たり 消費 • 所得 水 準の 各 指標が、 
戦前 水 準を 超え、 戦時中から 持ち こされて き た S 産 施設の 供給 能力に 限 
界 がきた ので、 新鋭 義備 能力に 切り替える ために、 自動車、 電力、 海運、 
鉄鋼、 石油化学、 エレクト ロニ ダス、 高分子 イ  1: 拿: などの 基幹産業 部門で 盛 

ぎじ ゆつ  どうに ゆう  おこ 

んに 技術の 導入が 行なわれました。.. 

(2) 重 化学工業 化の 進展 

技術の 導入5 に つづいて、 1950 年代 後半には、 導入 技術を 生産力 化する 
ための _ 備 投資が 盛んに 行なわれます。 これらの 導1 : 入 技術の 特色は、；^ 
量 生産に あり. ましたから、 この 大型 設備投資を 実現で きる のは 大企業で 

せきゆ せいせい  てつこう  き かい  きんぞく  じどうし や  じゆうか がくこう ぎようぶ もん 

した。 そこで 石油 精製、 鉄鋼、 機械、 金属、 自動車な どの 重 化学工業 部門 
では、 大企業に よる 大型 設備投資 競争が ぐり ひろげられ、 急速に 重 化学 エ 
業が 日本を 代表す る 顔に なりました。： 

このよ うな 状 況を 背景に、 日本は 高度 経 清 成長期に 入り、 1954— 55 年 
の 数量 景気の あ とを う けて、 1956 —57 年の 神武 景気、 1959 — 61 年の 岩戸 
景気が つづき、 そ の 間 日本 経済の 実資 成長 率は 年丰均 10.  6 パー セントを 
記録して います。 

さ ら に、 1960 年に、 10 年後の 日本 経済の 所得の 倍増を うたった、 ‘南 の 

しよ とくばい ぞうけい かく  ひよう  さんしよう  はつび よう  せいふけ いかく  みんかん きぎよう  こくみん 

所得 倍増 計画 （表 1 参照） が 発表され、 この 政府 計画は 民間 企業には 国民 
経済の 将 ¥ に対しての 限りなき 自信を 邊 えつけ、 国民に 対しては 生活 フ乂 
準の 尚 上を 約束し、 成 長 路線に ます ま す 拍車が かか りました。 このよう 
な 明るい 滑り だしを 反映して、 日本の 重 化学 業 化# は、 1960 年に 60 パ 
ー セン ト 台に 達し、 先進 _の 水準に 追いつく ことにな り ま した。 


18 


;  第 4 節 戦後 日本の 経済 

(3)  大衆 消費の 時代 

設備投資 ブームに 湧いた 1950 年代 後半の 済は、 1961 年に 供 給 過剰 気 
味と なり、 日本の 高度 経済成長の 軌道が、 転換期を 迎えた ものと 危ぶまれ 

はんどう  き き 

ま した。 さらに、 オリンピック. ブーム の 反動、 キュ ーバ 危機、 アメリカ 
の ドル 防衛を g て、 1965 年には 戦後; i 悪の 不況に 落ち込んだ ものの、 銨 廢 
の景1 気 対策で 一息つ き、 他方では 1950 年代 後半から 60 年代 初期に かけて、 
増強され た 新 遠 設備 能力が、 効率的に 商品を 生産し はじめ、 品資、 価格に 
おいて 優れた 日本 商 品は、 国際市場で 高い 競 争 力を‘ 揮し、 輸 出" が g 況 
を呈 しま. した 0 

また 1960 年代から 徐々 に はじま っ た 日本の 貿易、 資本の 启 由 化は、 : i け 
て 立つ 日本 企業の、 より いっそうの 近代 VL 合理化を 刺激し、 ここで もま 
た 設備投資が 盛んに 行なわれ、 1965 年 ごろから 70 年 ごろまで、 いざな ぎ 
景気と よばれる 息の 長い-前の 高度 € 済 成長が 持続す る ことにな ります。 

この 期間、 設備投資と 並んで 景気を 持続 させた 主役は、 豊かに なった 個 
人 所得を 背景に、 高まりを 見せた 消費 ブーム、 なかん ずく- 久 消費財 1 の 
普及で した。 とくに カラー TV、 乗 用 車、 クーラー の 3  C の 普及 率が 高ま 
り、 また いわゆる モータリゼーションの 時期を 迎えました。 日本 経済は い 
ざな ぎ 景気の 時期に、 大量生産の 歲果 と、 所得 上 昇に よる 大量 消費が 
結び、 ついて おこる、 大衆 消費 時代に 入った こ とに なり ます。 

(4)  高度成長の 要因 

1950 年代、 60 年代を 通じて、 日本の 高度 経済成長を 支えた 要因を 整理 
してみ ると、 次の よう な 事情が 考え られ ます。 一つは 戦後、 先進 工業国と 
の 経済力 格差を 認識した 日本が、 欧米諸国に キャッチ •ア ップ する ため、 

さんぎよう こうぞう じゆうかが. くこう ぎようち ゆうしん  き  か  じゆうか がくこう ぎようせ いひん 

産業構造を 重 化学工業 中心に 切り替えた ことです。 重 化学工業 製品は 
農産 品な どに 比べて、 需要の 所得 弾力性が 高 \ 、売れ行き がよ く 輸出に も 


19 


総  論 


表 1 日本の 経済 


計画の 名 

称 

経済 自立 5 力 年 計画 

新 長期 経済 計画 

つ 国民所得 倍増 計画 

■9 

昭和 30 年 12 月 

昭和 32 年 12 月 

昭和 35 年 12 月 

M 011 

■ 

(諮問 30 .7 答申 30.1 2) 

(32.8  32.11) 

(34.11  35.11) 

鳩 山 内閣 

岸  内閣 

池 田 内閣 

昭和 31 〜 35 年度 

昭和 33 〜 37 年度 

昭和 36 〜 45 年度 

_ 

(5 力 年） 

(5 力 年） 

(10 力 年） 

纖  i 

経済の 自立 

極大 成長 

同 左 

■■I 

■ 

完全雇用 

生活水準 向上 
完全雇用 

実質 経済 （計 

画） 

5.0% 

6.5% 

7.2% 

成長率 （実 

績） 

〔8.7%〕 

〔9.9%〕 

〔10.7%〕 

鉱 工業 （計 

画) 

(30 〜 35 年度)  7.4% 

(32 〜 37 年度)  8.2% 

10.5% 

生産 伸 率 （実 

績） 

( " )15.6%  .. 

( a  )13.5% 

13.8% 

消費者 物 （計 

画） 

ナ  シ 

ナ  シ 

ナ  シ 

価 上昇 率 （実 

績） 

2.0% 

3.5% 

5.7%- 

目標 年度 
に おける ^  口 丁 

画） 

0 億 ドル 

1.5 億 ド ル 

1.8 億 ドル 

国 際 収支 ( ^ 
(経常） 尻 〖夫 

績） 

△0.1 億 ドル 

△0.2 億 ドル 

23. 6 億 ドル 

計画の 名称 

昭和 50 年代 前期 経済 計画 

新 経済社会 7 力 年 計画 

策定 年月 

策定 時 内閣 
計画 期間 

計画の 目的 

昭和 51 年 5 月 
(50.7  51.5) 

三 木 内閣 
昭和 5 卜 55 年度 
(5 力 年） 

我が国 経済の 安定 的 発展 と 充実した 
国民生活の 実現. 

昭和 54 年 8 月 
(53.9  54.8) 

大平 内閣 
昭和 54 へ 60 年度 
(7 力 年) 

1 安定した 成長 軌道への 移行、 国民 生 
活の 質的 充実と 国際 経済社会 発展へ 
の 貢献 

実質 経済 （計画） 

成長率 （実績） 

6  % 強 

(51 〜 53 年度)  5.7%(5.0%) 

5. 7% 前後 

フォロー  アップ 昭和 56 年度 報告 
(57~60 年度）  5. 2% 程度 

鉱 工業 （計画） 

生産 伸 率 （実 貴） 

(51 〜 53 年度）  6.9% 

5. 6% 前後 

フォロー アップ 昭和 56 年度 報告 
(56 〜 60 年度）  5.2% 程度 

消費者 物 （計画） 

価 上昇 率 （実績） 

年 平均  6% 台 

計画 最終 年度までに  6  % 以下 

6.4% 

年 平均 5.0% 程度 

If 苦 S  (計画) 
■sm  (実績） 

40 億 ドル 程度 
△72 .6 億 ドル 

国際的に 調和の とれた 水準 

注： 1 •実質 経済成長率は 昭和 45 替年 基準 新 SNA ベー ス による （但し 〔 〕 内は 昭和 45 暦年 基準 旧 SNA 
ベースに よる もの、 （ ） 内は 昭和 50 年 暦年 基準 新 SNA ベースに よる もの）。 

2 . 経済社会 発展 計画の 鉱 工業 生産 伸 率に おいて A は 中期 マク ロ モデルに よ る もの。 B は 物資 別 
需給 見通しの 積. み 上げに よる もの 0 

3.  (48 〜 50 年度） は 50/47 年度の 値を 年率に 直した' もので あ る こと を 意味す る。 
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(昭和 30 年〜 60 年度) 


中期 経済 計画 

経済社会 発展 計画 

新 経済社会 発展 計画 ) 

経済社会 基本 計画 

昭和 40 年 1 月 

昭和 42 年 3 月 

昭和 45 年 5 月 

昭和 48 年 2 月 

(39.1  39.11) 

(41.5  42.2) 

(44.9  45.4) 

(47.8  48.2) 

佐 藤 内閣 

佐 藤 内閣 

佐 藤 内閣 

田 中 内閣 

昭和 39 〜 43 年度 

昭和 42 〜 46 年度 

昭和 45 〜 50 年度 

昭和 48 〜 53 年度 

(5 力 年） 

(5 力 年） 

( 6 力 年） 

(5 力 年） 

ひずみ 是正 

均衡が とれ 充実した 経 

均衡. がと れた 経済発展 

国民 福祉の 充実と 国際 

済 社会への 発展 

を 通じた 住みよ い 日本 
の 建設 

協調の 推進の 同時 達成 

8.1% 

8.2% 〔10.9%〕 

10.6% 〔6.1%〕 

9.4% 〔4.1%〕 

(10.6%) 

10.9%  (9.9%) 

5.9%  (5.3%) 

4.2%  (3.8%) 

9.9% 

(41 〜 46 年度) 拐: 会 

12.4% 

10.0% 

13.6% 

( a  )13.2% 

3.6% 

(48 〜 52 年度） 2.1% 

2.5% 

計画 期間 末までに 3 % 程度 

年 平均  4.4% 

計画 期間 末までに 3% 台 

年 平均  4  % 台 

5.0% 

5.7% 

10.9% 

(48 〜 52 年度） 12.8% 

0 億 ドル 

14. 5 億 ドル 

35 億 ドル 

59 億. ドル 

14. 7 億 ドル 

63 . 2 億 ドル 

(50 年度） 1.3 億 ドル 

(52 年度) 140.0 億 ドル 

1980 年代 経済社会の 展望と 指針 

昭和 58 年 8 月 
(57.7  58.8) 

中曽根 内閣 
昭和 58 .〜 65 年度 

(8 力 年） 

①  適度な 成長の 下での 完全雇用、 物 
価の 安定、 対外 均衡の 確保 

② 行 政の 改革と 財政の 改革 _  _ 

① 期 間中 (58 〜 65 年度) の 経済成長 
率は 年 平均 実質 4  % 程度、 名目 6 〜 7 
% を 見込む 

②  昭和 65 年度の 完全 失業率は 2  % 程 
度を 目安と する 

③ 期 間中の 消費者 物価 上昇 率を 3  %、 
卸売物価 上昇 率を 1 % 程度と 見込む 

④ 期 間中は 赤字国債 依存 体質から 脱 
却し、 国債 依存度の 引き下げに 努める 


〔付〕 「1980 年代 経済社会の 展望と 指針」 


三つの シナリオ 

ケース A 

ケース B 

ヶース C 

〈前提〉 

環境 改善 型 

環境 停滞 型 

中間 型 

世界 貿易 〔実質〕 

.58 年度 3.0 

58 年度 0.0 

58 年度 3.0 

(年 平均 増加率、％) 

59 年度 5.0 

59 年度 1.5 

59 年度 

60 年度 

60 年度 

以 降 4.0 

以 降 6.0 

以 降 3.0 

社会保障 移転 （ " ） 

8.0 

8.0 

8.0 

社会保障 負担 ( 〃 ） 

9.0 

9.0 

9.0 

公共投資 

(8 年間 総額、 兆 円) 

243 

243 

243 

租税 飾 率 

27.5 

27.2 

27.5 

(65 年度、 対 国民所得 比、％) 

〈予測 値〉 

名目 国民総生産 

6.8 

5.3 

6.3 

(年 平均 増加率、 上昇 率、％) 

実質 国民総生産 （〃） 

5.1 

3.2 

4.3 

消費者 物価指数 （" ） 

3.1 

3.0 

3.0 

卸売物価指数 （》 ) 

0.4 

0.8 

0.5 

完全 失業率 
(65 年度、％) 

一般 政府 貯蓄 

2.2 

2.7 

2.4 

投資 差額 = 財政収支 

7.8 

△9.2 

2.3 

(65 年度、 兆 円、 △は 投資 超過 二 赤字）  _ 

出 所： 日本 生^ TI 生 本部 『活用 労働 統計』 （1984 年 
版.)、 昭和 59 年、 182  —  183 頁より。 
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有利な ので、 経済を 浮揚す る 力が 大きい のです。 

ふた  せいさん  けつごう  ろうどう りよく  きようい くす いじ ゆん  たか  じゆうか がくこう ぎよう か 

二つめ には、 生産と 結合す る 労働力の 教育 水準が 高く、 重 化学工業 化 
にす ぐ 対応で きた こ とです 〇そ して 三つめ には、 重 化学 エ 業9 に 向けての 資 

ほん  きようき ゆう ちようた つ  せいふ  ざいせい  きんゆう せいさく  ゆうり  はたら  どうじ 

本の 供給 •調達に、 政府の 財政 • 金融 政策が 有利に 働いた こと、 と 同時 
に 銀行 融資の 大本 となる 国民の 貯蓄: i 欲が 嵩い ことな どが あげられる でし 

ょフ〇 

四つめ には、 戦後の 済民 主 花に よって、 m 閥が され、 企業 間に. 競 
争 気運が 高まり、 設備投資、 技術 革新が つよく 刺激 された こと も 重 要で 
す 。 

その他に、 日本の 大きい 人 占が 大量生産に-して 大量 消 D 費 市場7 を提 
供した こと、 日本 商品の 輸出 市場が 自由貿易の 原則に よって、 大き く 開か 
れ ていた こと、 ，労働者の 企業への 帰属意識が 高く、 労働 紛争の 件数が 低い 
こと、 生産 意欲が 高い こと も、 付け加えて おくべき でしょう。 

(5) 国際 経済の 動揺 

ねんだい  こう どけい ざいせい ちよう  せいさんせい  じようし よう  ゆし ゆつ  ぞうだい 

1960 年代の 高度 経済成長、 生産性の 上昇、 そして 輸出の 増大に よって、 
日本の 国際収支は 黒字 基調" をつ づけ、 かた ゃアメ リカは _ 際 収支の 慢 ¥ 
的 赤字に 悩む よ うにな り ま した。 この 打開 策と して 1971 年 8  g にア メリ 
力威府 は、 ドル •金の 交換を 停止し、 輸入品に 10 パーセントの 課徴金を 
かけ、 海外 援助 額を 削減し、 さ らに 為替 レー トの 多角的 調整を 内容と する 
新 経済政策を 発表し、 実施に‘ したため、 貿易に 依存す る 日本 経済は、 将 
ボ への 不安から 国内経済 、こ 動揺と 混乱が 生じ ま した。 いわゆる ニクソン. 
ショックと よばれる 混乱です 0 

そこで は、 ア メリ カの 新 経済政策 によ って 影響5 をう ける 日本 経済1 の 
先行き 不況を 防止す るた めに、 財政 支出5 の 拡大、 減税、 公定歩合  1 の 引き 下 
げを 実施して、 景気の 刺激を はかり ま したが、 これらの M 貨 膨張 的な 政策 
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措置は、 為替レート 変更を 見込む 海外からの 為替投機 も 合わさって、 いわ 
ゆる 過剰 流動 ¥ を ひきおこし、 イン フ レを 助長す る 糸 i 果と なり ま した。 

他方では 流動性の 豊富な 企業は、 土地 や 株式への 投機に 走り、 土 All 辑 
が S 騰 するな ど経汝 は 不安-な 状況に ありま。 した。 

(6) 石油 ショック 

そこへ 1973 年に は 第 四 次 中1 東 戦 ¥ を きっかけに、 原油の 価格が 4 ぜ に 
も 高 ji する _ 二次 石油危機が 発生し ました。 石油への &存 度が _ く、 その 
輸入"5 も OPEC 諸国に 大きく 頼ら ていた 日本 経^に とって、 こ の廣; の S 
騰 は、 その 時す でに 進行. しつ. つ あった インフレに 油を 注ぐ 糸 i 果 となり、 _ 
内の インフレ、 国際収支の 悪化と、 石油危機の 影響には 深刻な も のが あり 
ま した 0 

このよ うな 状 況 のなかで、 企業5 によ る 商9 品の 尋り 惜しみから、 いくつ 
かの 日用 雑貨は 品 不足に な り、 それら 商 品を 買い求める 消費 ¥の 側では パ 
ニックが 起こり、 大 混乱と なりました。 そこで 政府は € 済 不安を 鎮める た 
めに、 緊急措置 S を签 布す る 二方、 年率 15— 30 パーセント も 上 鼻5 する 杨 
価を 抑え、 悪化す る 国際収支に 対応す るた めに、 総 需要を 引き締める デフ 
レ 政策を とる こと になり ま した。 ： 

こうして 日本の 経済は、 第一 次 石油 ショックを 契機に、 戦後 日本の 経済 
を 特徴 づけた-度 経済成長が 終わり、 それ 以後は 減速 成長、 症 成長の 時 
代を 迎える こ とに な ります。 1973 年の 石油危機 後の 日本 g 済は、 
1950 — 70 年までの 実質 経済成長率の 2 分の 1 程度に 減速し、 さらに 1979 
年には 第二次 石油 ショックが 発峑、 晟 長 率は 3 分の. lS 度に k 速し まし 

ひよう  さんしよう 

た （表 2 参照 ）〇  . , 

げんそくせ いちよう  けいざいせ いちよう  ぶつか  しつぎよう  こぐ さいし ゆうし 

こう した 減速 成長 にもかかわらず、 経済成長、 物価、 失業、 国際収支 
の 面では、 日 本 経済は 石油危機 後 今 日に 至る まで、 他の 工業 先進国 に比べ 
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て、 成長率は 高く、 物価の 上 昇と 失業率は 低く、 貿易収支 も 黒字を つづ 
け、 経済の パフォーマンスは 良好と いえます 0 

その 主な 理由は、 日本が 石油危機に 触堯 されて、 資源-約 •省エネ ルギ 
一 型の 生産技術5 の 開発と、 そのための 設備投資を 重視し、 その 成果を 通し 
て 生産性が 向上し、 _ 価 上 昇を 抑え こんだ ことに あり ます 0 

しかし 他方では、 その 結果 日本製 品の 国際 競争力が 高く 蠢 持され、 若 
油 危機から 生じた 世界経済の 停、^ が つづくな かで、 輸出の 好調が つづき、 
経 _ 不振 国と の 間で 貿易摩擦が 発- して おり ます。 

2. 日本の 農業と 中小企業 

(1) 日本の 農業 

1947 年の 農地改革に よって、 封建的な 地主 制は 廃^! され、 民主化が 実現 
しま した。 その || 果 自作農の 増加に よって 生産 意欲が 向上し、 農業の 生 
産 性 も 高まって、 農家の 生活 も 大幅に 改善され ました。 

1950 年代 半ばには、 重 化学工業を 中心と した 日本の‘ 度 経済成長 がは 
じ まり、 日本 農業は 大き く 菱 花す る ことになります。 経済の 成長に よっ 
て、 農業 人口 は 他の 産 業に 暴動し、 1955 年を ピークに 農業 人口は どん ど 
ん 減少して いき ます。 1950 年に 45.  2 パーセント も あった 農業の 就業 比 
率 も 1983 年 現‘ では 9. 8 パー セント に 減 少しました。 

農業 人口の 流 出を 埋め合わせ るよ うに、 農業の 機械化 もい ちじる しく 
普及し、 農業 部門の 生産性を 高めて、 所得 も 増加した のです が、 農業 以外 
の 産業の 生産性 上 昇が 早いた め、 農業と 非 農業との 間に 格差が 生じ、 他 
方 農地改革は 農地の 所有 関係の 改革で、 経営 規模の 拡大を めざした もので 
はなかった ため、 零細 経営 形態は そのまま 温存され、 農業の 生産 座、 所得 
水準の 上昇に も 限りが ありました。 
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そこで 農業 政策 も、 これらの 実状に てらして 転換が 必要と なり、 1961 
年に は 所得 格差の 是 と、 農業 構造の 改善を めざ した 農 業 基本 法が 成立 
レます。 しかし この 政策 措置 も、 農家の 兼業 化の いに 押され、 必ずしも 
実効を あげてい るとは いえません。 

こう ど. けいざいせいち ようき  とお  のうぎ ようじんこう  げんしよう  ひ のうぎ ようぶ もん  しゆうぎ ようき かい 

高度 経済成長 期を 通して、 農業 人口の 減少、 非 農業 部門の 就 業 機会 
の 増大に よって、 1970 年には 農業を 従と する 第二 種 兼業農家が、 全 農家 
の 過半数を 占める よう になり、 1983 年 現在では 70.6 パー セ ント となって 
います。 それに 反して 専業5 農錶の 割甚は 1950 年の 50 パー セント から 
1970 年には 15.6 パー セン トに、 1983 年 現 ¥ では 13.2 パー セン ト に 縮// ヽ 

たはう  のうぎ ようこうけ いしや  じやく ねんろう どうし や  りゆうし ゆつ  けつ か  のうぎ ようぶ もん 

しました。 他方、 農業 後継者 や 若年 労働者が 流 出した 結果、 農業 部門で 

ろうどう りよくぶ そく  う  のうぎ ようろう どうりよ く  じよせ いか  ろうれい か  すす.  せいさんせい こうじよう 

は 労働 力不足を 生み、 農業 労働 力の 女性 イ匕や 老齢 化が 進み、 生産性 向上 
の 這 路 となって います。 農村 人口の 過度の 流出は、 農村の 過疎 イ (:を 生み、 
i 療、 救#、 社‘ 資本の 面で、 地域社会の 機能を 充足し えない 村落 もで て 
きま した 0 

ま た M 度 経済 成 長の 時 # には、 重 化学 i 業 化の かげで 農 業の 重 要 性が 
d 奋 され、 海外からの 農産 品の 輸入が 増えて、 日本の 食 糧 自給率は 大幅 
に 荏卡 していき ま した。 1981 年 現 ¥ で 食用 農産物の 威 合 自給5 率は 72 パ 
— セン ト となって います。 fl 方 日本の 農業は、 経営 規模が 零細' で、 生産性 
が 低く、 農産-の 7 割が!^ 府の 支持 価格に よって 保護され、 農業の 近代 
花、 合理 花 もなかな か 進まない ところから、 日本の 農産物は 国際的に 割高 
となって います 0 

(2) 日本の 中小企業 —— 製造業の ばあい 

ちゆうし ようきぎ よう  げんざい ぜんじぎ ようしよ すう  いじよう じゆうぎ ようし やすう 

日本の 中 小 企業は、 現在 全 事業所 数の 98 パー セン ト 以上、 従 業者 数 
で 70 パー セン ト、 生産額では 50 パー セ ント 近ぐ を 占め、 また 輸出の 約 40 
.パー セン ト を 基 1 しています。 とく に 事業所では 従 業者 10 人 未満の 零 
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細 企業の 割合が きわだって 高く、 全 事業所の 67 パー セン トが 従業 者 
1—9 人の 事業所で 与め られ ている ありさ まです。 

戦後し ばらく の ぁ 間、 GHQ の経邊 民主化 に よって 財閥が 蘇霖 され、 
大企業が 背後に 後; ii したために、 中 小 企業が 国民の 消費 需要を まかない、 
輸出 5 を 通じて 外貨を 稼ぐな ど、 戦後 日 本 経済 の 復興に 大きく 貢献し ました。 
やがて 1950 年代 後半に 重 化学工業 化が スタートし、 その 主役 どして 大企 
業が 浮上 •発展す るな かで、 中 小 企業は なかば 置き忘れられた% となり 
ま した 0 

しかし 1960 年代  1 には、 技術 "の 進歩、 産業 構 違の 変化に よって 発展した 
加工 部門 や 組立 産業 部門の 大企業の 下請と して、 あるいは 労働 集約的な 
機械 生産 部門に 中小企業の 活躍が 見直されて いきます。 

じ だい  ちゆうし ようきぎ よう  したうけ  おやが いしや  あいだ  し はい  じゆう ぞく  かんけい 

この 時代の 中小企業の 下請は、 親会社との 間に、 支配， 従属の 関係に 
立つ もので、 また 中 小 企業5 は 大企業5 によ って 系列化 されるな ど、 その 立場 
は 不安定な ものであった といえ ま しょう。 そ して 大企業と 中小企業 間に 
は、 いちじるしい 格差が 存在し、 この 二重 構造の 格差は、 社 4  •経済の 問 
題に さ えなり ま した。 

やがて 1970 年代 後半、 80 年代に 乂っ て、 中 小 企業の 地 & が 向上して ま 
いります。 それは 日本 産業の 構造 花と 関係して います。 すなわち、 重 化 

がくこう ぎよう  とくち よう  じゆうこうち ようだい がた  そざいさん ぎようぶ もん  ひかく ゆうい 

学 工業を 特徴 づける 重厚 長大 型 •素材 産 業 部門に 比較 優位を もった 日 
本の 産業構造が、 今日の 花形 商品で ある 自動車、 TV、 VTR、 テープ •レ 
コーダー、 卓上 電算機、 マイコ ン 内蔵 複写機、 コンピュータ 端末機、 電子 
時計、 カメ ラ、 NC、 産業 用 ロボットな どの ハイ ブリッ ド 電子 機器が 象 
徴 する 高 付加価値 商品の 生産 部門に、 比較 優位を 移した こと です。 このよ 
うな 産業構造の 象 化を 反映して、 それらの 多 品種、 多様な 生産-を 小量 
ロッ トで 生産す る 中 小 企業ない しは 下請 中 小 企業が 見直されて きたの 
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です 0 

先に あげた 商品は、 二般に 組み立て •加工 型の 製品で、 最終 生産-と 
しての これら 商品の 組み立ては; 企業が 荇な うにしても、 部品 生産、 方 か 口 


こうく  た  だんかい  したうけ ちゆ. うしよう きぎよう  おこ  いち 

エ 、組み立ての ある 段階までは 下請、 中 小 企業が 行なって いるので す。 一 


れい  じ どうし やさんぎ よう  がいせい りつ  たか  ほんし や  した 

例を あげる と 日本の 自動車 産業は 外 製 率が 高く、 ある メ  ー カー 本社の 下に 


いちじ  にじ  さんじ した 3 け  けい  まん  くらい  したうけ きぎよう じゆうそう てき  さんか 

は、 一次、 二次、 三次 下請と、 計 3 万 6,  000 位の 下請 企業が 重 層 的に 参加して 


います。 

けいはくたん しようが た  せいひん  せんもんか  ちゆうし ようきぎ よう  したうけ きぎよう  せいひん 

こう なると 軽薄短小 型の 製品に 専門化す る 中 小 企業、 下請 企業の 製品 
の 品質が 向上し なければ、 4 み 立てられた 最終 生産 g の 品邊が 良ぐな る 
箸は ぁり ません。 そこで 中 小 企業、 下請 企業は Nci 作 機械、 MC 産業 
用 機械、 OA 機器、 CAD/CAM、 メカトロニクスを どんどん 導入 •採用 
し、 生産の 合理化、 品 邊の向 上に 努めてき ました。 

今日 国際市場で 高い 評価を 得て いる 日本の 工業 威 品の 品# が、 これら 
中小、 下請 企業の 堅実な 飛躍的な 発展に 負って いる 事実は 否めません。 

日本は 今日、 世‘ の 産 業 用 ロボットの 8 割 を 保有し、 年々 の 生産 4 数の 
うちの 6 割、 同じく  NC 工作 機 _ の 6 害彳 が、 中 小 企業の 需要と なって い 
ます。 とくに 輸送 用 機械、 電気 機械、 こ 般 機械 分野で その 傾向が 顕著です。 

さらに 最近では 中 小 企業は 新しい 展“ をみ せ はじめました。、 中 小 企 
業の なかから、 とくに 電子 工業、 機械工業 巍門 などで、 脱 下請 化を 実現 
し、 専門 メ ーカー に 転向す るの がで る ようになり ま した。 こうなる と大企 
業が 中 小 企業に、 逆 系列 花され る こと も 起こって きます。 

これら 脚光を 浴びて いる 中 小 企業ない しは 下請 中 小 企業は、 日本 産 
業の 大きな 裾野を 構-する 运倒 的な 数の 中 小 企業の 一部 かも しれません。 

じゆうこう 'ちよう だいがた  ねんだい  ねんだい  さんぎよう こうぞう  けいはくたん しようが た 

しか し 重厚 長 大型の 1950 年代、 60 年代の 産業 構造から、 軽薄短小 型の 
製品が 比較 優 疫 を もつ 時代に 変質して いくな かで、 今日の 中 小 企業に 新 
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第 5 節 現代 日本の 社会 


(1) 人口の 推移 

日本の 人口は、 この 百 数十 年の 近代化の なかで、 大きく 膨張し ました。 
1868 年に 明治 政府が できて しばらく 経っ た 1872 年 当時の 人口は、 ほぼ 
3,480 万人、 それが 今日では 約 1 億 2,000 万人、 おょそ 3 倍 半 弱の 人'1  口 増 
加を 見た わけです 0 

明 > 台 当初ょり、 まだ 十分には 生産力が 発展せ ず、 したがって 人口 会 養 
力 も なか っ た 時期には、 人口は 過剰で あり、 そして 貧困と 結びつけて 理 _ 
されました。 しかし それは 反面、 豊富な-働 力の スト ックが 存在す る こと 

い み  こくみん  たか  ち しきよ つき ゆう  きようい くす いじ ゆん  きんべん  やす  ろうどう ちんぎん  ほう. しゆう 

を 意味し、 国民の 高い 知識欲 求 •教育 水準と 勤勉で 安い 労働 賃金 •報酬 
と が 結合 して、 世界史の 上で も 急速な 工業化を なしとげる エネ ルギ ーと. 
なった こ とは 疑いを いれません。 

けつ か  こんにち  こくみんそうせいさん じゆうか がくこう ぎよう すい' じ ゆん .せかいく つし 

その 結果、 今日では 国民総生産、 重 化学工業の 水準 も 世界 屈指と なり、 
人々 の 生活 もずい ぶん 豊かに なり ま した。 日本の 人口を 過剰 二 貧困と 理解 
する こ ともなくな っ たのです。 

それ にもかかわらず、 日本の 人 口っ は、 芩日 でも 大きな 社会 問讀の 一つで 
ある ことは、 まちがいありません。 まず、 日本の 国土 面積は 37.8 万 平方 キ 
ロメー ト ルで、 国土の 狭い 承 地 部分に 約 1 億 2,000 万の 人口が 生? i してい 
るので すから、 人口密度は 1年 方キ ロメー ト ル あたり 321 人 （1983 年 現 
¥) という 超過-状 滷 にあります。 

1872 年から 今日までの 平均 的な 人 口° 増加率は 1.2 — 1.4 パー セン トで、 
近年では 1 パー セン トを 害! J ると ころにまで 低下し ま した。 しかし 日本の 人 
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口は、 いぜん 増えつ づけ、 2008 年 ごろには 1 億 3,000 万 近くに 登りつ め、 

後は ゆるやかな 人口。 減少が つづき、 やがて 出" 生。 と 死亡が 等しく なる 静 
止水 準に 落ちつく と 予測され ています。 

とも あれ 今日の 日本の 人 占は、 少産 少 "死を 特徴と している ため、 出呈 
数が 少なくなる 二方、 すでに 去 まれた 人たち が S 齢 化する ので、 人口’ 構‘ 
で 見る と、 中5 嵩 年の 人々 や 老齢 者が 増え、 いわゆる _ 齢 化 社会に 突； 0t る 
ことは 必定です。 65 .歳 以上の 老人 人口の 割合は、 1985 年には 10 パー セン 
卜です が、 2000 年には 14.3 パー セント に 上 昇す ると みられます。 

この ことは 生産 年!^ 人口に よる 高齢者 扶養 負担が 大きく 増大す る ことを 
意味して います。 たとえば、 1985 年では 生産 年齢 人口 （15— 64 歳） 6.9 人 
で 高齢者 一人を 支えて いるので すが、 2000 年には それが 4.6 人に なり、 日 
本は 世 為で 最も 早い 速度で 厳 しい 高 || 化 社会に 突入す る ものと 予想され 
ています。 

(2) 都市化 現象 

高度 経済成長 • 重 化学 エ 業 化と ともに、 資本 • 労働 • 技術な ど を 含め 
た 生産 要素の 配 券1 に 化が 生じ、 産業 構造の 高度 化と 都市化の 現 象が 進 
ん でまい りました.。 

この 百 数十% の 間に、 農村 人口っ は 大きく 減少5 し、 都市 人!^ が 増えて、 
現 居 日本国民の おょそ 42 パーセント は、 東京、 大阪、 名古屋 などの 3 大都 
市の 50 キロ  メート ル 圏内に 住んで いる こ とに な ります。 3 大都市 圏の 他 
に、 主要都市、 中 小 都 rfe 群を 加える と、 今日の 日本人の；^ 部分が 都市 人口 
とい うこと です。 

さんぎよう べつ  しゆうぎ ようじんこう  へんか  み  のうりんす いさんぎ よう  じゆう じ  ひと 

産業 別の 就 業 人口の 変化を 見ても、 農林 水産業に 従事して いる 人た 
ちの 数が 大幅に 減少し、 それに A わって 製造業を 中心と した 第二次産業 

さんぎよう しようぎ よう きんゆう ぎよう だいさん じ さんぎよう じゆう じ  ひと  かず  ふ 

と サービス 産業、 商業、 金融業の 第三次産業に 従事す る 人たち の 数が 増 
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1975 年には 第三次産業の 就 業者 構成比は 50 パー セン ト を 超え、 日本 
は 特に サービス 産業 中心の 時 W に 入った といえ ましょう。 第三次産業 
の サービス 業に 従事して いる 人たち は、 事務、 セー ルス、 管理 業務な どに 
たずさわり、 一般に ホワイト •カラー と よばれ、 新 中間層を 治 成して いま 
す 。 

農村から 都市への 急激な 人口の 流 入は、 特に 政治、 経' 清、 文 花、 教育、 
情 報な どの 都市 機能が 大き く 集積す る 大都市に、 過密 現象を ひきおこし、 
そこでは 交氣 、住宅、 生活環境が 悪化し ま した。 また 都市ない し都击 近郊 
に 立地す る 工場 群は、 大気汚染、 水質汚濁、 騒音、 振動、 地盤沈下 などの 
公害を ひきおこし、 人口 流 出のは げしい 農村、 とくに 南 市から 遠く 離れ 
た 農 山村では 過疎 化が 進み、 都市と 農村との 間に 不均衡が 生じました。 こ 
れらの 過密 •過疎の 問 - は、 足早の 高度 経済成長が もたらした 欠 _ とし 
て、 大きな 社会問題と なりました。 

(3)  核家族 化の 進行 

農村から 流 入した 都市 生活 者は、 まず 狭い 住宅 環境に 適合し なければ 
なりませんでした。 その上、 高度 経邊 成長に よって、 国民 二般の 所得が 上 
昇し、 進学率が 高まって 高 学歴社会が 出 現す るよう になる と、 子弟の 教育 
に 経費が かさむ ようになって まいります。 

他方では 戦後 民主主義に よって、 男女 平 等の 思想が ゆ きわたり、 ま たら 
婦 中心の 生活が 重視され るよう になり ま した。 そこで これらの 要因が 重 
なり あって、 今日の 日本の 社会では、 家族計画が 普及し、 夫婦と 二人前 後 
の 子ども とから な る 核家族が 普通 となって います。 

(4)  教育制度の 現状 

戦後の 義務 教 育は 小 学校 6 年 ブラス 中学校 3 年の 9 年間に 延長され ま 
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した。 経済成長 による 所得 水準の 上 昇を 反映して、 その上の 高等学校、 
大学 学部. 短期大学への 進学率は、 196 0  % の それぞれ 57.8 パー セン ト、 
10 パーセント から、 1983 年には 94.0 パー セント、 30.1 パーセント に 上 
昇し、 高 学歴 社士 となって います。 しかし 装 年、 大学、 短期大学への 進学 
率は 低下 傾向に あり、 実备 教育 型の 専修 学 が 上 昇 傾向に あります。 

教育 水準の 向上は、 ひろく 社会の 発展に 貢献す ると ころが 大きい ので 
すが、 日本の 企業 や 雇用主 体は 終身 A 用 ii を とっている ため、 就 職の 機 
会が やがて その 人の 社会的 地位 や 所得 水準に 影響す ると ころから、 就職 

ゆうり  ちよめ いだいが く  じ ゆけん きようそう  まえ  ゆうめいこうこう  じ ゆけん きようそう 

に 有利な 著名 大学への 受験 競争、 そ して その 前の 有名 高校の 受験 競 争が 
はげしく なるな ど、 本来の 教 育の 在り方が、 やや もす ると なおざり にされ 
ている のが 実状と いえましょう。 

そ の 上に、 受験 競 争は 偏差値に よ る 個人、 学校の ランク 付けに まで エス 
カレー トし、 ま た 受験 為 重に よ る 歪み 現 象3 の 一つと して、 学内 暴 力 や 無 
気力な 生徒が 増えるな ど、 教育制度の 在り方が 問われて います。 そこで 
1984 年には、 政府に よって 教育改革が とりあげられ、 21 世 J 紀に 向けての 
教 育の 整備が 検討され つつ あ ります。 

(5) 労働 問題 

日本の 雇用 制度では、 ほとんどが 年功 序歹 $ 型を 採用し、 賃金 額は 労働者 
の 勤続 年数に よっ て 決ま るし くみと なって います。 1960 年代には 高度の 

けいざいせい ちよう はんえい  ろうどう りよく  じやく ねんろう どうりよ く  じ ゆよう  たか  しよ にん 

経済成長を 反映して、 労働力と くに 弱年 労働力への 需要が 高まり、 初 任 
給が 大幅に 上昇し ました。 そこで それに 連動して、 すでに 雇用され てい 
る 人たち の 賃金 も 上 昇した ため、 企業な どの 負担が 増大し、 近年では 年齢 
を 離れて、 個人の 能力に 基礎を おく 職能給 制度 もと り いれられつつ あり 
ます。 

1970 年 W に 入って 2 度の 石油 ショ ックに 見舞われ、 日本 経済は 低迷し、 
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景気 も はかばかし ぐない ところから、 雇用の 調整の 名目の 下に、 選択 的定 
年を せま られ たり、 離職を 余儀なく されたり、 あるいは 非 自発的 失業が 増 
えるな ど、 労働 事情は 必ずしも 明るぐ はありません。 しかし、 日本は いぜ 
ん として 終身 雇用 带 j をた てまえと している 関係 上、 笑 業 拏 は 1983 挙 1 
在で 2.  6 パー セン トと なって おり、 統計 上の 問題は あり ますが、 諸〆 歸に 
比べる とかな り 低い といえ ましょう。 

日本の 賃金は、 1959 年に 制^された 最低賃金 法に よって、 業ぅ 1沅、 1 
業 別、 地域 別に、 それぞれの 最低賃金が 決められて います。 M 祕 昜簡 につ 
いては、 1947 年に 労働基準法が 制定され、 それに よって 1 日 


じかんろ うどう  かくりつ 

時間 労働が 確立され ま した。 


きんねん  だいき ぎよう ちゆう しん  しゆうき ゆうふつ かせい 

さ らに 近年では 大企業を 中心に 週 休 2 日 制 


さいよう  きぎよう  ふ 

を 採用す る 企業が 増えて います。 


おうべいし よこく  ねんかん ろうどう じ かん 

しかし 欧米諸国の 年間 労働時間 ほぼ 


じかん  くら  ろうどう じかん  じかん おお  げんじよう 

1，800 時間に 比べて、 日本の 労働時間は まだ 200— 400 時間 多い のが 現状 


です。 

労働者が 失業した ばあい、 雇用保険に よって、 金の 60 パー セントを 
基準に、 30 歳 未満には 90 日間、 55 歳 以上には 300 日間の 求 b 職-糸 が 
支給され ます 0 

女子 労働者の 雇用は、 1960 年代の 高度 経癀 成長の 畚 代に、 努1 箸の およ 
そ 3 分の 1 が 女子 労働者と なって います。 しかし 女子 労働者の 賃金、 昇 
進、 定年な どの 基本的 労働条件の 他に、 時間外労働 や 深夜 就 業 その他の 
面で、 男子 労働者との 間に 差別が 存在す るた め、 雇用の 平等 化を 進める 男 
女 雇用 機会均等 法の 立法 化が なされつつ あり ます。 

日本の 社会保障は、 所得、 爸療、 日常生活に ついての 保障を 行ない、 こ 
のなかで も 社会保険、 とく に 医療保険、 年金保険 による 医療、 所得の 保障 
が 中心と なって おり、 最終 保障 策と しては 公的扶助が あります。 医療 保 
険、 年金保険は すべての ■民を# 象に して 強 制 的に 加入 させ、 公的扶助は 
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_W 笔を葑 し赢ぅ にし、 m#、 feW の ilW を 1し秦ぅ§1 に 荇 なって ぃます。’ 

第 6 節 結び にかえて 

—— アジアと 日本 —— 

ァジァは 1 葚 23 か 誠を M ぇ、 A こ 口ぅ では の 3 券の 2、 二又查 たり の辩 
得 水準では、 日本を 除く と 先進国の およそ 8 分の 1、 面積では 約 6 分の 1 
となって います。 日本は 古くから アジアの 文化に 触れ、 また それらを 吸 
収 し、 他方 アジアとの 萎 易を 重ねつつ、 その 歴史を 形づく っ てまい り まし 
た。 アジアは 日本に とって、 最も 交流の 深い 国々 であり、 そして 最も 身近 
な 近隣諸国と いえましょう 0 

経済の 面に 限って みても、 近くは 第^! 次 世界大戦を 軸と して、 その 前後 
にわ たって 長い こと、 ひじょうに 重要な 国々 となって います。 1934—36 
年の 平均では、 日本の 総 輸出"、 総 輸入 k 占める アジアの シニアは、 それ ぞ 
れ 51.6 パー セン ト、 36. 2 パー セン トで、 1983 年 現在では 38.0 パー セン 
卜、 52.  7  ノヽ 。ー セン ト もあります 0 

アジアと 一口に 备 って も、 それらの 国々 は、 政治 や 経済体制 も 異なり、 

きんだいか  けいざい  はつ てん だんかい  ちが  くにぐにそう ご  しゆうき よう  ぶんか  じんし ゆ  れきし 

近代化 や 経済の 発展 段階 も 違います。 国々 相互の 宗教、 文化、 人種、 歴史 
も 違えば、. それら 一 'つの 国を. とりあげても、 その 中身は 多種多様であって、 
アジアと いう 言葉で 一元化す る わけには まいり ません。 しかし、 それに も 
かかわらず、 一つ 共通して いる ことは、 それぞれの 国々 が、 逢 済を 発展 さ 
せ、 社会の しくみを 近代化し、 豊かで ¥ 和な 国 造りを 願って いる ことで し 
ょぅ。 

秦様 性を 特質と する アジアを 前提と すれば、 平和で 豊かな 国を 希求す る 
国家 目 標が 実現で きる ためには、 アジアは アジアで それぞれの 国の 違いを 
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竿ぅ 棼 MM し 备ぃ、 それぞれの 謹の 罜 4 罜賓を 1 笑に _ち4ぅ し、 

あ し 罜雈誃 な 会り; i くを k ねて いくこ とが 重 s な 要件と な ります。 

アジアの 経済と 日本との 関係で、 日本が 現在な しうる ことは、 それぞれ 
の 国の 経済 社 Si 発 や、 平和 •秩序の 建設に 力を 藉す ことでしょう 0 しか 
し 世 募 経済 1 の 1 割を 占める 大規模 経済 国家 とな っ た 日本は、 そのい ずれに 
も きわめて 繊 威 •慎重な 配慮が 必要です。 善 i で 出発した 経済援助が、 
その 国の 実 情を 無視して 日 本 ペースの 押 し 売 りであった り、 それらの 国々 
の 発展の 芽 を つんだり.、 才  ー ノ  ^  一  •プレゼンスが あっては、 その 目的は 奏 
功し ないで し ょう〇 

アジアの 国々 が 豊かに なる ためには、 その 国々 の 産 業 や 市場の 発展が 前 
翼と なります。 そこで 日本は、 近代化の 初期に 選択 的に 取り くんだ 基本的 
な i 業 や、 中間 技術9 を おり こんだ 産業な どは、 これら 新興国に 移譲し、 自 
らは 産業構造 のよ り いっそう の 高度 化を 進め、 また 独自の 技術 開発に 新 
しい 役割を 見つけ、 アジアの プロダクト •サイクルの 先導 役を 担うべき で 
しょぅ 。 

他方、 民主主義と 苹和 主義を 基調と する 国に 生まれ変わった 日本は、 ア 
ジアに 紛争な き ¥ 和な 国際 関 g がで きる よ うに、 その 推進 役と して 外交的 
役割を 果たす とと もに、 それら 近隣諸国の ¥ 和 •秩序の 設に 応分の 協 
力を してい くべき で'  しょう。 

それら 経済社会 i 発、 苹备 •秩序 建 i への 試みは、 単に®^ だけに 委ね 
るべき ではなく、 民間の 交流、 大衆 レベルの 参 力 n を も 組み 又れ て、 幅広く 
行な う 必要が ある と 思われます。 
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第 1 章 日本の 歴史と 文化 


第 1 節 日本の あけぼの （A.  D.  6C. までの 日本） 

(1)  日本列島の 形成 

日本人の 生?! 空間は、 そのごく 初めより 日本列島と 呼ばれる、 4 大陸 島 
と、 それに 付属す る 大小 3,340 の 島嶼 群でした。 この 花綵歹 i 島と 春 ばれ 
る、 南北に 長く 弧状に 点# する 列島が、 ほぼ 今日の 状5 態を 示した のは、； 
から およそ 1 万年ぐ らい な 前の こ とです。 それまでの 長い 地質 時 g には、 
今日の 日本 歹 I 島の 龜 域は、 ある 時は 大陸の 一部で あったり、 ある 時は 全く 
海 E に 没したり、 はげしい k 動を 繰り かえして きま した。 地球5 上に 人龥 
が 生まれ はじめた 時代から でも、 日本列島の 地域は、 はじめの 頃は、 アジ 
ア 大陸の 南方と 陸続きで、 東 シナ 海 や、 黉海も 陸地であった ようです。 そ 
の 倭、 東 シナ g や、 黄海が でき、 台湾 や、 琉球 列島が でき ると、 この 大陸 
との 連絡は 断たれ ましたが、 逆に 北 アジアの 方から、 シベリア、 アラスカ 
と 陸続きに なり、 今日の 日本 歹 i 島が 成立す る 直前まで、 北海道から 本州 
島まで が、 細長い 北からの 半島 状を 呈 して、 アジア 大陸と 連なって おった 
といわれます。 

(2)  旧石器時代 

アジア 大陸の 南北に、 人類の 始原 時代の 化石 人骨が 発見され て、 きわめ 
て 早い 時期の 人類の 生存が 証明され ました 0 北方の 中国 北京の 近く 周 口 
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店で 発見され た、 シナ ント ロー  ブス. ぺ キネ ン シス、 南方の ジャワの ピテ 
カント ロー ブス •エレ ッ クスな どの 原人が 活動して いた 時期に、 日本列島 

ちいき  じんるい  せいかつ  じ 

の 地域に 人類が 生活して いたか どうかは、 まだ はっきりし ません。 やや 時 
代が 下がって、 ヨーロッパ 大陸で、 ネアン デルター ル 人が 動して い # 采 
河 時代には、 日本列島の 地域で、 確実に 人 痼が g® していた ことが 浦ら か 
に されて きま した。 関東 地方の 栃木県の 葛 生の 若 R 岩の b 切 場の 洞 違から 
発見され た 葛 生 原人の 化石 や、 中部 地方の 豊橋 市の 牛 川 人 や、 写 ケ§ 町の 
三ケ日 人な どの 発見で、 そのこと が 立証 ざれた のです。 これらの 時 g は、 
旧 石器 時ゼ で、 まだ 人類が 土器を 発 i せず、 具と しては、 舟 製の 若 
器 だけを 利器と して 使用して いた 時代です。 この 备 w の 人類 こそ 日本 列 i 
域の 最古の 住民でした 0 

(3) 洪積世から 沖積世へ 

旧 石器時代は 地質学では 洪積世! の 時代です が、 i 生 原人 や 牛 川 人 や M み 
日 人な ど の 洪積世 人-が、 そのまま 現 g の 日本人と 二 系に つなが るか どう 
かは、 なお 明らかで はあり ません。 それは 洪積世の 末期から、 沖積世の 初 
頭に かけて、 日本 列 g の 周辺で 地殻の 大変 動が おき、 大陸から 完全に 南 り 
離され、 日本列島に 分 断され ると 共に、 気候が 激変し、 フロラ も ハ ウナ も 
様ネ i を 一変して くるから です。 

しか し 洪積世 ボま で 大陸 とつな がっ ていた 北方の 陸路を 通して、 旧 石器 
時代# 期、 あるいは 中石器時代と i •われる 時期の、 なお 土器を 使用して い 
ない、 石器 だけの 文化の 所有者の 存在が 去] られ ており、 その 文化を 為 土器 
文イ L または 先 土器 文化な ど と 呼んで います。 この 石器 だけの 文化は 北東 
アジアから、 アリ ュ ーシャ ン にかけ ての 中 石器 文化と 関係が ある とも 考え 
られ ています 0  .  ノ 
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(4) 縄文 文化の 開花 - 日本の 新石器時代 

沖積世に なって、 今日の 日本列島の 基盤が できあがって く る 頃、 日本 詞 
島 の 北半 部 を 中心に して、 縄文土器と 春 ばれる 土器を 伴う 文化が MS し 
てきます。 石器 も 打 石器の ほか 磨 € 器 も 用いられ、 石斧 •石鏃 .fe 匙 •石 
棒 •石 皿 等、 器 種 も 増加し、 生活が 著しく 進歩して きた ことを g してい ま 
す。 縄文 時茯の A 蹟 は、 ；£ 海道から 沖縄まで、 日本 全土に 分 希し、 # 二の 
種族 —— 原 日本人が その 文化の 斋担 者で あっ たと 思われます。 縄文土器 
は 日本 歹 "3 島 固有の 土器で、 数千 年に わたって 日本列島 内で 独自の をし 
た 土器です。 縄文 文化は 新石器時代の 文化です が、 日本の それは、 貫 塚 A 
蹟が 主体を なして いるよう に、 まだ 農耕 生産の 段!^ に 入らず、 専ら 漁撈に 


表 卜！ 縄文 文化の 諸 要素の 特色 


遺 

蹟 

住居跡、 貝塚、 萬、 集落 跡、 洞窟 住居 

遺 

物 

打 製 及び 磨製石器、 骨 角 器、 玉 器、 土器 （精製品と 粗製品） 土偶、 装 
身 具 

生 

業 

漁撈 を 主と し 狩撖も 行なう。 中期 以後に は 始原 農耕 =耨 耕 (陸 田、 
蔬菜 栽培、 畑作） の 痕跡 あり。 自然 経済 

食 

魚介、 鳥獣、 果実、 野菜。 食料 蒐集 経済 

住 

竪穴式 及び 平地 式 住居、 多く 山麓、 台地、 段丘 上に 群集す る 

衣 

服 

t: 皮、 抓 物繊緋 の 編物を 以て 上衣と ズボン 状 下 衣と を 分かち 着用し 
た— 土偶に よ つて 推定 

J  *  P 

>J*< 

教 

肉然崇 抨 • 呪教— いれずみ、 抜歯 等の 奇涔を E る。 —アニ ミ ズム 

葬 

制 

死溫 畏怖 •  _ .  mm  - 伸展 葬*  ■葬 (小 兄 i 等 簡単な 埋葬 法 

社 

血縁 的 結合に よる 同族 団組 織よ り 漸次 地縁 集団に 移行す。 貧^の 差 
供 だしぐな く 階級 未 分化。 群 社会 （ホル ド） より 血縁 社会と しての 氏 
族 社会 （ク ラ: ン •ゲン ス） へと 発展した 
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図 1-1 日本 氏族 形成 過程 


旧石器時代 人 …… 


原 アイヌ 人 
北方 ツン グー ス系人 群 


? ... 


祖耶稀 族 （原 日本人) 

中国人 （漢族） 
東南アジア 系 人 群 


現代 日本人 


依存し、 狩獬も 並行して 行なわれて いました。 耨耕 といわれる 始原 農耕 
は、 縄文時代の 中期 以降に 展 m し、 焼 畑 耕作 一 炙 fflk— が 行なわれ ており 
ました。 しかしな お 全 時代に わたって 邊集 経済の 段階で あり、 血縁 共!^ 

たい  き ばん  し ぞくせい  しや かい 

体を 基盤 とする 氏族 制 の 社会 をつ くって いまし だ。 

縄文時代 中期に なると、 東南アジアの 文/匕を もたら して、 M 另 から 日本 
列島へ 移動して きた 種族が あり、 また 朝鮮 半 s を g て、 3 匕 アジア や^ 国芘 
部の 種族 も 移動して きて、 原 日本人と、 日本列島 4 で 混血し、 同化して お 
り ま した 〇こ うした 南方、 或いは 北方からの A 種族と その 文化の 暴動 •伝 

ば  じよう もんぶん か  へんか  せいれき ぜんだい  せい きい ご 

播が 、縄文 文化に 変化を あたえ、 やがて 西暦 前 第 3 世紀 以後に なると、 日 

れつとう  にし  あたら  ぶんか 

本 列島の 西から 新しい 文化が おこ って きま した。 


(5) 弥生時代 （B.  C.  2  C. 〜 A.  D.  3  C.) 

弥生時代は、 弥生 土器と 呼ばれる、 縄文土器とは、 器 形 ち#  • 
焼 成 等す ベての 点で 異なった 土器を 出す 遺蹟が、 日本 歹  1 島の 茜から 東へ 
かけて 発見され ます。 ただ 土器が 異なる だけでは なく、 この 新型の 土器を 
伴う 遺蹟では、 g 器と 共に、 利器と して 鉄器が 初めから 鐘幫 されて いた こ. 
とを 示し、 ま た 水稲 耕作が は じめ られ、 農耕 生産の. 段！# にズっ ていた こと 
を 示して おり、 文化が 大きく 進歩して きた ことを 条 唆して いますので、 金 
石 併用 期の 文化と 言われて きました 0 鉄器 や 青銅器 や 磨石 器の 混用、 農 知 
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かいし  じよう もんじ だい  さいし ゆうけい ざい  だんかい 

の 開始は、 縄文時代の 採集 経済の 段階から、 


せいさん けいざい  だんかい  すす 

生産 経済の 段階に 進んだ こ 


と を 意味し ます。 


(6) 始原 国家の 発生 

力 漢の歲 i がち 南 ぅ« を 遠征し、 楽浪等 4 郡を 設けて、 東夷 諸国を 抑えた こと 


: うい しよ, 


えいきよう 


_  _  .とく  しんせつき じ だい  せいかつ 

は、 桌夷藷 国に 大きな 影響を あたえ ま した。 特に 新石器時代の 生活を つづ 
けて いた 日本 列 i の 住 民に とって、 は じめ て 中 国の すすんだ 社会 • 文化 


の 実態を 知らせ、 楽浪 郡を 介して、 大陸の 新しい 文物を 受容す る途が 開か 
れ ました。 磊笙文 花の 発 k は、 この 東アジアの 新たな 動静に 刺戟され た 結 
燊 です。 荈籴矢 花の 受容は、 文化の 発展 だけでは なく、 社会 組織の 上に も 


表 1-2 縄文土器と 弥生 土器との 特色の 比較 


式 別 

項目 

縄文土器 

弥 生 土器 

焼成 技術 

火 度 低温で 焼成— 土器 脆弱 

火 度 高温で 焼成— 啜 硬 薄手で 良質 

土 器 形態 

深 鉢、 鉢、 皿、 甕、 壺等 変化に 富む 

種類に よつ て 器 形は 統一的に なり 変 
化 少なし 

土器 色調 

黒色 又は 黒褐色— 暗色 

褐色、 灰白色、 赤褐色— 明色 

土器 文様 

押 型 文、 撚糸 文、 縄文を 主と し 曲直 
変化に 富む 

簡素な 幾何学 文、 無 文を 主体と する 

装 

飾 

朱塗 (末期 ) 粗製 土器と 精製 土器 

朱塗、 押 葉 文、 絵画を 描いた もの 等 
.あり 

分 

布 

東 日本を 主体 として 分布す 

西日本を 主体 どして 分布し 北東に 及 

、、' 

か 

土器 機能 

狩捞 生活に 相応しい 土器、 運搬に 便 
利で、 貯蔵 用の 大形の ものを 出土 

水稲 生活に 相応 しい 貯蔵 用、 煮沸 
用、 コシキ、 カマ 等の 土器が 多くなる 

注： 1 .縄文土器の 製作は 必要に応じて 使用者 各自が 製造した もので 個人差が 強く 現れて い 
るが、 弥生 土器に なると、 生産が 分業 化され、 特殊な 工人に よって、 多量に 生産 さ 
れ てく るので、 土器 も 器 形の 統一が あり、 大量生産 化される 傾向が 強く なって くる。 
この 傾向は 弥生 土器から、 同じ 系統を つぐ 次の 土師器 （古墳時代） の 段階に なると 
一層 顕著に なって くる。 土師 器は 職業 部と して 土器 作りの 工人の 手になる もので あ 
る。 ― •土師 氏一 土 師 部。 

2  .専門化 された 分業に よる 製造に は 既に 轆轤に よる 整形が 行な われて いる。 

3 .このよう な 土器の 変化に も 土器 製作者の 属する 社会の 影響を 見逃して はならない。 
縄文土器と 弥生 土器の 差は 文化 系統の 差に 基づく もの だけでは なく 両者の 社会が 狩 
佩 漁撈の 社会と、 水稲 耕作 社会と の 相違 による 差異が 大 きいこと を 注意して おきた 
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表 1-3 弥生 土器 文化の 特色 


'虫 

退 

蹟 

住居跡、 集落 跡、 墓地、 祭杞遗 跡、 水田 跡、 貝塚 (初期 少数、 淡水 産 多し） 

'虫 

垣 

物 

石器 (磨 製〉、 土器、 銅 剣、 銅 鉢、 銅鐸、 鉄器、 木 器 (農工 具)、 装身具、 船 

生 

業 

水稲 耕作を 主と し、 農耕、 狩撖、 漁撈を 従と する 

食  糧 

稲、 野菜、 雑穀、 魚介、 鳥獣、 果実— 食糧 豊富になる 

住 

居 

竪穴 住居、 平地 注 居、 高 床 住居 (高殿)、 倉庫— 校倉 造 

衣 

月 r 

繊維を 主と した 上衣 下 衣 式の もの、 貫 頭 衣、 装身具 (玉 類) 等 発達す る 

不 

教 

農耕 儀礼を 中心とした 呪術。 呪術は 依然と して 社会秩序の 統制 力を 有する 

葬 

制 

甕棺 葬、 支 石 墓、 方形 周 溝 墓、 墳丘 墓、 組合せ 箱 式 石棺 •木棺 •木榔 等 発生す 

社 

a 

始原 小国 家の 成立、 邑村 協同 体— 身分 階級社会の 発生、 私有財産の 発展 

変化を 生じさせ、 日本列島 にも、 始原 的な 国家の 発生を みるよう になり ま 
した。 「漢書」 には、 西暦 前 2  C. 〜 1C. 頃、 日本には 百 余の 国が あり、 一 
年の 二定の 時に、 日本人が 楽浪 郡に 来て、 漢 との% ^ こ 交易を 行なって いた 
ことを 記して います。 当時から 中国人は、 日本人の ことを 倭人と 呼んで い 
ま した。 この頃に 日本の 始原 的な 国が 成立し は じめ ていた こ とがわ かりま 
す。 

(7) 倭 奴 国と 30 国の 通商 

西暦 第 1 世紀に 後漢が 成立し、 光武 善の 中元 2 年 （A.D.  57 年） に、 倭 
国の 代表者と して、 奴 国の 王が 朝貢し、 他の 30 国 ばかり も 一緒に 後漢と 
盖商 関係を 結んで いた ことが 「後 漢書」 に 記されて います。 各国には 首 
長、 あるいは 王と 呼ばれる 支配者が あり、 男子の 王が 世襲 的に その 地 & に 
つき、 奴 国王に 対して、 光武帝が 印綬を 与えて おり ます。 これら 30 国の 王 
達は、 A.  D.  2C. の 初め 後 漢の安 ★の即 & を 祝い、 S 口 （奴婢） 160 人を 
献 じて お ります。 
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表 1 -4 中 国 側の 渉 外史 料との 関係 


中国 

中国 史料 

記載 内容 

金石文 史料 

am 

弥生 前期 

前 第 1 世紀 

漢  書 

倭 国 分立 余 国 
倭人の 名 初見 

■ 

■ 

■ 

倭 奴 国 入貢 
金印を 授けら る 

倭 奴 国王 金 
印货泉 

倭 奴 国と 漢の 
交渉 事情。 実 
年代の 決定 

第 2 世紀 

後 漢 

後 漢書 

倭 国 王師 升。 倭 国大 
舌 L 奴 隸を漢 に 送る 

弥生 後期 

第 3 世紀 

■三国 

三国志の 
魏  書 

女王 国。 女王 卑弥 
呼の 統制。 日本中 
国 渉外 事情。 倭 国 
及び 倭人の 生活 

古墳時代 初期 

(欠史 時代） 

好 太 王 碑文 

倭 軍の 朝鮮 出 
兵。 倭 軍と 高 
句麗 軍の 激戦 

日本に おける 
漢字 使用— 帰 
化 人の 登甩 

古墳時代 後期 

第 6 世紀 

聖徳 太子の 外交 
日隋 交渉の 開始 

■ 

日本側の 実証 
的 史料が 漸次 
現れる 

隋 

注： 1 •弥生 文化の 時代に 中国 側 史料に よる 倭 国の 時代であって 、倭 国が 百 余 国に 分立して 
いた 時代から 漸次 統一 化を たどり、 その 29 か 国を 連合して 統合 支配す る 女王 国の 出 
現した 時代は 全て 考古学 上の 弥生 文化の 時代で ある こと を 注意して: 両 者の 一致を 考 
えなければ ならぬ。 

2 . 倭の 五 王 時代は 丁度 考古学 上の 古墳 文化 期に 相当す る。 

3 •中国 史料の 中に 倭人 あるいは 倭 国に 関する 記載の 見られる のは. 次の 箇所で ある。. 
'後 漢の班 固 • 班昭著 • 「漢書」 地理； 古 
宋の 茫嘩著 • 「後 漢書」 東夷 伝 

< 晋の陳 寿 著. 「魏 書」 東夷 伝 （三国志の 中に 含まれて いる。 三国志は 魏 •蜀 • 呉の 
史書。 魏 書は その 一部を なす、 魏の 史書。） 

、梁の 沈 約 著 • 「宋 書」 

3 . 中国 史上の 重要事項で、 日本 古代史 上 特に 記憶す る 必要の ある 事 填。 

'B.C.202 前漢の 建国 

» 108 前 漢の武 帝 朝鮮を 征伐し、 楽 浪 • 玄菟 •臨 屯 • 真蕃の 4 郡を 設置す。 
A.D.  8 王 莽前漢 を 亡ぼし、 新を 建国— 漢の 中断。 

"  25 新 亡び 後漢 起こる— 漢の 再興。 

.  "  220 後漢 滅亡。 

〃  220 魏の 建国 一 

"  221 蜀の 建国 - '三国 対立。 一 > 三国 時代。 " 

、 "  222 呉の 建国一 
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(8)  倭 国の 大乱と 女王 国の 成立 

男子の 王 等の 支配が 7— 80 年 つづいた 後、 倭 国内に 戦乱が 起こり、 長年 
の 間 攻防が つづいた よう です。 そこで、 卑弥 呼と い うシャ ー マ ン 的な 巫を 
王に つけて、 漸く!^ 乱が 静まりました。 

中国では この 倭 国の 乱 後、 A.  D.  220 年に 後漢が 亡び、 魏が 後を ついで、 
三国 時代に. なり ま した。 A.  D.  239 年、 蠢の妄 呈卑弥 呼は 魏に 朝貢し、 魏 
の 明褚よ り 金 & 紫 綾を 賜わり、 魏 との 間に 倭人の 30 国が S 商 関 g を 結ん 
でい ました。 それは 丁度、 弥ぷ 時代の 中期から 後期に かけての 時 k です。 
女王 国は 実際' 日本列島 のど こに あった のか。 大和 地方と する 説 ど、；^ 
州であった とする 両 説に 分かれて います。 

(9)  女王 国と 狗奴国 —— 首長 国連 合の 時代 

女王 卑弥 呼の も とで 29 か 国の 連合国 家が 北 九 州に 成立して いた 時、 そ 
の 南には、 女王 国と 交戦 状態に あった 狗奴 国が 存在して いました 0 この 
時 # では、 日本列島には まだ ディ スポッ ト 的な 統一 i 家は 出現せ ず、 各地 
k ごとに 若干の 小 S 家が 散# し、 それらの 各国の 首長 達が、 近 ¥ した 地 
で 連合し、 首長 国連 合が できて いたよ うです。 九 州では 北の 女王 国、 
南の 狗奴& とが II 立し、 本州では 出 雲 地方 や、 吉備 地方、 あるいは 大和 地 
方な どに、 それぞれ、 地 k 的な 首長 国連 合が 存在し、 やがて M —国 家の 出 
現へ 向かっての 抗争が おこなわれ ていたよ うです。 

弥生 時 W を 通じて、 日本 民族の 形質 •文化の 両面から みて、 この 500 年 
間に、 今日の 民族の 基盤が 治 成されて きたよう です。 形質の 上では、 日本 
民族の 人種的な 要素と して、 南方の イン ドネ シア 族 •イン ド シナ 族、 北方 
の アイヌ族、 そして 東アジアから ツン グース 族な どの 種族が、 “ い 期間を 
通して、 少 量ず つ、 日本列島の 各地 域に 渡来して きました。 そして 日本人 
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I 一女 王国 


h 邪 馬 台 国 説— 


1 一  卑弥呼 


表 1-5 女王 国と 女王 皁弥呼 

- 国王は 巫と しての 卑弥 呼。 男 弟が 国政を 輔佐す。 — 原始的な 官 
司 制を 布く。 

- 戸数 7 万 余を 支配す る 大国 邪 馬 台 国と 同所。 

-卑弥 呼の 治下に ある 小国は 29 か 国で、 それらが 連合し て 首長 国 
連^ x を 形成 ■する 

- 社会 階級— 大人と 下戸 • 奴婢 （生 口） の 別 あり。 大人は 長老で あ 
り 年令 階級 的で、 大人と 下戸と の 区別は 厳格で ある。 — 階級社会 
の 確立へ 進む。 

- 生業 は 農業を 主と する も、 別に 海人 アマ ■あり、 魚介を 捕獲す る 
業を 専業 y I ていた 

- 風俗— 貫 頭 衣を 着し、 黥 面する もの （海人） あり、 または だし 
で 歩む。 庶民 階級の 文化は 概して 低級なる も 卑弥呼 や、 大人 階 
級の 文化は 相当に 高度で あ るから 貧富の 差に より 文化 水準は 極 
度に 異なって いた。 

- 支配 体制— 王の 命ずる 役人が 大官. 副官と して 各国々 を 治める。 
また 伊都 国の 如き 要地に、 別に 一大 率の 如き 特別な、 女王 派遣 
の 役人を 配置して 統轄せ しむ。 各国には 卑弥 呼とは 別に、 世襲 
の 男 王が 存在して いた。 

- 外交— 帯 方 郡を 通じて 魏と 修好を 結び、 その 権威を かり て 南方 
狗奴 国と 交戦す。 

- 大和 説— 女王 国は 近畿 大和な り. とし、 その 女王 卑弥 呼は 大和 
朝廷の 皇女で ある とする ので、 ヤマ トモ モソ ヒメ  ノ ミコト に擬 
定 したりす る 説。 

- 九州 説— 女王 国は 北 九州で、 例えば 福岡県 南部の 山門 付近で 
あるな どと 比定 し、 卑弥 呼は その 地の 女酋の 最も 有力な もので. 
あった とする 説。 

-両 説は 対立し、 未だ 定説は ない ので、 最終の 決定は 今後に 俟た 
ねばならぬ。 

- 統制 力— 呪術 師 （巫） としての 権威に よる。 —カ リス マ 的 支配。 

- 政治— 男 弟 あり 国政を 輔佐す。 卑弥呼 自ら 政治の 表面には 立た 
ない 不 執政 的で ある。 

- 外交 政策— 帯 方 郡を 通 じ魏と 修好を 結ぶ— 「親魏 倭 王」 の 称号と 、 
金印 紫綬 をさず けられた。 

- 交易— 国産の 大珠 （勾玉） や 生 口を 献 じ、 鏡鑑 刀剣の 類を 受 く。 
- 日常生活— 呪術 師 として、 平常 一般人の 前に 姿を 現さず、 堅固 
厳重な 囲を めぐらした 殿堂 内に 住し、 婢千 人を はべらし め 身辺 
の 用を 足す。 

- 戦争— 常に 南方の 男 王国 狗奴 国と 交戦 状態に あり、 魏の 権威を 
かり てこれ を 威圧せ しめんと する。 

- 相続— 卑弥 呼は A.  D.  247 年頃に 死し、 その 宗女舂 与が、 再び 女 
王の 位に 共立され た。 
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の®# をな していた、 し巍5 茇茇イ 1： の斋 ■箸と しての 原 日本 乂  (proto 
Japanese) を 基幹と して、 それと、 地域 知 •間歇 的な 血を 繰り 遠し なが 
ら、 漸次 混淆して、 一つの 民族と しての 日本 族と その 文化の 基礎は、 こ 
の 時代に 形成され つつ あった よ うに 考えられます。 


(10) 最初の 統一 国家の 成立 

A.  D.  4C. に义る 頃、 大和 盆地を 基盤と して、 漸次 四周を 統一し、 やが 
て 近畿 地方を て 并合して、 ディ スポット 的な 国家が 形-されました 0 この 原 
大和 雇 家は、 初めて 国を 統治した 天皇と して、 ハツ クニ シラス スメラ ミコ 
卜と稱 されました、 崇神 天皇 後、 漸次 大和よ り 西の 吉備や 出 雲の 首長 国 
連合を 併合して、 本州 島 西 半を 統合し ま して、 最後に 九 州の i 家と 対決 
する ことにな りました。 A.  D.  4C. の 中頃です が、 大和の 仲哀 天皇が 九 
州 遠‘ を 企て、 九 州の 熊 襲の 国 （弥 € 時代の 狗奴 国な のです） と 戦い、 


表 卜 6 高 旬 麗好太 王 碑の 意義 

①  碑は 高 句麗の 英雄 好 太 王 （広 開 土 王） の 功業を 述べた もので、 王の 死後 2 
年に して 王を 記念す るた めに 建てられ たもの である。 満州 輯安県 通 溝に 立 

ってい る。 

②  第 4 世紀末の 高 句麗、 百済、 新羅、 倭 （日本） の 関係— 渉外 事情を 知る 上 
に 貴重 な 史料と なる。 当時の 日 韓 基本 史料が ないた め 特に 重視 される。 

③  碑は 長大な 方形の 自然 石の 四面に 1800 余 字を 刻した ものであるが、 その内 
容は 3 段に 分かれて いる。 

④  その 第 2 段に 第 4 世紀 より 第 5 世紀 初頭に かけての 日 本 軍が 海 を 渡って 朝 
鮮 半島に 侵入し、 加羅 （任 那） 百済を 征服した 記述が あり、 更に 高 句麗軍 
と 戦った こ とが 書かれ、 やがて 高 句麗が 倭を 撃破した ことに なって いる。 

⑤  これは 日本書紀に 伝説 的に 書かれて いる 上代 日 鮮渉 外伝 説の 史実を 裏付け 
する ために 貴重な もの であ る ことは 言うまでもない。. こ れ によっ て 書紀の 
記載を 修正し 史実を 抽出す る こ とが 出来る。 

⑥  更に 中国 側 史料 も 日本側 史料 もない。 第 4 世紀に おける 大和 国家の 統一 完 
成の 史実を 立証す る ものである こ とは 十分 価値 ある 史料と 言える。 すな わ 
ち 今日では 専ら、 第 4 世紀末に 朝鮮にまで 進軍した 日本の 大和 国家の 勢力は 非 
常に 大きい ものであるから、 これ だけの 勢力を もつ ためには、 第 4 紀 前半に 
既に 大和 国家の 統一 事業が 完成され ていなければ ならぬ とする ので ある。 
この こと は 考古学 上の 古墳 文化の 発展 という こと と共に 大和 国家の 成立を 
考える 上に 貴重な 史料と 言い 得る ので ある。 


46 


第 1 節 日本の あけぼの 


ぐ ま そ  や  てんのう  せんし 

熊 襲の 矢に あた っ て 天皇が 戦死を し、 


えんせい  げんや まと こつかが わ  はいぼく  お 

この 遠征は 原 大和 国家 側の 敗北に 終 


わり ま した。 


けつ か ほんし ゆう  しこく 

その 結果 本州 • 四国 


きゆうし ゆう  とういつ  にし  ぜんいき  よう や  ひと 

•九 州が 統一され て、 西日本の 全域が 漸く 一つの 


謹条に されました 〇  A.  D.  4C ■の条 期には、 朝鮮半島で、 高 句麗と 
音 装^ i かって ぉります が、 その 韓 日本は 音 済と 連 答して、 高 句麗と 朝鮮 半 

とう  たたか  こうぐ り  こうたいおう  ひぶん  くわ  しる 

爲で ft って おります 0 そのことは、 高 句 麗の好 太 王の 碑文に 詳しく 記され 


ています 0 

(11) 古墳時代 

日本％ I •拏 では、 この 時戎を 古墳時代と 言います 0 日本列島では、 死者 


ほうむ ふんぼ  たかつ か  こうちく  .  ■ いつ1 £ん  . . ハ  〇 ハ 

を 葬る 墳墓と して、 高 塚を 構築す るよう になった のは、 一般に A.  D.  3C. 


.うはん 


たかつ か 


ちじょう 


こ だか  もりつち 


.ろち く 


ふうど 


の後牟 からです。 高 塚と いうのは、 地上に 小高い 盛土を 構築し （封土)、 そ 


ないぶ 


ちろ 


こ ふん 


jv. 小  しし ゃ ほうむ  しせつ， かく  や、 f  笮 f  、  二“  •  ■  、  _  I  、 

の 内部に 死者を 葬る 施設 （樹 や楮を 納める） を 設けた ものを 古墳と 言い ま 


表 1-7 古墳に 見られる 墓 制の 変化 

(-① 古墳は その 形式 上、 これを 初期 古墳、 前期 古墳、 中期 古墳、 後期 古墳、 末 
期 古墳に 分ける こ とが 出来る。. 各 期に 応じて 墓 制の 上で 著しい 変化が 見ら 
れ る。 

—② 前期 古墳— 封土の 頂上から、 浅く 狹 長な プラン をもっ て 土  i 廣を 穿ち、 その 
中に 木棺を 埋めて 木棺を 粘土で つつんで 死者を 葬ったり、 副葬品を 収めた 
りする 簡単な ものである。 位置は 自然の 丘陵 末端を そのまま 用いて、 わず 
かに その 表面を 修補して 成形す る。 副葬品と しては 鏡、 刀剣 •玉 等の 宝器 
類を 主として いる。 日常 什器の 副 葬は 少ない。 

—③ 中期 古墳— 墳丘 上より 浅く 竪穴式 石室を 構築し、 その 中に 石棺を 安置す る 
ようになる。 位置は 台地 上 あるいは 平野に 築かれ、 広大な 墳丘が 造られた 
り、 また その 周囲に 一重 あるいは 二重の 湟を めぐらした りする。 副葬品と 
しては 日常 什器 や 武器、 あるいは それら の 石 製 模造品を 多数 収める のが 特 
色で ある。 すなわち 労働力の 使用が 著しく 増大され ていた ことを 示す。 仁 
徳陵 や応神 陵の 如 き 世界 屈指の 大 古墳は こ の 期の ものである。 ま た 墳丘 上 
あるいは その 周囲に 円 筒 埴輪 や 形 象 埴輪 を^: てる 風が 盛 行す る。 

一④ 後期 古墳 — 墳丘 下 深く 巨石を 以て 横穴 式 石室を 構築し 石棺を 安置す る。 副 
葬 品には 甲 胃 • 馬具. 土器の 日常 品が 増加し、 宝器 類は 殆ど 少なく なる。 
個々 の 古墳の 形は 小さく なる が 群集して 築かれる 場合が 多い。 家族 墓 的 色 
彩が 強く なる が、 古墳 文化と しては 衰退に 向かう ものである。 

L- ⑤ 近畿 地方を 主として、 この 5 期の 古墳の 変遷を 年代 的に 表記す ると 表 1—  8 
の 如 くなる。. 
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表 1-8 古墳 五 期 区分 法に よる 古墳の 特色の 変化 


古墳時代 初期 

3  C 後半 

古墳時代 前期 

4  C 

小規模 •単独〜 数 基、 小高い 丘陵 上、 自然の 地形 
を 利用、 木棺を 粘土で おおう 

古墳時代 中期 

! 

50 

台地 上 • 平野、 巨大 墳 •周 湟 • 形象 埴輪 • 竪穴式 
石室 • 石棺、 古墳 群の 成立 

古墳時代 後期 

6  C 

墳丘 小形 化、 横穴 式 石室 • 群集 墳 二 家族 墓 • 石棺* 
陶棺 

古墳時代 末期 

7  C 〜 8  C 

丘陵 沿いの 地、 小規模 円墳 • 横穴 • 石室に 壁画、 
副葬品 減少 

す。 この 葬 法が 日本では A.  D.  4C. から A.  D.  6C. 頃まで、 中央から 離れ 
た 地域では A.  D.  8C. 頃まで つづきます ので、 その 時代を 古墳時代と 呼ん 
でい るので す。 このような 葬 法は 朝鮮半島の 葬 法と つなが りが あるよう 

こ ふん  ふうど  がいけい  えんぶん  ぜんぼうこう えんふん  じよう えんか ほうふん  ほうふん  ぜん 

です。 古墳は 封土の 外形ょ り、 円墳 • 前方後円墳 •上 円 下方 墳 •方墳 •前 
方 後方 墳 •双方 中 円墳な どに 分けられます。 中期の 巨大 墳の 中' でも 仁徳 
陵 古墳 （前方 後 円） は、 その 墓 域 面積 13 万 2,  790 平方 メー  ト ルで 世界一で 
あり、 - 神 陵 古墳 （前方 後 円） は 墳丘の 土 量7 容積 143 万 3,960 立方 メート 

せ かいいち 

ルで、 世界一と いわれて います。 


表 1-9 倭の 六 王と 仁徳 王朝の 天皇 比定表 


(仁徳 王朝) 


仁徳- 


履 中 1 允恭- 


反 正 


.木 梨 軽 皇子 


-雄略 


(倭 国王)  _ ^ ^ 世子 興 
弥 — 済— 


讃 一 


珍 


武 
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▲ 


(12) 倭 王と 中国 南朝 一宋と の 通交 

こ ふん じ だいち ゆうき  しよ とう  にんとく てんのう  なにわの たかつ のみや  うつ 

A.  D.  5C. —— 古墳時代 中期の 初頭、 仁徳 天皇が 難 波高 津宮 に遷 り、 そ 


表 1-10 古事記 崩 年 干支と 倭の 六 王 人 貢 年代 対比 表 


西暦 

史料 記載事項 

占 事 記 
年 立 

中闺史 
書 年 立 

^ 野修 1 

394 

〇応神 崩御 

応 

神 

応 

神 

仁 

仁 

413 

〇 倭 国王 讃宋に 入貢 

讃 

讃 

425 

427 

430 

432 

437 

〇倭 国王 讃宋に 人 貢 
籲 仁徳 崩御. 

〇倭 国王 （欠 名） 宋に 入貢 
* 履 中 崩御 

修反正 崩御 

徳 

徳 

履 

中 

欠 名 王 

弥 

履 

中 

反 正 

珍 

珍 

反 

正 

438 

〇倭 国王 珍宋に 入貢 

允 

443 

〇倭 国王 済宋に 入貢 

允 

451 

454 

〇 倭 国王 済 入貢 
• 允恭 崩御 

恭 

•済 

済 

恭 

460 

〇 倭 国王 宋に遣 使 

462 

〇 世子 興 宋に人 貢 

世子 興 

世子 興 

木 梨 軽 

雄 

雄 

477 

478 

479 

489 

〇 倭 闺王武 宋に遣 使 
〇 倭 国王 武宋に 上表 
〇倭 国王 武南斉 に 入貢 

春 雄 略 崩御 

田 各 

武 

武 

略 

継 体 

飯豊 

〇 は 中 岡. 史料の 記战  * は V』 •事 記の 記战 


第 1 章 日本の 歴史と 文化 

れから く 癸 M に i るまで、 日本 猫の 圭 W では、 罡 •芜 

恭 •安康 •雄 略の 6 天皇が つづいて います。 その 時代は、 中国では 南朝 

の 宋の時 W にあたり， _ との 間に i 交が 行なわれ、 「宋 書」 には 倭 王が 朝貢 

した 記事が のせられて います。 それにより ますと、 倭 王は、 讃 •珍 •済 • 

世子 減 •武の 5 王、 中に 1 名 $ 名の 王が あります が、 「梁 書」 にある 弥至 

ではない かと 思われます。 一般に この 倭 王 達の ことを、 倭の 5 王と いって 

いますが、 欠 名の 王が 弥 であると します と 丁5 度讃と 珍との 間に 入り、 倭の 

6 王と なって 日本側の 6 天邊の 数に 二 致し、 年 # も 符号す るので、 私は 倭 
おう 

の 6 王と しています。 

中国 史料に 見える 倭 王 讚、 すなわち 日本側の 史料では、 仁徳 王朝です 
が、 このよ うに、 遠い 南朝と 日本が 交 蓮を 重ねた のは、 一つに 朝7 鮮 半島 
で、 北方から 侵入して きた 高句麗 が、 好 太 王から、 その子 長寿 王の 時に 南 
進 策を とり、 百済 や 日本が その 脅 逢を 感じた ので、 南朝と 結んで-句 麗に 
対琰 しようと したためでした。 倭至武 （雄 略 天 M) が、 柒の順 帝の 昇明ゝ 
2 年 （A.  D.  478) に 上 表した 長文の 愁訴 状に よって わかり ます。 

こ の 通交は 反面に 南 朝の 文化が 日本に 伝えられ、 日 本では 呉の 文化と 呼 
ばれ、 織物な どに tf しい 技 柿 f が 受容され たのでした。 

(13) 氏姓制度の 消長 

古墳 時 W の 日本の 社会 組織は 氏姓制度 といわれます。 それは と 姓と が、 
社会秩序を 保つ 基調5 となって いたので、 そうい われる のです。 氏とは、 血 
縁者の 集 団で 形成され る 始原 的な 点 族 （母系 または 父 ¥) ではなく、 強大 
な 家族が、 その 家族と 血縁 関 遠、 あるいは 親族 関 g にある 家族 員を 含め、 
更に それらの 人び とと は 直 接 血縁 関係の ない 人び とを も 包含して、 一つの 

たん いし ゆうだん  そしき  しゆう だん  す  ぞくち よう  うじの かみ  うじの かみ  じゆう ぞく  けつ 

単位 集 団を 組織し、 そ の 集団 を 統べる 族 長 二 氏 上と、 氏 上に 従 属す る 血 
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表 1-11 氏と 姓の 社会 組織 

f 居住地 名 一平 群. 葛 城， 紀 
f 氏 二 血統を 示す I 転 掌 名 一中 臣 • 大伴 • 土師 
厂意  義  (異族 名 一今漢 .東西 文 氏 

1姓= .氏の 尊卑. n 賤 〔政治的 社会に おける 家格〕 

朝廷に おける 世襲 官職を 示す 
一氏の 構成 二 氏 上  一 ■ > 氏 人 一 >部 氏 一一 > 奴婢 

i  I  i  1 

族長— 氏の 主 成員— 半自 由 民— 不自 由 民 

血縁 者の 集団  農耕  奴隸 

.  '非 血縁 者 

| の 集団 

有 姓 階層 一一 >  庶民 階層— 奴隸 階層 

I— 氏 姓 社会の 構成 …… 貴族 （臣 連) ■ — 豪族 （伴 造 •国 造) —— 庶民 階層 —— (奴婢） 

えんし やしゆう だん  うじび と  じようぶ そしき  けいせい  さら  した  まつた  けつえん かんけい 

縁者 集団 =氏 人を もって 上部 組織を 形成し、 更に その 下に 全く 血縁 関係 
にない 多く の 人を 部 民 •奴婢と して 隸 属させて、 一つの 氏の 卡1^滅 とし 
ている のです。 姓は、 社会 組織の 基本と なる が、 一つめ 銨治的 糸！^ とし 
て、 特定の 世襲 的な 職能を もって、 天皇に 従属 するとき に、 氏の 1 簡 の% 
卑の 階級5 的 地位、 その 職 掌を 表示す る 称号で、 氏と 姓と が 世襲 蘇に 
される ことで、 社会秩序が 維持され ている という 制度を いうので す。 氏に 
は 氏の 名が あり、 氏の 名の 下に 姓を つけます 0 蘇 我臣、 大伴 連、 宗像君 
のよ うに、 氏と 姓を 称する のは 氏 上と 氏人 だけで （有 姓 階層）、 % 民 や奴岛 
は 姓を 称する ことは できません （非 姓 階層）。 

氏は 部 民の 労働力に 依存して 経済的な の 基盤を 築きます から、 でき 
.る だけ 多く の 部 民 や 嶔婢を 獲得し よ うとし ます。 したがって; • 人み 民の 
私有 制の 上に 成り立つ のが 氏 姓 制 社‘ で した。 それで ± 土地. 人民を 苞 S 
した 大 豪族の 発生を もたらし、 その 豪族 達は 天皇に 従属しながら 、落 尾の 
政治的 実権を 把握す る ことにつ とめた i 吉果、 连莛 社‘ の* 期 的 si として、 
少 数 豪族 間の 抗争と、 専権と を 出現 させた のです。 A.  D.  5C. から A.D. 
6 しにかけて、 中央では、 倭 至 権の も とで、® 城 •平 郡 •大伴 •綜 韶. 彘 


臣 •連 •別 •君 
造 •史 • 忌寸 •直 
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図 1-2 氏 共同体の 構造 


氏 

dl: 

同 

体 


我な どの 大 豪族が 隆盛を 重ねて、 やがて 日本国内に 大きな 動揺を もたらし 
たのです。 

(14) 仏教の 伝来と 崇仏 •排仏 抗争 

氏 姓 社会の 末期、 百 清の 聖明 g から 日本の 欽明 天皇に、 S 像 •経典を 贈 
り、 仏 教の 信仰を すすめた という のです が、 これは 日本への 仏 教の 公的 伝 
籴を 示す ものです。 私 知には.、 もっと 0 前から、 暴 住して きた 漢 •韓人に 
より、 彼等の 間で 仏教が 信仰され ていました。 この 仏教の 公的 伝# の 時 
点では、 多分に 政治的な 色彩が 濃い のです。 仏教を 受容し よう とする 蘇 我 
氏と、 日本は 元来 シャーマニズム 的な 信仰を 基に した、 原始 神道を 伝統的 
に 信じ、 八百万 神の 信仰が あるの だから、 異国の 神 （仏） を 信仰す るべき 
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でない と して 反対す る 物 部 氏と が、 お 互いの 政治的 権力 抗争の 具と して 
利用 したので す。 その 糸 i 果、 排仏 論の 主 張を した 物 部 氏が、 崇仏 論の 蘇 我 
氏の ために 討伐され ま して、 ついに 蘇 我 氏は 中央 政* で、 独裁的な 権力を 
把握す る ことができ ま した 。やがて 蘇 我 馬子は、 自分の 意に 反する 崇峻天 
皇を 暗-して、 蘇 我 専権の 座を 確立し ました。 


表彳 -12 豪族 専権の 推移 


1 

履 中期 （A.  D.  401) 葛 城 大臣 圓 より、 安康 朝皑輪 王の 変で 圓の 
失脚まで  （A.  D.498  )  — 56 年間 

2 

安康 朝 （A.  D. 456) 平 群 大臣 真 鳥より、 武烈 朝の ため 真 鳥、 鮪 
平 群: 丁 父子 誅 される まで  （A.  D.498  )  — 43 年間 

3 

_L ^ 雄 略 朝 （A.  D. 456) の 大伴大 連室屋 より、 金 村の 失脚まで 
大1 中 K  (欽明 天皇 1 年 A.  D.  540  )—85 年間 

4 

継 体 朝 （A.  D.  507) 物 部 麁鹿火 大臣よ1)、 物 部 守屋、 馬子に 滅 
ぼされ るまで  （A.  D.587  )  — 86 年間 

5 

宣化朝 （A.  D.  536) 蘇 我 大臣 稲目より、 蘇 我 暇. 夷. 入 鹿の 誅さ 
^ 双 K  れ るまで  （ A.  D.  645  ) —100 年間 

第 2 節 古代 国家の 消長 （A.  D.  7  C •〜 12  C.) 

(1) 推 古 朝と 聖徳 太子 

崇峻 天皇を 暗殺 した 蘇 我 馬子は、 自分と 血縁の 濃い 推 古 女帝を 擁立し、 

そ がて きけつえん  もつ と  のうこう  おうじ  しよう とくたいし  せつし よう  みず か  おお おみ  せい 

蘇 我 的 血縁の 最も 濃厚な 皇子、 聖徳 太子を 摂政と し、 自 ら 大臣と なって 政 
権を 牛耳ろ うとし ま した。 しかし 聖5 徳 太子は 幼少よ り 仏教の 教化を うけ、 
特に 摂政と なっ た 後、 北 魏¥ の S 家 仏 教の影 響の 強い、 高 句 麗の仏 教を 
学び、 その 教学の 理念を もって、 国！^ に 当ろうと しました 0 また 高 句麗の 
背 ； 後 にあって、 当時 アジアの 最大の 統一 国家で ある 隋と 通交し、 その 国家 
体‘ —— 集 権 的 律令 譜家—— を 受容し、 それまでの 日本の 氏 姓 制 社 ^ の 
矛盾を 克服し よう と 考えられて、 漸進的な 政治改革を 意図して いま した。 
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そのため、 蠢 SM 孕の 玆 る しく i めら れま した。 富鎗关 •参の 銨 
治 理想は、 天皇を 唯 この 主権者と し、 君臣の 別を 亂 し、 上下の 関係を 和の 
精神で k き、 人材、 を 登用して， 请 励な 宮司を もって 国政を 担当させる、 古 
代 的 天皇制 集 権 的 律令 i 家 体制' の 確立に あっ たのです。 そのため 关 子は、 
仏 教の 興隆 • 冠 の 制-. 官 司の 服務 規-で ある 十七 条 憲法の 制 

てい  ずい  こつこう  かいし  ずい のち  とう  りゆうが くせい  りゆう か‘ くそう  はけん  し しよ 

定 •隋 との 国交の 開始 •隋 （後には 唐） への 留学生 • 留学 僧の 派遣 • 史書 
の fe 纂 などの 改革 政治 の 基本条件を 推進され ました。 しかし 太子は 短命 ： 
であった ため、 その 成果が 結実を みない うちに 崩 じ ま した。 

(2) 飛鳥 文化 

6 世紀に なると それまでに _ 取され ていた 中 国の 南北 朝 時代の 文化が 
ようやく 実を 結び、 飛鳥 文化と いう 日本 最初の 这教 文化が、 朝廷の おか 
れた 飛鳥 地方を 中心に 出現し ま した。 このよ うな 中国 文化は 朝鮮半島の 
百 邊や高 句麗な どを M じて 伝えられ たも のです。 仏教3 も 6 世紀の 前半に 
百 清から? 云え られ 、は じめ は蠢备 氏を 中5 心と した 一部の 進歩的な 豪族に よ 
って 信仰され ていました が、 やがて 聖徳 太子に よって、 这教の 興隆が は 
かられ ま した。 

聖徳 矢 李は みずから も 熱心な 钇教 信者で あり、 また イ Z 教学 者で も あり 
ました。 ちょうど、 イン ドの 維摩の よう な 人で、 推 古 天皇 や 豪族の 前で 経 
典を 講読した と もい われ、 法華経 •維摩 経 •勝鬉 経の S つの 経典の 注 
釈 書で ある 三 経義疏 も、 太子が あらわし たと 伝えられて います。 

‘教の 興隆の 結果、 I ム教 寺院の 建立が さかんと なり ま した。 # 表 的 
な ものに 蘇 我 馬子が 建立した 飛鳥 寺 （元 興 寺）、 聖徳 太子の 斑鳩 寺 （法 隆 
寺） などが あります。 また 他の 豪族 も 寺院を 建てる ようになった ので、 古 
墳 にかわって 寺院 や 仏像が 豪族の 権威を あらわす ものに なり ま した。 
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ほう 0 ゆうじ 


に ほんしよ き 
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綷ん しようし つ  き じ  さいけん 


とく に 法 隆 寺は、 「日 本書 紀」 に 670 年 焼 失め 記 拿が ある ため、 再 達. 

非 再建を めぐる ばげ しい 論争が 明治 苡 菜 50 年間 もつ づき ま した。 窺 装で 
は 最初の &嘗 寺の 建％ がぁっ たと ぉも われて いた 箬 輩 4M4 の li の i 
果な どから、 現存の 金1  •五重の i な どは1 富奚 4 に 誓 達された もの と% がえ 
られ ています 0 しかし それでも 今から およそ 1300 年 も 昔の もので、 世界 
最古の 木造 建築です。 


じ いん  なか 


ぶつぞう ちよう, 


くらつくりのとり ぶつし 


ほ ラり ゆうじ こん 


寺院の 中に おかれる 仏像 彫刻では、 鞍作 鳥 仏師が つく った法 隆寺金 
堂の 釈迦 三 尊像が とく に 有名で、 鳥イ Z 師は このほか 飛 ,4% の 笨鼙も つくっ 
ています。 これらの 仏像は 金 銅像です が、 法隆 寺には 木彫の 贏 世 観音 像 
や 百済 観音 像 もあります。 ま た 広 隆寺や 中 宮 寺には 半跏 思惟 像 ど いって、 
釈迦が 瞑想に ふけ っ ている 姿を モデルに してつ くった という 造形 的に ¥ 会 
美しい 仏像が 伝わって います。 このような 飛鳥‘ は、 左右 資 象の ポーズ、 

き かがくてき  え もん  ぎよ ケげつ i ナい  くちびる  こしき  わら  ぜんたい  しようち ようて き 

幾何学 的な 衣 文、 仰 月形の 唇、 古式の 笑いな ど、 全体と して 象 徴 的、 あ 
るいは きびしい 雰囲気の 表現を みせて います。 

工芸品と しては 中宮 寺の 天寿 国繡 帳と 法隆 寺の 玉虫 厨子が あ ります。 
前者は 聖徳 太子の 死を 悲しんで 妃の橘 大郎 女が つく らせ たもので、 天寿 
国と いう 浄土を 剌繡 でえ がいています。 現在では 断片 とな っ てい ま すが、 
わが国 最古の 刺繡 です。 後者は 厨子の 扉と 台座の 南面に 釈迦の 本生譚 
(釈迦の 前世の 物語） や 仏画を えがき、 また まわりの 透し 彫りの 金具の 下 

なないろ  ひか  たまむし  はね  めいしよう  う 

には 七色に 光る 玉虫の 羽が しきつめられ ていた こ とから、 この 名 称が 生ま 
れま した。 これらの 染織. 漆工 • 金工の 技術を 通して、 当代 工芸品の 発— 


をみ る ことができ ます。 

610 年には 曇 徴が中 国で 発明され た 紙と 墨の 製法を 伝えた といわれ、 暦 
の 伝来に よ って 年月日の 経 邊 を 記録す る こ とが はじまった の もこの ころで 
す。 ともに 日本 文化の 発達 上、 特_ すべき ことです。 
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(3)  蘇 我 独裁 と大 化の クーデター 

¥ 李の 崩 じた 後、 馬子 もまた 死し、 更に 推 古 女帝 も 崩 じて、 推 古 朝の 天 
皇と蘇 我 氏の 均衡 状-はく ずれ、 蘇 我 氏の 後を ついだ 蝦夷と 入 鹿は、 舒 
明、 皇極 両 天皇を 立てて、 その 間 独裁的な g 治を とり ました。 聖徳 太子 
の 皇子 山背 大兄 至 一族を 亡ぼしたり、 太子の 或 革 政治を 頓座 させたり した 

ふじ わらの かまたり  なかの おおえの おうじ  よう  たいし  は けん  りゆうが くせい  りゆうが くそう  き 

が、 藤 原 鎌足が 中 大兄 皇子を 擁し、 太子の 派遣 した 留 学生 や留 学僧が 帰 
朝した ので、 彼等の 新 知見に よ り、 蘇 我 氏を 倒し 律令制に よる i 家を 樹立 
しよう と 企て、 遂に 皇極天 M の 4 年 （A.D.645)、 宮廷 内で ク ー デ ターを 
起こし、 蘇 我 氏を 倒しました。 そして 長 姓 社 _ の 組織を 改め、 土地 国有 希 i 
と 人民 私有 制を 廃し、 人民に 土地の 用益権を 与えて、 貢納を 要求す る 集権 
的な 函家 体® j を 打ち出し ま した。 しかし 鎌足は 孝 徳 • 斉 明'  天智の 3 天皇 
の もとで、 内臣 として、 実質 上の 政権を にぎった ので、 律令制の 謹 家の 
基礎は おしすすめられ たが、 蘇 我 氏に かわった 藤 原 氏が、 新興 官僚と して 
国政を 掌握す るよう になり ま した。 

(4)  藤 原 鎌足と 律令制 

大 化の クーデターを 断行した 鎌足は 中 大兄 皇子を 長ら く 皇太子と して 
擁立し、 中央集権 的な 官僚 支配 成 制を 実施し、 k 治国の 準備を すすめ、 
班田 収 授の 法を しき、 令 i 家 体制の 確立への 途に 妨害になる 反対派を 
抑圧し ました。 また# 外 政策の 上では 百済と 句麗に 接近し、 新羅 や 唐と 
争う 政策を とりま した。 そのため 遂に 滅亡に 瀕した 百済を 救5 援 する ため 
に 出5 兵し、 新羅 •唐の 連合 水 軍と、 白 村 江で 戦い、 大‘ して 引き上げ てき 
ました （A.  D.  663)。 この 白 村 江の 敗戦で、 日本は それまで もっていた 朝 
鮮 半島での 権益を 完全に 失い、 後日 本 列 ^ 内に とじこめられ、 島国 的な 
性格を もつ よう になり ま した。 そ して この 敗戦は _ 内的には、 鎌足の 政権 
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に 大きな 動揺を 与えた のです。 

(5)  天智 天皇と 壬 申の 乱 

白 村 江の 敗戦の 動揺を 抑え、 人心を 一新させる ベく、 皇太子と 鎌足は 突 
如 都を 大和から 近 江の 大津 宮に髮 し、 そこで 漸く 皇太子が 即 fi しました 

てんち てんのう  はんでん せいじつ しじよう ひつよう  こ せき  へんせい  すいこう  こうごの ねん 

(天智 天皇 A.  D.  668)。 班田 制 実施 上 必要な 戸籍の 編成を 遂行し、 庚 午年 
籍 という 基礎的な ♦籍を 作-したり、 また 近 江 朝 廷令 という-文法を fe 
纂 したと いわれ ますが、 現存 しないので、 その 真偽は なお 不明な のです。 
その後 鎌足が 死去し、 天皇 もまた 病 i こ 倒れました。 天智 天皇の Mk 尖 M 又 
皇子は、 天皇 や 鎌足の 政策には 批判的であった ょうです。 そして 大津 京で 
は、 官僚 達の 間で、 天皇 派と 羞太弟 派に 分かれて いました が、 天皇が 後事 
を皇太 弟に 委ねた 時、 皇太 弟は 辞退し 吉 野へ 去りました ので、 天皇が 崩ず 
る ど、 皇子の 大友 皇子が あとを つぎました （弘文 天皇 )〇 この 新 帝を 擁し 
たのは 大 i； 京の 官僚、 中 臣金や 蘇 我 赤 兄 等でした。 S に 壬 申の 年 （A.D. 
672) 吉 野の 大海 人皇 子は 東国に 出て 其を あげ、 大津 京の 弘文 天皇を 攻め、 
天 M を 自殺 させ、 大津 京の 官僚を 一掃し、 自ら 皇位に つきました。 これが 
天武 天皇で、 この 内乱を 壬 申の 乱と いいます。 

(6)  天武 天皇の 皇親 政治 —— 古代 的 天皇制 国家の 完成 

天武 天皇は 後の 鎌足の ょ うな 官僚の 台頭に かんがみ、 官僚 貴族 
の 国政 担当を 極度に 抑え、 政権から 遠ざける 方 tt をと り、 国]^ は 天皇 •皇 
后 及び 有力な 皇子 だけで 運邊 し、 吉野 逃避から 壬 申の 乱を 通じて k 皇の側 
近に 従って、 天皇 • 皇后と 行動を 共に した 舍人 階層の 者を 抜擢して 威 治を 
分担 させました。 これを 皇親 政治と# います。 これは 日本の 天皇 史上、 最 
も 強 力な 天皇 親® J で、 天 武 • 持 統 • 文武の 3 代に わたって、 この 天皇 政治 
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が つづけられ ま した。 日本 圭の ¥ でみ S からの 軍 ぎ去 くで を畫 fi し、 癸 堇二 
族で 国政の 要" "を 占める 親政を 布いた のは 天武 天皇 だけです。 それで、 聖徳 


たい しりそう  こ だいて きてんのう せいこつ か  じつげん  よう や てんむ てんのう  かん 

太子の 理想で ぁっ た 古代 的 天皇制 国家の 実現が、 漸く 天武 天皇に よって 完 


ぜ V、  い 

成された と 言えます。 


(7) 白 鳳 文化 

大化 改新を 契機に わが国で も 律令国家が 形成され ていき ますが、 その 
時 W を反蔽 して II 新で しかも 格調.. 高い 文化が おこり ま した。 7 世紀 後半 
かち 8 世紀 初 || にかけ ての 文化を 白 鳳 文化と 呼んで います。 

白 鳳 文化の 一つの 特徴は、 中国の 六 朝 文士の 影響を 受けた 飛鳥 文化と 
はちが い、 新しく おこ っ た 唐の 文化の 影響の もと に 生まれた も ので した。 

とうぶん かせつし ゆ  し ゆだん  けんとうし  けんとうし  たいかの かいしん 

唐 文化 摂取の 手段と しては 遣唐使が あり ます 0 遣唐使は 大化 改新の すこし 
前の. 630 年に つかわされ たのが 第 1 回です が、 その 前の 推 古 天皇の 時代に 
は 聖徳 太子の 遣隋 使が ありま した。 

¥ 城 遷都までに 6© 派遣され ています が、 遣唐使は ± 使 以下 留3 学峑 • 
留 学イ #、 さ らに 水夫に いたる まで、 三、 四百 人に およぶ こと も あり、 いく 
つかの 船に 分乗して 海を 渡りました。 しかし 航海術5 が 未熟で、 その上 季 
節 威を 利用す る こと を奋ら なかった ために、 ほとんど 毎回 M 難の 4 き 目を 
みない ことはなかった のです が、 文化 摂取の 情5 誠に 燃え、 危険を おかし 
て 渡 m し、 国際色 豊かな 唐の 文化を 日本に § えました。 

朝廷は 大化ボ 新のと きイ Z 教に 分して 統制 的な 態度を とりま したが、 こ 
のころ から 天皇家 も 寺院を 建立す る ようになり ま した。 その後 天武 天皇 
が即莅 する と IT 教を あつく 信仰し、 またな 教を s 家に 奉仕させる ように 
しま した。 そのころ-立 された 寺院に 国家 第一の 大官大 寺 や 薬師 寺が あ 
ります。 
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善は 癸虽; 癸 1 が M§  (のち 〇蠢 M 癸 1) のび^® 緩を 菥。 て矗 てた 

もので、 のちに 他の 官寺 とともに 平 城5 京" に 移転し ました。 現在 奈 iW の 
京に ある 薬師 寺の” 美しい 金堂の 本尊は 様式 的に みる と ¥ 城 でつく られた 
とする 説 （天平 説） の 方が 有力と なって います。 二方、 軽快 ffi 美な M し M 
の 東 塔は 各層に 裳 階が ついていて、 一見 六 重 塔に みえます が、 これ も M 
師 寺が 平 城 京に 移転して から あらたに 建てた ものです。 しかし この 塔は 
白 鳳 時代の 建築 様式を 伝えて いると いわれて います。 

この ころの 仏像と しては、 もと 山 田 寺 講堂の 本尊で、 現:^ は 興 偏 寺の 所 
有と なっ ている 仏 頭 や、 法 隆 寺の 夢 違 観音 像な どが 残って いま すが、 辕 
唐 美術の 影響を うけて 写実 性が 芽 ばえ、 人間的な 若々 しさに あふれて いま 
す。 

1949 年に 惜しく も 焼 損した 法隆寺 金堂 壁画 （K  •菩薩を 描いた もの） 

は、 イ ン ドの アジャンター 石窟の 壁画との 類似が 指摘され ています。 イン 
ドの グプタ 朝 美術は 唐 の 仏教 美術に 大きな 影響を あたえ ましたが、 それ 
がさ らに 日本に まで 及んだ ことにな ります。 

1972 年に は 奈良県の 明日 香 村の 高运 塚が 発掮 され、 内部に 襄 色の 邕 画が 
描かれて いる ことが わかりました。 壁画は 人物 緣 の ほかに、 日月 •星座. 
四 神が 描かれ、 とく に 人-像は 当時の 人々 の 服装 や 葬送の 儀：^ を 知る ため 
の 貴重な 絵画 資料 とな っ ています。 制作 時 g は 8 世紀は じめ ごろの ものと 

すいてい 

推定され ています。 

この 時 W は 唐 文化に 対する あこがれから、 天智 天皇の 時代 0 後、 宮 建で 
漢詩 文が 多くつ く られ ました。 わが国 独自の 和歌 も、 漢詩の 影響を うけて 
五 音 七 音を 基本と する 長歌 •短歌な どの 詩 或が 定ま り、^ ^ 、の 奥 威から ほと 
ばし る 感情を すなおに 表現し、 明るく 格調の 高い 作品が つく られま した。 
作者と しては 天智 天皇 •.天 武 天皇 • 持統 天皇 • 有 間 皇子を は じめ、 宮€ 歌 
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巧-:^:-: 


じん  かきの もとの ひとまろ  ぬかた の. おおきみ 

人の 柿 本人 麿 •額 田 王な どが います。 


(8) 成文法の 成立 —— 大宝 • 養老 律令 
’ 天武 天皇の 時に、 近 江 令の 後を うけて、 浄 御原 令が 編纂され ました 
が、 これ も 律が あった か 否かが 不明で、 天武 令と か、 浄 御原 令と いう 又も 


表 M3 日本の 法制— 成文法の 成立 過程— 律令 政治の 基本 法 確立 過程 


604 年 

十七; 条 憲法 

聖徳 太子 

1 最古の 成文法 道徳律 的 色彩 
が 強い g 吏 服務 規定 

668 年 

近 江 朝廷 令 

,  ~ ~~ n 

天智 天皇 

令の みある と言われる。 行 
政 法？ 現存せ ず （22 巻） 

681 年 

飛島浄 御原 律令 

1 天武 天皇 

近 江 令を 修補した もの、 現 
存 せず （ 令 22 卷 ) 律卷数 不明 

701 年大宝 1 年 

大宝 律令 

忍 壁 （刑 部） 親 
王 • 藤 原 不比等 

律 （刑法） 6 巻、 令 （行政 
.法 • 民法 •商法） 11 巻 

718 年 養老 2 年 

養老 律令 

藤 原 不比等 

大宝 律令の 字句の 修正を せ 
しもの。 律 10 巻、 令 10 巻 

表 彳-14 大宝 令の 官制 


天皇 


神祇官 


r* 左辨官 ■ 


太 

左大臣 一 

政 

太 政 大臣 一 

一 大納言- 

官 

右大臣-^ 

— 中務 省-! 
- 式部省 
-治部 省 
-民 部 省 
少納言 一 外 記 
j- 兵 部 省 
k 刑 部 省 


•右 辨官- 


h 後宮 諸官 
h 春宫坊 


職 •寮 •司 


地方 官 


「 左 牙、 耳 哉-'] 
(東） 

[— 右京 職」 
摂津職 

[- 大宰府 H 

国 司- T- 


[■東西 市 司 （京師 支配） 


弾 正 台 
- 大蔵省-！ 卜 偉 T 門 府 
一宮 内省- |一  隼 人 司 
- 左右 衛1 士府 
- 左 右兵衛 府 
一 左右 馬 寮 
- 左右 兵 庫 寮 
内 兵 庫司 


司 一里 長 （摂津 国 支配） 

軍 団 
防人 司 

国 司 一郡 司-里 長 （西 海道の 統治) 
郡 司 -里 長 （各国 内の 統治） 

軍 団 
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ぁります。 に 日本で 1 茇 E が® S したのは、 茇虽; 癸 M の关 璧完挙 （A. 
D.701)、 藤 原不比 等等が 刑 部 親王と 共に 編纂した 大宝 令で、 17_ 後に 
その 条文を 改修して、 養老 2 年 （A.D.  718) に 養老 律令が i 纂 され まし 
た 0 律は 刑法、 令は ご般 行政法で、 基本 法です 0 この 律令を 適用す るた 
め、 基本 法を 修正 補訂す るの が 格で あり、 基本 法を 運用す るた めの: ^ 吾 i 
則が 式です。 律令 格式が 完備して、 はじめて 法治 i 家 体制1 が茗実 共に 確 
実に 実施 される ことにな り ます。 


(9) 仏教 国家の 動揺 

律令の 為 纂で 法治国の 官僚 支配 体制は 完‘ しま した。 fe 纂に 功を いた 
した 藤 原不比 等が、 再び 官僚5 貴族の 国政への 参加の いと 口を 開き、 皇親鼓 
治を ゆるがします。 天平 元年 （A.  D.  729) 左大臣 長屋 王が ^ 謀に よって、 
i 齧 させられた ことで、 事実上 M 親政 治が 崩れ、 再び 官 僚 貴族 ‘ 治# 制 

し ゆつ げん  い ご てんび よう せいかい  ふじ わら たちばな おおと も  きび  しよ し  ぞうげん 

が 出 現しました。 以後 天平の 政界は、 藤 原 •橘 •大伴 • 吉備の 諸氏、 僧玄 


表 卜 15 氏 姓 社会と 律令 社会の 比較 


氏 姓 社会 


律令 社会 


法  制 


慣習法で 成文法な し 


律令格式の 成文法、 基本 法と なる 


政  治 


天皇が 氏 姓 制に より 豪族を 支配し 
土地 人民の 間接 支配 体制を とる 


天皇は 中央 •地方の 政治 組織を 通じ 
て 全国を 直接支配し、 政治の 運営 
に は 官僚 を 任命して 政治に 当たる 


土地 制度 


天皇 及び 諸 豪族の 土地 人民 私有 制 


公 地 公民 制 （国有 制） 一 > 班 田収授 
法 適用 


税  制 


豪族は 部 民の 労働に よる 生産物を 
収穫、 天皇は 各 豪族の 世襲 的 職能 
別 生産 品の 貢納 によ っ て 維持 


租 •庸 •調 •歳 役 • 雑徭 等の 規定 
によ り 一定の 納税を 人民の 義務と 
する 


兵  制 


私有の 人民を 軍事 組織に 切り 換え 
兵力 とした 


軍団を 設け、 男子を 兵士と して 徴 
用す る 
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国 民 


•貴 族 • 


良 民 


•賤 民 _ 


表 1-1 6 律令 時代の 社会 階層 
K 姓 〔中央 貴族〕 - 

一特  権  階  層 

卑姓 〔地方 豪族〕 J 

公民 〔白  丁〕^ — 自由 民 階層 

口口  a[j  - 1  ..一  一.  „ 


雑 戸 - : — 

陵  P  - 
官有の 賤民- 一官戸 • 
- 公 奴婢 • 

一家 人 • 

私有の 賤民- 

-奴  婢 ■ 


半 自由 民 階層 


不自由 民 （奴 隸) 階層 


ぼう  どうきよう 


せいけん そうだつ  かつとう  しゆうし 


しようむ てんのう  ぶつ 


昉 •道 鏡ら の、 みにくい 政権 争奪の 葛藤に 終始し ました。 聖武 天皇が 仏 
教 国家の 理念で 推進され た、 対 氏族 政策は、 諸氏 族の 勢力 均衡を 保つ 原 
動力と な り 比較的 平穏でした が、 しかし この 支柱が 倒れた 後は 陰謀と 反乱 
の 連続と なり、 遂には 僧 道 鏡が 称 徳女讳 ^ を 動かして、 皇位を 狙う 事件に 篇 
展 した 程でした 0  . . 

このよ うな 貴族の 台頭は、 土地 国有 制の 原則を、 政府 自らが 破り、 再び 
¥  土地 私有の 方向が 展“ し、 斑 田 制を 混乱 させ、 律令 国家 体制を 根底から 
ゆるがす 結果を 将来して います。 養老 6 年 （A.  D.  722) の 良田 百万 町 
歩 開墾 計画に 端を 発し、 翌年には 三世 こ 身の 法を 以て、 有限 的 土地 私有を 
公認して 開墾を 奨- し、 I に 天平 15 年 (A.  D.  743) に 至って 墾田 永ゼ表 
有 法を 発して、 いわゆる 初期 荘園 （私有地） の 発生を きたす 原因を つくり 
出した のです。 律令制は こうして 政府の 手で、 崩された のでした。 


(10) 平城京の 終焉 

藤 原 四 家の 没落 （A.D.737) .•藤 原 広 嗣の乱 （A.D.740)  •橘 奈 良麿呂 
の 乱 （A.D.764)、 そして k 王道 鏡の 皇 & 窺窬 事件 （A.D.769) に 至って 
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表 1-17 荘園制の .発展-^ 律令制の 崩壊 


奈 

良 

時 

代 


平 

安 

時 

代 


'① 荘園の 語義 ■^荘 と は 貴族 寺社の 生産物 貯蔵 用 倉庫の 如き 建造物の 意 
味で ある。 園とは 園 地で、 その 建物に 付属した 周縁の 空地の こと。 

こ れが 開墾 さ れ 私有地 化して、 重要性 を 増して 来たので、 このよう 
な 私有地を 合わせて 荘園 と言うよう になった ものである。 

②  律令制 下で 貴族 や 地方 豪族に 与え られた 食 封 • 位田 • 職分 田 •功田 • 
勅旨 田 .寺 田 •神 田 • 駅 田な どの 輸租田 や 不輸租 田が、 中央政府の 
統制 力の 弛緩、 官職の 世襲 制 化に より、 制限を 無視して 次第に 私営 
田 化した。 特に 寺 田. 神 田. 職分 田 • 勅旨 田 • 駅 田 等の 不輸 租の特 
権を 有する ものは 私営 田 化の 傾向が 強かった。 — 班田 系 荘園 

③  以上の 私有地が 承認され ると、 既 耕地の みでは 班田が 不可能になる 

< ので 政府は 開墾の ため 墾田を 奨励し その 故に 私有地 化を 招いた。— 

三世一 身の 法 か ら 墾田 永代 私有 法の 発令は ます ま す 私有地の 拡大を 
来し、 公 地 公民 制を 根底から 覆して 荘園 化に 拍車を かける 結果と 
なった。 — 律令制の 根本的 矛盾。 — _墾 地 系 荘園 二 墾田 系 荘園 

④  墾田の 永代 私有が 認められ ると、 班田の 周囲を 囲んで 開墾を すすめ、 
遂に ほ 班田を 包囲して、 その 識別を 困難に し、 これを 墾田と して 掠 
奪し 私有地 化せし める 手段が 盛 行した。 

⑤  奈良時代 末期には このよう な 2 系統の 荘園が 成立し、 貴族 や 大寺院の 

土地 私有が 行なわれた。 荘園の 所有者は 監督者を 地方の 荘園に 派遣 
し、 在 地の 有力者に 協同 させ、 奴婢 や 浮浪 人を 吸収して 耕作に 従事 

、 せしめ、 賃租 をと り 中央に 送らせる 経営を 行なった。 —初期 荘園 

©平安時代に なると、 政府の 立荘 禁止 にも拘らず、 貴族 •豪族 •寺社 
は、 律令制の 矛盾 的 動揺 •地方 政治の 紊乱に 乗じて、 開墾 •収奪 • 
買得 • 兼併 等の 手段を 用いて 荘園の 増大を 企て、 奴婢 や 浮浪 人を 多 
数に 吸収して 耕作 労働力の 源泉と した。 

©荘園は 奈良時代 以来の 班田 系 荘園 • 墾田 系 荘園が 主体を なした 上に、 
在 地の 荘園 領主が 自衛 上の 手段から、 _ 己 開発し た 私有地を 中央の 
大 貴族 や 寺院に 寄進して、 他からの 侵略 や、 国司の 支配から 逃避し 
ようと 企てる 寄進 系 荘園の 発展を 見た。 すなわち 荘園の 弱小 領主が、 
名目 上 荘園を 寄進して 名義 上の 領主と なっても らうた めに、 年貢の一 
部を 納入し、 自身は 在 地の 領主と して、 荘園 支配の 実権を 握り 寄進 
した 貴族 • 寺院一 本 所. 領家 一より、 その 荘官に 任ぜられ、 荘園の 
管理 権と 徴税 権と を 認められた。 この 寄進 系 荘園は 第 10 世紀 以降に 
おいて 極度に 増大し、 それが 殆ど 藤 原 摂関家に 集中して いき 藤原摂 
関 家の 経済的 基盤 を 支える 所と なった。 — 摂関 政治の 経済的 基盤。 

⑧  貴族 や 寺院の 財源は 荘園に 存 したので 貴族は 荘園の 経営に 熱心で あ 
り、 その 権力を 以て、 不輸 — 租税を 収めぬ 免税の 田と する 特権と 不 
入— 国司の 荘園 内部に 立ち入って 検 田し、 もしくは 警察権を 発動す 
る ことを 禁ずる 特権を 獲得 したので、 地方の 荘園 領主 もこれ になら 
って 不輸不 入の 特権を 得た。 — 国家 財政の 崩壊。 

⑨  地方行政の 乱れる につれ て 立荘は 益々 盛大と なった。 官省符 荘の制 
もくずれ、 政府の 荘園 禁止 令 も 効力は なく、 国司の 検田 徴税 も 殆ど 

、 行なわれなかった。 
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ピークに 1 した 毕じ ぅの# It は、 越 ゎ產の替 笊と 表 の 奏玉 で. なき 
を 得ました。 称徳 女# の 崩御の あと、 百 川は それまでの 天 武統の 天皇 か 
ら、 天 智統の 天皇に 交替す る ことを 策し、 天 智統の 白壁 皇子を 擁立し、 皇 
太子に 山 部 親王を 立て、 政界の 混-を 救い、 人心の 一新を 計りました。 こ 
れよ り 中央 政界で 再び 藤 原点が 大きな 勢力を 占める よう になり ました。 
光仁 天皇 （白壁 皇子） は 百 川の 輔佐に よって、 放漫に なった 国家 財政を ひ 
きしめる ため 造 寺 造 仏を 抑え、 冗官を“ し、 律令制の 再興に つとめ まし 
た。 在位 n 年で 皇太子に 位を 譲り、 あとを 南いだ 桓武 天皇 （山 部 親王） は 
前 衩 からの 蘇 風 二 掃を 企て、 藤 原種 i の 建議を 又れ、 山城の 長 岡に 新 都を 
設 ¥ し (A.  D.  784)、 遷都を しました が 反対派の ため 種 継が 暗殺され （A. 
D.  785)、 に 事が 運びませんでした。 更に 和気 清 麿呂の 建議に よって、 
山城の 葛 野 （現‘ の 京都） の 地に 都を 遷す ことにして、 延暦 13 年 （A.D. 
794) に 新 都に 遷 り、 年 安 京と 名 づけた のです。 

(11) 天平 文化 

(a)  8 世^ 己のは じめ、 元 明 天皇は 奈良 盆地の 北端に 平 城5 京5 を 建設し、 

710 年、 藤 原 京から もってきました。 平城京は 唐の 長 安 （今の 西 安） の 
都 制に ならった 都 城で、 東西は 約 4.2 キロメートル、 南北は 約 4.7 キ ロメ 
一 ト ルの 运大な 都でした 0 

都の 北部 中央には 大 内裏 （宮城） がおかれ、 その 中には 大極殿 や 現在 
の 官庁で ある 朝堂院 やまた 天 M の 住居で ある 内裏が つく られま した。 京 
W は 幅 85  メー  トルの 朱 雀 大路に よって 左右 両 京に わかれ、 それぞれが 東 
¥ に 通ず る 大路と、 南北に 通ず る 大路 （条 防^ ii) によって 整然と 区画され 
ていました。 

貴族 や 庶民の 家、 また 壮大な 寺 が 建ちました が、 水田 や 畑 も あって 農 
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も あった ょぅです 0 さらに 是笔り 南っ き 者には 資市 •西' 击 といぅ 
誉誉 'の帶 がっく られ、 全国から はこばれ てきた 産物 や 役人に 給 料と して 
支給され る葙 や* などが ここで 交換され ま した。 なお 毕城 京の 人 “口っ はお 
よそ 20 万人と いわれて います。 

(b) 崔令成 制が 整備し 謹 家が 繁栄して くると、 国家の 形成 •発展の あ 
りさ まや 諸国の 地理な どを 記す ことを 目的と した 国史 や 地誌の 募が 行な 
われる よ うにな り ま した。 

天武 天皇の 時に はじまった 国史 編纂* ^ 業は 712 年に まず 「古事記」 が、 
720 年には 「日本書紀」 が 完成し ま した。 「古事記」 は 古くから 天皇家に 伝 
わって いた 「帝 紀」 と 「旧 辞」 を もとに、 稗 田 阿 礼に 誦み 習わせた ものを 
太 安万 侶が 筆録 した もので、 アメノ ミナ カ ヌシノ カ ミ 以下 推 古 天皇までの 
S 南を 述べた-話 的 史書と いえる ものです。 一方 「日本書紀」 の 方は 天武 
天皇の 皇子 舎 人 親王が 中心と なって 中 国の 史書に 範を とり、 漢文に よっ 
て、 天地 龍 闢 等の 神話と、 神武 天皇から 持統 天皇に 至る 天皇 統治の 権威と 
伝統が 編 年 ¥ で 書かれて います。 

また 「風土記」 は、 713 年、 車 月廷が 諸国に 命じて 各地の 地名の 由来 •産 
物 •伝説な どを 書いて 献上5 させた ものです。 

奈鱼時 W になる と、 漢詩 文を 身に っける こ とが 貴族の 教 d と して 重視 さ 
れ たので、 多くの 文人 •学者が あらわれ ま した。 淡 海 三 船 •石 上 宅 嗣- 
吉備 真備が 有名です が、 宅嗣 は芸- という 私設の 図書館を っく って 人々 に 
書ぜを 閲覧 させた そうです 0 「懐 風 藻」 は天智 天皇の ころから 条良時 k に 
及ぶ 漢詩 を あっめた 現存 最古の 漢詩 集 です。 

ところで 天平 文化を 代表す る 文芸と いう と、 なんと いっても 「万葉集」 
です。 この 時代までの 短歌. 長®:. 旋 頭#: あわせて 約 4,500 首を 集めた も 
ので、 漢字の 音訓を 組み あわせて 日本語を 表記す る 万 葉 仮秦で 書かれて い 
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ます。 作者は 天皇から 皇族 •貴族 •僧侶 •防人 •農民に 至る まで、 社会の 
各 におよ ぶ一 大歌 集で、 その 歌風は 純情5 素朴な 感情を あらわし、 -然 
に対する すなおな 感動が 表現され ています。 歌人と しては 山" 上 憶 良 •  12 
部 赤 人 •大伴 家 持ら を あげる ことができ ます。 

また この 時代には、 官吏-成を 目的と してつく られた 教育機関に、 中央 
の 大学、 地方の 国学が あります。 ともに 儒教の 経典を 中心とする 教育が 
おこなわれ ま したが、 大学では 法律 •漢文 •書道 •算術な どの 学問 も!! な 
われ、 貴族の 子弟 や 地方の 国学 出^ 身の 成績 優秀な も のが 入学を 許され ま 
した。 国学では 諸国の 豪族の 子弟たち が 教^ を うけ ま したが、 二般 庶民の 
教 育は 行なわれませんでした。 

(C) この 時代には， 仏教は 国家の 保護を う けて いっそう さかんと なり、 
白 来の 仏教と 国家の 関瘭 はさら に 強くな りました。 

それを 国家 仏教と いいます が、 i 家は 仏教を 保護し、 I ム教は 福 条 のた 
めに 奉仕し ま した。 仏 •菩薩の 力に よ って 国土の 安全 •五穀 豊 穣を 願う 
という 思想 （鎮護 i 家 仏教） が もとに なって います。 

仏 救3 の 教理の 研 究 がさかん であ っ たの. も この 時 # の特 徴 です。 奈备の 
諸大 寺には、 南都 六 宗 とよ ばれた 三輪 •成 ii • 法相 • 俱 舎. 華厳， 律の 
諸 学派が 形成' され、 唐から 請っ 莱 された 経典の 4 礎 的 研 究が さかんで した。 
これは 宗 といっても 後世の 排他的な 宗派 とは ことなり、 .二種の 学派で、 一 
つの 寺院に いくつかの 宗が 存在す る こと も ありました。 

この ころの 学僧と して 著名な のは 鑑 真です。 彼は ji の 人で 日本の 僧侶の 
熱心な 招 聘で 来日す る こ とに なり ま したが、 難破 や 役人の 妨害な どで 一議 
は 何度か 失敁 し、 754 年よ うやく 奈 良の W に 到# くし ま した。 その に1 
盲目と なって いました が、 わが国で 戒律を— じ、 戒壇を つく りました。 彼 
の 4 てた 琴が MW ■で、 i 秦っ くられた i 賛の は 琴 も その M 
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真の 姿を 伝えて います 0 

(d) 天平 文化と いえ ば 美術、 しかも そ の 美術5 は 仏教 美術であった と 
いって も 過言では あり ません。 

この 時代 1 に 建てられた 寺院には、 藤 威 京5 から 平 城 京に ■された かつて 
の 藤 原の 四大 寺の 大安 寺 （大 官大 寺）、 薬師 寺、 元 興 寺と 藤 原 氏の 興 福 寺、 
国家 仏教の 緣 本山の 資大 寺、 さらに 西大 寺な どが あります。 また 地方の 官 
立 寺院と して 諸国に 国分寺が 建てられ、 その他 都に も 地方に も 多く の 寺が 
建てられ ま した。 したが っ て 仏 教 建築の 建 立と そこ に 安置す る 仏像の ®j 
作は 空前の 活況を i し、 朝廷は 官 S 寺院を つく るた めに、 たとえば 造 東大 
寺 南 や 造 大安 寺 司と いった 役所を つくりました。 

天平 美術5 のもっ とも 充実した 時期は、 東大寺 大仏の 造 立の ころです が、 
残念な ことに この 時の 大仏 や 大仏殿は 源平の 戦いの 時に 焼かれ、 その後 g 
建され たも のの 戦国時代に またも 焼* し、 現在 われわれが 見て いる 大 '迄と 
大‘ 殿は 江戸時代の ものです。 東大寺 大仏殿の ほかに も 当時つ く られた 建 
築は ほとんど 火]^ のために 焼失し ま したが、 現在 残る 建築に 東大寺の 法 華 

どう  さんがつ どう  てがい もん  しよう そういん  あぜくら  とうしよう だいじ  こんどう  こうどう 

堂 （三月 堂） •転 害 門 •正 倉院の 校倉、 また 唐招提 寺の 金堂 • 講堂な どが 

とうしよう だいじ こうどう  へいじよう きゆう ちよう しゆう でん  い ちく  きゆう でんけん ちく 

あります。 唐 招提寺 講堂は 平 城 宮の朝 集 殿を 移 築した も と 宮殿 建築 
です。 このよう な 天平 建築の 特徴は、 法隆寺 建築と く ら ベる と 自由での 
び やか さが ある ことです。 もちろん これら も 唐 建築の 影響です。 

彫 刻では、 薬師 寺 金堂の 薬師 三 尊像、 興 福 寺の 八 部 衆 像 や 十  < 嘉子 像、 

とうだいじ ほつ けどう  ふ くうけん さくかん のん ぞう  につこう がつ こうぞう  しつこん ごうしん ぞう  おな  とうだいじ 

東大寺 法 華 堂の 不空属 索 観音 像 •日光 月光 像 • 執 金剛 神 像、 同じく 東大寺 

かいだん いん  し てんのう ぞう  しんやく しじ  じゆうに しんしよ うぞう  とうしよう だいじ こんどう  る しやな ぶつ 

戒壇 院の 四天王 像、 新 薬師 寺の 十二 神将 像、 唐 招 提寺 金堂の 盧舎那 仏 や 
先 述の鑑 真 像な どが 現存して います。 

この 時代は 金 銅像の ほかに 塑像 や 乾漆像が あります。 塑像は 木を 芯に し 
て その上を 粘土で 塑 形した もの、 乾漆像は 粘土 や 木で 像の 原-をつ くり、 
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その上に 麻布を 漆に つけて 何枚 もは り ながら 塑 形して つ くった もので、 と 
もに 最後の 仕上げには 彩色を したり、 金箔を はった りします。 

この 時代の 仏像は、 理想化した 美しく 豊かな 肉 身を もつ 人間像と して あ 
ら わされて います。 白 鳳 時代! とくらべ ると、 一段と 写実的に なり、 自然に 
人間 感情5 を あらわす ようになりました。 いう なれば、 天平5 時代は 写 si 的 
表っ 現が 完成した 時 です 0 

かいが  やくし じ  きちじよ うてんが ぞう  しよう そういん  とり げり ゆうじよ のびよう ぶ  ゆうめい 

絵画では、 薬師 寺の 吉祥天 画像 や 正 倉 院の鳥 毛 立 女 屛風 などが 有名 
です が、 これらは 唐 美人を 摸した もので、 当時 唐で もてはやされた 豊頰美 
人が その ま まわが 国で も 流行した こ とを 物語る ものです。 

工芸品の 精華は そのまま に 正 倉院 宝-と して 現在に わっ ています。 

しよう そういん  ほう もフ  こうみよう こうた. いごう  しようむ てんのう  しちし ちき  さい  てんのう  いあい ひん 

正 倉院の 宝物は、 光明 皇太后が 聖武 天皇の 七 七 忌に 際し、 天皇の 遺愛 品 
を 東大寺 盧舎那 仏 （大仏） に 献上した ものを 中心とする もので、 調度 •文 
房 具 •楽器 •遊戯 具 •武器な どが あり、 当時の 宮廷の 豪華な あり さまを う 
かが うこと がで き ます。 

このよ うな 工芸品は 日本で つく られ たもの も、 また 唐から 輸入され たも 
の も あり ますが、 技法 や 意匠には ササ ン朝 ペルシア •イ ンドな どの 流れを 
く む ものが 多数 あって、 それらが 唐を 通じて わが国に 伝え られ たこと を 物 
■っ ています。 し] H 镜が シルク ロー ドの 嚴 ち# 駅と いわれる 所" 以 です 0 


(12) 平安 I 期 —— 律令制の 励行と 修正 

_ 最癸 M の餘 Wl3 挙 (A.D.794) から +錢 重の 1ひ丰ぅ9 挙 (A.  D.  897) 
まで、 いゎゆ る lit  ぉょそ 19笹 紀の 100 年間を％ 安 時代の 

どし ますが、 この 崧 筏は 奈 A 時 め こ 崩れた 律令制の 再建を 目指し 
て、 Wi も f  W も 二 採と なっ て 鼓為 践に織 した 赫 とぃぇ ます。. 
餞の miWi) を おさえ、 _ 南 •郡 司の 未 正 •怠慢を 取り 締 
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り、 1苗薊 の 葳荇、 輦 ii の から 餘冤 Si の 巍荇、 誠 4 の 鉍 笑の ための 
東北 暇 夷 地 開拓と 矢 i ぎ 早の 施策が 打ち出され ま した。 また 法治国 成 制を 
確立す るた めに、 化した 格式を 整備し ようと、 貞観 格式 •延喜 式 • 
交替 式な どの 編纂に 努力が 払われました。 

(13) 平安 II 期 —— 荘園の 増加と 藤 原 氏の 台頭 

‘醐 天皇の 昌泰 元年 （A.D.898) から 村 上 天皇の 康保 4 年 （A.D.967) 
まで、 第 10 世紀の 半ばまでの 約 70 年間で、 二 般に延 喜 •天 暦の 治と 称さ 
れる 時期です。 王朝 政治の 理想的な、 君臣 一如の 美しい 治 逆の ように 备 
われます が、 実は その 中間に 承 ¥  •天慶 の 二つの 内乱が 勃発して いる 物 
騒な 時代で ある ことを 見落して はいけ ない のです。 

官僚 貴族の 努力 にもかかわらず、 律令制は 次 逢に 空茇花 し、 ％ 方では 
荘園と いう 私有地の 増加で、 律令制の 基本であった 班田 収授の 公 地 公 
民 制が 崩された のです。 また 中:^ で 力 & を 秦られ なかった 下級7 貴族が、 地方 
官 となって、 国司 • 郡 司な どが 在 地で 権力を 握り、 農民を 支配す る 者が 出 
てき ま した。 また 在 地の 領主の 許可を 得て 自立した 農民が 開墾な どに よ 
って 小規模な 私有地を 所# し、 地主 =名 主と なり、 自らの 羞を 冠した 私％ 
地 二 名 田を もつ 者 も 増加した のです。 地方 制度の 乱れは、 国司の 治安-持 
を 無力 化し、 浮 逃 人が 集団を なして 盗賊と なって 暴行を‘ 働き ます。 名主 
や 農民は それに 対抗 して、 自 ら 武器を とって 自衛す るよ うにな り、 それが 
いわゆる 武 主 を 出現させる 4 胎 となり ま した。 荘園 領主 も 在 地の 名主 
達と 主従 関 遠を 結び、 その 武力を 利用して 荘園の 保護を させました。 国 
司 もまた 治安 維持の ため、 検非 i 使 •押領 使 • 追 捕 使の 地 & を 有力な 名 
主 等に 与えて、 武力を 使う こと を 考えました。 こう した 地方の 紊乱を よそ 
に 都では 藤 原 氏が 鎌足 •不比 等 & 来の 門閥の 力に よっ て 貴族 社-を リード 
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「武士の 発生 一 


[■武士の 強大 一 


L 武士の 全盛 一 


表 1-18 武士の 興起 

-① 律令制の 崩壊 二 荘園の 発達— 地方 政治の 紊乱は 荘園の g 衛力 
を 必要と す。 

-② 荘園 内部の 地主と しての 田 堵 • 名主は 自 ら 武力を も ち 更に 自 
墾地系 荘園を 本 所領 家に 寄進し、 自ら 在 地 地主と して 同時に 荘 
官 領主と なり、 貧農- 浪人を 従属 させて 小作人と し 私営 田を 
拡大す る。 名主は 私有 農民 一家 子 郎党 を 武力 化して 自衛 軍と 
する。 名主の もとに 結集され たもの すなわち 武士で ある。 

-③ 荘園 領主と なった ものは、 

'A、 中央に 志を 得ぬ 非 藤 原 的 貴族 一地 回り 下級 貴族が 地方 
に 移住 した 者。 

、 B、 国司で 期を 終えて 後 も 帰京せ ず 任地に 定住した 者— 

_ 受領 階級 

、C、 皇族で 臣籍に 降下して 姓を 授けられた 者。 

これ 等の ものが、 次第に 名主を 統合して、 武士の 棟梁 どして 
武士の 大 組織化を 行なって 来た。 そこに 封建的 主従 制が 成立 
し、 経済力と 武力 が 結合 さ れ た.。 

-④ 武士の 棟梁が 本 所領 家に 荘園を 寄進し 荘園 領主と な り、 その 
配下に 名主 以下を 隸 属させて 所謂 武士 団 二 党を 形成した。 

-① 貴族の 無力 化は 社会 不安の 増大と 共に _衛 力がない ので、 治 
安 維持を こ れ 等の 地方 式士 に 依頼し、 その 武力に 頼らざる を 
得な か. っ た。.— 武士の 中央 進出. 

-② 皇居 警備、 地方の 治安 維持の ため、 武士が 追 捕 使に 任ぜられ 
たので、 武士は 下級 官吏と して、 警察力を 握る ことに なった。 

— 武士の 発展を 促進 さす。 

-③承 平の 乱 （平将 門）、 天 慶の乱 （藤 原 純 友） の 乱を 平定した も 
のは 武士で、 源平 両氏の 台頭— 中央への 進出の 機会と なった。 
— 地方 治安 維持 権は 全く 武士の 掌中に 帰した。 — 検非違使、 
押領 使、 追 捕 使、 鎮守府 将軍、 国司 等に 任命され た。 — 地方 
に 武士の 基盤を 確立す る。 朝廷 •院 • 摂関家の 警備を 委ねら 
れ た。 — 中央に 進出、 その実 力を 認められる。 

-①前 九 年の 役 • 後三年の 役は 源氏の 勢力を 東国で 不動の ものた 
らしめ た。 

-② 伊勢に 地盤を もった 平氏は 西 国に 威を 振る い、 特に 院政 時代 
になり 院に 重用され、 平忠 盛の 時代に 院を困 ら せた 僧兵を 鎮 
定 し、 瀬戸内海の 海賊を 平定した ので、 平氏は 源氏と 共に 武 
士の 棟梁と して 強大 化した。 

-③保 元の 乱 の 結果は 源平 2 氏を 対立せ しめ、 平 治の 乱は 源氏と 
藤 原 氏を 衰亡 させ、 平氏の 強大 化を 来し、 これより 武士の 支 
配 権が、 確立 化されて いった。 

-④ 平清盛の 時代に 武家と しての 平氏は 公卿に 列し、 清 盛は 太 政 
大臣と なり 一門の 公卿 十数 名、 殿上人 三十 余人を 数え、 堂々 
と 武士が 中央 政界に 乗り出 し 平氏 一門の 知行 国 三十 余 国、 荘 
園 五 百 余 か 所と なり、 武士と しての 平氏は 藤 原 氏の 栄華を 再 
現せ しめた。 

-⑤ 公卿 化した 平氏の 政権は 武家政権の 先駆では あるが、 変則 的 
な ものであるから 武家政治で はない。 
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する 権勢を 振る い、 他 氏を 圧迫し、 独裁 権を 掌握しつつ、 関白 や 摂政の 地 
位を 与め、 天皇家の 外戚と なり その 地 fi の 安泰を 得 ま した。 藤 原薬 子の 

らん  たちばなの はやなり  ばんこ わみ ね  しつき やく  ばんよ しお  おうてん もん  へん  すが わらみ ち ざね  はいる 

乱 •橘 逸勢 •伴 健峯の 失脚 •伴 善 男の 応天 門の 変 •菅原 道 真の 配流な 
どで 次々 に 有力 貴族を 排斥し ま したので、 藤 威 点: 以外の 貴族は、 都で 望み 
を 達し 得ない 不満から、 地方 官 になり、 任期 後 その 地の 豪族と 結んで、 地 
方で 権力を 握り、 武士 達を 糾合して、 ^ に 反 就を 起こす 程に なりました。 
桓武 平氏は 上 総 •下 総に 勢力を 占めて いました が、 その 中から 平 将 門が 
出て、 承苹 •天慶 にかけ て、 東国で 反乱を おこし、 また 藤 原 氏 内部の 争い 
から 藤 原 純 友が-海 によ って 乱を おこし ま した。 しかし この 乱は 中央の 
貴族と 地方の 武士と の 対決 とまでは 発展せ ず、 中 央の 貴族に 味方した &士 
の 力で、 反乱を 起こした 武士が 討伐され る 形で 治まりました。 義士の 貴族 
に対する 反抗が まだ 時期尚早であった ことと、 貴族は 無力で あるが、 門閥 
が あり、 門閥の 力を# なげれば、 歲力 だけでは 不充 券で あると いう MM を 
武士に 与え、 やがて 武家政権の 出現の 捨石 となりました。 これが 承 3苹. 
天 慶の备 しでした。 

(14) 平安 文化 一 ■唐 風 文化の 隆盛 

(a) 平安 遷都 後 も 前 時代に つづき 唐 風 文 花が さかえました が、 とくに 
嵯峨 天皇と その子の 淳和 •仁 明 3 天皇の 時代は、 宮 S における 唐 5： イ 匕の 
摂取が もっと もさかん な 時で この ころ 宮- での 儀ネ 〔も 1 傭され、 日本 | 籴 
の 風習に 多くの 唐 風の 儀ネ L を 加えた 各種の 儀式が ととのえられ ま した。 

宮廷で 漢詩 文が もてはやさ れ た!! 果、 嵯峨 天皇の ときの 「凌 雲 b 集」、1 "醫 
和 天皇の 時の I 経国 集」 な どの 勅 撰の 漢詩 文 集 や、 個人の も のでは 空 i の 
「性5 霊 集」 などが つく られま した。 有名な 詩人には 嵯峨天 i  • 小 野 篁. 
滋野貞 主な どが います。 
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癸 1总卡¥癸1 は _喆 を M んじ たために ¥  も それにな らぃ、 

わけし  こうぶん いん  ふじ わらし  かんがく いん たちばなし  がくかん いん  あり わらし’ しようが くいん 

和気 氏の 弘文院 • 藤 原 氏の 勧 学院 • 橘 氏の 学 館 院， 在 原 氏の 奨 学院な ど 
はいずれ も 大学の 別曹と して、 大学に 付属す る 寄宿舎の ような 機能を はた 
し、 一族の 子 ¥ の 勉学の 便宜を はかり ま した 0 これらが 貴族 階級の ための 
ものであった のにたい し、 空“ が ひらい た 綜芸種 智院は 庶民 教育を めざ 
した ものでした。 

とうふう  しよ どう  りゆうこう  さ がてんのう  くう かい たちばなの はやなり  めいひつ か 

また 唐 風の 書道 も 流行し、 嵯峨 天皇 •空 海 •橘 逸勢は その 名筆 家と し 
て 三筆と よばれました 0 

(b)  ¥ 安 遷都は 世俗化して 腐敗した 秦良 仏教を すてて、 空気を = 新す 
るた めであった のです が、 その 結果 仏教 勢力は 奈良 にと りの こ され まし 
た。 ところが 奈良 仏教に かわって、 あらたに 新政 権と 結びつい たのが 最 
澄と— 遠です。 

最 澄は 遣唐使に したがって 唐に わたり、 帰朝 後 比叡山 に延暦 寺を ひら 
いて 天台宗を おこしました。 空 海も最 澄と ともに 入唐し、 とくに 唐では 
恵果に 密教っ を 学び、 帰 後 真言 宗を おこ して 篙野 山に 金剮峯 寺を ひらき、 
のちに 朝-から 京都に 教王 護国寺 （東 寺） を 与えられ、 密教の 中心 道場 
としま した。 天台宗で も最 澄の 弟子 円 仁 • 円 珍が 入唐して 邊教を 学び、 
本格的に 密教を と り いれる と、 天台 •真言 両 宗と も;? 口 持祈禱 によって 現 
世 利益 （病気 回復 •安産 •厄除け •雨乞いな ど） をは かる‘ 教 として 皇室 
や 貴族の 間で 流行し、 仏教‘ の 主流と なり ま した。 なお 天台宗の 密教 
を 台密、 これに 対し 真言 宗の 密教を 東密 とよんで います。 

(c)  密 教が輪 入 される と、 ^ 教 寺院は 深い 山中 に 地形に 応 じて 自由に 
堂塔を 建てました。 室 生 寺の 五重 塔と 金堂は この 時代の 密教 寺院の i 構 
です。 

ところで 前 時 # には、 金 銅 S や 乾 漆 •塑像の 仏像が たく さんつ くられて 
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いま したが、 こ の 時代を 契機に わが国の 彫 刻は 木 彫が 主 流と なって いき 
ます。 とく にこの 時代の 彫刻は こ 木造と いって、 頭部から 足 先、 時には 台' 
座まで 一本の 木から 彫り 出して います。 

この 時 W の はじめに つく られ たのが、 神 護 寺の 薬師如来 像 •元 興 寺の 薬 
師 如# 像 •法 華 寺の 十一面観音 像な どです。 これらの 彫刻は、 天平 彫 
刻の もつ 明るい 表 情 や 写実的 表現とは 一変して、 “ 春の 一部を 強 調し 
たり ゆがめたり、 また 鋭く 重い 刀 法を も っ て、 荏 重 森厳な 気分を かもしだ 
しています 0 

この 時 W の 彫 1(1 でもう 一つの 特色は 密教 彫 刻が あ ら われた こ とです。 
密教の 仏像は 義 形の 姿、 つまり 多面 •多 眼 •多臂 の 姿を したり、 あるいは 
さまざま な 持物 や 座 や 身 色な どに よって、 象徴的 • 観念的に 表 現さ れて 
います 0 

また この 宗派の きびしい 1 格に ふさわしい 厳格な 様式と、 主要な 行事で 
ある 加持 祈禱 に ふさ わ U 、神秘的な 雰 気 を かもしだ す 森厳 神秘な 様式を 
生み だしてい ます。 教王 護国寺 講堂には 空 海の 指導の も とに つく られた 
密教 彫刻が たく さん fe わって いますが、 不動明王 はとく に 有名です。 
そのほか 観 心 寺の 如意 輪 観音 像 や 神 護 寺の 五大 虚空蔵 菩薩 像が あり ます。 

こ の 時 k の 終わり の 彫 刻には 室 生 寺の 釈迦如来 S 像 や 同じく 釈迦如来 
坐像が あ ります。 初期の 重 厚な 感 じから 脱け だ して、 優美な 感じに なって 
います。 なおこの 鳥 代の 仏像の 着て いる 衣の 衣 文に 翻 波 式 衣 文と いう のが 
あります。 これは 衣の 皺を 彫る 場合に、 丸くて 大きい 波と 鎬 立って 小さい 
波を 交互に 彫って、 衣の 皺を 表現す る 方法で、 前記の 室 生 寺の 釈迦 如# 坐 
像が 典型的な 例です。 

この 時 W の! 画と して 重要な のは 曼荼羅です。 これには いろいろな 意 
義 がふく まれて いますが、 二般に は 諸 仏諸菩 ii などを 密教の 教義に したが 
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っ て =(1|ち系ぅ に した も のを M 蠢彘 とし 森して ぃます。 ゃ篆 Mfta 
善の 両ぅ箅 曼荼羅が 有名です。 

(15) 平安 111 期 一一 摂関 政治と 院政 

冷；^ 天皇の 安和 元年 （A.  D.  968) より， 白 河 天皇の 応徳 3 年 （A.  D. 
1086) までを# 安 III 期と します。 第 10 世紀の 後半と _ 11 ¥ 紀の 中葉まで 
の 約 120 年間です。 この 期間のは じめ、 藤 原 氏に 対抗して いた 源 高 明を 
安和の 変 （A.  D.  969) で 失脚 させた 後、 摂関家の 独®; 者 的 地 & を 確立 さ 

てんのうけ  がいせき  さねより  これただ  かねみ ち  かねい え  みちな が  よりみち  せし ゆうて き 

せ、 天皇家の 外戚と して、 実 頼 • 伊 尹 • 兼 通 •兼 家 •道 長 • 頼 通 と 世襲 的 
に 摂関 政治を 行ない、 天皇は 完全に ロボ ッ ト 花し ました。 無力な 藤 原 摂関 
家が およそ 100 年に わたり 摂関® J 治を 森 持で きたのは， 実に 天皇家の 外戚 
という 至高の 門閥が そうさせた のです。 荘園の 乱立と、 在 地 領主 層が 自 
己の 荘園の 安全を 計る ため、 また 不輸不 入の 特権を うけたい ため、 藤 原 _ 
関 家に 荘園を 寄進し、 自身は 在 地の 荘園の 管理者と して、 実 的な 支配権 
をに ぎる という 形を とりま した。 こう して 摂関家には 全国から 期せず して 
寄進され る荘 園が 激増し、 その 貢納 によって 経済的 基盤が 安定したので 
す。 こう した 荘園を 寄進 地# 荘園と 言います が、 この 大 荘園 支配の 基礎 
の 上に 摂関 政治は i 立して いたわけ です。 地方の 政治は 益々 紊乱し、 国司 
や 郡 司の 中には 悪行を 重ね、 私腹を こやす ものが: fi えました。 尾 張 国司 
藤 原 元 命は、 その 菲政 31 力条を あげて 郡 司 百 姓から 朝廷に 訴えられ、 国 
守の 任を 解かれ ま した。 荘園の 乱脈に ついては 朝-でも 屢々 改革を 企て 
ましたが、 成果は 挙がりませんでした。 丁度、 藤 原 氏の 女の 腹に 出ない 天 
皇 が、 即位され たのを 機に、 外戚 藤 原 走の 権力に わざわいされなかった 痪 
三条 天皇が 荘 園の-^: を 断行し、 記録 所を-置し、 不輸租 の ft 権 を もつ 
領 主に 恐慌を あたえました。 そして 外戚と しての 権 _ を 失った 摂関家の 
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摂関 政治 時代 


摂関 政治の 没落 
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政治は、 急速に 崩れ、 摂関 政治に 終止符を 打つ ことにな りました 0 後 三 
条 天皇の あとを うけた 白 河 天皇は、 譲位して 上皇と なり、 自 ら 摂関家に 

かんけい  いんせい  ひら  てんのう しんせい  いち へんそく てき  せいじ たいせい  う  だ  ふじ わらし 

関係な く 院政を 開き、 天皇 親政の 一変 則 的な 政治 体制を 打ち出し、 藤 原 氏 
の 政権に 打撃を あたえ、 没落を 早める 先鞭を つけました 0 

図 1-3 荘園の 構造 
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表 1-20 摂関 政治機構の 頹 廃と 地方 政治の 紊乱 


I 一  指 関 政治の 機構 一 


-一① 律令制 度の 面から 言えば 摂関は 共に その 政治機構 中 最高の 官 
と して 承認し 得る ものであるので その 権力は ある 程度 合法的 
である。 しか し 実質的には 律令制の 内部に 変質を 生じ させた。 

そ れは 律令制 下に おける 国家的 公的 性格を 減退せ しめ、 門閥 
的 私的 性格を 強化せ しめる 結果を 将来し、 国家的 政治 運営の 
範囲を 縮減せ しめ 形式主義 と 因習 化と を 起こした。 

一② 中央 政治に おける この 変質は、 中央の 政令が 行なわれ なくな 
るに つれて 地方に おいては一 層 強力に 進展せ しめられ、 班田 
制を 崩壊せ し め 荘園制を 支配的な らしめ る ことによって、 律 
令 体制に 根本的な 矛盾を 生 させて い っ た。 しかも この 傾向 
に 拍車を かけた のは 中央 貴族 達であった。 これが 摂関 政治の 
興隆に 反比例 して 地方 政治が 紊乱す る 真因 となる。 

一 © 招 関 家の 政治は 元来 私的 家政の 機関で あっ た 政所で 行なわれ 
た。 これを 政所 政治 と言うが、 詔勅 または 太 政官符 で 出され 
た 政令は、 蔵人が 天皇の 旨を 受けて 出す 宣 旨に 代わり、 更に 
政所から 発する 御 教書 や 政所 下 文が 重要な 効力を もつ ように 
代わった。 


1 - 地方 政治の 紊乱 


一① 中央に おける 藤 原 貴族の 政権が 確立 してく ると、 藤 原 氏 以外 
の 貴族は 政権から 退けられ るに 至る。 同 じ 藤 原 氏で も 摂関家 
と 関係の 薄い ものは、 栄達を 望め なくなり、 この 門閥 世襲の 
弊が 中流 下流の 貴族を して 中央を 去り、 地方に 赴かせる に 至 
った 原因で ある。 

一© 彼等は まず 国司と して 任地に 赴いた。 彼等は 任期 が 過ぎても 
勿論 再び 京に 戻る 気持ちはなかった。 任期中に 十分 国司と し 
ての 権威と、 貴族と しての 門闊 から、 地方 豪族と 結び 自己の 
勢力を 地方に 扶殖 する ことにつ とめた ので ある。 

-- ③ 重任— 国司の 地方 豪族 化の 手段と して、 任期 満ちた 後 帰京せ 
' ず そのまま 土着す る 方法が あった が 1 期の 任期 だけでは 十分 
でない と、 中央政府に 財貨を 献納して 任期を 重ねても らう 場 
合 も あった。 こう して 何 期間 も 1 国の 国司を 継続して 勢力を 
築く 方法を とる ものが ある。 これを 重任と いう。 

一© 成功— 朝廷の 宮殿 修築 や、 寺院 建立 儀式 遊 宴の 浪費 的な 費用 
を 個人が 献納したり 、工事を 請け負ったり して、 官職を 与えら 
れる ものが 現れる。 この 売 位 •売官 を 当時 成功と 呼んで いた。 

一⑤ 年給— 国司の 如く 収 人の 多い 官職を ねらって、 財政 窮乏した 
皇族 や 公家に 収 人を 与える 目的 だけで その 官職を 任ずる もの。 
これは 実際の 政務を 目的と する もので なく、 ただ 収入 だけを 
目的と する もので、 自らは 京都に あって 生活し、 任 国には 目 
代と いう 代官を 派して 監督 させた。 このような 国司を 遥任 国司 
といった。 目 代を 派遣す る 代わりに 地方 豪族を 国 衛の 役人に 
起用す る 場合 も あった。 これを 在庁官 人と 言う。 この 制度が 
発展す ると 院政 期の 知行 国 制 になる の である。 

—⑥ このよう に 官職が ただ 財源 獲得の ために 利用され る 年給 制の 発 
達は、 それだけで 地方 政治の 紊乱と なる。 国司は 自己の 収入 増 
加 だけを 考えて、 人民の 生活を 顧みる ことなく、 その 貴族の 
支配 下で 人民は 苛斂 誅 求に 苦しめられた。 そのため 農民が 逃 
亡して 浮浪 人になる 者 も 多く、 盗賊と なり、 不逞の 徒と なり、 
また 武士と 化して いったの である。 


1 一⑦ 当時の 国司の 暴政、 したがって また、 地方 政治の 紊乱の 有様 
を 如実に 示す のが、 永祥 元年 （A.D.  989  ) に 起こった 尾 張 
国の 人民が 国司 藤 原 元 命の 悪政に 堪えかねて、 中央政府に そ 
の 苛政を 訴え出た 弾劾 状- > 尾 張 国 郡 司 百姓 解 文で ある。 31 か 
条 にわたり その 暴政を 列挙して ある。 こんな 事件が 起きても 中 
央 政府は それを 取り締まる すべを もたなかった ので ある。 
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表 彳-21 不輸不 入の 特権 

一 ① 不輸— 田租を 納めない 不輸租 の 特権の こと。 初期 荘園には 不輸租 の 
荘園と 輸租の 荘園が あり、 輸租の 荘園は 特別の 認可を 得なければ 不 
輸の 荘園 とはなら な かった。 


不 

輸 


一② 貴族 や大 寺社が 漸次 権力を 利 して 輸租田 を 不輸租 田 化し、 荘園は 次 
第に 不輸租 田 化した。 

一③不 輸租田 化の ため 貴族 や 寺社は 口実を 設け、 朝廷に 申請し'、 朝廷は 
国司に 命じ、 国衙の 使を 派して 荘園の 四 至と 坪 付を 調査し、 承認す 
れ ば、 太 政 官符、 民 部 省符を 下して 不輸租 を 認める。 こうした 手続 
き を 得て 立券荘 号を 獲得した 荘園が 官 省符荘 で、 第 9 世紀には 官省 
符荘が 現れて いる。 


1 —④ 中央の 統制 力が 弱る と、 中央の 官省符 の 代わりに 各地の 国司の 免 
判 だけで、 不輸が 認め られ るの で 国 司が 盛んに 免 判 を 下した ために、 
官 省符荘 以外の、 国司の 立荘が 盛んになり、 不輸の 荘園の 拡大を 見 
るに 至った。  " 


不 

人 


—⑤不 入— 国司が 自由に 荘園 内に 出 人し、 荘園 内の 土地の 検注 • 租税 • 
課役の 徴収 • 犯罪 人の 追 捕 等を 行なう 権限を 拒否し、 国司の 荘園 内 
への 立 人 禁止 を 要求す る 権利を 不入 権と いう。. 

一⑥ 荘園が 不輸と なれば、 勢い 国司の 荘園 内への 立ち入り は 不用と なり 
また 国衙の 警察権 も 不安定 • 無力 化して 来たので、 荘園 内に g 衛権 
が 強化され ると、 国衙の 警察権の 介入 も 拒否す る ことと なり、 不入 
権は 遂に、 徴税 権と 共に 警察権の 拒否にまで 発展し、 全く 荘園 内よ 
り 国司の 権限を 一 ■掃して しまった。 


(16) 平安 IV 期 —— 武家の 台頭と 平氏の 政権 

堀 河 天皇の 寛 治 元年 （A.D.1087) から 安徳 天皇の 文治 元年 （A.D.1185) 
までを 平安 IV 期と します。 第 11 世紀末から 第 12 世紀の 後半に 至る、 お 
よそ 100 年間は、 古代 令 S 家の 終* 期で、 律令制が' 釦れ、 新たに 武士 
が 台頭し、 i に袭 家政 権が はじめて 出現し、 国内で 戦乱が 起こる k 動 期を 
通ぇ ます。 

摂関 政治に 代わって 或が はじまり ま したが、. その 院 “も また 皇室の 実 
力に よって 藤 原 氏を 抑えた のでは なく、 反 藤 原 貴族と、 朝廷の 滝口の 武士 
に ならった 北面の 武士を 設け、 その 武力に 依存して いました。 それで 結 
局 院政は 新興 武士階級に 対し、 中央 政界に 進出す る 機 ^ を あたえる こと 
になり ま した。 北面の 武士と して 勢力を 伸ばした 平氏が fi 兵を 鎮圧し、 

を 強化して、 着 々武士の 権力を 増大し ました。 こ 方 東国の 数次の 反乱を 

z. 
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表 1-22 .院政と 院政 時代 _ 

^ 白 河 天皇は 譲位 後堀河 • 鳥 羽 •崇徳 3 天皇 43 年間に わたり、 

自ら 上皇と して 政務を とられた。 これを 院政と 称する。 院 
に入リ 政治を とられる ところを 院) 宁 といった。 爾後 院政は 
永く つづき、 後醍醐 天皇の 即位の 4 年すな わち 元亨 元年 
(1321 年） で、 後宇多 法皇の 院政を 廃止して 天皇 親政の 実を 
一院  政 一 あげよう とされた 時まで つつ' いた。 すなわち 白 河 上皇の 応徳 

3 年 （1086 年） より、 236 年に して 政治 上 幾多の 問題を はら 
ん だ 院政は 廃止 となった。 しかし 院 その も のの 制度は その 
後 も 存続し、 江戸時代の 光格 上皇まで つづき、 はじめて 完 
全に 廃され たが •、 後醍醐 天皇 以後は 院の 政治は 中絶、 もし 
-  し くは 有名無実の ものと なって しまって いたので ある。 

厂 上皇 あるいは 法皇と して、 譲位 後の 天皇が 院 において 政務を 
とる のを 院政と いうが、 特に 白 河 上皇より、 武家政権の 確立 
_ まで、 約 100 年間を 特に 院政 時代と 称する。 政権は 天皇よ 
り も、 上皇 または 法皇に 帰し、 院宣は 詔勅に 準じて 重んぜら 
p 完 政; _  れ、 政令 二途 に 出ず る 変態的 な 天皇 政治 を 現出す るに 至っ 

~ た 。 

p 職員 二 別当 • 執事， 年 預 • 判官 代 • 主 典 代 等が ある。 —院司 
1 允祖織 1 - 警備 二 北面の 武士を 命ず— 武家の 中央 進出の 機を 与えた。 

I - > 朝廷の 滝口の 武士の 制に 準ずる ものである。 

p- 藤 原 摂関家の 衰退に より、 荘園 内の 武士 層 や、 新興国 司 層 
は 藤 原 氏を 離れ、 摂関家に 代わ る 新し レ 、権威の 出現を のぞん 
ていた。 そこに 出現を 見た のが 院庁 である。 よって 院庁 
は 多くの 武家の 支持を 受けた。 従って、 院 庁の 出現は 藤 原 
氏を 衰運に 向かわせ たが、 政令 二途に 出る 結果 天皇 氏 内部 
^  の 反目を 生じ それに 乗じて 公家 や 武家が 各々 2 派に 分かれ 

て、 やがて 朝臣 派と 院司 派の 対立を 激化し、 常に 軋 櫟を生 
ずる 結果、 保 元 •平 治の 乱を 起こした。 以後は しばしば、 

こ の 対立 関係が い ろい ろな 問題を はらん だが、 武家政権 確 

— 立 後は 次第に そ の 権威 を 失って いった。 


鎮定して 名を な した 源氏と 共に、 武士の 勢力を 代表す る 存在と なり、 貴族 
を リー ドして 政治に 関与す る 実力を 握る に 至り ま した。 天重と 上皇との 

あいだ あらそ  お  たいらのきよもり みなもとの よしとも  ご しら かわ てんのう  み かた  いんが わ 

間に 争いが 起きます と、 平 清 盛 •源 義 朝が 後白河 天皇に 味方し 院 側を 
破り、 関白 忠 通を 助けて 中央での 武家の 基盤を 確立し ま した。 これを M 元 
の 乱と 言います。 しか しこ こ で 武士 同士の 源氏と 毕 家の ft で 去 抗争が 
生じ、 後白河 上皇を 奉じた 平清盛が S を 起こし、 源1" 義 朝を 亡ぼし まし 
た。 これを 平 治の 乱と いいます 0 保 元 •平 治の 乱で 制勝した ¥ 清 盛は、 
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戦功に より 従三位に 昇り、 武士と して 始めて 公卿に 列し、 次いで 従 一位 太 
k 大臣と なり、 朝!^ に 参画し ま した。 そ して 女徳 子を 入内 させ、 その 腹 
に 生まれた 安徳 天皇 を 擁立して、 外祖父 という 藤 原 氏 同様の 外戚 的 権益を 
もっ て 政権を 掌握し ま した。 これが 武家と して 国政を とっ た 始めです。 
しかし 毕 氏は 武家で ありながら、 公卿と して 政権を 握り、 貴族の 法制で あ 
る 律令に よって 政治を 行なった ので， 武家政権の 端緒で あっても、 歲 家法 
带 j による 政治では ない ので、 武家政治とは 言えません。 

政権の 座に ついた 苹 氏は、 次 威に 専横 化し、 •公家. 寺社と 衝^を 起 
こし、 遂に 平氏^ 討の 院宣が 下り、 源 頼 朝は 兵を 挙げて 平氏を 討伐す る 
ことにな り ま した。 院や 公家が 自 ら 実力を 行使して、 平氏を 倒そうと した 
のでは なく、 苹 氏に 対 笠 する 同じ 武家 階級の ものに 対して、 % 家を 討 イ 居ず 
る ことを 4 威した のです。 そこで、 西 国の 平家と、 東国の 源氏と が、 平家 
は 安徳 天皇を 擁し、 k 氏は 後白河 法皇の 院宣に よって 対抗し、 ¥ 家を 亡ぼ 
したので す。 平 治の 乱 後 26 年で 平氏の 政権は 倒れて しまい ま した。 


(17) 平安 文化 —— 文化の 国風 化 

(a) 10 世紀には いる ころから、 わが国の 文化は 新しい 動向を 示す よう 
になり ま した。 それは 中 国文 化を 吸収 • 同化した 上での 国風 文化の 出現 


です。 つま り 遣唐使の 廃止な どに よって、 大陸から 直接 文化が 人って こな 
くなる と、 それまで 摂取した 文化を 基礎と して、 わが国の 風土  •慣習 •人 
情に かな っ た 貴族 文化が 生まれた のです。 これを 文化の 国風 也と 呼んで い 


ます。 

文 花の 国風 イ^: を もっと も 端的に 示す ものが かなの 発達です。 9 世紀には 


ひら 


かんじ  いちぶ 


きぞく  そうりよ  あいだ  まんよう が な  そう L よ 今”  吐 H  -  :  L  ^  •一  ^ 

貴族 や 僧侶の 間では 万葉仮名の 草書 体を 簡単に した 平が なや、 漢字の 一部 


ぶん  かた  ひよう おん もじ  もち 

分を と った片 かなを 表音文字， として 用い はじめて いま したが、 この 時代に 
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なると 字形 も だいたい 今日の ようにき まって きて、 広く 使用 される ように 
なり ま した 0 

かなの 発達は 国文学の 興隆を 促し、 やがて 和歌が さかんと なり、 初の 勅 
撰 和歌 集と して 「古今 和歌 集」 が紀貫 之ら によって 編集され ました。 その 
優美 かつ 技巧的な 歌風は 古今 調と 呼ばれて 和歌の 模範 とされ ま したが、 
「万葉集」 のよう な 純情 •素朴な おもかげは うすれて います。 

かなは 和歌を のぞく と 公式の 場では 使用され ま 甘んで したが、 日常の 生 
活 においては、 すぐれた かな 文学が う まれ ま した。 

和 I: の隆 - とな らんで 「# •勢 物語」 のよう な 歌 物 語 や 伝奇的な 「竹 取 物 
語」、 さらに 「宇津 保 物語」 「落 窪 物語」 のよう な 物語が 書かれました。 し 

ものがたり ぶんがく  さいこうほう  ふじ わらの みちな が  むらさき しきぶ  か 

かしなん といっても 物語 文学の 最高峰は、 藤 原 道 長の ころ 紫 式部が 書 
いた 「源氏物語」 でしょう。 華やかな 宮廷 生活を 背景に 光源氏と いう 理 
想の 男性と、 彼を とり まく 多くの 女性との 恋愛を えがいて いますが、 単な 
る 恋愛 小 滅 ではなく、 華やかな 生 の 裏に ひそむ 憂愁と 精神的な S 藤を 
みごとに えがきだした、 わが国 国文学の 一大 傑作です。 

また 日記 や 随_ にもす ぐれた ものが あらわれ、 紀貫 之の 「土 佐 日記」 や 

かげろう につき  むらさきし' きぶ につき  さらしな につき  せいしよ うな ごん  まくらの そうし 

「蜻蛉 日記」 「紫 式部 日記」 「更級 日 紀」、 また 清少納 言の 「枕 草子」 な 
どが あります。 

(b) 前代から 盛んに なった 密教は 現世 利益 を 求める 貴族たち と 強く 結 
びつ きま したが、 この 時代に なると 来世の 幸せを 説く 浄土教が 流行し まし 
た。 密教が 現世 利益なら ば、 浄土教は まさに その アフターケア ともいうべ 
きもので.、 死後に 極楽浄土に 往生す る ことを 願った ものです。 その 教え 
は 天台宗の 円 仁が 中国から 伝えた ことに はじまり ますが、 10 世紀な かば 
に 空 也は 京都で 念‘ を ひろめ、 天台宗の 恵 心 僧都 源 信は 「往生 要 集」 を 
あらわす と、 浄土教は 貴族たち に、 やがては 庶民の 間'" にも ひろまる ように 
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なり ま した。 

この 信仰は、 当時の 社会現象 （天変地異が おこり、 盗賊が 横行） が 仏教 
の 説く 末法の 世に あてはまる と 考えられ、 そのため 来世に 救いを のぞむ 気 
轉が ii まった こと や、 浄土教の 説く 極楽 浄土が 甘美で 気高い 幻想の 世界と 
して、 貴族の 心理に うま く義 えた こと も 流行した 理由でしょう。 

そこで 貴族は きそ っ て 美しい 阿弥陀 堂 や 阿弥陀 像を つく るよう になり ま 
した。 道 長の 法 成 寺は さながら 極楽の よ うだった といわれ ますが、 その子 
頼 通の 建てた 平等 院 鳳凰 堂は 当時の 阿弥陀 堂の 代表的 遺構です。 その ほ 

ひ の  ほうかい じあみ だ どう  ひらいず み  ふじ わらの きよ ひら  た  ちゆう そんじ こんじきどう  ゆうめい 

か 日 野の 法界 寺 阿弥陀 堂 や 平 泉の 藤 原 清衡の 建てた 中 尊 寺 金色堂 も 有名 
です 0 

鳳凰 堂の 本尊 阿弥陀如来は 優美 繊細で 貴族 趣味に ふさ わ しい 姿を してい 
ます。 作者は 定 朝です。 定 朝は 当時の 彫刻界の 指導 的 仏師で、 寄 木造の 
手法を 完成し、 仏像の 大型 イ 匕と 仏像の 大量生産の 需要を みたしました。 

寄 木造と いうのは 文字通り 数個の 木を 頭 •腕 •胴. 膝な ど それぞれ 別々 に 
彫 刻して、 最後に 寄せ集めて 一つの 彫刻を つく る 方法で、 11 世紀 後 わ 
が 国の 彫刻は ほとんど このつ く り 方に なり ます。 この 時代の 仏像と して 
は 法 為 寺の 阿 香、 陀像や 浄瑠璃 寺の 九‘ の 阿弥陀 像が 残って います。 

絵画では、 極楽 浄土に 往生した いと 願う 人々 を、 阿弥陀 S が 極楽から 迎 
えに 去る 4® を宗 した 粢迎 図が えがかれ ま した。 翯野 山の 聖っ 衆 来迎 図 や、 
平 等 鳳凰 堂の 扉に えがかれた 来迎 図が 有名です。 

この 時代には 日本の 山水 や 風俗を 題材と した 大和絵が あらわれ、 世俗 画 
が liS しました。 ¥ でも 特色の あるのは 絵巻物で、 源氏物語 絵巻 •信 貴 


山 縁起 絵巻 •鳥 獣 戯画 巻が 伝来 しています。 

しよ どう  ぜんだい  とうよう  わよう  はつた つ  お のの とうふう  ふじ わらの さ り  ふじ 

書道では 前代の 唐様に かゎ っ て 和 様が 発達し、 小 野道 風 •藤 原佐理 •藤 


わらの こうぜい  さんせき  よ  めいひつ か 

原 行成は 三蹟と 呼ばれた 名筆 家でした。 
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また 縫では、 mM- 礙 _の_1づ4りとょ ばれる 日本 氣の ■のじ S 
も 4 てられ、 その 縫の し爵 （琴の ふすま） ゃ貨 威には .M の 線！ 蠢が 

え がかれ ま した。 


第 3 節 荘園 封建時代 （A.  D. 13C. 〜 16C.) 


(1) 荘園 封建 制の 成立 

平氏を 倒した 源 頼 朝は、 鎌 倉に おいて 着 々と 源氏の 4 盤で ある M 議 
の 支配を 固め、 建久 3 年 (A.  D. 1192)  大将軍に fe ぜ られ、 蘿餐 に* 

府を 開きました 0 これを 日本に おいての 最初の 武家政治と いいます。 以後 
700 年に わたり 武家政治が つづきます。 武家政治が 行なわれ ている 期間、 
日本で は 封建 社 ▲が 展開 します が、 鎌 倉 幕府と そ れに S く  —耔幕 南の 為 筏 


えど ばくふ  じだ い 


ころさ 


を 前期 封建社会、 あるいは 荘園 封建社会と 言い、 £ 芦 慕府の 時代を、 餐_ 
封建社会、 あるいは 幕 藩 封建社会と 区別し ます。 荘園 封建 社 答と いうの 
は、 この 時代には、 一方では 武家の 社会が 発展して 封建的 土地 支 i 関係が 
成立す るので すが、 他方に おいては、 なお 古代 社会の 律令 的 土; 4 支配 関“ 
にある 荘園制が 根強く 残存し、 その 制度を 利用して、 封建的 土地 支配 H 接 
を 成立 さ している と みられる、 という 特色に 注 目して 翁う のです。 
封建制度と 言 うのは、 ョーロ ッ パの Feudalism の 訳語です が、 日本の 封 


けんせい ど 


きんじ 


建 制度は ヨー ロ ッ パの Feudalism と 近似して いま すが、 やや 異な っ て お 
り ます。 特に 荘園 封建 制では 相異が 大きい のです。 日本では 歲条 紹 答の 
制度で あり、 土地を 媒介と して 結ばれる 主従 関係で ある 点は ヨーロッパ 
のぞれ と一 致します が、 ヨーロ ッ パでは 封建 領主の 上層の 者が 美 族で あ 
り、 最高の 封建 君主は 国王です のに、 日本では 将軍が 裏 高の 封建 首長で、 
領 主は すべて 武 主 であり、 君主と しての 天皇と 貴族とは、 封建 支配 関ポの 
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表 卜 23 鎌倉時代の 社会秩序— 封建社会に おける 秩序 


牛活の 保証と L 


らちがい . _  きぞく  こ だいて き とちし はいかん けい  うえ  しようえん りようし ゆ  かぎ 

埒外に おかれ、 貴族は 古代 的 土地 支配 関係の 上に ある 荘園 領 主に 限られ 


て \い る ことが、 根本的に 異なる 点な のです。 

とにかく 封建社会は、 封地に よ る 土地の 授受 （日本では 所領 安堵と いう 
関ポを 含めて） 関係と、 それを 媒# と して-立 する 君臣 上下の 主従 制を 
基本と し、 各々 固-した pi 級 的 身分 制度が 厳重に 守られ、 恩義の 観念が 
固定して いる 社会秩序で k かれて いる 社‘ をい うのです。 

(2) 鎌 倉 幕府の 成立と 源氏 3 代 

頼 朝は 平氏の 失!^ を 考慮に 入れ、 武家の 公家 化を さけ、 武家の 本拠地で 
ある 鎌 倉で 幕-を 開き ま したが、 将軍は 決して 日本 全国を 支配した のでは 
なく、 全国の、 将軍と 主従 関 _ を 結ぶ 御家人を 支配した のです。 将軍の 
支配 圏外には、 天皇と 貴族、 あるいは 寺社の 支-する 領域が 存在した ので 

ゆえ  てんのう  くげ  じし や  こ だいて きりつり ようせいし やかい  ぶ け  ほうけん せいし やかい 

す。 故に 天皇 •公家 •寺社の 古代 的 律令制 社会と、 武家の 封建 制 社会と 
が 共存し、 表面上は 互いに その 勢力圏を 守り 犯さない ことにして、 公家 
と;！: 家との 接近を 禁じつつ、 漸次 武家が 公家の 勢力圏を 蚕食して いく 政 
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表 卜 24 鎌倉時代の 政治に おける 二重 統治の 構造— 公武 二 元 政治 


策を とった のです。 それで 鎌倉時代は、 政治 上では 公武 二 元 政治で、 天皇 

しよう ぐん  にじ ゆうとう _ ち  おこ 

と 将軍との 二重 統治 が 行な われて いたのです。 

頼 朝の 開いた 源氏の 幕府は、 頼 朝. 頼 家 • 実 朝と 3 ゼ つづき ま したが、 
その後 執権の 北 舞 $ が、 幕® C を 継承し ました。 


(3) 承 久の乱 

承久 元年 （A.  D. 1219) 実 朝が 公暁に 暗殺され たので、 源氏の 症奏大 
将 軍が 断絶し ました。 朝-では 後鳥羽 上皇が 中心 どなり、‘ 治の 主導権 
は 当然 院 にも どされ るべき ことを 考えて いました。 しかし 幕府 側では _ 
軍職に 京都の、 摂関家 または 皇族よ り 将軍を 迎えて を荐 i させる こ 

じよ ろこう 


きよ ひ 


ほう 


ごとば じよう こうもう  い 

とを、 後鳥羽 上皇に 申 し 入れた のです が、 上皇 ほそれを fi 杏し ま した。 恥 
案ぅ _ は 靈 ねて 1 ぅ M に、 ■ベ i との そ曽ぅ 減に ぁ たる 鐘 ゎ產の_ をし# 輩に と 
奏 諸し、 上 i も それを 詳しました。 をと るのは し# 輩です から、 0 
氏は 執権の 職で 幕 威を とれない ので、 i にし# 輩を ii して II をっ づける 
ことができ ま した 。北 条 氏が 鎌 倉 幕府を 存続 させて いる ぁ‘し# 輩は、 mH 


しよう ぐん 


みやし ようぐん 


かなら  ふじ わらし 


.う ぞく 


上ろ し 上ろ 


ども  むか 


将 軍と か、 宮 将軍と かいって、 必ず 藤 原 氏 か M 蔟か ち劲； の 手 浜を 1 
え、 E (に 蓮す ると 鷄 させた のです。 それでも 善の 難 
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表 1-25 鎌 倉 幕府の 組織 


-政 所 = 庶政 総轄 •財政 •鎌 倉 市政 執権 .別当. 令. 執事. 寄 人 

(公文所）  . 

-問注 所 = 裁判 （債権 関係と 一般 訟訴) •..執事. 寄 人 
-侍 听 二 武士の 統轄. 検察. 刑事裁判… 別当. 所 司. 寄 人 
平定 衆〒 庶政 決裁、 裁判 政務を 合議 議決す る 
引付 衆 二 評定 衆の 補正 

-V ヽ波羅 探題 丁 評定 衆 一 引付 衆 = 京都 守護. 朝廷の 監視 
(京都 守護） 1 -検断 方 
真西 奉行 一 評定 衆 一 引付 衆 = 後に 九州 探題 
- 奥州 奉行 
-長門 探題 

-守 護 = 各国 毎に 設置 •検察 行政権— 守護 大名 化 - fj 

.地 頭 二 各所の 荘園 郷 保に 設置. 土地 収益 権—!" . 


御家人 
-を 任命 
す 


* 印は 北 条泰時 以後 新設の ものを 示す ( 


を 取り戻そう と 考え、 源氏の 血統が 絶え、 鎌 倉の 武家 間に 反北条 派が ぁる 
と 判断し、 承 久 3 年 （A.  D. 1221) 北 条義時 遣 討を 4 し、 其を 挙げ まし 
た。 しかし 幕府 •御家人の 結束は 強く、 頼 朝の 妻 北条政 子は 尼 将軍と 备 
われる 程の 実力を もっていました ので、 尼 将軍の 激 原; に、 頼 朝に 恩義の 
ぁる 諸国の' 武士 達は、 院方 につかず、 上7 皇の 目論見は 破れ、 20 万の k 軍は 

きよう せんりよう  ちゆうき ようてんのう  はいい  ご と ば じようこう  お き  じ ゆん とく じようこう  さ ど 

京を 占領し、 仲恭 天皇の 廃位、 後鳥羽 上皇 （隠岐） •順 徳 上皇 （佐 渡） • 
土 御門 上皇 (± 佐) を 配流し、 院 方に 味方した 者の 所領 3 千 余 か 所が 没 
収 され、 あっけなく 戦乱は 終わり ま じた。 これが 承 久5 の 乱です。 


(4) 北条 執権 政治と 元寇の 役 

承 久の 乱の 幕府 方の 大勝 利は、 北条 執権と 御家人との 間に、 ¥刀 めて 乱 
の 論功行賞 として、 新 恩を 与えた ことで、 強固な 主従 関 g が 成立し まし 
た。 & 後 約 50 年間、 泰時 •時 頼 •時宗と 名 執権が つづいた こと も あって、 
幕 i は 安定し、 泰 時が 貞永 元年 （A.D.1232) に、 御成 敗 式目を 制定し、. 
武家 社会 治の 武家 法を 初めて 成文法と して 完成 させ ま したので、 武家 政 
治の 基本が 緩まされました。 「源氏の 幕府」 でしかなかった 鎌 倉 幕府が 名 
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表 1-26 関東 御家人と 武士 社会の 組織 


御家人 制 


惣領制 


惣領 制の 崩壊 


①鎌倉 幕府 成立の 基盤は 将軍 ある いは 執権と、 関東 御家人と の 主 
従 制に おかれた。 

, 一 (D 当初は 源 頼 朝と 東国 武士と の 主従 関係に あっ たが、 守護 • 地頭 
の 設置、 承久の変 後の 新 補 地頭の 補任 によって、 その 結合は 全 
国 化し、 源 頼 朝の 御家人と いう 形から、 武家政治 機構に おける 
幕府の 御家人す なわ ち 関東 御 家 人へ と 変質した。- 

-③ 従って 幕府の 要職、 守護 地頭 以下 諸 職に 任ぜられる ものは 皆 御 
家人に 限られた。 

-④ 御家人の 資格は、 将軍に 名簿を 捧呈し 臣従を 誓約し た 武士 であ 
り、 それにより その 武士の 所領が 幕府に よって 保証せられ てい 
る 者— 所領 安堵。 

1 一⑤ 御家人は ④ 軍役 奉仕— 京都 大番役 • 鎌 倉番役 • 九州 警固番 役 
(元寇 前後） • 戦時の 出征。 ©恒例 • 臨時の 公事と 称する 納税 
による 財政 負担の 義務が 課せら れ た。 

① 御家人 は 各 g の 所領に おいては、 農業 経済に 立脚した 領主 的 性 
格を もっていた。 

| 一© 御家人は 自己の 所領を、 一族 および 家 子 郎党に 分割して 与え、 
各自に 農業を 経営 させ、 一部は 自らの 直営 地と して、 下人 所 従 
を 用いて 耕作 させる の が 普通であった。 — 御家人の 経済力の 源 
泉 。 

1 一③ 御家人は これ 等 家 子 郎党と 家族 的な 関係を 結び、 自ら 惣領 とし 
て 彼等の 統制に 任じた。 こ の 族 制 的 結合 関係を 惣領制 と 名付け 、 
一朝 有事の 際は 部下を 悉く 武装せ しめて、 自 ら 軍役に 赴いた の 
である。 4 いざ 鎌 倉とは こ: う した 所に 生まれた 言葉で ある。— 
御家人は 軍事力の 源泉。 

I 一④ 当時の 御家人の 相続 制度は 諸子 分割 相^ I が 一般的であった ので、 
御家人の 所領は 世代 毎に 細分 化された。 これが 御家人 所領を 縮 
小 化せし め、 それが 惣領 制を 崩壊せ しめる 一因と なった ので、 
分割 相続 制を 改め、 制限を 加え、 長子 単独 相続 制に 変化して い 
っ た。 

- ①惣領 制は 鎌 倉 中期 以後に おいて 崩壊 過程を 迪 りつつ ある。 その 
原因と なる 所は、 ④ 相続 制の 矛盾、 @ 農村に おける 貨幣経済の 
発展 流通、 〇 農村の 変貌、 @ 元寇の 役に おける 軍費 負担に よる 
御家人の 経済的 窮乏。 惣領制 崩壊は すなわち 幕府の 滅亡の 要因 
である。 

-② 下人 所 従が 半独立して、 小作農 化し、 商業の 発展に より 年貢を 
金納す る 小作が 現れ、 主従 関係が 希薄になる。 — 農民の 地位 向 
上。 産業の 発達は 同時に 消費 経済を 拡大し、 農村に おける 物納 
年貢に 依存した 武士の 生活を 苗窮 化せし めた。 そこで 惣領 とし 
ての 統制 力は 弱体化し、 向上した 下人 所 従、 家 子 郎党は 惣領よ 
り 離れて 新しく 名主 作 人の 関係を 結ぶ 農 経営に 変化す る。 やが 
て それら は 有力 な 地頭 守護と 新し い 主従 関係を 結ん で 独立 化し 
ていった。 

-③ 元寇の 役 後に おける 御家人 社会の 困窮は ます ます 惣領 制を 破壊 
し 幕府 滅亡を 早める 要因と なった。 

一④ その 関係を 図に すると 下の 如く なる。 


(惣 領） 


你府 


御家人 


(主従 関係 1^( 領 王) 


(族 制 的 結合） 


(労働 奉仕） 


下人 •所 従 


(隸 従的 農民) 


家-了- •郎党 


下人 •所 従 


守護 大名 


(封建 関係） 


名 王 


ス (地主 •小作)、 ， _ (隸從 的) 


(地代） 


作 人 
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震 巽に 「歲 条銨 潺 の 鱼絨と しての H へと1# 秦 しま した。 ところが _15. 
と して 起こった 元寇の 役は、 隆‘に 向かって いた 北条 氏の 政治に 大きな 
影響を 投じました。 文‘ •弘 安の 役は 武条の 勇戦と、 元の 海況を 知らな 
かっ たための 自滅に よって、 世界 中1 C 元の 侵 略に 屈 しなかった 唯 二の 国 I 
である にも拘らず、 幕府に 経 清 的な 破 錠を 1生 じさせ、 戦費を 負担した 御 家 
人の 経済的 困窮と、 論 功の 不満から 幕]# への 反感が 募り、 急 速に k 府 を_ 
運に 向かわし ました。 更に 御家人 社‘ の 分割 相続 制の ため、 世代 毎に 所 
領が 細分 化された ので、 武家 社会の 惣領 制' を 崩壊 させた こと も 影響して、 
幕府の 没落を 早めた のです。 

(5)  鎌 倉 幕府の 崩壊 

第 14 世紀に 入る と、 御家人 社会の 内部的 崩壊から、 北条 幕府は 急速に 
衰亡に 瀕しました。 更に 拍車を かけた のは、 幕府が 皇室!^ 部の 持 明 院統と 
大覚 寺統の 皇位 継承に 千 渉して、 両統迭 5 の 誓約を とった ことから、 後 
醍醐 天皇に 討幕の ¥ 意を 謹く させた ことです。 天皇 親政を 企図した 天皇は、 
院政の 廃止 • 記録 所の 設置 • 朝政 改革を 行ない、 武家で も 各地の 地頭 •名 
主 •悪党と 結んだ 守護が 幕府に 反感を もち、 封建 首長と しての 北条 氏を 
見限り、 天皇 支持に 変わったので、 天皇は そう した 力を 結集し、 正 中の 

へん  げんこう  へん  しつ ぱい  くつ  つい  につた よし さ だ  あしかが たかう じ ちから  え  ろくは 

変 •元弘 の 変の 失敗に 屈せず、 遂に 新田 義貞 •足 利 尊 氏の 力を 得て、 六 波 
羅 探題と 鎌 倉 幕府を 攻略し、 元弘 3 年 （A.D.  1333) 北条高 時を 倒して、 
幕府を 滅亡 させ、 建武の 新政を はじめました。 

(6)  鎌 倉 文化 
(a) 鎌 倉 仏教 

鎌倉時代は 貴族から 武士の 時代へ 大き く 転換した 時代で したが、 仏教 
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界も いちじる しい 変化を とげ ま した。 すなわち、 飛鳥時代の 仏教 伝来 以 
4、 はじめて:^ 長 ■: fe から ザは 二 こぃたる 运誠 の: T 々とに 表 
教 する 時代を 迎えた のです 0 

最初に あらわれ たのが 浄土宗を おこ した 法然 で、 彼は 阿弥陀 仏の#' いを 
信じ、 念仏 （南無 阿弥陀‘） をと なえれば、 死後 誰でも 平等に 極楽浄土に 
往生で きる と 説き、 弟子の 親鸞は 信心を おこして 念仏を となえれば 往生 
でき、 また 悪人 こそ 仏が 救おうと している と 説きました （悪人 正 機！^)。 
その 教えは 主と して 農民 層の 間に ひろま り、 浄土真宗 （ご 向宗） と 呼ばれ 
ま した 0 

同 じ 浄土教の 中からで たのが、 時宗の J 遍 です。 彼は すべての 人が 救わ 
れる という 念 イスの 教えを 説き、 念 K をと なえながら、 時には 踊念么 をと も 
ない 全癒 [各地を 布教して 歩いた ので、 遊行 宗 とも 呼ばれました。 また 同 
じころ、 天台宗を 学んで いた 日蓮は 法華経に よって 新しい 宗派を おこし、 
題目 （南無 妙 法 蓮華 経) をと なえる ことによ っ て 仏の 救いに あずかる こと 
を 説きました。 彼の 教団は 日蓮 宗 あるいは 法華宗と 呼ばれて います。 

ま た 関東の 武士の 間で 人気を 得た のが 禅 宗 です。 禅 宗 には 2 派が あっ 

ちゆう ごく  そう りゆうが く  .えいさい （ようさい） どうげん  りんざい しゆう そうとう 

て 中国の 宋に 留学した 栄 西と 道元に よって、 それぞれ 臨 済 宗と曹 洞 
宗が 伝え られま した。 禅 宗は 他の 宗派な どの 他力本願と はこと なり、 坐禅 
という きびしい 修業に 徹する 自力 本願で、 もっぱら 精神 知な 鍛練を 目 知と 
しました。 臨 済宗は 幕府と 結びつい たために 繁栄し、 宋 から 蘭 渓道條 • 
無学 祖 元ら を まねき、 鎌 倉に ほ 建 長 寺 • 円覚 寺な どを 建立し ま した。 ご 
方 道元は it 力に 接近せ ず、 越 前の 永 平 寺に こも っ て 座禅に 徹する ことを 説 
き、 「正 法眼 蔵」 を あらわしました。 

このよう な 鎌 倉の 新 仏教に 共通す る 特色は、 旧 仏教の もとめた きびし 
い 戒律 や 学問、 あるいは 寄進な どに とらわれず、 ただ ひたすら 一つの 道 
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CMI - 1 も 目く  .#) にょ って のみ K われる と蠢 き、 長;: ^ゃ撼_ に i る まで 赤 
教を ひろげた こ とです。 

きゆうぶ つきよう がわ  しんぶつ きよう しげき  ほつ そうし ゆう じようけ い け ごんし ゆう こうべん 

旧 仏教 側で も 新 仏教に 刺激され て、 法相 宗の貞 慶や 華厳宗の 高 弁は 
南都 仏 救の 復興を 試み、 宗の叡 尊と 忍 性ら は 社会の 弱 者で ある 貧しい 
人々 や 病人の 救 g • 治療を し、 また 河川に 橋を かけるな どの 事業に 活躍 
しま した 0 

(b)  中世 文学の おこり 

文学の 世庳 では、 和歌に 藤 原是家 •藤 原の 隆が あらわれ、 後鳥釦 上皇 
の‘ で 「新 古今 集」 を 撰し、 技巧と 観念的な 美の 境地の 新 古今 調を 完-さ 
せました。 また 定 家に 学んだ 将軍 源 実 朝は 万 葉 調の 歌を よみ 「金槐 和 
歌集」 を、 武士 出0 身の 西 行 法師は 清新な 秀歌を よんで 「山家 集」 をの こし 
ま した。 

この 時代の 代表的 文学に、 戦いを 題材に した 軍記物語が あります。 な 
かで も 「 平家物語」 は 盛 者 必衰 という 仏教 的 無常 惑が 全編 を つらぬい 
た、 平氏の 一大 興亡 史で すが、 諸国を 遍歴す る 琵琶 法師に よって 多くの 武 
± や 農民の 前で 語られました 0 

また 随筆に 鴨 長 §1 の 「方丈 記」、 この 時 # の 末にで た吉田 兼!# の 「徒然 
草」 が 名作と して 名高く、 説話 文学では 「古今 著 聞 集」 や r 沙石 集」 が あ 
ります。 摂関家の 出身で ある 慈 円が 書いた 「愚 管抄 は 歴史 書です が、‘ 
教の 末法思想の 影響が 強く あらわれて います。 

なお 北条実 時は 学問を 好み、 和漢の 書物を あつめ、 武 蔵の 金 沢の 称名 
寺に 金 沢 文庫を たてました 0 

(c)  鎌 倉 美術 

精神的な 文化 だけでなく、 美術の よ うな 造形 的な 分野に おいても 新しい 
傾向が おこり ま した。 まず 新風を ま きお こ したのは 彫刻の 分野です。 
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i 苹の筝 靛畚 の 118〇 挙 、た 羊の Ms は莆 彔 に 炎を はなち、 そのた め M 笑 
寺 •興 福 寺は 全焼して しまい ま した。 と もに 天平 時代の 寺院です から、 
天平 建築 •天平 彫刻の 宝庫であった ことにな り ます。 彳 この 焼失 寺院の 
復興の ために 嘉良 仏師の 康慶. 運慶 父子 や快慶 たちが 活躍し ま したが、 彼 
等は 表面的な 写実 だけでなく、 内面的な 個性まで も 表現し ょうと した 矣 

びようち ようこく  はん  けつ か あたら  じだいせいしん  ちからづよ  しや じつせ い  ぶつ 

平 彫刻に 範を とった 結果、 新しい 時代精神 にそく した 力強い 写実 性の 仏 
像が つくられ、 これが 新時代の 作風と なりました。 

とうだいじ なんだい もん こんごう _ りきし ぞう うんけい かいけい とうだいじ そうぎよう はちまん ぞう かい 

東大寺 南 大門の 金剛 力士 像 （運 慶 • 快慶） •東大寺の 僧形 八幡 像 （快 

けい ちよう げんしよ うにん ぞう こうふく じ むち やく せ しんぞう うんけい てんとうき りゆうとう きぞう こう 

慶) 、重 源 上 人 像、 興 福 寺の 無 著 • 世 親 像 （運 慶)、 天燈鬼 •竜 燈鬼像 （康 

べん ろく はらみつ じ くう やしよう にん ぞう こうしよう めいげつ いん うえす ぎしげ' ふさ ぞう  げんぞん 

弁)、 六 波羅蜜 寺の 空 也 上人 像 （康 勝)、 明月 院の上 杉 重 房 像な どが 現存し 
ています 0 

建築では、 ¥ 安 時代 以来 日本的な 和 様が 一般的で したが、 鎌倉時代には 
中 国から 大 S 様と 禅宗 様が 替えられました。 大‘ 様は 東大寺 再建に あた 
っ た 重 源が 中 国宋か らもたら した も ので、 豪放で 力強い 構造 美が 特 色で、 
東* 寺の 南 大門 や 鐘 楼 がその « 構です。 禅宗 様は^ さな i 材を 組み あわ 
せて 整然と した 售 しさを も とめた のが 特 色で、 代表的な も のに 鎌 倉の 円 
覚寺 舎利 殿が あり ます。 もっと もご般 寺院の 建築は 前 W からの 和 様が ほと 
ん どで、 それに 新 様式の 一部を と り いれた 折衷 様 も 建てられて いま した。 

絵画では 毕安 後期 か ら はじま っ た 絵巻物が 全盛期 をむ かえ、 北 野天 神 縁 
起 絵巻 •蒙古 襲来 絵 詞 • ご遍 上人 絵 伝な どが えがかれて います。 ま た 写 
実 的に 肖像を えがいた 似 絵には 藤 原隆信 •信実 父子の 名手が でました。 

たかのぶ  さくひん  たいらの しげ もり みなもとのより とも  しよう ぞう  しや じつて き  ひよう げん 

隆 信の 作品で ある 平 重 盛 • 源 頼 朝の 肖像は まことに 写実的な 表現で、 
それぞれの 個性が あらわされて います。 書道では 和 様を も とに した 青 蓮 
院 流が おこり、 エ_ では 武士の 登場と ともに 武具の 或 作が 発達し、 甲 胃 

みよう ちん  とうけん  おさ ふねな がみつ  あわた ぐちよ しみつ  おか ざき まさむね  とうげい  か 

の 明 珍、 刀剣の 長 船長 光 •粟田口吉光 • 岡 崎 正宗が あらわれ、 陶芸では 加 
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がで ました 0 

(7) 建武の 新政 

北条 氏を 倒した 後醒醐 天皇は、 京都に おぃて、 摂政 •関白. •太 政 大臣 
を 廃し、 天皇と 公卿が 政治を とり、 公家 一統の 政治と ぃわれました。 国政 
は 記録 所の 寄 人 11 名が 天皇の も とで 万機を とり、 土地 関係の 訴訟の 滅定 
をす る雑訴 決断 所を おき、 全国の 武士 取り締ま りの 武者 所を 置ぃたり、 軍 

こうこう しよう つかさど おんしよ うかた  もう  ぶ. け  _ とうりよう  せぃぃた いしよう ぐん  to ながしん 

功行 賞を 司る 恩賞 方を 設け、 武家の 頭 梁と しての 征夷 关 将軍に 護 良 親 
王を 任命した ほか、 地方 統制の ため、 奥州 鎮守府を 設け、 義良 親王を 将 
軍、 東国 鎮守府に 成 良 親王を 将軍と して 派遣し、 国 毎に 国司を 任命して、 
歲釦の 等 護を 抑 运 する# 讳 i を 整ぇました 0 この 天皇 親 & は、 基礎が 薄弱 
で、 k 皇を 支持して 北条を 倒した 武将たち の 期待を 裏切り、 公家 政治に 遡 
吾す る 探 fti であり ま したので、 武家の 反感 不満が 大きく、 大 内裏 造営な ど 
で 人民の 矣 も 増して、 2 年 足ら ずで 人心が 離反 してし まぃ、 むしろ 武家 
i 治の 復活を 望む 声が 大き くな り ま した 0 


表 1-27 建武 新政の 組織 

^ 記録 所 = 寄 人 11 名を 任命し 天皇 親政の もと で 万機を 行なう 
一雑訴 決断 所 = 毎月 6 回 会議を 開き 土地 関係の 訴訟の 裁定を 
なす 

一京 都 —— 武者 所 = 全国 武士の 取締り •軍事 統轄 •京都 守護 

一 恩賞 方 二軍 功を 調査し 論功行賞 を 司る。 万里 小路 藤 房を 任 
ず 

L 征夷大将軍 二 武家の 頭 梁… 護 良 親王を 任命— 尊 氏の 反感 
卩 国 司 = 国 毎に 任命し 守護の 勢力を 抑圧す るに つとめる 
地 方 一  一 奥州— 義良 親王を 将軍 • 北 畠 親 房を 陸 奥 守と し 

— 鎮守府 一  奥州 鎮撫 

東国— 成 良 親王を 将軍 • 足 利直義 を相模 守と し 
東国 鎮撫 

*  摂政 •関白 •太 政 大臣を 全廃し、 天皇 親政の 実を 計る。 
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(8)  南北朝時代の 動乱 

天皇 や 公卿の やり 方が、 武士の 実力に よっ て 幕府を 滅亡 させた にも かか 
わらず、 恩賞が 公家に 重く、 武士に 薄かった ことから、 武士の 公家に 一す 
る 反感が 激化し、 足 利 尊 氏は 征_ 大将軍に 補任され る こと _を 望んだ のに、 
親王 将軍が 任命され たこと で 天皇に 反感を もち、 ついに 建武 新‘ に 見限 
りを つけ 早く も建武 2 年 （A.D.1335) 11 月、 鎌 倉に 赴き 新政に 離反し、 
武士を 糾合して 反旗を 掲げ ま した。 これは 北条時 行の 乱を 平-する のを 
口実に したので すが、 鎌 倉 入りに 際し 不平 武士は 尊 氏に 従いました。 この 

なかせん だい  らん  おとうと あしかが ただよし  も _ りなが しんのう .いしむろ _ あんさつ  たかう じ ちよう 

中 先代の 乱で、 弟の 足 利 直 義は護 良 親王を 石室で 暗殺し ま した。 尊 氏は 朝 
命 : をう けても 帰洛 せず、 朝廷は 尊 氏の 謀反を 確認して i 討を g じ ま した。 
京に 攻め こんだ 尊 氏は、 奥州から 出撃した 北畠顕 家の 大 軍に、 g 田義 

さ だ くすのき まさしげ ごうり ゆう  せつつ たたか  やぶ  いつたん きゆうし ゆう のが せいりよ く ばんかい 

貞 •楠 正 成が 合流した 摂津の 戦いで 破れ、 一旦 九 州に 逃れ 勢力を 挽回 
し、 再び 東上し、 天皇は 神器を 奉じて 吉 野に 逃れました。 尊 氏は 上洛し 

じみよう いんとう  こうみよ ういん  とよ ひとしん のう  よう  こうみよう てんのう  もう  よし 

て、 持 明 院統の 光明 院 (豊仁 親王） を 擁して 光明 天皇と 申し、 ここに 吉 
野 （南朝） と 京都 （北朝） とに、 二人の 天皇が 対立す る ことにな り まし 
た。 この 後 京都と 吉 野との 間で、 南北朝 57 年間の 抗争が 繰り返される こ 
とに なり、 尊 氏は 延元 元年に 征夷大将軍 になり ま したが、 動乱と 足 利 氏の 
内訌の ため 幕府の 基礎を 固める ことが 未 可能でした。 

(9)  室町 幕府の 成立 

自ら 征夷大将軍を 望んだ 尊 氏です が、 動乱の 最中で、 足 利 氏は 幕府を 
成 5 させる 余裕が なく、 二 代 目義詮 を# て、 三代 将軍 義満に 至って 漸く 
幕府の 採 制が 整ったの です。 それは 南北朝の 抗争 も、 武家 方で も、 足 利 氏 
の 内訌が あって、 団結して 宮 方を 玫 撃で きない 事情が あり、 尊 氏が 死去し、 
一方 宮方 でも 吉 野から 山間 僻地の 賀名 生に 遷っ たり、 歴戦の 武将 功臣が 死 
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表 1-28 室町 幕府の 政治 組織 

侍 所= 軍事警察… 所 司 (.四 職） • 所 司 代. 寄 
人 

政 所= 財務… 執事 • 執事 代 • 政所 代. 寄 人 
問 注 所 二 裁判… 執事 • 執事 代 •寄 人 
評定 衆=将 軍 • 管領の 諮問 役 一 引付 衆 = 訴訟 
を 司る 

恩賞 奉行 二 軍功に 対する 恩賞を 司る — 南北 
朝め 争乱 


関東 管領 (鎌 倉） 

「九州 探題 •  _ 満の時 今 川 了 俊を 任命 
探題 一一 中国 探題 

L 奥州 探題 —— 羽 州 探題 
守遽 二 国每に 任命 一 1 地頭 


歿し、 特に 九 州の 宮方 勢力 を 統べて いた 懷良 親王が 崩 じた ことな ど が あ 
づて 、両 者 間に 漸く 和 ¥ へのき ざ しが 見え 始め ました。 正 平 17 年 (A.  D. 
1362) に 光厳 院 (北朝） が吉 野に 幸し、 後村上 天皇と 対面され たりして、 
両 皇統 間に も 円満 和 年 解決の き ざしが 見え ま した。 正 平 23 年 （A.  D. 
1368) 義満が 大将軍に 補任され、 その 頃す でに 宮 方は 吉野 山中に 孤 
立す る 状 si でした。 そこで 義満は 後亀山 天皇 （南朝) が、 後 小 S 院 （北 

ちよう  てんのうい  ゆず  しようら いほくち よう  なんちよう りようとう  こうご  こうい  けいしよう 

朝） に 天皇 位を 譲り、 将来 北朝 •南朝の 両統が 交互に 皇位を 継承す ると 
いう 条件で 和平の 交渉を しま したが、 後亀山 天皇 も この 条件を 容れ 、元 
中 9 年すな わち 北朝の 明徳 3 年 （A.D.1392) 後亀山 天皇は 京都に 還 幸 さ 
れ、 神器を 後小松 陰に 授けられました。 ここに 南北 両 朝の 対立は 全く 解 
消し、 皇 & は 二 系に もどった のです。 これより 先、 義満 は、 天授 4 年 （A. 
D. 1378) 京都の 室町に 花 御所を 造 逢して おります が、 この頃 漸く 室町 幕 
府の 政権が 安定して きたので した。 
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楚莉去 の は 日本 去 じ 左、 i 三# 島の 袭条 です。 その 鱼撼 は关 

体 鎌 倉 幕府 の 機構を うけてい ますが、 鎌 倉 幕府と 著しく 異なった 点が あり 
ます 0 頼 朝は 武士の 中心 東国に 居を 構え、 都の 公家の 影響を 武家が うけ 
ないよう に 努力し ま した。 そ して 強硬な 主従 関係を 基盤と した 御家人に 
支えられて いま した。 北 条氏も それを 継承して いま したし、 潮廷や 公家 
の 動静を 監視し、 極 力 それと 合体す る ことを さけて きました。 この 鎌 倉 
幕府の 武家政治と しての 基本 方針を、 足 利 氏の 幕府は 継承す る ことができ 
ませんで した。 足 利 幕府は 当初より、 つねに 南朝と いう 敵と 相対 笠し、 交 
戦 状 態の 中で 政治 を 推進し なければ ならなかった ので、 北朝を 擁立して 
いる 以上、 京都から 離れる ことができなかった のです。 京都で 北朝を 支持 
していく 上で、 また 公家と 完全に 絶縁す る こと もで きず、 公家の 授 助も必 
要でした。 そして 足 利 氏は 当面の 敵で ある 南朝を 抑える ために、 同僚で 
ある 多くの 武将 と 手を 結ばなければ なりませんで したので、 多くの 守護 大 
名たち と の 連合政権 という 形を とら なければ な ら なかった ので、 鎌 倉 幕府 
のよう な 強 力な 御家人と 主従 関係を 確-する ことは 不可能でした。 京都 
で 幕府を 開いた ので、 武家の 基盤で ある 東国には、 鎌 倉に 関東 管領と いう 
出先機関を 設置し なければ なり ませんで した。 これは やがて、 将軍と 関東 
管領が 対立す る 原因に なり ま した。 このよう に 室町 幕府は 成立 当初から、 
弱体な 不安定な 幕府でした。 

第 15 世紀は ほぼ 全般を M じて 室町 幕府の 統治 期間で したが、 その後 半、 
応仁 元年 （A.  D. 1467) 丘 後は 幕府の 威令 ： は 全く 地に 墜 ち、 二般に 戦国 時 
W と言われる 動乱の 時代に 突入して いく のです。 

さんだいし ようぐん よしみつ  とき かろ  あんてい  むろまち ばくふ  よしみつし ご  たち ま 

三代 将軍 義満の 時、 辛う じて 安定を みた 室町 幕府 も、 義満 死後は 忽ち そ 
の 弱 体を 暴露し ました。 御家人の よう な将 軍に 忠 _ を 誓う 直 属の 家臣 団 
がな く、 守護 大名と いう 将軍の 同僚との 連合政権であります ので、 鎌 倉 
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S 南と 筒 じ 茗し奋 の 管1^ で も その上 ひ 匕1 臺 るし く M なっ てい ます。 等 4 •  % 
頭の 併 立は、 守護が 各々 地頭を 配下に おき、 そ の 間に 主従 関係が 成立し ま 
したので、 守護は 任 国を 各々 一円 化して 強大な 地方 領主 一 "大名と 花し 
てい ま した。 将 軍の 経済的 基盤は 御料 所と いう 僅か ばかり の 直 轄 ：& の収 
入に 成存 する だけで、 将軍 • 幕府は やむなく 京都市 中の 土 倉. 酒屋な どの 
高利 貸 資本 か らの 運上 • 冥加金と、 段 銭 とか 棟 別 銭 や 関 銭な どを 課して 得 
た 財源で、 財]^ を まかなった のです。 幕府の 威令は 山城 1 か 国に しか 通用 
しなくなる のです。 こんな 状態です から、 守護 大名の 権力は 将軍を はる 
かに 超え、 管-や 所 司な ど が 幕府 の 要職を 占めて、 幕政を 牛耳る ことにな 
り ま した。 

‘14 世紀の、 幕府 草創の 驗 から、 屢々 将軍と 有力 守護 大+ 名の 乱が あ 
り ま した 0 

①  明徳の 乱 （A.D.  1393) 将軍 義# が 山 名 氏を 滅ぼしました。 

② 応 永の 乱 （A.  D. 1399) 将軍 義満 が大内 氏を 滅ぼしました。 

こ の 頃は ま だ 有力 守護 大 名を 抑えよう とす る 幕府の 積極 的 i 図が 見 
え、 守護 大名の 強大 化を 抑止し、 幕政の 安定を もたらし ましたが、 _15 
世紀に な ります と、 

① 永享 の 乱 （A.  D. 1439) 幕府は 関東 管領 持 氏を 倒しま したが 管* の 

実権を 上 杉 氏に 奪われました。 

かきつ  らん  しよう ぐんよ しのり  はり まの くに  し ゆ ごだいみ よう あかまつ みつすけ 

② 嘉吉 の 乱 （A.  D. 144 1) 将 軍義教 が、 播磨 国の 守護 大 名 赤松 満祐に 

暗殺され ま した 0 

③  東国の 紛争 （A.  D. 1455 〜） 関東 管領の 分裂で、 古河 公方 • 堀 越 公方 

ごうそう  うえす ぎし おうぎが やつ やまのう ち  け  ぶんれつ こうそう  .とうごく  せんらん 

の 抗争と、 上 杉 氏の 扇 谷 • 山 内, 2 家の 分裂 抗争で、 東国は 戦乱の 

世と なり ました。 

このように、 4 乱が おこっても、 幕府の 力では 収 拾が つかない 有様で 
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す。 その M をぅ けて 有 輦_該 は、 育 ■の &り 去く 花と、 譬 核 •  M 南の 藝りガ 銃 

争に よる 現実の 苛 d さに 堪えられず、 政治を 細 川 • 畠 山 2 氏に 委ねて、 i 
避 的な 生活を してい ま した。 義 政の 夫人 日 野 富 手は 権勢と 財力と“ 备の 
政治を 公然と 行ない、 益々 幕府の 財政を 窮乏に 追い こみ、 将軍の 権 k を お J 
とさせました。 そこへ 将軍“ 嗣問 s が おきまして、 それが 畠 山 氏の 内 ir 
を 導火線と して、 京都を 中心とした 大乱と なりました。 これが 応仁 元年 
(A.  D. 1467) に はじまる 応 仁の 善しです。 京都を A 台と した、 畠 山義就 •_ 

かど  しえん  _ やまな そう. ぜん  せい ぐん  まん はたけ やま まさな が  し えん  ほそ かわかつ もと  とうぐん 

廉を 支援す る 山名宗 全の 西 軍 11 万、 畠 山 政 長を 支援した 細 川 勝 元の 東軍 
16 万。 幕府は 細 川 方に 加担して 宗 全を 討たせました。 京都で ik は 勝敗 
がつ かず、 両軍は 互いに 後方 攪乱 策を 用いました ので 戦禍は 次第に 地方に 
波及し ました。 文 通9 年 （A.  D. 1477) 優 _ であった 細 川 軍 も 大和 河内で 
潰滅し ま したので、 同年 11 月、 両軍は 漸く 戦に 倦怠して 物別れと なり、 そ 
れぞれ 領国に 引き上げて、 さ しもの 大乱 も、 あっけなく 11 年の 邊 月を 賽 
やして 終わり を つげ ま した。 将軍は 荒“ した 京都に 一人 残され* I:  く：! の 
みの 存在と なり ま した。 応仁の乱の i こっ た応仁 元年 （A.  D. 146 7) を も 
っ て、 戦国 時 W の はじめと し、 また 応仁の乱の 終わった 文明 9 年 （A.  D. 
1477) を もって、 実 M 的な 室町 幕府の 滅亡と みても よいでしょう。 

(10) .中世 社会の 変容 

南北朝の 争乱は、 荘園の 崩壊を 加速度 的に 早めました。 荘園の 崩壊は 

しようえん ほうけん せい  かまく らばく ふ  しようえん てき  おんき ゆうせい  ぞくせい てき  し ゆ じゆう 

荘 園 封建 制を とっていた 鎌 倉 幕府の 荘園 的な 恩給 制と、 族 制 的な 主従 
制と に、 大きな 変革を おこさせます。 武家時代 になって 荘 園の 内' 部に わり 
こんで きた 地頭 権の 増大は、 荘園 領 主にたい して、 地頭の 年貢 請資 制を 
獲得 させ、 やがて 地頭が 荘園 支配権を 手に入れる 方向に 走ります。 下地 
中 分の 法は 全国の 荘 園の 半分が g 然 武家 領に 編入され る 仕組みで した。 
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浄土真宗 （一向 宗） は 本願 寺の 蓮 如に. より 各国の 農民が 本願 寺 
門徒と して 組織化され た— 講の 組織— これによ り 守護 領主と 戦 
い 一挨 を 起こした。 

1474 年 （文明 6 年） 加 n の 一向 一揆は 加 n —  国を 支配し、 1488 
年 （長亨 2 年） 守護 富 樫 政 親を 倒し、 以後 100 年間に わたり 加貨 
— 国は 百姓 持ちの 国と なる。 1563 年 三 河の 一向 一 探は 徳川家 康を 
悩ま し大坂 石山 本願 寺の 一向 一揆は、 信 長と 数年間 戦を 交え、 
1580 年 （天 正 8 年） 漸く 降服した。 これが 最後で ある。 

•16 世紀 中頃 京都の 日 蓮 宗徒が 一揆 を 起こして、 本願 寺と 争闘し 
ま た 延暦寺 と 争った が叡 山の 宗徒の ため、 京都の 日 蓮宗の 寺 21 
か 寺を 焼き払われて、 日蓮 宗は顿 座を 来して 止んだ。 


p- 土 一揆は 守, 濯 大名を 没落せ しめる 程め 実力 を もってい たから 容 
易に これを 鎮圧 出来なかった が、 彼等と 同じ 行動を とった 戦国 
大名が、 勢力を 確立す ると、 一揆が 彼等の 支配に 障害に なるこ 

- 揆の鎮 圧 一 とを 知り、 これを 統制す る につと め、 一揆の 切り崩しに かかる 

ようになった。 名主. 地 侍を 戦国 大名の 家臣 団 に加えて 主従 制 
を 結び、 一揆を 軟化 させ、 武士と 農 K の 切り離しを 策した、 分 
断 作戦が 功 を 奏して、 土 一揆を 鉛定す る こと が 出 来たの である。 


表 1-29  土一 揆の 消長 


一荘 園 領主 や 守護の 誅求 圧迫が 強化され、 年貢が 増大し、 貨幣 流 
,,, _  .V-  ^  通に より 農村 生活が 困苦せ しめられ たが、 農民が 団結の 力を 自 

,y'  m  覚 して 来たので、 更に 武器を とって 圧迫に 対抗す るに 至った。 
し 農民の 武力 対抗が 一揆で ある。 

- 初期 の 一揆. 荘園 農民の 領主 誅求 に対する 武力 蜂起は 第 13 世紀末に 既に 見ら 
れ る。 

-馬 借 一揆  1419 年 （応永 26 年）、 1426 年 （応永 33 年） 近 江の 馬 借が 武力 蜂起し 

す こ。 

,  一 1428 年 （正 長 1 年） 将軍 義教の 時 近 江 坂 本の 馬 借が 不作で 困苦 

している 農民を 幕府 や 領主が 救済 しないの で 煽動 して 共に 武力 
-正 長の 土一 接 一 蜂起し 京都に 乱入、 酒屋 土 倉を 襲撃し 幕府に 対し 徳政 要求を 出 
. す。 これが 本格的 土 一揆の 最初で ある。 これを 正 長の 土一 揆と 
— いう。 また 徳政を 要求した の で 徳政 一挨 ともいう。 

厂1429 年 （ 永亨 T 年） 播 磨の 土民が 守護の 家臣で ある 武士 を 国中 
-播 磨の 土 一 探 一 から 追放す る こと 一 封建 支配の 排除. を 目的と する一 を 宣言して 
し 武士 と 戦い 守護 赤松 満祐が 帰 国して これ を 鎮圧した。 

「こ の 二つの 一揆に 刺激され そ奈 良. 和 泉. 河内. 伊勢. 紀 伊に 
- 諸国の 土 一挨一 つづいて 土 一揆が 起こり 質屋 富豪を 襲い、 質 物を 奪取し、 借金の 
L- 証文を 破 却、 焼き捨て 金品を 奪ったり した。、 

一 1485( 文明 17 年） 畠 山 政 長 • 畠山義 就の 内訌は 山城 国内で 戦を 交 
え、 城を 構えて 対峙し、 互いに 関所を 設けて 国内 交通を 杜絶せ 
しめ 農民を 人足に し、 寺社 本 所領を 奪い 軍費に' あてた ので 山城 
一国の 土民は 16 歳 一 60 歳まで が 団結して 8 月 4 日 一揆を 起こし 
- 山城の 国 一揆一 12 月 11 日 国人 全体の 大 集会を 開き、 ①両皇 山の 軍兵の 国内 立 入 
禁止 ② 荘園 横領を 停め ③新関 撤廃を 要求 U 両軍は 同意した, 
土民は 山城 一国の 中立を 宣 し、 国内 行政 警察 軍事 権を 獲得し、 
1493 年 （明応 2 年） に 至る まで 8 年間に わたり 一揆が 支配した r 
一一 > 山城の 国人 会議。 


-播 磨の 土 一 探 


- 諸国の 土 一 挨_ 


- 山城の 国 一揆- 


.•か 
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ぞ罜ゃ を 辜な づけた のは 等 4 で、 等 4 は發条 をみ-からの® 管と しなが 
ら、 「一円 知行」 といって、 荘園 内の 全権を 掌握し、 武士との 間に 新たな 
封建 関係を 発-させました。 武家 社会の 変容す る 中' で、 生産を 分担して き 
た 農民 社会 も、 漸く 革を 生じは じめ ました。 荘 園内の 農民は 灌或 施設 や 
共 同 用益 地を k 介と して、 荘 民の 共同体と しての 村を 結成し、 村落 自治 
体を つくり 出す よう になり ま した。 これを 利用 したの が 守護 大 名です。 
室町 時代のは じめ 頃から この 村とは 別に、 神社 や 寺院の 直轄地で、 郷が結 
— され ま したし、 II の 中で 名 主 層の 力43 が 大き ぐなる と、 その 名 主によ って 
結 § された 農 fe の 自治体を、 惣村 また 郷村と よび、 地 侍 一名 主によ って結 
合された 農民の 団 i 力が 幕府 や 守護 大名に 対 1 して、 農村 搾取に 対する 義 
力 反抗を する ような 力を もつ まで に 成長し、 中 世の 農民 • 農民 社会を 大 
き く 変貌 させました。 _ 15 世! 紀 から 次の 世紀に かけての 重大な 社会問題 
を ひぎ おこした 土 J 揆の瀕 発は、 こう した 社会の fc 容の 端的な 現れで、 農 
民- ^揆 やそれ に 順 じた 宗 教 一揆が ^ して、 守護 大名の 勢力を 消耗 させ、 
やがて 没落させる 力と なった のでした。 


(id 室町 文化 
(a) 北山 文化 

ち 南ぅ の iti には、 この 芮备 しで する 武士たち をい きいき とえが い 
た 「鮮 能」 などの 輩 言 罐ゃ、 『車 ■の 笠 4 から 蠢ぃ た！ ば I ナ顯の 「幹 

のうし レ うと $ さ  か  むろまち じだい  j け  ぶんか  く  げ 

皇正 統 記」 な どが 書かれて います。 室町 時代に な ると、 武家の 文化が 公家 
の茇花 と i 答しながら、 また：^ し 髮茇花 とも S 篆 して、 従籴 ぁまり みられ 
なかった? ヽ茇 花が しま した 0 この 文 花は M 代将 軍義 i の 時に 開 
I しま したが、 _は綠 の挪に 離を っく り、 そこに 縣な 編を i 
てま. した。 W'M  (JimMmtb  tWmm  (運： ょ り. ぇた 義条茲 ) 
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を Ifi ぅした もので、 Mi の の芮 に签 i を ぉし、 I# は 100 劳 貧 
といわれる ほ ど義 華な もので した 〇 こ の 時代の 文化の 性格は この 北山の 金 
に 代表5 される ことから、 ふつう 北山 文化と 呼んで います。 

鎌倉時代に ひろま っ た 臨 済 宗 は、 室町 時 g に 義満が 五山 • 十 刹の 希 i をと 
とのえ ると 大いに さかえ、 五山の 禅僧たち は宋 学の k 究や 漢詩 文の 創作を 
しました （五山 文学)。 また 宋 •元の 水墨画が さかえて 明 兆 •如 拙 •周 文 

ハ 

のよう な 名手が 活躍して います。 

南北朝3 の 内乱を M じて 民衆が つ.. く り だした 田楽 や 猿 楽は、 しだいに 歌 
舞 •  k 劇の 形を と る 能に 発展し ま した。 観 阿弥. 世 阿弥 父子は、 義満の 保 
護を うけ、 これに あらゆる 民間 芸能を とりいれ、 さらに 洗練した. ものに つ 
く りかえ て 猿 楽-を 完成 させ、 世 阿弥は 「花 伝 書」 のよう な 理論 書を あら 
わし ま した。 

⑼ 東 山 文化 

はち だ. いしよう ぐん よしまさ  おう にん らん ご きようと ひがし やま よしみつ きんかく たいこう 

八 代将 軍義 政は、 応仁の乱 後、 京都の 東 山に 義満の 金閣に 対抗すべく 
山荘 •銀 閣を產 てました。 この 時 W の 文化は、 山荘の あった 東 山に 象徴 
される ことから 東 山 文化と 呼んで います。 

この 文化は 禅の 精神で も ある 簡素 さと、 伝統 文 花の わび • さびを 精神的 
な 土壌と しています。 はでな 美し さより も 枯淡 • 幽玄の 美を たっ とぶ とこ 
ろに 特色が あります。 銀閣は 書院 造で、 寺院 建築と 住宅が 結合した もの 
で、 庭園と もう まく 調和して います。 その 付属 建築物の 東 求 堂、 その ：1 •部 
の 茶室 同仁‘ はわび. さびの i 神を 象 徴 しています。 玄関 •書 ^  •床の 
間 •違棚を つく っ ており、 このよ うな 書院 造が 近代 和風 住宅の も とに な 
っ ています 0 

この 書院 造の 住宅 や 禅宗 寺院には、 同じく 禅の 精神、 つま り 禅僧の 自 
然 観で 統一され た 庭園が つく られ ました。 枯 山水は、 水を 用いないで、 岩 
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石と# 利を a みあわせ てし 贏り ち 备薛な K 呆を つくり だした も ので、 の 

せきてい  だいとく じだい せんいんて いえん  ゆうめい 

石庭 や 大徳 寺 大仙院 庭園が 有名です。 

絵画の 分野では、 水墨画に 雪 舟が あらわれ、 山 i の写ポ fe 表現に 茲 i 
の ものを つく り だしました。 四季 山水 図 や 破 墨 山〆 は 代表的 作品です。 

ま た 狩 野 正 信 • 元 信 父子は 水墨画に 大和絵の おだやかな ¥ 法を とり いれ、 』 
新しく 狩 野 派を おこしました 0 

日本の 伝綠文 花と いわれる 茶道. 法邊も この 時托に 基礎が でき、 ま た 狩 
田珠 光は、 茶と 禅の 精神の 統一を 主張し、 和 •或 •清 •寂を i 神と する イ1 
茶を は じめ ま した 0 

(り 庶民 文芸の 流行 

連歌は 定 家の 時代 ころから 歌^^の 余技と して 発 g しました が、 やがて d 
定 化した 和歌を 圧倒し、 南北朝 時 W には 二条良 基が 撰した 「毒 玖 波 集」 が 
勅撰集に 準ぜられました。 さらに 応仁 のころ、 宗祇が 庶民の 連歌を 格調 
高1 く ととのえた 正風 連歌を 大成し、 「新撰 盖玖波 集」 を 撰 集し ました。 ま 
た 山 崎 宗鑑は 自由 さを 求めた 俳諧 連歌を つくり、 「犬 k 波 集」 を えらび まし 
た。. 連歌は 職 業 連歌師が 全国 各地で ひろめた 結 美、 こ 般 大衆の 間で も 愛 
好され ました。 

また 当時の 民衆が 日々 の 生 洁にそ くした さま ざまな 思いを 口ずさんだ 
小歌を あつめて、 「閑吟 集」 がま とめられました。 このほか この 時代に 流 
行した ものに お伽話が あります。 そのうち 「こ 寸 法師」 や 「浦 島 太郎」 「も 
のぐさ 太郎」 は 今日で もな お親しまれて います。 

(12) 戦国の 乱世 

播磨 守護 赤松 満祐が 将軍 義教を 暗殺した ことに 見られる よ うに、 上層 
支配者 層で も 下剋上の 風潮が、 権力闘争を 時代の 思潮と して、 放任 もし 
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< は* M される ので、 &S の菱ヽ i は S ま々 す m しくな り ます。 °杂ぅ_ を 簾れ； 蘇 
で 戦って いた 守護 大 名が、 戦が 終わ っ て領 国に 引き上げ ると、 領 _ は 家 
臣の 手に 牛" 耳ら れ、 いずれも 主家を 倒して 家臣が それに 代わる 風潮が 風靡 
してい ま した。 戦国 大名と 言われる のは、 ま、, さに そう した 下剋上に よっ 
て 成り立 がった 大名な のです。 応仁の乱で 疲喊 した 守護 大名が、 帰国し 
た 時は 領 国の 支配権は すでに 動揺して いま した。 土 一揆の 指揮者で あっ 
た 名主 •地 侍 層の 中の 有力な 土 豪は、 守護 大名の 被官 •守護 こな っ 
て領" 国に おり、 漸次 勢 力を 把握 して、 主家に 代わ っ て大 名) こな っ た 者 （芏 
杉 •_*•*々*• 蟲 田の 諸 大名） や 守護 大 名とは 全く 別途に 勢力 を 伸 
ばして、 守護 家を 亡ぼして 大名に 成り上がった 者 （北条 •毛 利の 諸; 
名 L または 全く 無名' の 者で、 自らの 実力 だけで 身を 起こして 大名に なっ 
た 者 （蜂 須賀 •豊臣 の 諸^: 名） などが、 みな 実力に よって 大名に 成り上が 
っ たの です。 彼等は みな 守護 大名 の 永年に わたる 一円 領国 知行の 素地を 
うけついで、 それを よ り 強 力に、 完全に 支配 下に おさめた のです。 戦 国大 
名が 一度 その 地位を 占める と、 それまで 煽動して きた 土 二 揆に突 f して、 却 
って その 指揮者であった 名 主 •地 侍 v '等を 家臣 団 に加え、 彼等を 使って 土 
一揆の 切り崩し 作戦に 転じ、 土二揆 を鎮运 してし まう のです。 また 農民が 
武力 蜂起 しないよ うに、 吴農 分離を 策し、 国 の 治安# 持に つとめ、 領国 
支配 体制 を 整える のにつ とめて います。 領 国 支!^ の 強化の た め、 国法 •家 
法 •条訓 などの 武家 法を 定めて、 専制 的な 支！^ をし ました。 

このよう な 戦国 大名が 全国に 割拠し、 やがて 彼等は 互いに しのぎを けず 
り、 領 "国の 拡; と 天下 咸二 への 野 a をもっ て fc きは じめ るので す。 この 群 
雄 割拠の 時 W を 戦国時代と# います。 


(13) 天下 統一への 道程 
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だい  せいき  むろまち ばぐ ふ  ぼつらく  こ だいて き- ちゆうせ いてきし よせい ど  いつそう 

第 16 世紀は 室町 幕府が 没落 しまして、 古代 的 •中 世 的 諸 制度が 一掃 さ 
れ て、 新 しい 時代の 体制へ と 方向転換が おこ なわれ、 中5 世から 近世への 過 
渡 的な 意義を もつ 重要な 世紀です。 前世紀 後半 U 粢の 動乱の + で、 下 M 
上の 風潮に よって 変転を 繰り返し、 分 割拠の 状-がつ づきました。 そ 
れ から 漸次 統 J へ 向か っ て 進んで き た 社会 情 _ に 対処 して、 わずかに 滔 
い 伝統的 権威と、 戦国 大名 達の 勢力 均衡 •牽讳 i 策の 上に、 辛うじて その 
地 & を、 b 式鉍 に% っ てき た 足 利 将軍は、 最後に 無力 無能な 義昭が 将軍 
に擁 5 されまして、 却って 天下 統一の 妨_ になる と 思われた 時、 尾 張の 戦 
国大 名 織 田 信 長が i に 義昭を 追放し ました 0 これで 天 正 元年 （A.  D. 
1573) 足 利 氏の 室町 幕府は 名実 共に 滅 して、 中 ¥  400 年の 幕は おろされ 
ま した。 

信 長は 幕府を 倒した 後、 天皇と 接近し、 皇室 領地を 回復し、 京都の 邊興 
をし、 尊皇の 精神を 以て、 公家と して 右大臣に 任ぜられて、 天下に 号令し 
ようとし ま した。 彼は 天下 統一の 政策を 打ち出し、 実力に よって 諸政 策を 
強 力に 展開し ようとし ましたが、 その 途上で 明智 光秀に よって 本能 寺で 
殺されて しまい 〔天 正 10 年 （A.  D. 1582)〕、 その 目的を 達しません でし 
た。 途中で したが _ 長の 政策を みると、 交氣の 便を 計り、 関所を 撒“ した 
り、 貨硌統 希 i を 企て、 希 市 統制1 をす ると か、 k 地 や 刀 狩を はじめる など、 
きわめて 新しい 政策を 打ち出し ていた ことに 注目され ます。 

この 信 長の 後を うけて、 天下 線 一への 方向を 推進 させた のが、 豊 臣秀吉 
です。 秀吉は 織 田 信 長の 遺志を ついで、 まず 毛 利 討伐の 軍を 返して 光秀を 
撃破し、 柴田 勝. を 賤ケ嶽 に 敗り 滅ぼし、 徳川家 庚と 和睦し、 全国 支配 体 
制の 基礎を 固めました。 秀吉も 信 長 同様、 朝廷と 結んで 律令制に よる 武 
家政 権を 目指し、 天 正 13 年 （A.D.1585)、 正 親 町 天皇より 関白に 補任 さ 
れて 天下に 号# する 基盤を つくり ま した。 尾 張 国中 村の 水 呑 百 姓から 身 
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を おこし、 足軽と なった 藤吉郎 が、 侍 大将から 羽 柴筑前 守と なり、 遂に 
関白と なって、 いまや 天卡に 号令す る 政治家に なり ま した。 下剋上 時 W の 
最も 典型的な 人物と 备え るでしょう。 天 正 15 年 （A.D.  1587) 九 州の | 
津 征伐を し、 降伏 させて、 奥州と 関東を く 全地 域を 征服した 秀吉 は、 k 
正 16 年 （A.  D. 1588) 京都の 内野の 聚楽第に 後陽成 天皇の 行幸を 仰ぎ、 
諸大 名が 関白と しての 秀吉に 対 ： し忠 “ である こと を 誓わせ ま した。 天 if 
18 年 （A.  D. 1590) .秀吉 はふ 田 原に 後北条 氏を 攻め、 合わせて 奥州 仙 € 
の 伊達 政宗を 服従 させ、 小 田 原 城を 攻略し まして、 完全に 全国 制覇を な 
しとけ' ました。 

(14) 織豊 時代 （安土桃山時代） 

小 田 原 城 攻略で 秀吉は 完全に 全国 支配権を 掌握し ま した。 秀 吉の轰 
力に よって 一 妾ず 天下 統一の 大業は 成就し、 戦国の 動乱は 鎮まり、 篆苹を 
迎える ことが 出来ました。 天 正 15 年 （A.  D.1587)、 秀吉が 北 野に 大茶 g 
を 催した ことは、 その 端的な 象徴でした。 武力で 天下を 統一した 秀吉 も、 
信 長と 同じく、 律令制 j による 公卿と して 関白 太 政 大臣と いう 資格で 天下 
に 号令を しま した。 武力と 財力 だけでは 人心を!? 得させる に充5 分では な 
かった のです。 将軍と いう 門閥 条を S 放した 信 長 や、 秀吉 は、 共に 天下 統 
一の ための 伝統的な 権 最の所 € と して 天皇に よ る以〆 に 方法がなかった の 
です。 天皇を 擁し、 天薑 の‘ の 下で、 廷臣と して 政権を 担当す る 資格を さ 
ず けられた のです。 形式的には このような 変則 的な 武家政権で したが、 _ 
質的には、 武将 名と しての 実力に よ る 封建的な 統 二 支-を 目指して 
いたのです。 そのこと は 表 1-30 によ って わかる でしょう が、 特に 太閤 検地 
といわれる 全国的な 大規模な 検地で 古代 的 土地 制度と して 残存して いた 荘 
園が、. これに よって 完全に 消滅した こと や、 知行 制を 確立し、 刀 狩を 行な 
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表 1-30 織豊 政権の 比較と その 組織- > 近世 的 政策の 萌芽 


織  ■田- 信  長  - = 

- 道路橋 梁 整備— 交通の便を 計る- 
-関所 撤廃— 関税 徴収 廃止^— 


豊 臣秀吉 


関所 撒 廃、 一里塚 設置- 


撰 銭 令 発布— 交易 上の 障害 打破  、海賊 取締 

••貨幣 铸 造— 大判 金 • 流通 経済 奨励 一 金貨 （大判. 小判） •銀貨. 

銅銭 

- 鉱山 直営— 貨幣 錄 造を 便なら しむ 一 主要 鉱山 直営 • 大名の 鉱 

山に 多額の 貢納 

都市 制 了 "都市 自 治 奪取 防犯 • 微税 ==视 市の 周囲の 濠を 埋没  _ 

し堺 、博 多、 長 崎 等を 直轄地 = 拂大坂 博 多 長 崎を 直轄地  1 

-検  地 一征 服地に 実施  -  太閣 検地— 石高 制— 大名  — 

知行 制  , 

-刀  狩— 農民の 武器を 没収 一-— 刀 狩— 身分 制度 確定— 兵 

農 分離  し 

楽 市 楽 座 制— 特権 商人を 抑圧、 商業 振 輿 = 座 を 廃止— 城下町 発 

展 策— 商業 振興 

キリスト 教 許容— 外国 貿易 促進一 重商主義を とる も キリス 

卜 教 禁止 

寺院 統制— 仏教 弾圧--..— 一  - 寺社の 旧 勢力 を 打破す 

憎 兵を なくす 

- 尊皇 精神— 皇室 領地 回復 京師 復興 = 聚楽第を 建造し、 大名に 

忠誠を 誓わす 

一大 名 統制 — 私 婚私鬪 禁止 
移 封 0 庶民 勢力 台頭の 抑 
圧を 厳格に 実施。 荘園制 
を 一掃し、 新たに 知行 制 
— を 布、 

P •五 奉行 = 諸政 分掌 （天 正 一 1 
—  13 年） 

一 中央 一一 三 中老 = 五 大老 五 奉行の 

調整  ’ 

一" ^ri_r^ ~ zn  .  — 五 大老 = 関白の 最高 輔佐一 

I へ— 王 M 関 .白 I  機関  ^ 

I 曲 g 氏; |  大名 各 知行 地を 自治 

^ - 1  地方] — 的 統治 知行 権は 関 

\  〔変態的 武家政治〕  白に 存す  一 

信 長は 政策の みで 組織化を みない。'!  f 秀吉は 信 長の 近世 的 政策を 継承し やや 

政策は 既に 封建 制 再編成の 方向を  組織化した。 中央集権 的 封建 制 支配の 

示す。 秀吉の 政策の 基盤は 信 長に |  1 外観を 完成せ しめた。 秀吉の 意図は 家 

よって 定められた。 信 長 も 公家と 1 _ 1 康 により 発展せ しめられ 完成を 見た。 
しての 右大臣と しての 資格で 天下  秀吉の 政治は、 変態的 武家政治 であ っ 

の 政治を とった。  よ  、た。 ~ ^ その 組織は 未完成であった。 


織豊 政権の 統一の 基盤は 全く 同一 基盤の 上に 成立して いる 
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つ て iM 棼龜と ili 花を km したり、 mk の M 二と 產4ぅ 《 の 
統一を 計って いる ことは、 交通を 整備し、 商 業を 促進 させ、 中世 的な 羞の 
制度に 打撃を 与える 政策と 共に、 みな 近世 的な 威 策で、 信 長の 企てた 鼓 M 
を 継承し、 更に それを 一層 発展 させた ものでした。 また 戦国 時释榮 南から 
行なわれた 南蛮 貿易 —— 日欧 交氣 に対して も、 秀吉は キリス ト教 の* 諮 
野心に ついては 断乎たる 処置を とってい ますが、 重 商— 義に努 しては M 

だい 

大で した。 

ただ 秀吉が 晩年に とっ た 朝鮮 出 4 は、 ; 髻充 後の 豊臣条 の __ を H 
る 上で、 諸 大名の 強 力な 勢力を 内 させない ため、 に 排出 させよう 
と した こと に 発する も ので あると します と、 朱印 状を 与えて 朱!^ 船 貿易を 
発展 させ 保護した こと や、 日本 X の莆 労への I;1M を1 した i の 1M 
と！ ¥ する ▲巣で ぁ り、 2 憂に ゎ たる 鷄の输 ■な も 

の に. 終わった ばかりで な く、 かえって 豊臣 氏の 滅亡 を 早める の に 役立った 


ようです。 

秀吉 が慶長 3 年 (A.D.1598) に 急に 伏 見 城に 薨ず ると、 徳 jTfil が 答 
頭し、 遂に 文治 派の 石 田 三 成 等 と 対立 して、 両 者は 豊臣 家の 前途の 目 mk 
から 戦端を 開き、 第 16 世紀の 末年 慶長 5 年 （A.D.1600) 関备 原で 天卡备 
け 目の :决 戦を 行ない、 石 田 三 成は 敗れ、 徳川家 康は 天下の 実権を _ 威 する 
ことに 成功を 収めました 0 


てんか もち  ほね  お 


く  とく がわ 


「織 田が つき、 羽柴が こねし、 天下 餅、 骨を 折らずに、 食う は徳 川」 とは 
よ く 天下 統一の 3 武将の 行動を 簡潔に 表現して います。 


(15) 安土  •桃 山 文化 

信 長 • 秀吉の 時代は 成立した ばかりの 統」 政権を 秦 示す るかの ように、 
豪華で 華麗な 文化を もとめ ま した。 その 象 徴 ともい える も のが 妾 2 •挟 
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見 • 大阪 城な どの 城 郭 建築です。 城郭は 軍事施設 だけで な く 住居と 政 
庁を も かねた も ので、 書院 造の 住 宅 部分 や Mi な 広間 や 多 層 の 癸 守閣が 
つく られ、 内部の 襖 •壁 •屛 風には 金箔の 上に' い 岩 絵 具で 彩色した 14 
と よばれる 障壁画が えがかれ、 豪華. 美麗 さを きそい ま した。 

秀吉 の聚楽 m の i 構で ある 西本願寺 飛雲閣 や±徳 寺 唐門、 伏 見 城の 
の 西本願寺 書院 や 同 ii 門な どに 当時の 建築の こ 端を しのぶ こ とがで き ます。 
なおこの 時代の 城郭と しては、 姫路 城が もっと も 美しく 華] i な ものです。 

ところで 障壁画の 中 心と なった のは 狩 野 派で、 狩 野 永徳は 伝統 知な 
大和絵と 水墨画を 融合 させて、 華麗な 色彩と 雄大な 構図の 装飾 画を 確立 
し、 その 門人 狩 野 山 楽と ともに 多くの 障壁画を えがきました。 唐 fli 子 図 

びようぶ  らくち ゆうらくが いずび ようぶ  え いとく  だい ひよう さく  さんらく  さくひん  しようよ うず 

屛 風 や 洛中 洛外 図屛 風は 永徳の 代表 作で、 山 楽の 作品には 松 鷹 図が あ 
ります 0 

もとのぶ  .で しかい ほうゆう しよう  さんすいず びようぶ  せつし ゆう  なが  は せがわと うはく 

元 信の 弟子 海 北 友 松は 山水 図屛 SI を、 雪 舟の 流れを く んだ長 谷川 等 伯 
は 智積院 の 襖 絵を のこして います 0 

東 山 時 に 村田珠 光に よ って はじめられた 茶道は、 堺 'の 武野紹 鷗を备 
て、 こ の 時代に 堺の 商人 千 利 休は 茶の湯の 儀礼を 定め、 茶道を 太- しまし 
た 0 利 休の 完成した 茶道は わび • さびを その 精神と したため、 はなやかな 
桃 山 文化の 中では ▲色な 文化で も ありました。 

秀吉は 利 休を 寵愛し ま したが、 黄金の 茶室を つく っ たり、 茶器に 贅 をつ 
く したために、 利 休は 秀吉と 対立す る ことにな りました が、 自分の 考えを 
通しました。 そのため 彼は 殺され ま したが、 そこには 堺の 自由 都市 商人の 
精神を みる ことができます。 
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第 4 節 幕 藩 封建時代 （A.  D. 17C. 〜 18C.) 

(1) 徳川家 康と 江戸 幕府の 成立 

戦国時代の 動乱は、 古代 的 遺制の 一掃で あり、 荘 園 封建® i の 弛緩から、 
封建^ ij の 再編 g のた めの 基盤を 確立 させよう とする ための 動揺 期で: した。 

信 長と 秀吉 によって、 おおむね 達せられ ま した この 変革の 基礎 作業の 上に、 
強固な 純粋 封建 制と しての 幕 藩 封建 希 i の 基を 開いた のが 徳川家 庚でした。 
信 長 や 秀吉の aTk* その 政権は、 秀吉の 死後 急5 速に 転落の 道を 歩み まし 
た。 家臣 団の 反目、 文治 派と 武断 派の 対立、 それらを 巧みに 利用した のが 
篆康で した。 豪 康は秀 吉以籴 の 豊臣の 重 臣前田 利 家の 死後、 豊臣氏 4 視の 
政策を 露 4 にと り、 石 田 三 成 等を 挑発して 、関ヶ原の 戦いへ 導き、 彼等 豊 
臣 派の 家臣 団の 勢力を 弱 .体 化して、 豊臣 家を 症 立 化さ せる のに 成功し ま 
した。 その 状 況を みて、 朝 g も慶長 8 年 （A.D.1603)、 家康を 右大臣に 
昇 進 させ、 更に 征美 大将軍に 補任し ました 0 武家の 封建 政治は、 古代 的 
政権と 共存す る 必要は r く なくなり ま した。 三 河の 一 土 豪から 大名に な 
った徳 川 氏は-庚の 代に なって から、 急3 速に 勢力を 伸ばし、 織 田 •今 川 

りよう だいみ よう あいだ  しよ  かずかず  ぎやくき よう  こくふく  ち やくち やく  き ばん  かた  けんにん じ 

両 大名の 間に 処 して、 数々 の 逆境を 克服し、 着 々と 基盤を 固め、 堅忍 持 
久を "貫き、 よく 東 違の 雄と なって、 秀吉に 服しながら、 遂に 関 八州 250 万 
石の 大名、 五 大老の 主席と して 重きを なすまでに 成長した 家康 でした。 
秀吉 という ご の 英雄の 魅力に よって 支えられ てきた 豊臣 政権でした 〇そ 
こで 家康は 江戸 城に おいて 幕政を しくに 至り ました 0 徳川 幕府の 成立です 0 
しかしな おその 時豊臣 氏は 秀 頼が 関白で 存在し、 河 泉 3 か 国 65 万 石を 
領 有する 一大 名と して 残存して おり ま した。 家康は 色々 な 口実を 設けて、 
慶長 19 年 （A.  D. 161 4) の大坂 冬の 陣、 慶長 20 年 （A.  D. 1615) の大坂 
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夏の陣の 2 度の 合戦で 完全に 豊臣 氏を 滅亡 させ ま した。 そこで 家康は 彼の 

ぶ け. せいじ たいせい ち やくち やく  きようり よく  すいしん  のぶな が  ひで よし  り そう  てんか 

武家政治 体制を 着々 と、 強 力に 推進し、 信 長 や 秀吉の 理想と した、 天下 
統一の 方向に そって、 以後 265 年に 及ぶ 江戸 幕府の 基盤を 樹立し ました。 

家 庚の 江戸 幕府は、 信 長 •秀吉 と 異なり、 鎌 倉 •室町 幕府に ならった 完全 
な 武家政治 体-で、 上方 政権と 絶縁し、 源氏の 本拠地 東国の 新たな 中心 江 
戸に 本拠を 定め ま した。 その 政策は すべて 織豊 政権に 見られた 近世 的 諸 
政策を 継承し、 更に それを 発展 強化 させた、 強 力な 武断!^ 治 による もの 
で、 いわゆる 江戸 幕府の 幕 藩 体 f!J の 基礎は、 四 代 将軍家 私 の 時代までに 確 
立して おり ま した。 

(2) 幕藩体制 

徳川 氏の 封建 政治は、 まず 強 力な 大名 統制 策に よって 基礎が 定められ 
ています。 大名 統制と しては、 全国の 大名 配置を 綿密に 考慮し、 譜代， 
外様の 別を 立て、 互いに 監視 制し 合うよ うな 配置を し、 婚姻* を 定め、 
各 大名 間の 親密 化を 防止し、 厳重な 規制を して 違反が あれば 直ちに 大名 
の 取り 潰しが できる 取り 潰し 策を 定めて います。 各 大名は 各自の 領国を 
専制 的に 支配 統治し、 各々 独立国の 観を i してい ます。 将 軍 家 自体 も 全国 
の 4 分の 1 に 及ぶ、 48 か 国に わたる 直轄地 —— 天 領5 の 玉に 成立す る 一大 
雄 藩でした。 石高に します と 全国 約 3 千万 石の 22 パー セ x 卜 を 占める 
680 万 石 を領 する 一封 建 領主な のです。 しかし この 石高を みれば わかる 
よ うに 将軍家は、 他の 大名から その 地 & を 窺われる 奇 能 ▲も ありま した 
から、 特に 大名 統 ii に 厳重な 関心を 寄せて いたのです。 しかし 三代 将軍 
家 光の 時代に なり ますと、 他の 大名 達と、 同輩 同僚と しての 地位よ り、 主 
君と しての & 置が 確 S しま したので、 幕府の 権威が 強 大 化し、 将 軍の 地 & 
も 確 5 して、 将軍を 頂点と する ピラ ミッ ド 的隸従 関係が 形-され、 各大 
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荖 っの ¥：£ が篕と 春 ばれる il をと り、 し# 輦が ¥关 みぞを ち 產 く  ■妾 齠す る 二と 
によって、 中央集権 的に、 全国を 統治す る、 大名 領国 i が 完成し ま レ 
た。 この 体制を 幕藩体制と 言います。 それで 江戸 幕府の 封建制度を、 後期 
封建 制と か、 純粋 封建 制と か# ■うのです が、 最近では、 幕 藩 封建 制と 备う 
ようになり ま した。 

幕藩体制の 特色は、 ① 幕府の 政治機構が、 戦時には そのまま 軍事 編成 
に 切り換える こ とがで き る こと。 ② 各藩は 藩主の もとに、 それぞれ 中央 
集 権 的に 編成され ている こと。 ③ 身分 制度が 世襲 している こと。 ④ 
郷村 制が 確立して いて、 それを 通して 強 力な 農民 統制が 行なわれ、 農民は 
「生きす ぎぬ よう、 死なざる よう」 に 支配す る ことが 要求され ていた こと、 
などが あげられます。 そのため 各藩で 二 国 一城® j が 布 かれ ま した。 元 和 
頃までに 全国で 大小 3 千 余の 城が ありま したが、 元 和 元年 （A.  D. 161 5) 

に 一挙に 170 城に 整理され ました。 また 幕府の 武家 法と して、 武家 •大 
名 統治の 法 規定と して、 武家 諸-度が 制-されました。 この 法に 違反す 
れば I ちに* みぞの i. り i しが される な最 り® まりが 荇 なわれ た 
のです。 また 大名の 参 勤 交 g 制 や、 土木 事業の. 負担が‘ ぜられ て、 大名の 
経済力の 消9 II が 計られました。 

信 長 や 秀吉が 朝廷を 復活 させた ため、 徳川 幕府は、 再び 鎌 倉 幕府と 同 
様、 朝廷に 対して、 厳重な 監視と 干渉の 政策を とりました。 朝廷は 実質 
的には 3 万 石 余を 領有す る 一大 名に 過ぎな ^ 、地 检 に 置かれ、 皇族 •去 家 
領を 合わせても 10 万 石に 過ぎませんでした。 その上、 禁中 並 公家 諸 法 
度で-制を うけ、 天皇の 日 常 生 € にまで 細かい 干渉を して おります し、 
京都 所 司 W を-置して 朝廷を 無力^: して おり ます。 しかし 表面上では、 
将軍は 天皇から 日本 国の 統治を 委ねられた という、 統治権の 主張を 
表面に 丹ち 出して、 大義名分を 立てて おりました。 
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このよう な 幕藩体制 も、 国内の 治安が 定まり、 文化が 発展を し、 特に 
士  •  M  •至. 商7 の 身分 制度が 固定して、. 厳格に この 秩序が 守られる ように 
なり ま したが、 この 秩序の 最上 位に おかれた 武士は、 支配 階 層と しての it 
威を あたえられました けれども、 兵 農 分離の 原則から、 完全な 消 ft 署とな 
り、 一切 生産に かかわらな くな り ま した 。武士の 生?! の 経済 基盤は、 二 
に 主君から 給5 せられる、 固定した 俸禄に よる ものでした。 俸禄の 基と なる 
米は、 専ら 第二 階級に 置かれて います、 生産者と しての i 民に してい 
ます 0 封建制度は 元来、 自給自足の 農耕 生産を 基本と してい ますが、 
経済の 進展に よって、 消費者と しての 武士と 生産者と しての Ife との、 陽 
離された 階層の 生 通を 円滑にす るた め、 両者の 間に 生活 餐資の 需給を み 
たす こ とが 要求され ますから、 生産 物資を 消費者に 渡る ようにす るた め 
に、 商 業が 発達を します。 これは 封建 制の 原則に 矛盾す る 流通 経 _ によ 
ら なければ なり ません。 物資の 流通は、 物々 交換では なく、 長： 落に よらな 
ければ なり ません ので、 勢い 貨 fe 経済に 移荇 せざる を 得ません。 と ころが 
この 社会経済' の 進展に 対— できるだけの、 新ら しい 経済政策が、 幕 でも、 
各藩で も 不徹底で したので 社‘ の: i 下層に おかれ、 全く 権力の ない、 商人 
階級 —— 町人に 経済力が 集 中し、 それに つれて 支配者 層の 武士の 生活 
が 困窮して きました。 武士階級の 経済的 貧困は、 幕府の 財政の 破綻で も 
あり、 そのため 封建 制の 綱紀 もみだれ てき ま して、 幕政に 内部的 危機が お 
とずれ ま した。 その 現象は すでに 第 18 世紀の 後半、 八 代将 軍 吉宗の 頃 か 
ら 窺われます。 幕府 も それに 対処して、 屢 々幕政 改革を 行ない ましたが、 
徹 € した 封建 経済 成 Si への、 貨幣経済の 浸透を 排除す る 政策に かけて いた 
ため、 いずれの 改革 も 失!^ こ# わり、 次第に 台頭して くる 資本主義への 社 
‘の漸 暴に 杭し きれず、 激化して く る 封建制度の 矛盾を 防止す る ことが で 
き なくなりました。 それは 幕府の みならず、 各藩の 藩 政に ついても 同じ 状 


(3) 江戸時代 前期の 概観 


自 1716( 亨保 1 ) 
至 1786( 天明 6  ) 


_  1652( 承応 1 ) 
至 1715( 正徳 5  ) 


自 1603 (慶長 8  ) 
至 1651 (慶安 4  ) 


三 期 分 法 
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I: でした。 _隨 餐の赦 は、 ゃ がて ■繃 •戾編 縫を 観: し、 M 

村に おいて 生活苦から 生ずる 百 姓3 —揆 や、 都市に おける 朽ち こわし、 あ 
るいは 支 齙 者 層の 中での 尊皇 論の 信奉、 世界 情 _ の ii が、 開国 論と 攘奏 
論との 対立を 激化 させました。 このような 諸々 の 関係が からみ 合って、 M 
に 幕府の 成 制は 収 拾し 切れな くな り ま して、 幕藩体制は 解体し、 資本主義 
経 清を とり 入れた 近代 国条の 出現と なった のでした。 

江戸 幕府 265 年間の 推移は、 逢 17 紀 18 世紀 •第 19 世紀 前半と、 
各 世紀 毎に 3 期に 分ける ことができます が、 更に 幕]^ の 推移を 考え 合わせ 
て 5 期に 分けてみ る こと もで きます。 その 時代 区分を 表記し ますと 下表の 
ようになります。 

表 1-31 


第 後 

19 

世 

紀期 


江戸時代の 区分 


期間 

将軍. 

49 年 

1 . 家康 

2 . 秀忠 

3 . 家 光 

64 年 

4 . 家 綱 

5 . 綱吉 

6 . 家宣 

7 . 家 継 

71 年 

8 . 吉宗 

9 . 家 重 

10 . 家 治 

51 年 

11 .家斉 

慶長 19 年 冬の 陣、 元 和 1 年 夏の 
陣 で豊 臣 氏を 滅亡 さ せ 家 康は名 
実 共に 中央集権を 確立し、 家 光 
まで その 志を 継いで、 幕政の 基 
礎を 確定す。 鎖国政策の 確立 


文治 政策の 樹立、 元禄 時代 = 元 
禄 文化、 新 井 白 石の 正徳の 治は 
文治 政策の 改革を 断行した 


将軍 吉宗享 保の 治— 田 沼 父子の 
乱 政 （田 沼 時代） 


松 平定 信 寛 政 改革— 文化 文政の 
華美 堕落— 町人 文化の 台頭— 資 
本 主義 経済の 台頭 = 封建 秩序の 
動揺— 打 壊しへ 百姓一揆の 頻発 


天 保 改革 （水 野忠 邦) — 失脚、 尊 
皇壌夷 • 佐幕 開港 — 西南 雄 藩 対 
幕府-長 州 征伐— 幕府 失敗- >  尊 
皇 開港— 大政奉還 — 明 治 維新 


家康 ^ > 綱吉  綱吉 ^ > 家斉 
前期  中期 
第 17 世紀  第 18 世紀. 
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図 1-4 徳川 幕府の 組織 


大老 


'譜代 10 万れ 以 
上の 大名よ1) 
任命。 幕府 諸 
役の 首班 •将 
:屮: 輔佐. 臨時 
任命。 総計で 
.14 名 任命 さる」 


rH 中央 H 


H 地方 


老 中 


2 万 5 千 石 以上の 
譜代大名 より 5 名 
~  6 名を 任命す る。 
月番 交替 制に て 幕 
政の 分执 。合議制- 
L 三 奉行 指揮 


奏者 番 


"幕府 内での 
儀礼を 司る 


H 江戸 町奉行]- 町 年寄一 名主 •五人組. 家主-町 入- 

江 戸の  市政  •矜察  •裁判'！ 

南北 二つに 分る 


H 高 家 〔幕府の 公式 儀礼 •京都の 有譜 公家より 任命〕 


寺社 奉行 


>1 寺社 領 h 


神官 
僧尼¬ 
し  門前町 （ 後に 町奉行 支配 となる） 1 
"寺社 及び 寺社 領. 神官 僧尼の 跄督 支配'！  ! 

、関 八州 以外の 訴訟  I 


勘定 奉行 H 


'幕府の 財政 _ 
天領の 総督 
関 八州の 訴訟 


「公事 方一； 
(訴訟） J-— - 

- 勝. . T: 方- コ 
(K 政 •財政） 


大 番頭 


大目 付 


諸 大名 


〔大名の S 祝〕 


H 側 用人 〔大名よ り 任命。 将軍に 近侍し 咨 問に 応ず〕 


京都 所 司 代 


〔 朝廷 公卿の 監視. 京都市 政 保護〕 
二条城 (京都） 
一大 坂 城 (大 坂） 
—伏見 城 (伏 見) H 


城代 


■それぞれの 


駿府城 (静 岡)」 

長 崎 •堺 •宇治山 田  一！ _ 
日光 •奈良 • 佐 渡 一!" 
〔特別 要地の 監理 支配〕 


-I 遠国 奉行 h 


H 甲府 勤番 支配 


小禄の 譜代大名より 
2 名〜 5 名を 任命し 
目 付を 統御して 旗本 
御家人を 監督 支配す」 


目 付 


I  ( .1". 參 )  | 

旗本  1 二一 | 御家人 


旗本よ1) 任 
命。 旗本 御 
家人の 監視 
取締 

書院 番頭 
卜 小姓 組 番頭 
天文 方 


将 東 に 謁見の 
格式を 有す 知 
行を 有する 1 
万 石 以下の 譜 
代の 家臣 


御目見得 以下' 
という 将軍に 
謁見を 許され 
ない 下級の 家 
臣切米 扶持米 
の 現 米 俸禄 . 

J 


[I  論??] 


天 領 


老中の 支配 


郡 代*! 「名主. 麵 ィ I •姓 代— I' 〔姓 
[[ 代官 上 し (地ん.：.: 役)」 


大名 領国 


〔藩〕 


譜代 


徳川 氏-一族の 大名 (23hp 港 I- 
奉行 • 
L 代 1T」 


_ 関が 取 役 以仙からの 
—隸 M 大 名 （145) 

問が « (役 以後の 
= 新 付の 人名 （981 — 


li;W. •机⑽ •"姓 代- Yf 姓 
し (地"::. 役）」 


将识 


若年 寄 


三 奉行 
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江戸時代 前期は、 慶長 8 年 （A.  D. 160 3) の 家康が 征夷 大将 軍に 補任 さ 
れた 時より、 五代 将軍 綱吉の 治世の 中葉まで とする のです が、 江戸 幕府 
の 政治機構が 確立を した 三代 将軍家 ¥ の 治世までの 創始 期と、 幕 藩 体¬ 
が 整備され、  国内1 の 治安 も 漸く 治まり、 文治 鼓 策が 整って 元禄 文化が || 花 
する までの 守成 期と にわ けられます。 この 時期のは じめ は、 なお 戦国の 余 
# が 名残を とどめ、 大坂冬 の陣、 島 原の 乱な どの 国内の 戦争が 起こり、 
また 幕府の 大名 統制 策が 厳重に 過ぎた ため、 浪人が 増加し、 これらの € 
が 不穏な 形 _ を つくり、 つい 〖こ 幕府を 倒そうと する 運動が 起こり、 由彝正 
雪 や、 丸 橋 忠弥の 乱が 起こったり しました。 そのため k 府も 大名 統希  1 を 
緩めな どして、 国内の 治安 維持に つとめ、 後半に 入って その 成果が あがり、 
文治主義の 政策が 天下‘% の 世を まねき、 幕藩雈 制の « 固と した 基盤を つ 
くる ことができ ました。 

(4) 寛 永の 治 

家康 や、 二 代将 軍 秀忠の 時代は、 戦国の 余風が 残り、 殺伐の 気風が 漂っ 
ていました ので、 幕府は 強権を もって、 威令を 整え、 大名 達を 義圧 し、 特 
に 外様大名 を 厳 重に 監視し、 少しで も 政令に 違反す る 者が あると、 厳罰 主 
義を とって 処分を しました が、 二方では、 人心を 鎮める ために、 文备 政策 
をと り、 士族に 学問を 奨励し、 特に 幕府は 儒教の 教化 主義を とって、 封建 
社会の 倫理の 普及に つとめました。 

さんだいし ようぐん いえみ つ  さら  ぜんだい  せいさく  きようり よく  すいしん  とうせい  きよう か  しよう 

三代 将軍家 光は、 更に 前代の 政策を 強 力に 推進し、 統制を 強化し、 将 
軍の 権威を 离嬙 し、 主君と しての 将軍の 威令を 確ぜ させ ま した。 そ して; 
名のみ ならず、 町人に ii るまで 統制を-め、 特に 鎖国 威 策を 強行して 封建 
¥ を完- させ ま した。 この 光の 治世を 寛 永の 治と いいます 0 
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表 1-32 鎌 倉 • 室町 • 江戸 三 幕府の 政治 組織の 比較 


項  目 

鎌 倉 幕府 

室町 幕 府 

江戸 幕府 

支 酉 己 者 

将軍 源氏 3 代 執権 北 
条氏 14 代 

将軍 足 利 氏 15 代 

将軍 徳川氏 15 代 

期  間 

源氏 28 年 北条氏 114 年 
計 142 年間 

182 年間 （南北朝 合一 

後） 

265 年間 

幕府 所在地 

鎌  倉 

京都 室町 花 御所 

江戸 千代 田 城 

政治 体制 

御家人 制— 将軍 家臣 主 
従 制 

守護 大名 分 国 制— 分権 
白 勺 

幕藩体制— 中央集権 的 

支配 組織 

公武 二 元 支配 組織 

幕府 一 元 支配 

幕府 一元 支配— 委任 統 
治 

農村の 支配 

荘園制を 利用す る 農村 
支配 

荘園制が 崩れ 郷村 制へ 
移る 中間 型 

郷村 制に よる 農村の 完 
全 支配 

主従 関係 

恩給 制 •強固 • 御家人 

土地 知行 制. 薄弱 御 
家人な し 

俸禄 制 • 強固 旗本 • 
御家人 

相続 制 

分割 相続 制 

長子 単独 相続 制 

嫡子 単独 相続 制 

法  制 

負 永 式目 （御成 敗 式目） 

建武 式目-- 国法 家法 

武家 諸 法度 • 公事 方 御 
定書等 

兵  制 

兵 農 一致 

兵 農 未 分化より 分離へ 
の 過渡期 

興 農 分離 

朝 幕 関係 

常に 朝廷に 対する 厳重 

な 監視を 必要と した 

(公武 二 元 政治） 

朝廷の 権威が 失われた 
ので 完全に 朝廷を 無視 
し 得た ので 朝 冪 関係に 
よって 幕府は 苦 しまな 

い 

信 長 秀吉の 尊皇に より 
朝廷の 権威が 強まった 
ので、 幕府は 常に 表面 
. では 尊皇の 意を 示し、 
裏面では これを 圧迫す 
る 政策から 厳重な 監視 
をす る 

朝廷 監視 機関 

六波羅 探題 

な し 

京都 所 司 代 

(5) 江戸 初期の 文化 

幕藩体制が 確立す るに つれて、 もっと も ふさわしい 政治,#、 想と しても て 
はやされ たのは 朱子学です。 君臣 •父子の 別を わきまえ、 上下の 秩序を 重 
ん じたた めに、 江戸 幕府に う け いれられる こ とに なっ たのです。 

京都の 禅僧であった 藤 原 惺窩は 朱子学を おさめ、 やがて 還俗して 朱子学 
を 禅宗から 解放して 思想 的に 高め、 その 一門は 京都で 活躍し ま した 〇ぞの 
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ha の％ し 歳 K は に Mi さ れて に _ 在し、 丘 墨 条は茯 SSil にっ 

かえました 0 

建築では、 徳川 幕府の 権歲を 誇る ためにつ く られ た1 日光 東照宮を はじ 
めと する 廟 建築が 流行し ました。 桃 山 建築の 影響を うけ、 柱 や 勾 欄を は 
じめ 建物の あらゆる 部分が 装飾 彫刻で おおわれた 豪華絢爛 たる もので、 
その 装 飾 過度に はい ささ か 辟易 します。 ところ が 二方では、 書院 造に# 
室の 簡素な 美を と り いれた 数寄屋 造が つく られ 、 % 離宮な どが 建てられ ま 
した。. 

_ 画では 狩 野 派から 狩 野探幽 がで て、 幕府の 御用 絵杂 となりました が、 
子孫には _ 術5 的に 注 目すべき 人は でて いません。 探幽の 作品と しては 大 
徳寺 方丈の 襖 絵が あります。 前 時代から 落 躍して いた 俵 屋宗- は 簡潔 直 
截な 構図と 大胆な 色彩の 装飾 画の 世-をう みだし、 元禄 時代の 光琳 派の 先 
駆と なりました。 風神 雷神 図屛 風は 彼の 代表作です。 陶磁器では、 本 阿 
弥 光悦が でて _ 焼の 茶碗 をつ くり、 伝統的な 京都 の 町に ふさわしい 京 焼の 
素地を つく りました。 また 有 田では、 酒 井田 柿 右衛門が 独自の 赤 絵と よば 
れる 技法を 完成し ました。 

民衆 芸能の 分野では、 k 雲の 阿国が 念仏 踊りを はじめ、 これを もとに 女 
歌舞伎が うまれ、 また 語り物の 浄瑠璃に 三味線が 加わり、 さらに あやつり 
人形が 結合した 人形 浄墙璃 という 新しい ジャ ン ルの 音楽 劇 も さかんにな 
り ま した 0 

(6) 切支丹 禁教と 鎖国政策 

ヨーロ ッパ 諸国の 第 15 世紀 中 葉 以降の、 世界 航路の 開拓と、 宗 教 改革 
による 旧 教徒の 新 天地への 布教 伝道の 余波を う けて、 日本へ も ヨー ロッ 
パ 諸国の 貿易と 布教の 影響が 現れました。 まず 天文 12 年 （A.D.1543) ポ 
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ルト ガ ノレの ち mil が S 孚 K に ひ# ち# く してから、 ポ ノレ ト ガ ノレ •イ スパニ 

ア •オランダ •イ ギリ ス 等の 貿易 船が 日本に 来航す る ようになり、 日本人 
が 当時 南蛮 貿易と 呼んで いた 貿易 t、 キリス ト教の 布教と が最を おろし ま 
した。 信 長は 重 商 主義の 立場から 貿易を 盛んにし、 ‘教に 分して は 断 平 
と した 処置を とりま したが、 キリス ト教 に対しては 寛大な 態度で 接し、 秀 
吉は信 長の 態度を 継承し、 はじめは キリス ト教5 に対して 黙認して いまし 
た。 彼は 宗教よりも 南蛮 貿易を 重視した からです。 しかし 島津 征伐の 帰 
路長 崎に キリス ト教 "の 教会 領が ある ことを 知って、 キリス ト教の 布教は、 
神仏と 衝突し、 神社 f ム閣を 破る という、 表向きの理由から これを 禁止し ま 
した。 しかし 重商主義の 政策は 変更せ ず 貿易は 奨励し ましたので、 この 
禁止 令は 黙認の 形と なり、 諸 大名の 中に も、 公然と キリス ト教を 信奉し、 
保護した 大名 もで てきました。 当時 キリス ト教を 切支丹 （吉利 支 丹） とい 
っ ていました ので、 そのような 大名を 切支丹 大名と 申しました。 

家康も はじめは 貿易と 布教を 区別し、 秀吉の 政策を 継承し、 盖 外資-は 
奨励し、 積極的で ありまし たので、 布教” も 黙認して いました。 毛 人と 
いわれた オラ ンダ 人は 新教5 徒で、 イ スパニア 人 や ポルトガル 人# 旧” 教雀 
に、 領土 的 野心が あると 中5 傷し ました。 豪康は 布教が 領土 拡蠢# M であ 
る ことを 疑うよう になり、 切支丹 宗を 禁止す る ことに 傾き ま した。 秀 を、 
は、 更に 禁止を 強化し、 南蛮 紅毛 貿易を 平 戸と 長 崎に 限って II なう ことと 
し、 外国 渡 鈿 船の 朱印状の 検査を 厳重に して、 宣教 南の 国〆^^ を 行な 
い、 貿易の 利を 儀 荏に しても、 切支丹の 禁止を 強化す る 手段を とりました。 
これを 受けて 家 ¥ の 代には、 こ 層 厳重な 禁止# を 出し、 信徒を 圧迫し まし 
たので、 都市に おいては 切支丹は 影を ひそめました。 しかし 九 州の 島滅 
や、 天草 地方には 農民 層まで、 切支丹 信徒の 強い 団結が あり、 特に 島 原 城 
主 松 倉 氏の 圧制の ため、 或って 信徒を 結束 させ、 農民 二. が おきました。 
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の SM 二. は耘# 輦 i を しました。 癸輦 が これに 春沄 
して、 豪農 益 田 氏の 手、 四 郎時貞 を 立てて 首領5 とし、 浪人が 参加して、 威 
城に 立て籠りました。 幕府は 板 倉 重昌を 派遣し、 近隣 諸 藩の 其を 動員して 
討伐し ましたが、 幕軍は 敗れ 重昌は 戦死し ました。 幕府は 寛 永 15 年 (A. 

がつ  まつだいら のぶつな  はけん  がつ まつよう や  はら じよう  かんらく  いつき  か 

D. 1638) 1月、 松 平信 綱を 派遣し、 2 月末 漸ぐ原 城は 陥落し、 一揆の 加 
担 者は 皆殺しに され ま した 0 この 糸 i 果 切支丹 禁# は 二 層 強化され、 寺 請 希 lj 
度ゃ宗 門人 別 帳を 讀 け、 すべての 人民が 必ずい ずれ かの 寺院の 檀蠱 とな 
る こと を 定め、 人別 帳に 記-のない 者は 切支丹 宗徒と して 処分され る こ 
とに したので す。 また 踏 絵を つくり、 切支丹 宗を 判別したり、 禁書 令 1 を 出 
して、 宗教 関係 書の 輸入を 封 じこめ ました.。 

家 光は 島 原の 乱の 前、 鎖国への 方 g を 歩み はじめてい ました。 寛 策 10 
年 （A.  D. 1633) に 奉書 船以〆 の 日本 船の 海外^ 航を 禁止し、 合わせて® 
外在 住 5 年 以上の 日本人の 帰国を 禁止して います。 寛^ 12 年 （A.  D. 
1635) には、 日本人の 海外 渡航と 在外 日本人の 帰国を 全面的 禁止に 拡大し、 
中 国 船 も 長 崎以〆 の 入港を 禁じました。 その 翌% 寛# 13 年 （A.D.1636) 
には、 長 崎に 出 島を 築き ポル ト ガル 人を € し、 日本人と 外国人との 接触を 
遮断 するとい う、 対外 的な 鎖国政策の 第 こ 歩を ふみ 出しました。 そして 島 
原の 乱 平定 後、 翌年の 寛‘ 16 年 （A.D.  1639) には、 キリス ト教 禁令 三箇 
条を 出す と共に、 「自今 以後 かれうた （ポル ト ガル 人 使用の 小型 誤 速 船 
galeota) 渡海の 義 これを 停止」 する 旨の 禁令を 発し、 ポル ト ガル 船の 莱滅 

ぜんめん てききん しう  だ  い がい 

の 全面的 禁止を 打ち出しました。 ここに おいて、 オランダ 以外の ヨー ロッ 
パ 貿易は 二 切 禁止し、 完全な 韻 国 状‘ を 現出5 させました。 この 後、 
ペリ ーの 来航まで 215 年間に わたり 鎖国の 状態が つづけられる のです。 

ごのよう に 家 光が 屢 々禁令を 出し、 遂に 完全な 鎖国を 令1 したのは、 切 支 
丹の 自由 •平等 •博 g の 思想が、 武士階級の 間に 流 希して いるの ならば 
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ひ し はいし やそう  のうみんかん  ふき ゆう  ほうけん りんり  こんてい  ひ 

ともかく、 被 支配^ •層の 農民 間に 普及す る ことは、 封建 倫理を 根底から 否 
定 し、 封建制度が 被 支配者 層から 破壊され ていく 危険 g を 見き わめた から、 
事前に 断乎と した 処置に 出た のです。 封建制度の 破 威は、 重 商 主義の 利 
を 犠牲に しても、 幕府と しては 見過ごす ことので きない 問題 だからです。 


(7)  文治主義と 天 和の 治 

家 光の あとを つぃだ 四 代 家 綱は、 11 歳で 将軍に なった ので、 叔父の 保 科 

まさゆき  ほさ  しご  ろう じゆう まつだぃら のぶつな  たぃろう さがぃた だきよ  もんばつ ふだぃ  おそ ば 

正 之が 輔佐し、 死後は 老中 松 平信 綱 •大老 酒井忠 清ら 門閥 譜代と、 御 側 
衆が 輔佐に 任じ、 儒学の 仁政 思想を 政治の 基本に おぃて、 政治 倫理を 正 そ 
うとした のです。 社会の 動揺 も 治まり、 一応 天下 泰平と なって、 人び との 

あぃだ I  げんじよ うぃ じもと  きうん  こ  のうそん  ほんび やぐし よう  せぃちよう  せぃさん 

間 にも 現 状 維持 を 求める 気運が 濃く、 農村で も 本 百 姓の 成 長と、 生産 
力の 増大で、 余剰が 生じ 生活 も 安定し ました。 

晚年 大老と なっ た 酒井忠 清の 専権で 幕政は 弛緩 しました が、 老中 堀 田 
正 俊が 关老 となって 改革し、 賞罰 厳正 •綱紀粛正を モット ，にして 政治 
を ひき しめ、 家 i 岡の 後に 綱吉を 将軍と して、 将軍の 専制 体制を 整備し、 湯 
島の _ 堂を 建てて、 儒学の 奨励に つとめ、 文治 政策の 実を あげて、 やがて 
元禄 文化の 花を 開かせる 基を つくり、 天 和の 治と 称されました 〇正 俊が 殿 
中 で 束し _ されてから 後、 i 岡吉の 政治は 急速に 傾斜 してぃった のです。 

(8)  江戸時代 中期の 概観 

第 18 世紀は、 江戸時代の 中期と 言って よぃでしょう。 前世紀の 後半に 

よう や  てんか たぃへぃ  ばくはんたぃせぃ  せぃび  しや かぃせい かつ  こうじよう  がく 

なって、 漸く 天下 泰平と なり、 幕藩体制 も 整備し、 社会生活 も 向上し、 学 

も I ん  はつた つ  あたら  けぃざぃ りよく  しゆうち ゆう  ゆうりよ くちよう にん 

iiW が、 それまでの AM •  SM •歲 ±に 夜 ゎって、 安 花の® ぃ 辜と なって 
台 遠して きま した。. 前世紀 末に 興 こった 元禄 文化は、 この 世紀の 初頭を 飾 
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る 文化と して 発展を とげ ま した。 元禄: 化は 元来 京 坂すな わち 上方を" 
心に 興り、 町人 勢力の ‘ 興 期で ありま したから、 その 文化は 健康 ぜ で、 藩 
新な 気が 漂って おり ま した。 五代 将軍 i 岡吉 はは じめ 多: 治垒義 をと り、 箣 


せいじ 


ようにん やなぎ さわよ しやす  ろうち ゆう. とうよう  ぜんせい  ばんねん  — . ^ 

用人 柳 沢吉 保を 老 中に 登用 して 善政に つとめ ま したが、 晚 年には 政治に 


しよう るい あわ 


れい 


はつ 


いぬく ぼう 


ぼうせい  おこ 


あき、 「生類 憐れみの 令」 を 発して は 「犬 公方」 と言われ、 暴政を 行なう 
ようになり. ました。 寺院 修道で 財政を 乱し、 その 穴 s めに 貨喊の 鼓 M を 
行ない、 ％ 価を 騰貴 させて 混乱を- きました。 关 茯し#輦_1 は薪异 e 若 
を 登用つ し、 諸 制度を 改め 改革に 努力し ましたが、 彼の 鼓 治 期間は H かく、 發 
の 礼 文 主義は 却つ て 消費を 増大 化し、 武士 階 級の 生：?! 苦を 生ぜし め、 ±k 
雄を まねき ました。 そこで K 耗 W 鞋 蒙は 辟を 弟 ナ、 線 1 痦をゃ 


しよう ぐんよ し 

した 0 この 将軍 吉 


ぶだんせいじ  だい てんかん  おこ  ばくせい  かいかく  つと 

め、 武断政治 へと 大 転換を 行ない、 幕政の 改革に 努め ま 
宗の享 保の 治と 言われる 改革 政治 の 努力に も拘 ら ず、 その 政 が W 建 に 
矛盾ず る 商品 流 i 経请の 発展を 抑 运 する 経^ 1 策を 臭いて いて、 筏に 


ぎ やつこう 

逆 行す る ことにな 


いち！：  こと  かえ  しや かい むじ ゆん  げきか 

一時の 糊塗に と どまって、 却って 社会 矛盾を 激化 


させ、 百 姓 一揆を 頻発 させた のでした。 その上 田 沼 父子が 幕政に 参画し 
て 賄賂 政治を 行なって、 士 風を 頹威 させ、 民衆を 生? i 苦に^！ いこんだ の 
で、 封建 制 崩壊へ 更に 一歩 ふみ 出す 結果を もたらしました。 第 十一 代1^ 将 

ぐんいえ なり  しら かわじよ うし •ゆ まつだいら さ だのぶ ’ろう じゆう とうよう  しよ せいさつし. ん 

軍家斉 は、 そのは じめ 白 河 城主 松 平定 ^ •を 老中に 登用して、 諸政 刷新に 
つとめ、 その 成果に 見るべき ものが あった のです が、 この 改革には 反対 も 
多く、 遂に 寛‘ の 或 革 も 実らない まま 定 信が fei をし、 その後は し 将軍家# 

しんせい  よ  ふたた  ばくふ  せいじよう  あつか 

の 親政の 世と なる のです が、 再び 幕府の 政 状は 悪化を してく るので した。 


(9) 将軍 綱吉晚 年の 悪政 

綱吉の 初期 の 善政に 比較して 、急" 転した 晚年 の 悪咸は 二十 数年 K つづ 
いて、 大名' 旗本に 儉 約を 強制し ましたが、 自身は そうでは なく、 母 桂 
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滅ぅ麄 と 巽に S 雷に 雷 iu 鬓 笑な* 角を# 1 のために 號 角し、 SW の t 

や 仏教の 慈悲を 形に 表すた めに、 行路病者 や 捨子の 保護に 熱中したり、 
生年が 戌年 だからといって 犬を 叩いた 人間を 罪に し、 江戸 市中に#1^ を 横 
行 させ、 中 野に 16 万 坪、 大久 保に 2 万 5 千 坪の 野犬 収容所を つくり、 関 
東の 幕領に 100 石に ついて 1 石の 犬 扶持を 課した りと いったよう な 愚# 
な 矣&が つづいて、 幕府の 財 威の 逼迫と 人び との 怨嗟を かい ま した。 鉍吉 
はこう した 悪政を 是正1 する こ ともなく、 柳 沢 等の 無能な 政策の ため 弊-を 
のこした まま、 宝 永 6 年 （A.  D. 1709) に 赤に ました。 


(10) 正 徳の治 

-吉の 死後、 六 代将 軍に なった 家宣 は、 綱吉の 弊政 改革の 手 はじめに、 
生 類憐 みの 茶を 廃止し、 新# 白 石を 信任して、 彼の 「¥« の議」 の 案を と 
り、 良貨と しての 乾 字 金 や、 正徳 金銀を 铸 造して、 物価の 安-を 図り、 貿 
易の ため 海〆 に 金銀が 多量に 流失す るのを1 防止す るた め 貿易 額を 制限す 
る、 海舶 互市 新‘ （長 崎 貿易 新 令） を 定めたり して、 正徳の 治と いわれ ま 
した。 けれども、 家宣が 在職 3 年 5 か 月で 死し、 七 代 将軍家 継 も また 8 
‘ で、 享保 元年 （A.  D. 1716) 夭折し、 白 石の 改革は 6 年 5 か 月の 短期間 
に 終わって しまい ま した。 白 石の 或 革が 不首尾に 終わった のは、 この 将軍 
の 夭 ボ •短 ¥ という 不運 だけでは なく、 彼の 改革の 基本が、 朱子学に 立脚 
した ネ L 文 主義で、 理想と 文飾に 走り、 形式主義に 流れた ために 批判を うけ 

はや  しよく  さ  げんいん 

たこと も、 早く その 職を 去らなければ ならなかった 原因な のです。 


(11) 将軍 吉宗 の享 保の 治 

享保 元年 （A.  D. 1716)  4 月 家 継が 死んで、 紀州 家から k 代将 軍と して、 
吉宗が 迎えられました。 彼は 近 政治を 排 し、 文治主義を 斥けて、 武芸を 
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M ぅ B し、 _ 挙を i ん ずる® ii 痦を 簖, して、 I 痦 i 輦 にの り函 しまし 
た。 彼は 享保 年間に、 罰則の 基準を 定め、 宗 教に 関係の ない 漢訳 •洋書の 

ゆに ゆう きんし かいじよ  ねん ぐし ゆうのう へいきん  ちよう ぜい  じよう めんせい さ だ 

輸入の 禁止を 解除し、 年貢 収納の 平均を と って 徴税す る定免 制を 定め、 
畑地に 対 1 する 税法 どして、 三分の 一 金銀 納 法を 定めたり、 旗本. 御家人に 
対して、 蔵 宿の 債務 追求を 拒否し 得る 措置と して 相対 済 4 を 実施し、 M 
大名に 対 ： し、 参 勤 交‘ の 期間 半減の 代償と して、 領知高 1 万 石に つき 100 
石の 割で 米を 収める 上げ 米の 制を 定め、 新田 開 奚を樊 ii し、 足 高の 滷を定 

じんざいとうよう  ねら  'しよく さんこう I ぎよう さく  かんしよ  ちよう せんにん じん  さいばい  しようれい 

めて 人材 登用を 狙い、 殖産 興業 策と して、 甘藷や 朝鮮人参の 栽培を 奨励 
したり、 村 方 心得 21 箇条を 制定して、 農村 支配と 農民 統制を 企て、 年貢 増 
徴の途 を 考えました。 吉宗は 将軍 親政の 独裁 権の 確立を 目指す と共に、 他 
方では 一般 庶民の 意見を 参考に しようと、： ’目安 箱を 設けたり、 小 川の 養 
生 所を 設けて、 庶民の 診療の 便を 講じ、 江戸 市中の 防火 方針を; & てたり、 
矢継早に 改革を 断行し ま した。 これを 享 保の 改革 ど 呼んで います， 

吉宗 はよ く 改革に 努力を したので すが、 _ 効が あがり ま せんでした。 米 
将 軍の 農業 振興に も か爲 ちず、 この 時 W に 百姓 二揆 が頻堯 しています し、 
江戸で も 最初の 打ち こわ しが 起こ っ てい ま才。 それは 将軍 も 米価 対策に 

ねつ しん  ほうけん せい  むじ ゆん  しよう ひんり ゆうつ うけい ざい  はつ てん  ■ぜ せい  こんぽんてき 

熱心で したが、 封建 制に 矛盾す る 商品 流通 経済の 発展を 是正す る 根本的 
な 経済政策が 立てられなかった ためでした。 

(12) 元禄 文化 

(a) 上下の 秩序を 重んじ、 礼節を 尊ぶ 朱子学の,#、 想は、 やがて 社会 全 
体に ひろがり、 いわゆる 封建思想が 定着し ました。 

ms 幹は で 某 丰¥の 二 派で ある 南 学を ぉこし、 その 系統の 山 崎 闇 
斎は 神道を 儒教に も とづきながら 解釈して 垂加 神道を 説き ました。 中 江 
藤樹や 熊沢蕃 山は 陽 明 学を 学 7 ましたが.、 実を 批判した ため に 幕府に 憎 
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まれました。 また、 芤丰 •孟丰 にち 產 く  S たちかえって OT き备 しようと する* 
学派 も おりました。 これは 山 鹿 素# に はじまり ますが、 彼は 朱子学を 
したために 幕府に よ って 処罰され ま した。 しかし 伊藤仁斎は 論語 や 孟子な 
どの 本来の：! 味を 研究し、 京都の 堀川に 私塾 古義 堂を ひらき、 門邊 3 千 人 
といわれる ほど 繁栄した といい ます。 

儒学の 発展は 他の 学問に も 影響を 与え 現実主義 的な 思 琴が つよくな り 
ました。 歴史学では 新 井 白 石が 武家の 政治 史を 論じた 「読史 余 論」 や 日本 
古 を 批判した 「古史 M」 を 書いて います。 

しぜんかがく  ほんぞうがく  のうがく  いがく  はつた つ  みや ざき やすさだ  ，のうぎ よう ぜん 

自然科学では、 本草学 •農学 • 医学な どが 発達し、 宮崎 安貞は 「農業 全 
書」 を、 貝 原 益 軒は 「大和 本草」 を あらわして います。 また 土地の 測量 や 
各種の 計算の 必要から 和 算も堯 i し、 関 孝 和は 高等 数学の 研究を しまし 

てんもん れきがく  やすい さんて つ しぶかわし ゆん かい  へいあんち ようい らい もち 

た。 天文 •暦学で も 安井 算哲 （渋 川 春 海） が 平安朝 以来 用いられ ていた 
M の 負 差が 大きく なって いたた め、 天体観測を おこなって、 わが国 最初の 
暦で ある 貞享 暦を つくりました。 

(b): 元禄 文化を 特色 づける ものは、 なんと いっても 上方 地方を 中3 心に 
さかえた 町 人 文芸 といえ ます。 そ の 代 表が 井原西鶴 • 松龜 芭蕉. 近 € 門 
左衛 門です。 

西 鶴は、 は じめ 俳人と して 才気を う た われて いま したが、 1682 年 「好色 
一代 男」 を赛 表してから 小 に 転じ ま した。 その 作品の 手法は いちじる 
しく 断片的で しかも 暗示 的で あり、 近代 小” 説の よう に 一つの こと をて い 
ねいに 表現し よう とする 写 性には かけて いますが、 人間性の あさま しい 
面を 赤裸々 に 描写して います。 「日本# 代 蔵」 「世間 胸算用」 などが 有 答で 
す。 

芭蕉は 伊賀の 武士の 出で、 西山宗 因のは じめ た 談林風 俳諧が 奇抜 さを も 
とめて 衰えて いったのに 対し、 幽玄 閑寂な 境地を うたう 蕉風 （正風） 俳 
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謹を しました 0 「古池 や 蛙と び这む 水の 音」 は 蕉風 開眼の 句と いわれ 
ています。 また 芭蕉” は 各地に 旅を しました が、 その 中から 紀行文の 名作 
「奥の 細道」 がう まれ ま した。 

近 € は、 京都 近ぐ の 武士の 出身で したが、 若い ころから 文学に ふれ、 人 
形っ H 请杂 や蠢蠢 伎の き 雨 本を つく るよう になり ま した。 近 松の 作品の 主題 
は 義理 乂嘗の k* で、 封建 制' に しばられ だ 町 人たち が、 人間的な 愛に 生き 
ようとしても どうしよ う もない 姿を かなしく も 美しく えがいて います。 彼 
の！^ 4 は 「芯 眾て矣 の iS」 のよ うな 世話 € と、 「国 姓 爺 合戦」. のよ うな 時 戎 
物と に 分ける こ とがで き ますが、 竹 本義 太夫ら によって 語られ ま しだ。 

この ころ 蠢蠢 伎 も ざかん になり、 江戸 •上方に 常設の 劇場が つく られ、 
江戸に 9 川団 十郎、 上方に 坂 田 藤 十 良 きらの 名優が でて、. 町 人た ちの 人気 


をえ ました 0 

(c)  では、 宗 i の 画風を うけついだ 尾 形 光琳が でて、 伝統的な 大和 


え  しきかん  こうせい  きんだいてきし やせい  かいし やく  めいかい 

絵の もつ 色感と その 構成を 近代的 写生に よって 解釈し ようと して、 明快 か 


だいたん  そうしよ くて きだいが めん  さくひん  おお  のこ  かきつ ばた ずび ようぶ  こうはく 

つ 大胆な 装飾的 大 画面の 作品を 多く 残して います。 燕 子 花 図屛風 と 紅白 


ばいず びようぶ  かれ  さいだい けつ さぐ 

梅図屛 風は 彼の 最大 傑作でしょう。 

うき よえ  そうし しや  ひし かわもろ のぶ  かれ  え ど  しよ みん  ふうぞく  にく 

浮世絵の 創始者と いわれる のが 菱川 師宣 で、 彼は 江戸で 庶民の 風俗を 肉 


筆で 描いて いました が、 やがて 浮世絵 版画を はじめました。 美人 •役者 • 
相撲な どを 画 € とした 浮世絵 版画 は 安 _ なた めに、 庶民 の 間に ひ ろが り、 
庶民 芸術と して 人気を 得ました。 師宣の 代表作に 見返り 美人 図が ありま 
す。 

工芸で もす ぐれた 作品が つく られ ました。 野々 村 仁 清は、 柿 右衛門の 上 
絵 |寸 の 法を 京 焼 陶器に 応用し、 純然たる 日本 趣味の-匠 による 絵 陶器 
をつ くり ま した。 代表作には 色絵 藤 図 茶壺 や 色絵 吉野山 図 茶壺が ありま 
す 0 光琳の 弟の 尾 形 乾 山は. 焼に はじめて 上絵 付を 施し、 仁' i# とはち がっ 


124 


第 4 節 幕 藩 封建時代 

た 地条で 渋条の ぁる 美を 1 求して います。 晃琳 はま たす ぐれた 歸蠢 条 
であって、 八橋 蒔蠢硯 箱の 名品を のこして います。 

(13)  田 沼 時代 

十代 将軍家 治は 田 沼 意次を 老中と し、 その子 意知を 若年 寄に 任じ まし 
たが、 この 田 沼 父丰が 幕政を 握って から、 側 用人 政治が 覆活 され、 仲間 
の 設置な どに からんで、 一部の 特権 豪 商と 密着して“ 政治が € なわれ 
悪 ‘ がつ づき ま した。 加えて この頃 大 飢饉が つづき 幕府の 威 治は 再び 乱 
脈に なり ま した 0 

(14)  寛 政の 改革 

たぬ まふ し  しつき やく  じゆうい ちだいし ようぐん いえな り  ろうち ゆうし ゆ ざ  まつだいら さ だのぶ 

田 沼 父子が 失脚 して、 十一 代将 軍 家 斉は老 中 首座 として 松 平定 信を 
抜擢して 改革に 当たらせ ま した。 定 信は 田 沼 派を 一掃し、 賄賂 政治を 断ち、 
株 仲間の 一部を 中止し、 倹約を 中心に 緊縮財政を 実行し ましたので、 一 
応 幕府の 財政は 小康を 得ました。 旗本 等の 生活 窮乏を 救うた め、 札 差に 
対し 5 年 以前の 貸金は すべて 帳 消 しに するとい う 棄損 令を 出し、 農村では 
零細農 民を 保護し、 堕 g  •間引を 禁じ、 赤子 養育 料を 給付して、 農村 人口 
の 増加を はかり、 農村を 復興 させ、 年貢の 増徴を 企てました。 また 彼は 士 
風の 涵養の ため、 朱子学を 正 学と し、 他の 儒学を 禁止 させた 寛 ボ 異 学の 禁 
を 断行し、 風俗を 匡正し、 風俗を 攪 乱す る 文芸作品 の 出版を 禁止した りし 
ましたが、 寛 威 5 年 （A.  D. 1793)  7 月に、 家斉 から 罷免され て 笑 脚し、 
江戸時代の 3 大 改革の 第二の 或 革は 終わり ま した。 

(15)  第 18 世紀の 江戸一 世界最大の 都市 

第 18 世紀に なると、 幕府の 所 ¥ 地 江戸 （東京） は 著しい 発展を とげて、 
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日本一の 大都市に 成長して いま した。 天下の 合 所と 称された 大 坂に 対し 
て、 江戸は 天下の お 膝元と いわれ、 経 清の 都市 大坂 に対して、 政治の 都市 
として 江戸は 著しい 襄展を 示しました。 享保 6 年 （A.  D. 1721) 以 或、 江 
戸町 奉行所では、 支㈤の 町方 人口の 統 “が あります が、 人口は 大 “45 万 
ないし 50 万と 計算され ます。 しかし これは 町方の 人口 °で あり、 寺社 奉行 
の 支-下に ある 町方の 人口は 5 万ない し 7 万で ありま した 0 更に それに 武 
土の 人口が 加算され ます。 宝 ¥  2 年 （A.  D. 1705) で、 旗本 ム上 が 5,300 余 
人、 御家人が 1 万 7,200 余人、 合計 2 万 2,500 余人で、 その 家族を 平均 5 
人と するなら、 11 万 3 千 人。 更に 家臣 や条 族、 奉公人を 計算して 10 万人 
とします と、 备 計 21 万人と なり、 また その他に 在府の 大名が と 百 数十 
軒、 その 江戸 詰の 家‘ が、 18 万、 中間 •足軽が 10 万人、 その i 浪人が い 
ますので、 武士階級の 人口は ざっ と 52 万人 余と な ります。 それで 武士と 
町方の 人口" を 合わす と 105 万ない し、 110 万の 間と いう 数字になります。 
この 人 P を-時の 世!^ の 都市に 比較して みます と、 ョーロ ッ パ最; の 都市 
ロン ドンが、 1700 年頃に 50 万人、 1801 年で 86 万人、 パリは 54 万人に 過 

とろ1*  /  ど  じ/， う  士 /t’ メ 

ぎません から、 当時 江戸の 人口が 100 万人を 超えて いだと いう ことは、 ま 

せ かいいち  じんこう  ゆうだい とし 

さ に 世界一の 人口 を 有する 大都市であった ことになります。 しかも この 
100 万人を 超える 人び とが、 今日の 東京の、 千代 田 •中央 •港 •文 京 •台 
東の 5 区の 地域の 大部分 もしくは 二 部の、 ごく 狭い 地;® の 中' に 住んで いま 

とうじ  じんこうみつど  たかと し  い 

したので、 当時 か ら 人口 密度 のき わ めて 高い 都市で あった と言える のです。 

都市は 一般に 消費 地と しての 性格を もって おり ますが、 江戸の 場合は そ 
れが 特別でした。 人口の 半数を 占める 武士は、 その 家族 •家臣 •奉签 人を 
含めて、 すべて 衣食 住5 の 全面に わたって、 全く 生産 € 為を 行ないません 
し、 直接 生産に たずさわる 職人の 数は 僅かで、 ¥ 部分が 商 業で、 金融. 
運送に たずさわる 商人で、. これ もまた 直接 生産には 関 _ しません。 この 
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表 卜 33 江戸時代の 商業と 豪商の 発生 

(1)  国内 交易— 諸 産業の 発展と 都市の 発達、 交通の 整備、 貨幣制度の 発達が 結合 
して、 国内の 商業 も 著しく 発展し、 商業の 中心地には 大 商人が 発生した 

①  諸 大名は 藩 米 や 国内 製 産品を 売却す るた め 商品を 大都市の 市場に 送り込 
む 

②  そのため 江戸 •大 坂に 蔵屋敷が 立ち、 そこから 蔵 物を、 問屋— 仲買人— 
市場に 出して 売却す る 

•③ 民間の 産物は、 商人の 手に 集められ、 問屋— 仲買人 •小売商 •行商人の 
手を 経て 市場 または 個人に 売却す る 

、④. 市場には 江戸の 魚 市、 青物 市、 大 坂の 米 市、 青物 市の 如く 有名な もので、 
各地に 市場が 立った 

(2)  国外 貿易— 鎖国を していても 外国 貿易は 中絶して いなかった。 この 時代 唯一の 
貿易港は 長 崎で あり 、長 崎 貿易は、 中国 • 朝鮮 • 琉球 • 松 前 • 和 蘭を 相手に 行 
なわれ ていた。 正徳 5 年 （1715 年） 新 井 白 石の 発した 貿易 新 令 （長 崎 新 令） は 
唐 船 30 隻銀 6000 貫、 和 蘭 船 2 隻銀 3000 賞を 1 年間の 貿易 額と 定めて 制限を. した 

'① 貿易港 長 崎は 長 崎 会所 一 市民の 自治 機関の 統制を う けて いた —— 公営 
貿易であった 

②  中国 貿易 輸入一 白糸 (生糸)、 菜種、 砂糖。 輸出 一 銅、 海産物 

③  朝鮮 貿易 対 島 藩と 朝鮮 釜 山の 倭 館との 貿易、 輸入一 糸 •反物 •人参。 
輸出 一 銅 二 公 貿易： 

へ④ 琉球 貿易 琉 球を 足場と する 中国 南海 諸国との 間接 貿易、 輸 人一 日 菜種、 
どんす 

.⑤ 松 前 貿易 18 世紀 後半 松 前 藩は 商人の 請負いで 海産物を 集荷し、 俵物 (.い 
りな まこ、 こんぶ） を 長 崎へ 回送し 更に 中国へ 輸出す る 
、⑥ 和 蘭 貿易 輸入一 生糸 •砂糖， 象牙. • 染料 • 香料— 南蛮 物。 輸出一銀. 
.銅. 硫黄 •刀剣. 陶器 

(3)  商人は 資本を 蓄積し 高利 貸 や 土地への 資本と して、 商業資本 • 高利 貸 資本の 
増加を はかり 豪商と なる 

W 両替商— 預金 貸付 為替手形 発行、 金銀の 本 両替 等を 行ない、 大 坂には 十 人 
両替屋 等が 発生し、 天 保 年間には 資本 20 万両の もの 50 軒が あった。 江戸に 
は 三 井 等の 本 両替屋 数軒 あり、 他に 60 軒 あった。 これ 等の 両替屋は、 幕 
府の 両替. 公金の 貸付に 応じた。 

②  蔵元 蔵 物の 出納を 司る。 はじめは 各藩の 役人 仕事であった が、 のち 
出 人り の 商人が それに 任ぜられた 

③ 札差 江戸 浅 草の 御蔵の 米穀を 受取 •売却し 手数料を とる。 また その 
米穀を 抵当に して、 旗本 御家人に 金銀を 用立て 貸付す る 

、④ 掛屋 大名の 年貢米な どを 抵当に して 金を 貸し その 売上 額を 保管し、 
金銀の 融通を する 町人で、 大体 蔵元と 掛屋の 兼業 者が 多い。 大 坂の 鴻 池は 
加 賀広島 藩な どの 掛屋を 兼業と していた 

(4)  このような 商業資本、 高利 貸 資本は 幕府 諸 藩の 生命を 経済的に 左右す る 権力を 握 

り 「大 坂の 豪商一 度 怒って 天下の 諸侯 I 布る」 と言われ、 江戸 後期には 更に それ 
が 工業 資本に 転換して いった。 そして 莫大な 富力を もつ 巨商は やがて 幕末には 
政商と して 活躍して いった  . 
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100 劳の aFI が する ための Si% 蠢 は、 ことごと く迮 斧苡荈 の; 4 で筌 
産され る ものに 依存して いたわけ ですから、 江戸に 運ばれて く る 物資は、 
きわめて 巨：^ な 数量を 要し ま した。 このよう な大 消費都市と しての 江戸 
が、 また 商業の 中心であった ことは 当然の ことです。 

このよ うな 大都市の 出 現の ためには、 いろいろな 条件が 重な り 合って 
おり ますが、. その 基本的な 条件は、 すでに 織豊 威権の とった 諸政 策の 中に 
芽生えて おり ま した。 

(16) 化 政 文化 

元禄 文化の 中心は 上方で したが、 文 花. 矢 威 期になる と 茳 戸が 文化の 中 
心と して さかえ ま した。 しかし この 立 戸の 町人 文化は、 元禄 文化の ような' 
健® さやま じめ さを5 失い、 一口で いう と頹威 的な M 筒が I 蛮い ものでした。 

(a) 小説では、 上方の 浮世草子の おとろえた あと、 町人の 心情 や享 
楽 生'? i をえ がいた‘ 落 本 や 黄表紙が 流行し ま した。 洒落 本 作家には 江戸 
戯作者の ネ  1 といわれる 山 東京 伝が いますが、 さ し备 中心の 黄表紙は やが 
て 合 巻と よばれる 長編の 絵 草子と なり ま した。 「修杂 田舎 源氏」 の 柳 _ 
種彦が 有名です。 また 低俗な 滑？! を も とに 庶民 生活を えがいた 滑稽本では 

じつ べんし やい つく  とうかいどう ちゆう ひざく りげ  しきて いさん ば  うきよぶ ろ  うきよ どこ 

十 返 舎 一九の 「東海道 中 膝 栗毛」、 式亭三 馬の 「浮世 風呂」 「浮世 床」 など 
があります。 洒落 本の 流れを く む 人情 本は 男女の 頹廃 的な 恋‘ を 主題と 

ためながし ゆん すい  し ゆん しよく うめごよみ  ゆうめい  ほうけんてき  きよう くん 

して おり、 為永春水の 「春色 梅暦」 が 有名です。 また 封建的な 教訓 や 
勧善懲悪を 説いた ものが 読本です。 上田 秋 成は 「雨 月 物語」 を、 滝 沢 馬 琴 
は 「南 総 里 見 八 犬 伝」 を 書いて います。 以上の 小説 ば、 通俗的で 低級な 笑 
いを さそおう としたり して、 必^ず しも 芸術的とは いえません が、 文学を 大 
衆の も のに した こと だけは 事実です。 

喊謹 では、 4 •謝 蕪 村が 写実を 旨と した7 美しい 作品 （春の 海 ひね もす のた 
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り のたり かな） を、 ，J ご 森し 二 秦は乂 法 ゆたかな Mw 笙&を ょんだ (S 
せ 蛙 負けるな 二茶 ここに あり） をの こして います。 また _ 句 や 和歌の 形式 
(字数） を 義 みながら、 内容は 滑稽 や 皮肉の i い 詩歌と して 17 文字の 川柳 
や 31 文字の 狂歌が さかんに つく られ ました。 川柳では 柄 井川 柳、 狂喊で 
は 大田蜀 山人が でて います。 

演劇では、 竹 田 出 雲が 「仮名手本 忠臣蔵」 のよ うなす ぐれた 浄瑠璃 作品 
をつ く りました が、 やがて 歌舞伎が さかんに なると、 名 a 七 W 逢 治 川団十 
i が あらわれ、 raiii 南北が 「東海道 四 谷 怪談」 などの 蠢舞伎 台本 を- 


き  ま  した 0 

(b) - 画では、 この 時代 も 浮世絵が 中心でした 0 鈴 木 春 信は、 錦絵と 
よばれる 雾 くの fell を A りこんだ 華： i な 浮世絵を はじめました 。鳥居 清 長 
や i 奏力川 威 i は k 艶な 美人 画を、 東 州 斎 写 楽 や 歌川豊 国は 役者 絵を、 歌 川 
豊# は 風景画を 描き、 浮世絵は 黄金時代を むかえ ま した。 しかし 化 政 期を 


すぎる と、 しだいに 定型 化し、 生気を 失い、 おとろえて いきました 〇 その 
よ うな ¥ で の E1 画を 確* したの が 葛 飾 北 斎と 安藤広重です。 北 斎は、 
关 M な 構図と び 洛ぅ 孥の 「i 獄 三十 六景」 などを » きま したが、 彼の 作品は フ 
ラ ンス 印し 赢^の 高 条 たちに 多大な!^ 響を あた えた ことは、 よ ぐ 知られて 
います。 策* は、 芘 蓋とは If 照 的に 詩情5 あふれる 日本的な 風景画を 描き 
ました。 耗表 作に 「東海道五十三次」 があります。 

誃な では、 はじめ 狩 野 派に 学んだ 円 山応挙 は、 中国の 写生画 や 

とうしず ほう  し ぜん  ふうぶつ  しやせ い 

ョ—ロ ッ パの 透視図法 をと り いれ、 またみ ずから も 自然の 風物を 写生して、 


てき  しやせ いが  かんせい  かれ  いつ ば  まる やまは  まつ むら 

日本的な 写生画を 完成 させました。 彼の 一派を 円 山 派と いいます が、 松 村 
義し4ん は 縫の 螽 鼠を う けて 起 織を II きました。 言 ■ゆたかな 義 し卷 んの 


かみがた  ごうしよう  にんき  え 

は 上方の 豪商たち の 人気を 得 ま した 0 


みん しん 


なんが 


えいきよう 


ま た 明 清の 南画の 影響の もとに 


きようよう  がくし や 

教養 ある 学者 


じん 


よ ぎ 


詩人の 余技と して 生 
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まれた-に 安 a@ がぁり ます。 笑#. 狩. •  rnmrn^  - 
M 4 文晁 •渡 辺 華 山たち は、 かたくるしい 専門 画家の 絵とは ちがい、 自 
由な 画 威の-を 描きました 0 

洋画 風は、 鎖国 後一 時 とだえて いました が、 蘭 書の 輸入5 が 許される と、 
ふたたび さかんになり ました。 平賀源 内. 司 馬 ゴ漢 • 亜欧堂田善 たちは 西 
洋画の 遠近法を 学び、 当時に あっては 異色の 絵を 描きました。 また 江漢は 

くに ti つ  どうはんが 

わが国 初の 銅版画 もは じめ ています 0 

(c)  18 世紀に なると、 「古事記 丄や 「日本書紀」 などの 日本の 古典を 研 

究 する 国学が ^ 展 しま した。 荷 田 春満は 国学を 仏教 や 儒教に 対立す る 思 
想と して とらえ、 古典の 研究の 重要 ¥ を 説き、 門人の ft 茂 真 淵は 「万 葉 
集」 の 研究7 から、 万— 時代の 「ますらお ぶり」 の 精神 こそ いにしえの 日本 
の 道徳 （古道） であった、 と 主張し ました。 また 本居宣 長は、 真 淵の 説を 
う けて 日 本 古来の _ 神、 すな わ ち 古道に 帰る ことを 説き ま した 0 多く の 著 
作を のこし ま したが、 「古事記伝」 は その 一つです。 宣 長に 心酔して いた 平 
田 篤 胤は、 古道の 思想を 堯展さ せて d 古神 道を ひらき、 儒 教や 仏教を 排斥 
しました。 その後 国学は 日本を 神の 国と みる 国粋主義を つよめ、 幕末には 
攘 夷 思想に、 - 治になる と 藍 府の教 学 政策に も 大き な 影 響を あたえ まし 
た。  、 . 

(d)  鎖国の もとでは 西# 文化の 摂取は ほとんど 未 可能で したが、 将 っ 軍 
吉宗の 時代に 漢訳の 西洋の _ 学 書を 輸入す る ことが 許される と、 洋学が 赛 
達する ようになり ま した。 

医学では、 1774 年 前 野良 沢 • 杉田玄 白ら は オランダ 語 訳の 解剖 書 「ター 
ヘル •アナ ト ミア」 を 翻訳し、 「解体 新書」 を あらわし ました。 その後 玄白 
の 門人 大槻玄 k は 「蘭学 陪 I」 を あらわし、 その 門人の 稲村三伯は 最初の 

らんに ちじし よ  わげ  へんさん 

蘭 日 辞書で ある 「ハルマ 和解」 を 編纂し ました。 


130 


第 5 節 近代国家の 形成と 発展 

i 挙の i 蓮に ょ〇て -III •拏の 棼螽 が朿し |]1 をぅ け、 癸茇拏 では 呆耒 
が 地動説を となえ、 志 &E 忠 雄は 「暦 象 新書」 を あらわして ニュー ト ンの引 
して ぃ ます。 M 拏 では# 關 毅は雜 の 縫を ii して 
「大日 本 沿海 輿地 全図」 を 作成し ました。 

幕府 も 天文台に 蛮 書 和解 御用 という 係を Se して、 Mi の を おこな 
いました 0 洋学の 中心は はじめ 產 戸でした が、 オランダ '富 H 直の ドイツ 
欠 シ-ボルトは 冥!! に S 鐘 1 くを ひらき、 籍勞 Mi は关 驗に麓し1  くを ひら ぃ 
て i くの 藤を f てました。 縫からは 漏からは 編 駐^ 
福 沢 論 吉らが 出て います。 • 


第 5 節 近代国家の 形成と 発展 


(1) 列強の 接近と 開国 
(a) 列強の 接近と 幕府の 対応 

18 世紀末 期から 19 世紀 中期に かけての 世界は まさ に 激動の 時代で した。 
すなわち、 1776 年ア メリ カでは 独立戦争が 起こり、 つづいて フラ ンス では 
大 革命が 成しと げられ ま した。 19 世紀に 入る と ヨー ロ ッ パでは ナポ レオ 
ンニ甚 の大遠 症 が あり、 7 月 革命 （フランス 1830 年）、 2 月 革命 （フランス 
1848 年)、 3 月 革 ‘ （ドイツ 1848 年） と 革命が あいつぎました。 また、 ア 
メ リカでは S 部 開拓が 進められ 太平洋への 進出が 果たされました 0 この 
よう な 情 勢の 中で、 日本に 接近して き たのは ロシアと イ ギリ ス です。 

ロ シアは 17 甚紀 から シ ベリ ア 東部の 経 ^ に 乗り出し、 18 世紀 中 ころよ 
りさかん に 日本 近盖に 姿を あらわしました。 そして 1792 年 （寛 政 4) 年に 
はラッ クス マンが 摄 室に 免 航、 さらに 1804 年 （文化 元） 年には レザノ フが 
長 崎に きて、 ともに 通商を 要求し ま した 0 —方 イ ギリ スは 19 世紀の 初め、 
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オランダの iWMit に 案じて にもっ _鼠 のし 省 を* ぉぅ とし、 M 
南アジアへの 進出、 支配を 強めました 。そして 1808  ( 文化 5) 年には、 軍 
艦フ ヱート ン 号が オラ ンダ 船を 31 って長 崎にまで 侵入して きま した。 幕 
府 はこの ような 状況に 対し、 1825  (文政 8) 年 「異国 船 打 払 令」 を 出し、 
中国 （清） •朝鮮 •オランダ 以外の 外国 船を 撃 g する ことを # じました。 

こんどう じゆう ぞう  まみ やりん ぞう  ほつ ぼうたん けん  めい  ほつ かいどうし ゆうへん  ぼうび  つと  はじ 

ま た 近 藤 重 蔵 や 間宮林 蔵に 北方 探検を 命じ、 北海道 周 辺の 防備に 努め 始 
めました。 国民の 間には、 海防の 必要を 説く 人 （エ藤 平 助、 林 子羊） も 現 
れ ました 0 特に 注目すべき ことは 渡辺畢 山、 高 野 長 ¥ など 幕府の 鎖国 政 
策を 批判す る 人が 出て きた ことで したへ 
(b) 大 塩の 乱と 天 保の 改革 

だい _  ■だいしよう ぐんいえ な ■り  しよう ぐんしよ く いえよし  ゆず  おお ごしよ ぜんしよ うぐん 

第 11 代 将軍家 斉 は、 将軍職を 家慶に 譲った のち も、 大御所 （前 将軍） 
として 実権を にぎりつ づけました 0 前掲 年表 （表" 1-31) にしめされ てい 
るよう に、 18 世紀末〜 19 世紀 初頭に かけて 約 50 年間に およんだ 家 斉の治 
# は 大御所 時代と 呼ばれて いま すが、 こ の 時 W は いわば 幕 藩 封建 社-の* 
退 期でした。 斉の 放漫な 政治は 享楽的 •資利 的 風潮を 強め、 商人の _ 
済 活動を 推進 させ、 また 庶民 文化の 花を 開かせる ことにな りました。 しか 

はんめん のうそん  ち あん  みだ  せいじ  ふ はい  しや かい  たいはい  ひやくし よういつ き 

し、 その 半面 農村の 治安は 乱れ、 政治は 腐敗し、 社会は 退廃し、 百姓一揆 
や 打ち こわしが 続発し ま した。 このよう な 疲弊と 混乱に 拍車を かけた のが 
たびかさなる 凶作 •飢饉でした。 なかで も 1836  (天 保 7) 年の 飢饉は 特に 
激しく、 奥 羽 地方では 死者 10 万に も M しま した。 天下の 台所 といわれた 

おおさか  がし しや  こんき ゆう  ひとびと  ばく 

大坂 でも 餓死 者が あいつぎ 困 窮 した 人々 がみち あふれ ま した。 しかし、 幕 
府は なんらの 救 邊策も 立てる こ とがで きず、 富 商ら は 米を 買いし めて 暴利 
を秦る 有様で した。 この 状況を 1 かね、 1837 年 窮民 教 済の た め大 坂で 
蜂起した のが 元大坂 町奉行の 役人で あっ た大塩 平八郎 でした （大 塩の 乱)。 
大 塩の 武装蜂起は 一日で 鎮圧され ました。 しかし、 この 乱は 大坂 という 重 


132 


第 5 節 近代国家の 形成と 発展 


要 都市で 起こった こと、 幕府の 役人であった 武士が 主‘ した こと、 公然た 
る 武力 反抗で あ った ことな どから 幕府に 大きな 衝撃を 与えました。 やが 
て 1841 (天 保 12) 年 家斉が 死去す ると、 幕府は 老中 水野忠 邦を 中心に 幕 
府 権力の 強化を 昌 ざし さま ざまな 改革を 行ない ま した。 これを 天 保の 或 

かく 

革と いいます 0 

かいかく  ばくふ  けんやく れい  だ  ふうぞく  と  し  ひと か 4 

この 改革で 幕府は、 倹約 令を 出して 風俗の 取り締ま りを きびしく、 「人 返 
しの 法」 を 発して 江戸に 流 入した 人々 の 帰郷を 強制し ま した。 また 繰? I、 
間を 解散 させて、 新興 商人な どの 自由な 経済 活® を i めた り、 迮芦 • 关 I 
周 辺の 農村を 幕府の 直轄 領に 編入す る 「上 知#」 を 出したり しま した c 
しかし、 改革は 成功せ ず、 幕府 権力は 一層 衰退し、 封建 社 答の# 盾は ます 
ます あらわに なり ま した。 幕府の 崩壊を 一層 促した のは、 ペリ ーの 案 蘇に 
よる 開港でした 0 


(C) 開国 

ア メリ 方 東 イン ド 艦隊 司令長官 ペリ ーが 軍艦 4 隻を ひきいて 浦 賀に案 
航し 開国を 求めた のは 1853 年です。 この 時は 大統領の 脑 書を 綾す のみで 
帰り ま したが、 翌年 ペリ ーは 再び 来航し、 条約の 線 結を 強硬に せま り まし 
た 0 幕府 も、 ついに その 威力に 屈し、 ①アメ リカ 船が 必要と する 燃料 や 食 
料な ど を 供給す る こ と、 ② 難破船 や 乗組員を 救助す る こ と、 ③ V 田、 ii 
の 2 港を 開いて 領事の 駐 ¥ を 認める こ と、 ④ア メリ カに 最: 遇を 与え 
る こと、 などを 内容と する 日米 和親 条約を 結びました。 ついで 同じ 转容 
の 条約を イ ギリス •ロシア •オラ ン ダと も 結び ま した。 200 年 以上に およ 
んだ 鎖国政策は、 こうして く ずれ 去り ま した。 そ して 1858 年には、 和親 
条 約に 基づいて 来日 した ア メリ カ _ 領事 ハリ ス との 間に、 幕府は 日朵修 
好 通商 条約を 結びました。 この 条約で 日本は、 ①爲奈 川 •長 Hi.  If 潟 • 
兵 庫の 開港、 ② 江戸 • 大 坂の 開 市、 ③自 由 貿易、 ④居 留 地の 設置な ど を認 
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め ま した 0 幕府は 同様の 条約を オラ ンダ •イギリス •フランス •ロシア 
と も 結び ま したが、 同 条約には このほか ⑤ 領事 裁判権を 認める、 ⑥ 日本 
が 自主的に 関税を かけ 得ない、 などが 決められ ており、 日本に とっては き 
わめて 不利な も のでした。 この こと は のちのち まで 大き な 問題を 残す こと 
になり ま した。 

では、 開国は 日本に どのよ うな 影響を もたらし たので しょ うか。 まず 第 
一に、 支配力を 失って いた 幕府が 外圧を めぐり 朝 廷や諸 大名の: i 見を 聞 
く 姿勢を とった ことから、 幕府の k 威 や 力が ますます ¥墜 しました。 第二 
に、 したがって その」 に、 尊王 攘夷 派 や 倒幕 派な ど の 政治 勢 力を 生み出 
しました。 第三に、 製糸業な どに マニ ュ ファ クチ ュ ア 経* が赛靈 し、 封建 
的な 経済 m 序の 崩® が 二 層 進行 しました。 第 四に、 福 価； 著 しく 上昇し、 
庶民の 生活は ますます 困窮した ため、 「世直し」 を 求める し 揆や 打ち こわ 
しが、 広く はげしく 起こり ま した。 以上の こ とは tf しい 秩序の 構築が 不可 
避と なった ことを しめす ものでした。 


(2) 近代国家の 形成 •確立 


(a) 明治維新 

①新 政府の 成立 —— 1850 年代、 わが国は 欧米 列 強の 圧力の も とに 開国 
を 余儀なく され、 資本主義 世# 採 制 のた だ 中に 半 強制的に 組み こまれ ま 
した。 開国は _ 内、 に 未曽 着の 経 動と 権力 機構の 動 ffi を もたらし、 「世 
直し 状況」 は = 層 深まり ま した。 そして 支配者 層 内部の 分裂 •抗争は ま 
すます 激化し 幕藩体制は- ^挙 に 危機に おちいり ま した。 幕末の 政争は、 広 

はん  みん しゆう はん ほうけん とうそう  はいけい  ばくふ  かし そうとう ばくは し ゆ どう ■せいなん ゆうはん 

範な民 衆の 反 妾 t 建 闘争を 背景に した、 幕府と 下士 層 倒幕 派 主導の 西南 雄 藩 

ちよう しゆう はん  さつ ま. はん  ぜったいし ゆぎ てき けんりよ くじ ゆりっ  め  あらそ 

(長 州 藩、 薩摩 藩な ど） との、 絶対主義 的 権力 樹立を 目 ざす# ■い、 とし 


てんかい  けっか  こうし や しようり  ,  ちん  が？ お， せ广 ナニ Y  S ん1 ひ 

て 展開し ました。 結果は 後者が 勝利し （1867 年 12 月 王政復古 宣言 = 新政 
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府 成立)、 1868 年 3 月には、 公議 世論の 尊重 •開国 和親を 趣旨と する 新政 
権の 基本 方針が！^ 外に 宣言され ま した。 新 政府は’ 68 年 9 月 慶応を 明治と 
改め （二世 一元 希 i の 実;^)、 江戸を 東京と 改称 （’ 68 年 7 月） して 首都と し 
(’ 69 年 3 月）、 丘 後 さまざまな 改革を つぎつぎに 断行して 行きました。 ¥ 
革の!^ 容 から それらは、 ①謹家 権 力の 統一 • 強化に 関する こと —— 版籍 奉 

かん  ねん  はいはんち けん  ねん  がくせいせ いてい  ねん  ちよう へいれ い しこう  ねん 

還 （’ 69 年)、 廃藩置県 （71 年)、 学制 制定 （72 年)、 徴兵 令 施行 （73 年） 
など —— およ びその ために ② 国家の 財政 的 • 経済的 基礎を 確 笠す る こと 
—— 田畑 売買の ㉟禁 （’ 72 年)、 地租 改 (73 年 地租の 統一 •金納 化 •土地 

し ゆうけん  こうにん  ちつろくし よぶん  ねんりよ うし ゆて きと ち しよ ゆう  ゆう. しよう ばいし ゆう 

私有 権の 公認)、 秩禄 処分 （’ 76 年 領主 的 土地 所有の 有償 買収） など —— 
の 二つに 大別す る ことができます 0 以上の 諸 改革は、 外圧と 国内 矛盾の 激 
化に よって、 いわば 早熟 的に-立し た 新]^]# が 行なわれなければ ならな 
い S 須 の課義 でした。 しかし 同時に それは 「上からの 資本主義 化」 の 条件 
をつ く り 出す もので も ありました。 それだけに その 早急  1 で 強権 的な 中央 
集権 花と 奩 国 強：^ 花 策は、 国民の 商に I 虽い 抵抗を 呼び起こしました。 幕 
廢 が 倒れ 近代 i 家の 基礎が 固まる までの 時期すな わち ペリ ー 来航 （1853 
年） より 1877 年 ころまで のこの 変革 期を、 明治維新 期と 呼んで います 〇日 
本は こ の k ヽ革を 通して 欧米 歹 i 強の 植民地と なること を 免れ 得 ま したが、 

かのう  よういん  ひと  ちゆう ごく  しん  たいへい てんごく  らん 

それを 可能に した 要因の 一つに 中国 （清） における 「太平 天国の 乱」 な 
ど、 アジア 諸 民族の 反#  •反植 地 闘争が あった こと も 考えて おかなければ 
なりません。 

②初 期の 外交 —— 日本が 1858 年アメ リカな どと 締結した 通商 条約は、 
すでに 記した ように 杂事 裁判権を 認容し、 関税自主権を 欠如 するとい うき 
わめて 不平等な ものでした。 そこで 新 政府は、 幕府から ひきついだ この 不 
% 等 条葯の 鼓 罡を 果たす ため、 1871 年 岩 倉具視 （右大臣） ら 要人 一行を 
菜欧に 派遣し、 改 S の 交渉を させました 0 しかし 目的を 達する ことは でき 
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ま せんで した。 設 iir 弓 I ぅと の 饋1 が ぬじ玉ぅ のょう なじ 表ぅ き克 にあ る？ で 11 す 
ことができない ことは、 日本が、 朝鮮 •中国 （清） への 侵略の 志向を いち 
早く  _っ たこと でした。 まず 朝鮮に 対 ： しては 1873 年征韓 論が 起こり、 76 
年には 軍事力で 威 至しつつ 開国を 求め 不平等な 「日朝 修好 条規」 を歸 
結 •承認 させました。 また 中国 （清） とは 1871 年 「日 清 修好 条規」 を 結 
びました が 対# である ことに 不満を しめし、 批准を 延期 しました （73 年 I： 
准)。 さらに，74 年には 琉球 島民の-害 問 ^  (71 年） をめ ぐって 台湾に し 出 
兵し ま した。 すなわち 日本は、 ア メリ カやイ ギリ スの 支持 や 調停を 得な が 
ら、 近隣の アジア 諸国に W しては 歲圧 私な 姿_で 臨み、 1850 年代 成 菜 列 
強から 受けた 同じ 方法で （軍事力を 背景）、 同じ 内容の 不平等条約を 押し 
つけたり また 押しつけようと したので した。 

(b) 二つの 近代化 構想. 

① 新政への 抵抗 • 反乱 —— 民 衆は 手持ちの 思想、 手造り の 運動で 幕末 期 
反 封建 闘争に 参加し ま した。 したがって 旧 体 希 i が 崩:^ す ると、 人々 は 新政 
府に 「世直し」 の 実現を 期待し ま した。 しかし、 長 州 • ii 摩 両藩出 身 者 
を 中心とし、 公家 •旧 大名 （1869 年 いずれも 華族と 改称） や 特権 商人 
を 同盟 •支持 基盤と する 新 政府は、 民意を 無視し、 新たな 政治 シンボルと 

てんのう  けんい ぞうし ゆつ  はか  ぜんじ ゆつ  がくせい  ちよう へいせい  ち そかいせ い 

しての 天皇の 権威 造 出を 図りながら、 前 述 した 学制 •徴 兵制 • 地租 改正 
など 民衆 生活に 直接 関 遠の ある 改革を つぎつぎに 断行し ま した。 学带 j に 
ょ る Ww の寬 i は、 Si の as を に 螽ぃる もので. した。 

よる 兵役 負担の 強 si は、 農民の 労働力を 奪う ものでした。 そして 地租 或 
正は 旧時 代と 変わらない 税 負担を 確-する も のでした。 そのため 1873 年 
〜 76 年に かけて 民衆は 諸政 策に 反 W する 大規模な = 揆を 各地で 起こし ま 
した。 一方、 軍事 専従者と しての 役割を 否定され、 帯刀の 禁止 • 秩禄 制度 
の 全“ （1876 年） など 特権を 奪われた 士族 だち の 不毕を 外にむ けよう とね 
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らった 茬玆繇 が M れ ると、 の M 就が しま した。 その？ でも 1877 
年に 起こ マた 西郷 隆盛を 首領と する 反乱は 「西南 戦争」 と 呼ばれ、 戦闘は 
8 か 月 も M きま した。 西郷 派の 敗北は 武力 反乱の 終息を# げる もので し 
た。 

② 自由 民権 運動 —— 民衆の 諸 二揆、 士族の 反乱と ともに 1870 _探、 f 
制 政府に 反対す る ぁらたな 運動が 起こり ま した。 自由と 権利の 確; £ を 求め 
る 運動で 「自由 民権 運動」 と 呼ばれて います。 これは 1874 年 板 垣^! 助ら が 

みんせんぎ いんせつり つけん ばくしよ  ていし ゆつ  けいき  ひようし ゆつ  いつき  こ りつぶんさん 

「民 撰 議院 設立 建白書」 を提 出した こと を 契機に 表出し、 一揆の 孤立 分散 
性、 士族 反乱の 反動 性を 乗り越え 国民的な 運動と して 着 _ な 進展を i せま 
した。 地域を 問わず 人々 はさま ざまな 結社を 創り、 自由 •民権 思想を 学び、 
_践 のた めの 運動を 行ないました。 その i 果 民衆の 諸二揆 、士族 反乱が 終 
息した 1880 年代に 入る と、 この 運動は、 憲法 制定 • 国会 開設. 地方自治へ 

ち そけい げん  じよう やく かいせい  もくひよう  ほんかくてき  みん し ゆし ゆぎ かくめい 

地租 軽減 •条 約 改正な どを 目標と する 本格的な ブル ジョ ァ 民主主義 革命 
運動と して 発展 •展開す るに いたり ま した。 抵抗 権 •革命 権を 明記した 憲 
法 草案 も 起草され、’ 81 年 1〇 月には、 運動 主体の 中 核と なる 政党 r  _ 由 党」 
も 結成され ました。 この 状 況を 迎えて] は 同年 同月、 10 年後に 国会を 
開く ことを 約束し ま した 0 しかし この 時、 同時に 政府は、 g 府 K 部の 実力 
者で 開明 派の 大隈重 信を 罷免し 政府 主導の 憲法 制-を 宣言し ました （この 
一連の 動向を 「明治 14 年の 政変」 といい ます )0 そして 以後 弾圧の 強化、 

うんどう しどうし や  り かんさく  し はいき こう  せいび  ちよう せん  ちゆう ごくもん だい  けいき  ねんじん 

運動 指導者の 離間策、 支配 機構の 整備、 朝鮮 •中国 問題を 契機 （’ 82 年 壬 
午 軍 乱、 ’84 年 甲 申 事 i  •清‘ 戦争） とする 国権 意識の 鼓吹な ど、 運動を 弱 
体 化 • 解体させる ための 政策を つぎつぎに 実施し ま した。 そのため やがて 
運動の 担い手は 脱落 派と 急 進 派へ 二 極 分解し （’ 84 年 急 進 派 主導の 激化 
事件が 続発)、 また 国権を 優先 • 重視させる よう になり ま した。 それは 運 
動の 衰退を しめす ものです が、 この ことにつ いては、 この 時期 本源 的 蓄積 
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M が とられ、 關誠が S み i 顯 S が1 した こと (ffii-ilii 
の M れな ど） も W ぇな ければ なりません。 I 揣 iMi は、 議 关 

りく^んり やく  ぐんび かくちよう  そ ぜ いぞう ちよう  せいふ  ろせん  たい  みんけん かくりつ  たい- 

陸 侵略 （軍備拡張） ― 租税 増徴と いう 政府の 路線に 対し、 民権 確立- > 対 

がい わへい  しよう こくし ゆぎ  たいりく しんり やく はんたい  ぐんかく はんたい  そぜいけ いげん  ひと 

外 和平 （小 国 主義 • 大陸 侵略 反対 • 軍拡 反対） ― 租税 軽減 というもう 一 
っの 近代国家 構产 i を しめした と ころに 关 きな: I 条が あり ます。 装 筏 癸 Mii 
i 家は、 このよう な 運動の 抑圧. 弾圧の ± に谚 1 されて 行き ま した。 

(c) 近代 天皇制 国家の 確立 

① 近代 天皇制 国家の 成立 一 1881 挙減、 織 南の 癸 重 観 ■は、 謹 S 
隱に HE 蘇に 最り ぐむ ため、 まず ，. 82 挙錄鍛 を ドィッ に 織 
ul 雜方の 謹ぃ プロィセン 觀を拏 ばせ ました。 羅ほ鮮 ■する 
と、 早速 ドイ ツ人 法律 m 鲒官ロ ニス レノ レの i えを 妻け ながら iiii にち ■ 
手し、 ，88 年 春には 草案を 脱稿し ま した。 この間、 ‘南 は 華族 令^ 希 ?蓋 （，84 

1 ん、  な ， いかくせ いど  じ ゆりつ  ねん  ■.はじ  かんりよう  けいきつ  ■ぐんじ  きよう:. いく  ち ■ほうじ 

年)、 内閣 制度の 樹立 （’ 85 年） を 初め、 官僚. 警察， 軍事： •、教育 •地方 自 
治な ど あらゆる 制度の 整備に 努めました。 

このような 用意周到な 準備の もとに、 1889 年 2 月 11 日 （この 日は 日本 
国家 成立 日 二 紀元節と されて いま した） 大日 本 帝国 憲法が 祕 布され、 威 家 
の 基本 組織が 法的に 確-しました。 また 翌年には 教育勅語が 出され、 天 
皇が 国民の 絶対に 服従すべき 精神的 • 道徳的 権歲と して & 置 づけ られま 
した。 ここに 近代 天皇® 家の 成立を 見る こ とがで き ます。 憲法の 発 希に 
関して 留意して おくべき ことは、 欽—で （天皇の 命令で 定められた もの）、 
天皇よ り 下賜され る 形を とった ことです。 全 76 条よ りなる 憲法の 特色は、 
① 天皇が、 立法権 •行政権 • 司法権の すべてを 行使す る 「統治権の 総攬 
者」 とされ、 万世 一 ¥ の 神聖に して 侵す ことので きない 絶対の 主権者と さ 
れ たこと、 ②陸 海軍は 天皇の 軍隊と され その 統帥 >は 天皇に 直属した ごと 
(統帥権の 独立、 この ことは のちの 軍国主義を 考える 場合 重要です）、 ③国 
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_は_ 苠 とされ その は MS の！^ 芮に 1 i された こと、 ④ AS は、 
貴族院 （羞 族. 華族な どから 選出5) と 衆讓辏 （公選. ただ し li 限 1_) の 
二院制と した こと、 しか しそれ は 天皇 大権に よって 著しく 制1 約が 加え られ、 
ま た 行 政府の 議会に 対す る 優 fi が 保たれた こと、 な どです。. のように 
公布され た 憲法は、 近代 憲法と しては 著しく 問題を 有する ものでした。 し 
かし、 ともかくも 日本は 近代 立憲 国家と なりました。 そして この 憲法 if 
い、 翌年，9 〇 年には 議会が 開設され ま した。 初期の 議会は、 「民 去く き森ぅ_」 

けいひせ つげん  もと  みん とう せいふ はんたい しよ とう  ちよう ぜんし ゆぎ  せいとう 

「経費 節減」 を 求める 民 党 （政府 反対の 諸 党） と、 「超然 主義」 （政党に よ 


る 政治を 否定)、 「軍備拡張」 を 掲げる 政府との、 激しい 攻防の 場と なり ま 
した。 この 対立を 解消した のが 日清戦争です。 

②日 清 戦争 —— 1889 年の:^ 日 本 帝国 憲法の 発布と 翌年の 議 S の 龍1 は、 
近代 天皇制 国家が 制度 的に 一応 完成した ことを しめす もので した。 しかし 
前項で 見た よ うに 議会は 民 党と ▲府の 対立の 場と なり、 lc 治の 臺盤 となる 
べき 地方自治® i も 不安定で、 政治的 国民 線 合は ま だ 果たされる 状 k には 


あり ませんで した。 また 対外 的には 条約 改正 も 思うよう に 進展せ ず、 列 
強の 進 出で 日本の 朝鮮 市場 支 _ はむしろ 後退しつつ あ りました。 このよ 
う な 内外の 危機感を 一挙に 払拭した のが 日清戦争です。 新政 権が 早く か 
ら 朝鮮への 支配権 行使の 志向を 有して いた ことは 前に 触れ ま したが、 初期 
議会に おいて 「利益 線の 保護」 という 認識で それは 具体的に 表萌 され まし 


た 0 この ことは 中国 （清） との 対立を 不可避と する ものでした。 両国は 
1894 年、 朝鮮に おける 農民の 革命運動 を 契機に 出5 兵し、 やがて > 月 鮮の誇 
政 改革を めぐ っ て 対立を 深め 同年 8 月 戦争を 始め ま した。 民 党は 籠 戦と 同 
時に 政府 批判を 中止し、 議会は 戦争 関係の 予算 • 法 案を すべて1^ 承認し ま 
した 〇戦 局は、 軍!^ の 訓練 • 規律 • 新 4 器の 装備な どに まさる 日 本の 圧倒 
的 優勢のう ち に 進み、 ま た 国際 情 勢が 日本に 有利 となった こと も あって 
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ねん 


かいせい じよう やく ちよう いん 


し 上う り 


(’ 94 年 イギリスとの 改正 条約 調印）、 日本の 勝利に 終わりました。 そし 

$ ん  がつ ちゆう. ごく  しん  あいだ  ちよう せんどく りつ  しようにん  たいわん  i3 うこし よ 

て’ 95 年 4 月 中国 （清） との 間で、 ① 朝鮮 独立の 承認、 ② 台湾 • 澎湖諸 


とう  りようとう はんとう  かつじよう 

島 •遼 東半 島の 割譲 


ようき ゆう  したが  へんかん 

イ ツ などの 要求に 従い 返還 


のう ち遼 東半 島は 同年 ロ シア •フラ ンス •ド 

ばいし ようきん  おく テール  さ し  じゆうけい  そ 

_、 ③賠 償金 2 億両、 ④沙 市. • 重慶 •蘇 
州 •抗 州の 開港な どを 決めた 下 m し 篆鉍が M ばれ ま した。 この の 

しようり  ばいし ようきん  もと  せんごけ いえい  とお  きんだい てんのうせい こつか  たいせい てきかく 

勝利と 賠償金を 基に した 戦後 経営を 通して、 近代 天皇制 国家の 体制 的確 
立が 成り ま した 0 すなわち、 ① 資本主義の 黯展の 条件が 整えられ （金 本 

せい  せいりつ  じよう やく かいせい  せいこう  こくないほう たいけい  せいび  じぬし 

制の 成立 •条約 改正の 成功 • 国内法 体系の 整備な ど）、 ② 地主. ブル ジョ 
ア ジーは 明確に 天皇制 国家の 階級 的 基礎 となり、 ③ 天皇制 官 僚機 i に- 
属 した 政党政治の 成 i が 見られ、 ④ 軍事 機構 • 官僚 機構. 治安 法の 逢備 • 
強化が 果たされました 0 


(3) 明治の 文化 

(a) 明治 政府は、 率先して _采 文化の 摂取に つとめ ましたが、 これが 
明治 初期の 新しい 世相 ともなり、 このよう な 西洋 文物の 急激な 移入を 当時 

ぶんめいかいか 

文明開化 とよんで いました 0 

また 1872 年 12 月には、 欧# に ならって 暦法を、 旧 暦から 太陽暦に あら 
ため、 1 日を 24 時間と し、 日曜を 休 日と し、 それまでの 習慣を あらため ま 
した。 文明開化の 波は 東 京な ど の:^ 都会に い ちは やく あらわれ、 銀座 通り 
には 煉瓦造りの 家が-ち、 ガス 好が ともり、 文明開化の シンボル とされ ま 
した。 軍人 や 官吏は 洋 M を 着用し、 しだいに 民間に も 広まり、 ちょんまげ 
にかわって ざんぎり 頭が しだいに 多くな り ま した。 このよう な 近代化の 波 
は 都市から 地方に およんで いきます が、 一方では 日本の 古い 民族的 遺産が 
つぎつぎに 失われました。 

宗教# では、 銨府 .は 神 S 分離を‘ じて 神道を a 教 としたた めに、 全国 
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的に 一時 廃仏毀釈 運動が おこり、 多ぐ の 仏教 遺品が 消滅し ました。 1873 
年には キリス ト教 禁止の 掲示が と り はらわれ たため、 来日 していた 宣教 
師 たちは 布教 ii 動を pj 始 しました。 

教” 育の 面では、 1871 年 文部省が 新設され 翌年には 学制を-施し とくに 
小 学校 教 % の 普及に 力を いれ、 四民 平等の 原則に のっ とって ミ 男女 ひと 
しく 学ばせる 義務教育 制が と られま した。 しかし やがて _ 家 主義 教育が 
おこなわれ るよう になり、 1890 年教3 育 勅語が だされる と、. 忠君愛国の 天 
皇中 心の 国粋主義 教育を お しすす める ようになります。 二另 1877 年に 
は 東京大学を 設立し、 多くの 外国人 教師を まねいて 種々 の 学問の 発達を 
はかり ま した。 また 福 沢論吉 の慶応 義塾、 新 島襄の 同志 社、 大隈重 _ の 東 
京 専門学校 （今の 早稲 田 大学） な どの 叙 学 もつ く られ 、特 色の ある 学風が 
生まれました。 

(b) 当時の 思想 資で は、 伝統的な 儒教 •神道に かわって、 あらたに 自 
由 主義 • 個人主義な どの 近代 思想が ひろまり、 天賦人権の,#、 想が となえら 
れ ました。 福 沢 論吉の 「西洋 事情5」 「学問 ノス スメ」、 中 村 正直の 国立 
志 fe」、 田 口 卯吉の 「 日本 開化 小史」 な どが その 啓蒙 書と して 人気を 得 まし 

もり ありの り  ふくざ わ ゆきち  にし あまね  かとう ひろゆき  ようがく しや  めいろく しや 

た。 また 森 有 礼 •福 沢論吉 •西 周 •加 藤弘 之ら 洋学 者は 明 六 社を つくり、 
「明 六 雑誌」 の 発行、 演説 _ の 開催に よっ て 封建思想を 打破し、 近代 思想を 
ひろめ ま した。 

せいよう しそう  しよう かい  きゆうし ゆう  じゆう みんけん うんどう  けいしよう  ちよう せん 

西洋 思想の 紹 介 •吸収は 自 由 民権 運動に よっ て 継 承され ますが、 朝鮮 
問題を 機に 民権 論者の 中に も 国権の 強化を 金く もの も あらわれました。 や 
がて 欧化主義を となえる 徳富蘇 峰と 国粋主義を 主張す る 三 宅 雪 • 志賀 
重 昂 • 陸羯 南ら. と の 間に 思想 的 対立が 生まれ ま した。 

日清戦争が はじまる と、 日本の 大陸 侵略を 肯- する よう な 風潮が 強く 
なり ました。 このよ うな 思想 邊 向に、 社会主義者と 一部の キリス ト 教徒が 
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M 葑 してい ま したが、. やがて 謹 条罜矗 が 惫綠 箅の罜 違ぅ となって き ました。 

(C) このよ うな 時代の 中で、 近 学が ち#  _ に 芽 ばえ ていました。 殊 

うちし ようよう  しようせ っ しんずい  か  かんぜん ちよう あくし ゆぎ  はい  しや じっし ゆぎ  し ゆち よう 

内 逍遥が 「小説 神髄」 を 書いて 勧善懲悪 主義を 排し 写実主義を 主張し 
ま したが、 ■文 一致 で 書かれた 二葉 善 四 迷の 「浮 雲」 は、 逍遥の 理論を 
はじめて 文学作品と した ものです。 また 尾 崎 紅葉は 文章の 巧み さや 趣向 
の S 化に こって、 「金色 夜ゴ」 を* きました が、 柒田露 伴は 逍遥の 影響を 
うけ、 東洋 的 観念を テー マと した 「五重塔」 を 発表し ました。 

日 清 戦争後には、 人間の 個性の 解放 を 求めた ロ マン 主義 文学が 隆5 盛し、 

きた むらとう こく  しま ざき'1  とうそん  ぶんがくかい  ざっし  し vj) っばん  ひ ぐちい ちよう 

北 村 透 谷 や 島 崎 藤 村ち は 「文学界」 という 雑誌を 出版し、 樋 ロー 葉は 「た 
けく ら ベ」 「にごりえ」、 森鷗〆 は 「舞姫」 「即興詩人」 を 発表し ました。 
詩喊 でも、 藤 村の 新咸詩 「若菜 集」 や、 明 星 派の i 謝 野 晶子の 女性の 官能 
の 解放を うたった 歌集 「みだれ 髪」 が あらわれました。 また 正 岡 子規は 俳 
に 写生を 説き、 近代 俳句の 革新を 行ないました。 

日露戦争の 前後に なると、 フランス. ロシアの 自然主義 文学が わが国に 
も紹〆 され、 人間社会の あ りの まま を 写 そ うとす る 自然主義が 主流と な 
り、 島 崎 藤 村の 「焱蒹」、 田 山 花 逢の 「蒲団」、 長 塚 節の 「土」、 国 木 田 独 歩 
の 「武蔵 野」 などの すぐれた 作品が 生まれ、 詩人の 石 川 啄木 も 社会の 現実 
を 直視した 生裔 詩を 発表し ました。 

二方 自然主義と はこ となり、 人生い かに 生くべき かを テーマに したの が 
* 目漱 石で、 「吾-は 誌で ある」 「坊ちゃん」 「草枕 ち などを あらわし まし 
た。 

日露戦争 後の 個人主義と 謹 家 主義との 対立の 中で、 社会的 矛盾と 乂 間の 
g 面に 目を むけよう とする 文学が あ ら われ、 有 島武郎 •志 賀直哉 • 武者 小 
路讀 S らは 「白樺」 を、 平 雷鳥は 「青 踏」 を 創刊し ました。 

演劇で ば、 歌舞伎が 民衆に 人気を 博して いました が、 明治の 初めに 河 竹 
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Mil 壶が驗 EM の MS% ゃ® iii% の 装# を 1ひ髮 しま した。 mih^m 
には 坪 内 逍5 遥が シェー クス ピア k になら っ て 演劇の 改良に つとめ、 性格 
の はっきり した 登場人物の 史劇を 書き ま した。 名優と して 九 代 川団 
十郎、 五 W 目 尾 上 菊 五郎、 市 川左団 次が 団菊左 時代を つく りました。 また 

につ しんせんそう  ぜんご  かわかみ おとじ ろう  ちゆう しん  しんぱ げき  にちろ せんそうご 

日清戦争の 前後から 川上 音 次 郎を中 心に 新派 劇が はじま り、 日露戦争 後に 
は逍 遥の 文芸 協 会が 結成 され、 さ らに 小山 内 薫の 自 由 劇 場が 生まれ、 g 
井秦磨 子ら によって 西洋の 近代劇が 上演され ました。 

(d) 音楽では、 はじめ 軍隊 用と して 西洋 音楽が とりいれられ、 ついで 

もんぶし よう  おんがく とりしらべ がかり  お  せいよう  うた  もんぶし ようしよ うかし ゆう  かんこう 

文部省に 音楽 取調 掛を 置いて 西洋の 歌を ま ねた 文部省 唱歌 集を 刊行し、 
明治 20 年には 東京 音楽学 校を 設立し ま した。 滝 廉太郎 は 若く して 死に ま 
したが、 作 曲 家と して わが国 近代音楽の 出5- 点と なって います。 

美術では、 明治 9 年に エ部 大学 校の 付属の 美術 学校が 設立 さ れ ると イダ 
リアの 画 滅フォ ン タネー ジ 、彫刻家 ラグーザが 来日し、 ョ  - p: ッパ 美術っ を 
紹 介 •指導し ました。 また 明治 20 年に 東京 美術学校が 設立され、 アメ 
リカ 人 フュノ  ロサ • 岡 倉 天心ら の 指導の もと に 狩 野芳崖 •橋 本雅 邦. 横 山 
大観 • 下 村 観 山 • 菱田春 草ら がす ぐれた 日本画を 描き ました。 ^ 方 洋画 
では 浅 井忠は 明治 美術-で 活躍し、 フランスから 帰国した 黒 田-輝は‘ 白馬 

かい  あ' お きしげ る  わ だ えい さく  おか だ さぶ ろうすけ  ふ. じ しま たけじ  そだ 

会を つくり、 青木 繁 •和 田英作 •岡 田 三郎助 •藤 島武 二ら を 育て まじた。 
また 彫刻では、 伝統的な 木彫の 高 村 光雲が 明治 初期に g 躍し、 ロダンの 影 
響を う けて 帰朝 した 荻 原 守衛 £ (後は 西洋風 彫 刻が 主流と なり、 高 村 光太 
郎 •朝 倉 文 夫な どが すぐれた 作品を のこして います。 

(4) 近代国家の 発展 •膨張 
(a) 資本主義の 発展 

① 近代 産業の 形成と 発展一 近代 天皇制 国家め 体制 的確 立は、 伺 時に 日 
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本が 蕃 歸罜義 S 条へ鞋 イか匕 V 鉻 めた ことを 备、 条 しました。 1900 挙に 螽こっ 
た 「& 清 事変」 （義和団 事変） において、 日本が 「極東の 憲兵」 の 役割を 
果たした ことに、 そのことは よく しめされて います。 では 日本の 産業の 発 
展の 様態は どうだった ので しょ うか。 

富国 強兵を スロ ー ガンと する 日本に とって、 近 産 業の 育成は 必須の 
課 - でした。 そこで 政府は 1870 年 官営の 工場を 通して 製糸 •紡績 業 
部門での 機械 制 生産を 促し、 ’80 年 ゼ には 資本の 本源 的 蓄積を 図り ま した。 
その € 果、 貨藥 •金融 制度の 整備と あいまって  ’80 年代 後半には 紡績 •鉄 
道の 分野で 株式会社 設立の ブームが 起こり ま .した。 製糸業は、 欧ポ むけの 
輸出^ 産業と して’ 90 年代 急速に 襄展 し、 アメ リカ 市場で 中国 糸 •イ タリ 
ア S を 凌駕して & きました。 また 綿糸 紡績 業は、 原料 棉花と 紡績 機械を 
輸入に 依存して 堯展 し、 日 清 戦争の 勝利を 契機 に アジア 市場へ の 輸出を 増 
大さ せま した。 そのため  ’97 年には 輸出が 輸入を うわまわる ようになり ま 
した。 こう して 或府の 輸出 振興 策に も 桑って 軽工業 部門での 産業革命が 
’90 年代 進展し ま した 0 しかし この 事と と もに この 時期 看過し 得ない もう 
一っの ことは、 中国 （清） からの 巨額の 賠償金を も とに、 金融の 面から も 
産業の 振 S を 図った ことです。 すなわち、 政府は、 日本銀行に、 啬 M 銀行 
を氣 じて 産業:^ に _ 極 的に 資金を 供 給 させて 企業の 勃興を 促進 させ、 
また 産業 資金を 供 給す る 特殊 銀行の 義 立を 進めました 0 その 結果 1900 年 

だい にち ろせんそう  ねん  けいき  じゆうこう ぎよう •ぶ もん  さんぎよう かくめい  しんてん 

代、 日露戦争 （1904 — 5 年） を 契機に 重工業 部門での 産業革命が 進展し ま 
した。 日本に おける 資本主義 赛展 過程の 特徴は、 一般に ① 他律 的で、 政府 
の 主導 •保護の もとに 展開した こと、 ② 工業 発展の 不可欠の 条件と して、 
地主 制 下の 零 威 農民 経* から 析 出7 される 低賃金の 労働 力が あった こと、 

はってん だんかい  こと  せいさんし よけいたい じゆうそう てき  そんざい  ぶんだん てき  たい 

③ 発展 段階が 異なる さま ざまな 生産 諸 形態が 重層的に 存在し、 分 断 的 •対 
存 的な 産 業 二 貿易 構造が 形成 された こと、 など が J し 旨 摘され ています。 
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② 日露戦争 —— 日清戦争 （1894— 95 年） での 日本の 勝利は 列強の 目を あ 
ら ためて 中国 （清） に 向けさせる こと になり ま した。 そして 各国は 租借地 
を 得、 そこに 鉄道 建設な どを 行ない 勢力を 扶植して 行き ま した 0 このよう 
な 動向は 日本を 刺激し ましたが、 なかで も 「三国 干渉」 （’ 95 年） において 
日本に 遼東 半島の 返還を 要求した ロシアが 同 半島を 租借した ことは、 日 
本“ 府 のみならず 国民の 間に 大きな 憤激を 呼び起こしました。 さらに 北 清 
事 k 後ロ シアが 中 _ 東 北部を 事実上 占拠した こ とは この 感情を 倍加 させ、 
また 日本の 支配 層の 危機感を 募らせ ま した。 南下 政策を 進める ロ シアと 韓 
国 （1897 年 国名:^ 韓 帝国と 装 称3) における 権益 確保を 目 ざす 日本との 争い 
は、 こうして 不可避と なりました。 日本と ロシアとの 戦いは 基本的には 朝 
鮮 半島の 利権を めぐる 衝資 でした。 そして それは、 朝鮮 •中国 東北 4 を 

し ゆせん じよう  こうせんり ようこく りよう どが い たたか  •.ていこくし ゆぎ せんそう  てん 

主戦 場に、 交戦 両 国の 領土 外で 戦われた 帝国主義 戦争で あっ たという 点 
において、 大きな 歴史的 義を 持って います。 戦端は’ 04 年 2 月、 両国の 
宣戦布告 によって 開かれました。 日本は、 ロシアの 中国 東北 部 占領に 反 
対 1 する イギリス やアメ リカ 両国の 支持 （1902 年 日英 同盟 締 ||)、 あるいは 
ロ シア 国 内' の 混乱な ども あり 戦局を 有利に 展開し ました。 そ して 翌年 1 
月には ロシアの 根拠地 旅 順を おと し 入れ、 同年 5 月の 日本海 海戦で 勝利し 
ま した。 しかし、 長期に わたる 戦争は 日本の 国 力の 許す と ころでは ありま 
せんでした。 そのため アメ リカ 大統領 ルーズ ヴ ニル トに 斡旋を 求め、’ 05 
%  9 賀 ポーツマスで 滅和矣 。知を 結びました （ポーツマス 条約)。 この 条約 
によって 日本は、 ① 韓国に 文 I する  一 S の 指導 権、 ②旅順 •大 連の 租借権、 

ちよう し ゆん いなん  てつどう  ふぞく  けんり  ほくい  どい なん  から ふとり よ う ゆうけん  えんかい 

長 春 以南の 鉄道と 付属の 権利、 ③ 北緯 50 度 以南の 樺 太 領有 権、 ④ 沿海 
州 カムチャツカの 漁業権、 を それぞれ 得ました。 この 戦争を 経過す る こ 
とに よって 日本は、 重工業の 進展と 市場の 獲得と いう 諸 条件を 整え、 本 
格 的な 帝国主義 体制を 形成して 行く ことにな り ま した 0 しかし 同時に そこ 
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には、 日清戦争 時とは く らべ ものに ならない 多くの 犠牲者と 国民の 負担が 
あり、 それゆえ 反戦運動 や さまざまな 民衆 運動が 必然的に 起こり ま した, 
(b) 日本 帝国主義の 形成 

① 資本主義の 確立 - ■日本に おける 資本主義は 先に も 触れ ま したが、 先 

M ■钱の 蕃醒龜 農に 錢 され、 單 1 说に ■謹へ 驗花 しっっ 

_ しました。 したがって、 ■稱 は、 会鞋 i の M 笠 二 ■縫の 蘇 


せい  そくしん 


じゆうよう  れき してきい ち  ゆう 


成を 促進した という 意味で も、 きわめて 重 要な 歴史的 位置を 有して います。 
1910 年の 韓国 併合は その 一つの 到達ら をし めす ものです が、 この間、 _ 
内の 政治に も 大きな 釦 化が ぁり ました。 すなわち、 1900 年 結 1 を 1 た 菽笼 
‘ は、 鉄道 や 港湾の 拡茺を 暴げ ながら％ 另 の！* 雈の查 鼻を 秦て iW を 
伸ばし、 ’〇6 年には 同党 総裁 西 園 寺 公望が € 閣を盛 織し ました。 簽髮茎 は 

立 ぞく いん  かんりよう  ぐんばつ  かつらた ろうない かく  にちろ せんそうす いこうせ いさぐ  し 

貴族院 •官僚 • 軍閥を バックと した 桂太郎 内閣の 日露戦争 遂行 政策を 支 
持し ましたが、 西 園 寺 内閣 成 3? 後 も ft と 妥協 •提 ▲し、 いわゆる 「桂 園畚 
代」 を 築きました。 そして 軍備拡張を 軸に した 戦後 経営を 行なって いきま 
した。 「■載 顏 誓」 とふ っぅ春 ばれて V、 る 縫の 臺編 な随 は、 ① 
軍拡と 公債 償還の ために 謹 家財‘ の 強化を め ざす 財政 政 fc の_施、©「1 

しゆう  ちゆう ごくとう ほくぶ  ちよう せん  たいわん  から ふと  ちゆう しん  しよ くみんち けいえい 

州」 （中国 東北 部） •朝鮮 •台湾 •樺 太を 中心とする 植民地 経営、 ③ 

てつどう こくゆう  せいてつ じよ かくちよう でんわ じぎよう かくちよう  ちすい じぎよう かくりつ ちゆう しん 

鉄道 国有 • 製鉄所 拡張 • 電話 事業の 拡張 • 治水 事業の 確立を 中心とする 
産業 基盤の 育成、 ④ 政治的 • イデォロギー 的 統合を 中心とする _ 民 統合、 
の 4 点に まとめる ことができます。 このような 諸政 策は、 「帝国 国防 方針」 

せいてい  ねん  かんとう ととく ふ  せつち  みなみまん しゆうて つどう かぶしきが いしや  つうしよう  まん 

の 制定 （’〇7 年)、 関東 都督 府の 設置 や 南満 州 鉄道 株式会社 （通称 「満 
鉄」） の 設立 （’〇6 年)、 鉄道 国有 法に 基づく 主要 幹線 鉄道の 国有化 （’06 

ねん  かんえい やわた せいてつ じよ  せいさん  ほんかく  そうぎよう  ねん  ぼ ■しんしよ うしよ  はつぶ 

年)、 官営 八幡 製鉄所の 生産の 本格 化 （操, 業は’ 〇1 年)、 「戊 申 詔書」 発布 
(’08 年、 天皇 権威を 借り 国家的 見地から 国民 道徳を 蠢い だもの） などで 具 
体 化され ま した。 そ して この 戦後 経営の 中で 資本主義の 確; を 見 ま した。 
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この ことは、 日本 経済 （日本 資本主義) における 植民地の 役割の 増大を 意 
味し ます。 韓 論 併合は その 一つの 帰結でした。 

② 日本 帝国主義の 植民地 支配 日 露 戦争の 勝利に よっ て 矢 陸 進出の 

拠点を 得た 日本は、 その後 韓国の 支配と 「満州」 での 権益 確保 •拡大の‘ 
策を 着々 と 進め ま した。 まず 韓国に 関しては、 1905 年アメ リカ •イ ギリ 
ス 両国に 日 本の 韓細 保護 化 を 承認 させ、 これを 背； i にして 同年 第二次 日っ 
韓 協約を 結んで 韓国の 外交 権を 奪い、 統監 府を 設置し ました。 ついで’ 07 
年 ハー グ 密使 事件 （韓国が 日 本の 併合 政策に 抵抗 して ハー グ 平和会議に 密 
使を 送った 事件） を きっかけに、 第三 次 日韓 協約を 結び、 韓国の 内政 権 も 
手に 収め ま した。 そ して  ’09 年初 代 統監 伊藤博文が 韓国の 愛国 青年 
重 根に 暗-され ると、 翌年 韓国を 奋 合して 完全な 植民地と し 統監 府を 
“it して 朝鮮 総督府を 置き ま した （この 畤よ り 朝鮮と また 呼ばれる よう 
になり ますが、 本文では この こと は 関係な く 民族 • 鹵 有の 領土を 指す _ 味 
で、 ぬ 後 この 呼称を 用います）。 こうして のち 過酷な 植民地 支‘ を 行な っ 
ていき ますが、 そう した 諸政 策の 中で も、 朝鮮の 民衆を 最も 悲惨な 状況 
に 造い 込んだ のは、 会社 令 （’1〇 年） と 土地 調査 令 ： （’12 年） の 公布でした 0 
前者は 会社 設立を 許可制と した もので、 この 赛令 により 朝鮮の 民族 産業 
の 赛展は 抑えられ、 商工業者の 没落は 不奇 避と なりました。 また 後者は、 
近代的な 土地 所有権を 確立す る とい う 名目 で 行なわれ たも ので、 これによ 
り  <  多数の 朝 鮮の 農民は 耕地 や 山林を 失い、 4、 作 農に 転落す る こと を矣儀 
なく されました。 この 諸政 策 施行の 中で 中心的役割を 担った のが 東洋 拓 
殖 会社です。 同 会社は  ’08 年 朝鮮に おいて 拓殖 事業を 営な む 特殊 事業 
会社と して 倉!] 設 された もので、 政府の 保 _ の も とに 植民 経営の 中核と な 

かつどう 

つ て 活動し ま した。  ' 

二方、 「満州」 に対しては、 前項で も 記しました が、 ’06 年 関東 都督 府を 
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りよ じ ゆん  お  なんぶち いき  し はいけん  つよ  はんかんはんみん  みなみまん しゆう 

旅 順に 置いて 南部 地域への 支配権を 強める とともに、 半官半民の 南満 州 

てつどう かぶしきが いしや  まんて つ.  そうりつ  ちよう し ゆん  りよ じ ゆん かん  きゆうと うしんて つどう  てつ 

赛道 株式会社 （満 鉄） を 創立 して、 長 春 •旅 順 間の 旧 東清 鉄道 おょ び 鉄 
道 線の 炭 銃な どの 経詧 にあたり ま した。 このよう な 日本の 「満州」 南 疵 
地域での 権益 独占に 対し、 ア メリ カが 反対して 満 鉄の 中立 化を 麓ん|、 中 
国 （清） 酗内 でも 権益 返還の 要求の 声が 高まり ま した。 しかし 日本は、 首 
英 同盟 や 日露 協約に より、 この 権益を _ 際 社姜で 承認 させました。 なお 
’10 年、 日本と ロ シアが 秘邊 裏に 「満州」 における 特殊 権益の 擁護を 認し 
あった ことは、 留意して おくべき ことです。 

(c) 日本 帝国主義の 確立. •.膨張 

① 日本 帝国主義の 確立 —— 1910 年代 初め ョーロ ッ パでは 帝国主義 間の 
矛盾が 顕在 化し、 _ こ 次 世界大戦が 起こり ました （’14 一’ 18 年)。 未发 と M 
衆 運動の 高揚 (この ことにつ いては 次 節で 記述） に 不安と 脅 まを 感じて い 
た 日本の 支配 層は、 この 戦争を 「天佑」 ととら え、 日英 同 藍を 理由に ドイ 
ツに 宣戦して、 中 _  (’.11 年 辛亥 革命で 中華 民 立） における ドイ ツの根 
拠 地 青 島を 攻略し、 さらに ドイ ツ領 南洋諸島の 一 南を 占領し ま した。 イ 
ギリ スの 参戦 拒否を 無視しても 日本が この 戦いに 加わった のは、 ①中7 国 
(中華民国） における 5® 利を 独占す ると ともに、 ② 中国 （中華民国） との 
関係を 正常3 化させたい、 と" 考えた からでした。 この ことは、’ 15 挙" 国の 
k 世 凱 政府に 提示した 「21 か条の 要求」 に 如 _ に しめされて います。 日本 
:は 武力を 背‘ にこの 要求の 大部分を 承認 させました。 その 主な 内容は、 
山 東 省の ドイ ツ^ t 利の 継承、 「満州」 南部 おょ び 東部 内蒙 去の 権-の 強 
化、 日中 S 弁 事業の 承認な どです。 また 巨額の 借款を 与え、 g 治 •経 
済 •軍事 各面で 影響 力を 拡大 させました。 この間、 第一 次 世# 笑 戦の‘ 
響に よる 需要の 増大に ょって 日本 経済は 未曾有の 好況を 迎え、 逢 済 構造 も 
大きな 変容を 見せました。 それは ① 紡績 •織物. 靈 糸の 軽工業 だけで な 
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ぞうせん  てつこう  でんりよ く  でんき  か. がく  じゆうか がくこう ぎよう  はつた つ  こうぎよう せいさん 

く、 造船 •鉄鋼 •電力 •電気 •化学な ど 重 化学工業が 発達し、 工業 生産 
額が 農業 生産額を 追い越し たこ と、 ② 財閥 コンツ ニ ルンが 成 i し、 国家 資 
本と 財閥 資本と が 結合 した こと、 の 2 点で 特に 顕著で した。 この結果 日本 

せんしんし ほんし ゆぎ こく  きんゆう てき じゆう ぞく  にり ゆう ていこくし ゆぎ  だつ  いちやく さい 

は、 先進 資本主義 国に 金融 的に 従属す る 二流の 帝国主義から 脱し、 一躍 債 
務 国から 債権 国に 転化、 一流の 帝国主義 国に のし 上がり ました。 日本 帝国 
主義の 本格的な 確立を ここに 見る こと がで き ますが、 このよう な 産業;^ 
造の 変容は、 当然の ことながら 政治 •社会 上に も 表 出しました。 I 治の 

めん  せいとう  ちから  かくじつ  しんちよう  ねん  せいゆう かいそう さい はらた かし  し ゆしよう 

面では、 政党の 力が 確実に 伸張し、 ’18 年には 政 友 会 総裁 原 敬を 首相と す 

ほんかくてき  せいとうないかく  せいりつ  はら  へいみん さいしよう  かんりよ うせい 

る 本格的な 政党内閣が 成立し ま した。 原は 「平民 宰相」 として、 官僚 制の 

かいかく  さんぎよう いくせい  きようい く き かん  じゆう じつ  てきかい かく  せつき よくて 耷 

改革 •産 業 育成 •教 育 機関の 充 実な ど ブル ジョ ァ的 改革な どを 積極的 
に 行ないました。 社会の 面では、 工場 労働者の 増大、 人口の 都市 集 $ 中、 
商業、 サー ビス 業の 発達な どに よって さまざま な 社会 問-が 生まれ、 ま 
た その 解決を 求める 民衆の 諸 運動 も 生成 •高揚し ました。 

② 日本 帝国主義の 膨張 —— 第一次世界大戦は、 日本に とっては 文字通り 
「天佑」 となりました。 大戦 後 締結され た 「ヴェルサイユ 条約」 で、 日本は 

さんとう はんとう  けんえき  けいしよう  せきどう いほく  りようなん ようしよ とう  いにんとう 

山 東半 島の ドイ ツ 権益を 継承し、 赤道 以北の ドイ ツ領 南洋諸島の 委任 統 
治 権を 得 ま した。 また’ 20 年 発足した 国際 連盟では 常任理事国の 席を 得、 
名実と もに 国際社会の 重要な 構成 国の 一つと なり ま した。 ア メリ カが、 軍 
縮 協定に ょり 米 •日の 建 艦 競争を 終わらせ、 自国の 財& 負担の® 
減と 日本の 膨張を 抑说 する ことを: i 図して ヮ シン ト ン 会議 （’ 21— ’22 年） 

を 開いた ことに も、 そのことは よく 表れて います 0 この 会議で 日本は 四国 

じよう やく  たいへいよう  へいわ  かん  じよう やく  きゆう こくじよ うやく  ちゆう ごくもん だい  かん  じよう 

条 約 （太平洋の 平和に 関する 条約)、 九 か 国 条約 （中国 問題に 関する 条 
約)、 海軍 軍縮 条約の いずれに も 調印し まし だ。 

ところで、 この 会議で 看過し 得ない ことがあります 0 それは シベリア か 
らの 撤ポを 宣言した ことでした。 この シベリア 出" 兵は、 T7 年に 起こった 
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ロシア 筆答の あと、 ア メリ カが チェコスロバキア 輩篆 M のた めの 塞 | し S 
、.兵を 提 唱 した ことに 応える 形で 行なわれ ま した。 しかし それは 茗も 目く で、 M 
の 目的は 直接的には 「ソビエト」 の と 「議し苑ぅ」 北 啬 や 東 4 シ ベリ ア 4 

另 への 查關の 跋 、そして Fl_ には 努篇 ■麗茲 ゴ 遊と ■し っっ 

ある 国民の 解放への 息吹の 抑 足と 思想 善 _、 にあり ました。 日本は 連合国 
協定 兵力 1 万 2 千 （アメリカ 7 千、 英仏 5,  500) を 6 倍 も 越える 7 万 余の 
兵隊を 送り こみ、 連合国での 主導権を 行使 するとと もに、 連合国が 撤¥ し 

とうしよ  くに どく じ  けんえき かくほ  しゆうち やく  まんし ゆうちよ うせん  かくめい 

たのち も 当初の、 わが国 独白の 権益 確保に 執 着し、 「満州 朝鮮への 革命 
波及の 防止」 と 「居留民 保護」 を 名目に 駐留し 義 けたので した。 しかし、 
国民への 弾圧 強化の もと、 戦費 約 10 億、 死傷— 1 万 2 千の 犠 座を 出して 
行なわれた シベリア 出:^ は、 何も 秦る ところな く、 連合国の 不信、 ソ ビエ 
卜の 反撃、 国民の 批判を 残して 終わりました。 それは、 ポ ，主義に 反対 1 し、 
民主主義を 求める 声と 力が 世界的に 歴史の 必然と して 確実に 湧き起 こって 
いた ことを 伝える ものでした。 

(5) 15 年 戦争 

(a) 日本 帝国主義の 動揺 

① 国内 諸 運動の 展開 一 -ロ シアに おける 社会主義 革命 （1917 年） と ソビ 
エト 連邦の 成立 （1922 年） は、 帝国主義 国家に と っ ては、 まず 第二に 直 _ 
の 脅威と して、 第二には 国内の 諸 運動 および 植民地に おける 民族 解放 運動 
に 勇気を 与えた 点に おいて、 重要な 意味を 持つ ものでした。 危機の 訪れ、 
とそれ はいっても よいでしょう。 日本 も 例外ではありませんでした。 では 
日本に おいて 社‘. 政治 運動は どのよ うに 生- • 高揚. 展 ポ したので しょ 
うか。 先に 1870 年〜 80 年代の 農民 や 士族の 抵抗、 自 由 民権 運動に ついて 
触れ、 さらに その後の 民衆 運動の 状 況 について 言及し ましたが、 資本 主 
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義が荛 蓮して aSMS が し、 それに したが 〇て S 备 W き 森 も かわって 
きます と、 運動 も矣 様になりました。 まず 資本主義の にあ だ 


ねんだい 


ねんだい 


おお 


しや かいもん だい 


せいし 


る 1890 年代〜 1900 年代に かけて 特に 大きな 社会問題 となった のは、 製糸 

こうじよう はたら じよ _し ろうどう しや もんだい ，とうざん ろうどう しや もん. だい  こうどく もんだい  と しひん みん もんだい 

エ 場で 働く 女子 労働者 問題、 鉱山 労働者 問題、 鉱毒 問題、 都市 貧民 問題で 


ねんだい 


ろうどう しや  こうざん ひがい みん  こうぎよう 

した。 1900 年代には、 そのため 労働者の ス トラ イキ、 鉱山 被害 民の 鉱業 


じ  § 


停止 運動、 都市 民 衆の 生活の ための 闘いな どが 高揚し ま した。 こ の 時期す 
でに、 社会主義の 立場から 資本家 階級に 対抗し 生活を 擁護す る 運動 も 
し、 日露戦争 時には こうした 人々 は 反戦 論を 盛んに 唱導し ました。 ’10 年 

だい  はい  じよせ い  かいほう うんどう  お  ろうどううんどう  ろうどうし やかいき ゆう 

代に 入る と、 女性の 解放 運動 も 起こり、 労働運動に おいては、 労働者階級 
の 地位の 向 上と 労働組合の 結成と を 目的に した 友愛 会が 組織され ました 
(’12 年 )〇 このよう な 諸 運動を 大き く 飛躍させる 契機と なった のが’ 18 挙の 
米騒動です。 米騒動は 急騰す る ¥ 価 問題を 中心に 起 こづた 近 W 日本 条甞 
看の 民衆7 運動でした。 年萼 により 「大正5 デモ クラ シー」 と 呼ばれる ，10_ 
戎の 民主主義 運動は、 この 体験を# て 二 層 深まり、 苡後 労働運動 （’ 21 % 日 

ろうどうそう どうめい せいりつ  のうみんうんどう  ねん  のうみんぐ みあい そうせつ  ひ さべつぶ らく かいほう 

本 労働 総 同盟 成立)、 農民運動 （’ 22 年 日本 農民 組合 創設)、 被差別 部落 解放 

うんどう  ねんぜん こくすいへ いしやけ つせ い  ふ じん うんどう  ねんしん ふ じんき ようかい せつりつ 

運動 （’ 22 年 全国 水平 社 結成)、 婦人運動 （’ 20 年 新婦 人 協会 設立） などの 
諸 運動が 著しい ^ 展二 運動の 組織化を 見せました。 また、 教育 •文化 運 
動、 学生運動、 市民運動に おいても 新しい 展開が 見られました。 二方、 こ 
のよう な 社会運動と 連動して 普選 獲得 運動 も 発展し ま した。 その 糸 i 果当初 
(1889 年） 直接 国税 15 円 以上の 納入 者に 限られて いた 衆議院議員の 選挙 
資格は、 10円 （1900 年） からさら に 3 円 （’19 年） へと 引き下げられ’ 25 年 
にはつ いに 撤廃され ました （ただし 女子には 与えられませんでした。 その 
ため 「婦選」 獲得 運動が あらたに 起こって きます ）〇  | 


② 反日 帝 運動の 高揚と 日本- 


-パリ  講和会議には、  平和と 民主 主 ^ を 願 

かく こく  こくみん  おお  き たい  しよ くみんち  ひとびと  よくあつ. 

う 各国の 国民が 大きな 期待を よせ ま した。 また 植民地の 人々 は 抑圧から 


151 


第 1 章 日本の 歴史と 文化 

の蘚 § と kMMS を _ めて SA に m くしました。 しかし、 荃 A は 載1# 蒂 

こくし ゆぎ こく  せかい しはいた いせい  さいへんせい  お  ちよう せん  さん  いちどくり つうん 

国 主義 国の 世界 支配 体制の 再編成で 終わり ま した。 朝 鮮の三 • 一 独立 運 
動、 中 国の 五 •四 運動は、 日本 帝国主義を 糾弾して 来た 両国 民の、 このょ 
うな 動向への 怒り が 爆発 し 生起した も のでした。 まず 朝鮮から 見ます と、 
1895 年 ころょり 顕著に なっ た 反日 義兵 運動は、 日 本への 系 合 後 民族 独 S 
運動と して一 段と 発展し ま した。 この 気運を 1 層 深めさせ たのが 第 1 次乂 
戦で 高揚した 民族自決の 風潮 •世論でした。 かく して 1919 年 3  日 
人々 は ソウルの パゴダ公園に 集まり、 朝鮮 国の 独立た る こと と •朝鮮人の 
自由 民た る ことを 宣言し ました。 宣言 文が 読み あげられ 「朝鮮 独立 万‘」 
「大韓 独立 万歳」 の 声と と もに デモが 始められ ると、 その 数は またたぐ まに 
数十 万に 達 したと いわれて います。 「 独立 万歳」 の 叫び、 はたち ま ち 朝鮮 
全土に 拡がり、 独立運動は 3 月下 旬より 4 月に かけて 最高潮に 達し まし 


た 0 

朝 鮮 における この 三 • 一 独立運動は、 早く から 日本の 統治 下に あった 台 
湾 や 帝国主義 諸 列 強に 蚕 食され ていた 中国の 民衆を 大きく 刺激し ました。 
台湾に おいては 日本 統治 以降 各地で さまざまな 形で 抵抗運動が-けられて 
はい ま したが、 それが 組織的な ものへ と 発展し 始め ま したのは、’ 19 年に 入 
っ てからでした。 ご 方’ 15 年 屈辱的な 条約の締結に 「国 恥 記念日」 を も 
って 応え 民族的 自覚を 高めて いた 中 国国 内' では、’ 19 年 5 月 4 日 北京での 
学 g の 抗議 運動を _ 機 にご 挙に 民族自決 • 反日 帝 運動が 燃え i がり ま した。 

さん  いちうん どう  ご  しうん どう  かくめい  えいきよう  う  ち しきじん  がく 

三 • 一 運動、 五 • 四 運動は、 とも に ロシア 革命の 影響を 受け、 知識人 •学 
生の みな らず 労働者 • 農民が 主体的に 落 動した 点で 民族 運動の 新しい 段!^ 
の 到来を しめした といえるで しょう。 では このよう な 糾弾を 受けた 日本 
は どのよう な 対ボを したので しょうか。 政府は、 朝 鮮 に対しては 「武断 g 


治」 から 「文化 政治」 
152 


おもてむ  とうち ようしき  あらた  ちゆう ごく  たい 

へと 表向きに せよ 統治 様式を 改め、 中国に 対しては 
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親日派を 積極的に 支援す る 方針を とりま した。 この 政策 変更 も 重要な こ 
とです が、 特に ここで 注目して おきたい ことは、 日本の 朝鮮 支 中国 
侵略に 疑念を 堤し、 民族 運動に 理解を しめし、 また 民族 共存を 説ぐ 人が、 
日本の 国民の 間に 確実に 生まれて きた ことでした。 民芸 研究家 •美術 評 
論 家と して 知られる 柳 宗悦は そのような 人の 一人です。 

(b) 天皇制 ファ シズ ム 体制の 形成 

① 支配 体制 の 強化 —— 内〆 の 新しい 抵抗力の 登場に W し、 政府は 痦釦 
の 名の もとに 弾圧を 強めました 0 そして 1923 年 関東大震災の 折には、 労 
働 運動家 ゃ 無邊府 主義者が 殺害され る 事件 も 起こり ま した。 なおこの 碧、 
多数の 在日 朝鮮人を 日本人が いわれな く 殺害した ことは 銘記され なけれ 
ばな りません。 さて 民衆 運動の 拡がり、 あるいは 独占資本の. 立と いう 
構造 的 変質を 迎 'えて、 天皇制 国家 も 弾圧を 強化す る だけでは 存立で きな く 

いつて い  てきせい へん  ふかひ 

なり ま した。 すなわち 一定の ブル ジョ ア的 改変が 不可避と なり ま した。 

ねん はらた かし  し ゆしよう  ほんかくてきせ いとうな いかく  せいりつ  どうない かく  しよ かいかく  せんきよ けん 

’18 年 原 敬を 首相と する 本格的®: 党 内閣 の 成立 ゃ 同 内閣 の 諸 改革 （選挙権 
の 拡大、 地方 制度 •教育制度 などの 改革） にも、 それは しめされて いま 
す。 原 敬は 政党政治の 腐敗に 憤激した 一青 年に よ り 刺殺され （’ 21 年)、 
後し ばらく 非 政党!^ 閣が - きます が、 ’24 年 護憲 三 派 内閣 （政 友姜 •憲政 

かい  かくしん くらぶ  れんりつないかく  し ゆしよう  か とう たかあき けんせい かいそう さい  せいりつ 

会 • 革新 倶楽部の 連立内閣、 首 相は 加 藤 高 明 憲政 会 総裁） が 成立して のち 
は、’ 32 年に 犬 養毅内 閣が 倒れる ま で 政党の 総裁が 内閣を 組織す ると いう 

せいとうないかく  かんこう  つづ  か とうない かく  はじ  だんし ふ つう せんきよ せい  じつし 

政党内閣の 慣行が 続きました。 加 藤 内閣は、 初めて 男子 普通選挙 制を 実施 
しま した。 しかし、 近代 天皇制 下の 政党政治を 考える 場合 留意して おかな 
ければ ならない ことほ， それは あくまでも 大日 本 帝国 憲法の 枠内で、 しか 
も 軍部 •官 僚 資本との 妥協. 結合の 中で 生まれた も ので あり、 真に 酗 民を 
基盤と す る 政治、 すなわち 先進 資本主義 国家で 見 られる 政党政治 とは 異な 
っ ていたと いう ことです。 したがって、 民衆 運動には きわめて 冷酷に 矢 f 
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しました。 そのことは# ii 拏 M を！* させた 力 か 口 i 芮 h が、 ，25__聶 に 
「治安 i 持 法」 をぜ定 した ことに も 表れて います 0 同 法は、 「国体」 の k 革 
や 私有財産制度の 否認を 目的と する 結社の 組織 者と 参加者を 処 «! す る こと 
を 定めた も のです。 制定 当初の 目的は 同年の 日 ° ソ 国交 樹立と 普通選挙 法の 
制-によ っ て 議会への 進出 が 予想 される 社会主義 運動 を 取り締まる こと 
にあり ました。 しかし’ 28 年 死刑 条項を 含む ものに 改められ、 さらに その 
運用は、 社会主義者 だけでなく、 さまざまな 社会運動 家 や 自由主義者の 弾 
圧にまで 適用され て 行きました。 こうして  ’20 年代、 天皇制 国家は ブル ジ 
ョア的 再編を 図りつつ、 その 権力を 強化し、 ’30 年 g の ファシズム 体制 ポ 

せい  tf  い 

成へ と 向かって 行きました。 

② 天皇制 ファ シズ ム 体制の 形成 —— 国内' の 諸 運動の 高揚 • 展開1 と 吴皇制 
支配 体制の 再編 • 強化は、 あいつ ぐ 恐慌に よる 日本 経 清の 不況 • 不振と 大 
いに 関係が ありま した。 それは また 日本の 経済 構造の 矛盾を しめす も ので 
したが、 まず’ 20 年 戦後 恐 慌が発 ^ しま した。 ついで’ 23 年の 関東 成は 
日本 経済に 大 打撃を 与えました。 そして これを 遠因と して  ’27 年 金融 恐 
慌が 起こり、 ’30 年には 世界 恐慌の 波及を 受けて 昭和 恐慌が 生起し まし 
た。 不況は 後発の 帝国主義 国に おいて 特に 深刻でした。 失業者は 増:^ し、 
農村は 解体の 危機に 瀕しました。 恐慌 か. らの 脱出5 を 求める 国民 諸 階層の 
声が 満ち 溢れました。 また 帝国主義 間の 矛盾 も 深まりました。 このよ. うな 
状 況の 中で 危機感を i め、 武力を 背景に 政治的 発 力を 増して 来たの が 
軍部で した。 軍部は ①笑陸 侵略、 植 民 地 支配の 強化、 ② 支配 体 希 i の ファ ッ 
ショ的 再 為成、 を 強く 求める ようになり ま した。 そ してまず 前者では 中 _ 
駐 留の 関東 軍が 「満州」 を 中 国の 主権から きり はな して 日本の 支配 下に 
おぐ ことを 目的に’ 31 年 r 満 州 事変」 を 起こし 占領地を 拡大し ました （0 

ごち ゆう ごく.  ぜんめんせんそう たいへいようせんそうし ゆうけつ  ねん  せんそう じようたい 

後 中国での 全面戦争 • 太平洋戦争 終結に いたる  ’45 年までの 戦争状態 
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を 一括して 「15 年 戦争」 と 呼んで います）。 そして 翌年 清朝 最後の 皇帝で 
あった 溥 儀を 執政と し、 云 族 協和の 理 を 掲げて 「満州国」 の 建国を 宣言 
しました。 ，ぬ 年、 国際 連盟で この 行動が 否認され ると、 日本は 歸顏連 遠を 
脱退し ま した。 一方 国内では 「満州 国」 承認を しぶる 犬 S" 毅 誓し 南5 が、’ 32 
年 海軍 青年 将校の 一団に よって 暗殺され ました （五 五 事 禅)。 これに 
よって まがりなりにも ，24 年より 続いて 来た 政! ^ 政治は 崩壊し、 ム 後， 45 


ねん  はいせん 


ふつかつ 


こくぼう  ほんぎ  きよう か 

「国防の 本義 とその 強化 


年の 敗戦まで、 それは 復活し ませんで した 0 そして 軍人と 民間 右翼の 結合 
に よる テロ およ び 特別 高等 警瘧を 中心とす る 諸 運動の 徹 1 した 弾 震に 威 
介され つつ、 軍部 主導の 天皇制 ファ シズ ム 体制が 着々 と戒 i されて# き 
ました。 ’34 年に 陸軍省が 発行した パンフ レッ 
の 提唱」 は 「天皇の 軍隊」 の 政治 •経済への 関与を 公然とし めす もので し 
た。 また’ 35 年には 「国体 明徴 決議」 が 衆議院で なさ れ 天皇の 絶対-が 確 
認 されました。 かく して ファシズム 体制は  ’36 年の 二 •二 六 事件 （国家 篆 
造， 軍部 内閣 樹立を 目 ざす 陸軍 青年 将校の ク ー デ ター。 ただ し奚 |fo、 ’37 

ねん  こくみんせい しんそう どういん うんどう  ねん  こつかそう どういん ほう  せいてい  ねん  たいせい よくさん 

年の 国民 精神 総動員 運動、 ’38 年の 国家 総動員 法の 制定、 ’40 年の 大政 翼賛 

かい  せいりつ  へ  かくりつ  い 

会の 成立な どを 経て 確立して 行き ま した。 

日本に おける ファシズムの 特 g は、 ① 天皇制 支配 体® じたいの ファ ッシ 
ョ的 再編成と して 成立した こと、 ②対 内的 危機感より も 対外 的 危機感が 優 
位し、 そのため 軍部の 主導 下に 推進され たこと、 と 一般にい われて います。 


(c) 日本 帝国主義の 崩壊 
① 戦争の 拡大と 国民一 1931 军の 「蕕 W 秦菱」 は、 耳 に荈 する 日本 
の 新たな 侵 略の 開始を 备げる も ので した。 この 中 国への 侵 略を 二 層 促す 
_ 機 となった のが  ’37 年 7月° に 起こった 蘆溝橋 事件でした。 この 事件は 

べきん こうがい  ろこうき よう につち’ ゆうり: ようこく ぐん しようと つ  せいふ  し ゆしよう こ. のえ ふみ 

北京 郊外の 蘆 溝 橋で 臼中両 国軍が 衝突した も ので、 政府 (首相 近衛 文 
麿） の 不拡大 声明 にもかかわらず、 日本軍は 軍事行動を 拡大し ました。 そ 
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のた め ■其；? 4 な 1 た1^  a の MbMMM 二 ii と の 富 ぃは ますます® i 
な ものと なり、 やがて 敗戦の 日まで 続く 全面戦争 へと 堯展 しました。 この 
日 中 全面戦争 化は、 国の 内〆 における 矛盾、 対立を さ らに 激化させる こと 
にもな りました。 まず 中 国大 陸では、 日本軍は 中 国の ほ とん どす ベての 
民 衆を 敵と する こ とに なり 激 しい 抵抗を 受け るよう になり ま した。 その 
結果 各地で 残虐な 行為を く り 返す ことにな り ま した。 ’37 年 12 月の 南京 
虐殺は その 典型でした。 つぎに 朝鮮に おいては、 日本語の 使用 や 創矣謀 
S の 強制な ど 皇民化 政策が 強行され ました。 このような 民族 抹- 策は、 
台湾で も おなじよ うに とられ、 反日 感情を 高めさせました。 国 W では r 挙 

こくいつ ち  じんち ゆうほう こく  けんにん じき ゆう  さけ  こくみんせい しんそう どういん うんどう  てんかい 

国 一致. • 尽忠 報告 • 堅忍 持久」 を 叫ぶ 国民 精神 総動員 運動の 展開な どを 
通し、 前項で 見た よ うに、 ファ ッ ショ 化が 著しぐ 進められ 人々 の 自由は 奪 
われて 行きました。 また 国民生活は、 ’38 年 施行の _ 家 総動員 法に 基づく 

ちんぎんとう せいれい  せいかつ ぶつし とうせい れい  こうふ  せいかつ ひつじ ゆ ひん  はいき ゆうせい ど 

賃金 統制 令 や 生活 物資 統制 令の 公布、 ぁ るいは 生活 必需 品の 配 給 制度の 
実施、 さ ら には 国民 徴用 令 （いずれも  ’39 年） などに より ますます 苦しく 
なりました。 二!^、 「k 亜 .或 岸の 建㈣」 を！！ げて ft 蟢の k 矢を feu た 日 
本の 中崮 での 荇為や 南進 策は、 アジア 諸 地域に 利権を 持つ アメ リカ •イギ 
リスな どの 先進 帝国主義 i 家との 対 i を 激しく させ、 対日 経済封鎖を 知め 
させました。 このような 状況の 中で、 日本は 日 •独 •伊 三国 軍事同盟を 
締糸 I しつつ （’ 40 年)、 アメリカとの 調-を 図りました。 しかし、 「満州 事 
k、」 丘 後の 既- 事実の 承認を めぐる 日 •米 間の 交渉 •妥協は 困難でした。 
そして  ’41 年 10 月の 交 渉 打ち切り • 開戦 論者で 陸軍の 実 力 者 東 条英機 
の 首相 就任は、 日# 交渉の を 意味し ました。 開戦 必至と 見た ア メリ 
力の、 より 強硬な 姿勢 （「満州」 をの ぞく 中国からの 全面 撤退 要求から、 
「満州」 を 含む 中 国大 陸 • 仏印からの 全面 撤兵 要求な ど) に、 ついに 破局 
が 訪れました。 1¥洋 戦争の 勃奚 です。 
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②ァジ ァ 太平洋戦争と 敗戦 —— 0 策 1 琴が 1譆 にぉち ぃり、 策 iSi 
問-で 対米 交 渉が# きづ まっ た 日本は、’ 41 年 12 月 対 米英 戦争に 活路を 求 
め ま した。 日本軍は、 ハワイ の 真珠湾を 奇 rf 适撃 するとと もに アメリカ • 

イ ギリ スに 宣戦布告し、 ’42 年 半ばまでに 東南アジア 各地を 占領し まし 
た。 そして さらに その 支配権を 南太平洋 諸 地域にまで 伸ばしました。 こ 

たたか  せんそう  もくひよう おうべいれ つきよう  かい. ほう  だいとう あきよう えい けん  けん 

の 戦いで 日本は、 戦争の 目 標は 欧米 列強からの 解放 •大東亜共栄圏の 建 
設 にある と、 アジアの 人々 に 説き ま した。 ’43 年には アジア 各国、 各地 をの 
代表者を 東京に 集め 「大 東亜 会議」 を 開き、 戦争 連行 アジア 籍 S をうた っ 
た大 東亜 共同宣言を 発表し ました。 初戦の 勝利は、 日本国民を‘ 狂 させ 
ました。 しかし、 それは 一時的な もので しかありません でした。 ’43 年 2 
月の ガダルカナル島での 敗北 •撤 遙苡 後、 日本の 戦争 能力の 限# は 篛 らか 
となりました。 そして  ’44 年 6 月の マリアナ 海戦を 画期に 日本の 敗戦は 決 
定的 となりました （この 敗戦を 一因と して  ’44 年 7 月東条 内閣総辞職)。 
また、 「大 東亜 解放」 の スローガンの かげでは、 日本軍に よる 占領地 諸 民族 
へのき びし い 支配が すすめ られ、 また 虐殺 （たと え ば シンガポール におけ 
る 華僑 虐殺） も 行なわれて いました。 そのため 抗日 •民族 解放 運動が ア 
ジア 各地で 一層 組織的に 展開され る ようになり ま した。 二 方 戦 局の 悪イ匕 
は、 国民の 生、;! にも 大きな 影響を 与えました。 ことに’ 44 年末 以降の アメ 
リ カの あいつぐ 本土 爆撃は、 日本の 経済と 国民の 暮らしを 完全に 破綻 させ 
ま した。 このよう な 状 況を 迎え、 それまで 「御 国の 為」 と 信じ 政府 •軍 南 
に 従っていた 国民の 中に も、 厭戦 気分、 反戦 意識が 生まれる ようになり ま 
した。 同盟国 側のう ち、 イタリアは  ’43 年 9 月、 ドイツは’ 45 年 5 月 それ 
ぞれ 降伏し ました。 そして ドイ ツ 降伏 後 まもない  ’45 年 7 月、 連合-側は 
アメリカ •イギリス •中国の 3 国の 羞で ポツ ダム 宣言を 発表し、 日本に 
降伏を 求めて きました。 しかし 日本 政府 （首相 鈴 木 k 太郎） はこれ を 無 4 
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する 方針を とりま した。 その 結果、 日本は ア メリ カから 8 月 6 日 広 島に、 

8 月 9 日長 崎に 原子爆弾を 投下され、 あわせて 30 万に 近い 人‘ を 二 瞬の 
うちに 失う ことと なり ま した。 政府 および 戦争 指導者が‘ 後まで 固執した 
のは 国民の こ とより も 天皇の 地位の ft 持 =  のこ とでした。 しかし 事 靈 

は 猶予の ない ところ ま で 来て い ました。 日本は 8 月 14 日つ いに ポ ツ ダム 
宣言の 無条件 受諾を 決 達し、 降伏し ました。 日本国民に 敗戦が 知らされた 
のは 翌 15  1 日でした。 それは 天皇制 ファシズム 体制の 解‘. 日本 帝国主義 
の 崩壊を 意味し ました。 と 同時に、 多くの 矛盾を 内包し、 それを 拡<  させな 
がら 早熟 的に 帝国主義 化した i 家が 内外の 広範な 反 ファ シズ ム • 反帝 運 
動に 敗北した ことを しめす も ので も ありま した。 「満 州 事 参」 から 数えて 
15 年に およ んだ 長い 長い 戦争に よって、 日本の 国民は 尊い 生命を 多く 失い 
ま した。 しかし ここで 忘れて はならない こ とは 原爆の 被害 国で あると とも 
に アジア 諸 民族 • 諸 地 k の 人々 に 分して は、 日本は 間違いな く 加害者で あ 
っ たという ことです。 多くの 朝鮮の 女性を いわゆる 「従軍 慰安婦」 とし 
て 戦場に 盖れて 合った こ とや 中 国に おける 日本軍の 人体実験 などは 決し 
てあっ ては ならない 歴史の 教訓と して 永 く 強く 日 本国 民に 記憶され なけ 
れば なり ません。 また 同 じ 日本国民 でも 沖縄の 住 民 や 北方 少 数 民族は 本 
土の 人々 とは 異なった 悲惨な 体験を 強いられ ま した。 この こと も 忘れられ 
ては なり ません。 ともかく も 敗戦を 機と して 知った 被害と 加害の 苦しみ • 

いた  とお  こくみん  し ゆけん ざい みん  へい わし ゆぎ  じんけん そんちよう  みん し ゆ こつか  けん 

痛みを 通して、 日本国民は 主権在民 • 平和主義 • 人権 尊重の 民主国 家を 建 
設 する ことを 誓い ま した。 1947 年 5 月% 3° 日 「日本国憲法」 はこの よ うな 背 
景の もとで 制定 •施行され ま した。 民主主義と ¥ 和を 希求す る 新しい 日本 
が ここに 確かに 生誕した のです。 
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